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Ⅰ．事業概要

1．調査日的

本調査は、国内の畜水産分野において飼料添加物及び動物用医薬品として抗

菌性物質を使用することにより選択される薬剤耐性菌に関する食品健康影響の

評価にあたって、国内の薬剤耐性菌の出現状況の実態を公表文献及び資料から

把握することを目的としている。

本調査結果については、食品安全委員会が薬剤耐性菌に関する食品健康影響

評価を実施するための基礎資料として用いられる。

2．調査内容

国内の食品、畜産、農産及び水産分野等にわたって薬剤耐性菌の出現に関す

る調査文献及び抗菌性物質の使用量に係る資料を収集・整理する。これらの文

献等を用いて、現在の薬剤耐性菌の出現の状況を国内全体又は抗菌性物質の成

分別等に集計し、薬剤耐性菌の出現率の経時的変化、消長等の動向、菌種別の

耐性化傾向等の総合的な解析を行う。

3．調査方法

適切な文献等の収集及び整理、精度の高い解析及び考察等を行うために、有

識者から構成される検討会を設置し、国内外の抗菌性物質の使用量及び薬剤耐

性菌の出現等に関する文献等を収集・集計し、抗菌性物質と薬剤耐性菌の出現

等の関係についての総合的な解析及び考察等を行う。

4．調査体制

本調査を行うにあたり、財団法人畜産生物科学安全研究所内に6名の研究員

からなるプロジェクトチームを形成した。また、精度の高い解析及び考察等を

行うために、下記の有識者からなる検討会を設置した。

（1）委員

青木　宙

切替　照雄

佐藤　剛

高橋　敏雄

寺島　浮

山口　恵三（座長）

（2）作業部会委員

大島　慧

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授

国立国際医療センター研究所部長

独立行政法人肥飼料検査所課長

農林水産省動物医薬品検査所室長

厚生労働省感染症研究所室長

東邦大学医学部教授

社団法人動物用医薬品協会参与
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八木澤　守正

米持　千里

（3）オブザーバー

大野　章

田村　豊

動物用抗菌剤研究会理事

社団法人日本科学飼料協会事務局長

東邦大学医学部助手

酪農学園大学獣医学部教授

（4）プロジェクトチーム

平山　紀夫

村松　昌武

西村　昌晃

丸山　賀子

白石　力也

伊藤　文世

専務理事

理事

生物工学研究部主任研究員

生物工学研究部主任研究員

生物工学研究部研究員

企画調整室研究員

検討会は、2004年7月15日、10月7日、11月19日、12月16日の合計4

回開催した。
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Ⅱ．抗菌性物質の使用量に関する調査結果

1．調査方法

日本では、抗菌性物質（抗生物質及び合成抗菌剤）は、医療、獣医療（畜産動

物、水産動物及びペット）及び農畜産等の分野で使用されている。それぞれ、人

体用医薬品、動物用医薬品、飼料添加物及び農薬として用いられていることか

ら、これらの使用量に関する公表された統計等を収集・集計した。集計の際に

は、純末換算量が確認できたものについては、純末換算量で示した。また、確

認できないものについては、当該物質の製剤の販売量等を示したが、一部の製

剤については、純末換算量を推定した。

1）調査対象資料

（1）動物用医薬品（畜産動物、水産動物及びペットを含む。）

①抗生物質製剤

A．動物医薬品検査所年報（農林水産省　動物医薬品検査所）

動物用抗生物質製剤については、薬事法に基づき1995年9月（1987年10月

から国家検定対象製剤が順次削減された。）まで国家検定が実施されていた。

国家検定対象製剤は、国家検定に合格しなければ販売できないこ．と、メーカー

は在庫量を勘案しながら検定申請をすること等から、国家検定合格数量がほぼ

使用量に相当すると判断される。従って、国家検定合格数量を公表している本

年報（使7）を資料として採用した。

B．動物用医薬品、医薬部外品、生産（輸入）販売高年報（（社）日本動物薬

事協会）

国家検定が廃止となり、抗生物質の製造量を示す統計がなくなったので、廃

止以降の数量については、動物用医薬品等取締規則に基づき製造（輸入）業者

から農林水産大臣に報告された販売高を集計した本年報（使5）を資料とした。

②合成抗菌剤

A．動物用医薬品、医薬部外品、生産（輸入）販売高年報（（社）日本動物薬

事協会）

動物用合成抗菌剤については、国家検定の対象外であったことから、その製

造量や使用量の統計は存在しなかったので、動物用医薬高等取締規則に基づき

製造（輸入）業者から農林水産大臣に報告された販売高を集計した本年報（使

5）を資料とした。

③動物種ごとの抗菌性物質の使用量

A．各種抗生物質・合成抗菌剤・駆虫剤・抗原虫剤の販売高と販売量（（社）日
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本動物用医薬品協会）

動物種毎の抗菌性物質の使用量については、動物用医薬品等取締規則に基づ

き製造（輸入）業者から農林水産大臣に報告された販売高及び取扱数量を集計

した本資料（使1）が、近年、公表されたので資料とした。

以上の他に、「薬剤耐性菌に関するシンポジウム記録（2）畜産における抗生物

質の現況　獣医畜産新報」（総27）及び「動物における薬剤耐性菌一医療分野

との関わり一動物用抗菌剤研究会報」（総126）を補完的に引用した。

（2）飼料添加物（畜産動物）

①抗生物質
A．家畜衛生統計（農林水産省畜産局）

飼料添加物のうち抗生物質については、飼料の安全性の確保及び品質の改善

に関する法律（以下「飼安法」と略す。）に基づき国家検定が実施されている。

動物用抗生物質製剤と同様の理由で、国家検定合格数量がほぼ使用量に相当す

ると判断される。従って、国家検定合格数量を公表している本統計（使2）を
資料として採用した。

②合成抗菌剤

資料なし。

飼料添加物のうち合成抗菌剤については、国家検定の対象外であること、国

又は関係団体が製造量及び販売量等を集計していないことから、使用量を推定
するための資料はなかった。

（3）農薬

①抗生物質及び合成抗菌剤

A．農薬要覧（（社）日本植物防疫協会）

農薬には国家検定制度はないが、農薬取締法に基づき販売業者から報告され

た製造量及び出荷量を集計した資料が公表されている。出荷量には返品された

数量も反映されていることから、出荷量がはば使用量に相当すると判断される。

従って、本要覧（使6）を調査資料として採用した。

（4）人体用医薬品

（∋抗生物質

A．ペニシリン

B．JournalofAntibiotics
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C．TheJapaneseJournalofAntibiotics

人体用抗生物質製剤については、薬事法に基づき1981年度（1970年度から

国家検定対象製剤が順次削減された。）まで国家検定が実施されていた。動物

用抗生物質製剤と同様の理由で、国家検定合格数量がはば使用量に相当すると

判断される。従って、国家検定合格数量を収載しているこれらの雑誌（使9～

11）を資料として採用した。

D．薬事工業生産動態統計調査年報（厚生労働省医政局）

国家検定が廃止となり、抗生物質の製造量を示す統計がなくなったので、廃

止以降の数量については、統計法に基づき製造（輸入）業者から厚生労働大臣

に報告された販売高を集計した本年報（使8）を調査資料とした。

②合成抗菌剤

A．薬事工業生産動態統計調査年報（厚生労働省医政局）

人体用医薬品では合成抗菌剤を「化学療法剤」として取り扱っている。化学

療法剤については、国家検定制度がなく、製造量や使用量の統計がないため、

統計法に基づき製造（輸入）業者から厚生労働大臣に報告された販売高を集計

した本年報（使8）を調査資料とした。

2）集計値について

採用した資料において、対象成分の純未換算量が示されている場合には、そ

の値を引用した。一方、多くの資料においては、各薬剤の製造量、販売量等を

製剤の量として集計されていたので、各資料中に当該製剤の成分含有割合が記

載されている場合には、製剤量に成分含有割合を乗じて、純末換算量を求めた。

ただし、同一成分で含有割合の異なる製剤が存在する場合には、それらの含有

割合の平均値を算出し、製剤量にその平均値を乗じて、純未換算量とした。集

計後、単位は、トン（小数点第1位）で表示した。従って、100kg未満の場合

は0と表示した。

また、採用した資料中には、販売量を金額（販売高）のみで示している場合

があるため、集計後、円で表示した。
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2。調査結果

1）動物用医薬品

（1）抗生物質製剤

①動物用抗生物質製剤の国家検定について

動物用抗生物質製剤は、その剤型により、飼料に添加する飼料添加剤、経口

的に投与する経口投与剤、筋肉や皮下に注射する注射剤、牛の乳房に注入する

注入剤、牛の子宮に挿入する挿入剤の5種類に分類されている。国家検定は、

1987年9月までは全剤型が対象であったが、1987年10月からは飼料添加剤が

削除され、1991年10月からは経口投与剤が削除され、1995年10月には全廃
された。

②国家検定合格数量（1986年度まで）

抗生物質製剤の検定合格数量（使7）は、製剤としての数量で表示されてお

り、各製剤についての成分含有割合の記載がないため、純末換算はできなかっ

た。ただし、特定の年度については総量としての純末換算量が記載されていた

ので、④に記載した。

製剤としての検定合格数量を表1に、抗生物質の系統別に集計したものを表

2及び図1に示した。

1962年度に国家検定を受けた抗生物質の種類は、11種類であったが、1960

年代後半では20種類に、1970年代半ばには30種類となり、1986年度には36

種類とピークに達した。検定合格数量も、年々増加し、1986年度にピークに達

した。

抗生物質の系統別でみると、1960年代前半はテトラサイクリン系製剤とペニ

シリン系製剤が主体であったが、1960年代半ばからはアミノグリコシド系製剤

やマクロライド系製剤も増加した。ペプチド系製剤は1960年代半ばから1980

年代にかけて使用された。セフェム系製剤は、1986年度から主に牛の乳房炎治

療薬として使用されている。どの年代においても、テトラサイクリン系製剤が

最も多かった。

1977年度の抗生物質全体の合格数量は、エンラマイシン、コリステン、バシ

トラシン等のペプチド系製剤が激減したため、前年度より減少した。これらペ

プチド系抗生物質は、飼安法に基づく飼料添加物として1978年度より使用され

ることとなった。

③1987年度以降の使用量

国家検定対象剤型が削減された1987年度以降の抗生物質の使用量を、検定合

格数量（使7）及び動物用医薬品の販売高（使5）を用いて調査した。
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1962年度から1986年度までの抗生物質製剤の検定合格数量とその販売高を

グラフ化した。図2に示したとおり、検定合格数量（使用量）の増減は、販売

高の増減におおむね一致していたことから、1987年度以降の使用量は、抗生物

質の販売高から推定できるものと判断された。

表3及び図3に抗生物質製剤の販売高の推移を示した。1986年から1989年

は約260億円で推移し、1990年では300億円でピークとなり、以後漸減し2002

年には130億円となった。この傾向は、表3に示したように動物用医薬品全体

に占める抗生物質製剤の販売高の割合においても認められた。

④抗生物質製剤の純未換算量

抗生物質製剤の国家検定合格数量については一部の年度で純末換算量が記載

されており（使7、総27）、また、2001年から販売数量を純末量に換算した数

値が公表されている（使1）ので、これらを表4及び図4に示した。

1969年度と1970年度では200トン台であったものが、1976年度には400

トン台、1980年度には500トン台、1983年度には約750トン、1986年度には

900トンを越えてピークになり、その後減少し、2002年には700トン台（ピー

ク時の80％）となっている。なお、1969、1970及び1972年度については成分

毎の純末換算量が公表されていたので表5に、その系統別集計を表6に示した。

1982年度から1989年度にかけて、検定合格数量の上位3位を占める抗生物

質は、オキシテトラサイクリン、クロルテトラサイクリン及びタイロシンであ

った。これらの抗生物質について、表7に公表された純末換算量を、図5に抗

生物質全体に占める割合を示した。テトラサイクリン系製剤が全体の60％を占

めていた。

2001年度と2002年については表8に示したが、テトラサイクリン系製剤が

同様に約60％を占め、タイロシンが含まれるマクロライド系製剤（13～18％）

がこれに続き、ペニシリン系（13％）及びアミノグリコシド系製剤（8％）も

比較的多く販売されていた。

⑤動物種別販売数量

動物種毎の使用量については、2001年より集計が開始され、純未換算量で公

表（使1）されていることから、表9及び表10に示した。また、抗生物質の系

統別集計を表11、表12、図6及び図7に示した。

2002年のデータでは、全抗生物質の52％が豚、22％が鶏、15％が魚、5％

が牛で使用されていた。系統別では、セフェム系製剤は、82％が牛に、マクロ

ライド系製剤の53％が魚に使用されていることは注目された。
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（2）合成抗菌剤

（∋合成抗菌剤の販売高

合成抗菌剤については、抗生物質のような国家検定制度がなく、また、使用

量の統計がないことから、販売高の統計（使5）からその推移を推定した。

表13及び図8に合成抗菌剤の販売高の推移を示した。1960年代は、年々増

加し、1975年と1976年には急増し、1976年には80億円とピークになった。

この増加の主体は、サルファ剤及びフラゾリドン等のニトロフラン系製剤であ

った。その後、1988年まで漸減したが、フルオロキノロン系製剤の承認に伴い、

1993年と1994年に80億円と再ピークとなった。その後、減少傾向となり、2002

年には50億円となった。

これらの傾向は、動物用医薬品全体に占める合成抗菌剤の販売高の割合にお
いても認められた。

②合成抗菌剤の純未換算量

2001年より公表された合成抗菌剤の純未換算量（使1）を表14に示した。

2001年は、256トンであったが、2002年には215トンと減少した。いずれの

年もサルファ剤が約70％で最も多く、次がチアンフェニコールで約10％であっ
た。

フルオロキノロン系製剤は、1992年度から使用されており、純未換算した販

売量が報告されている（総126）ことから、2001年以降の公表データと合わせ

て表15に示した。

フルオロキノロン系製剤は、1992年に1．2トン、その後増加し、2002年には
6・5トンとなった。製剤別ではエンロフロキサシンが最も多く、使用動物別では

6割以上が鶏への使用と報告されていた。2001年と2002年には、エンロフロ

キサシンとノルフロキサシンが多く使用されていた。

③動物種別販売数量

動物種毎の使用量については、2001年より集計が開始され、純未換算量で公

表（使1）されていることから、表16及び表17に、それらの系統別集計を表
18、表19、図9及び図10に示した。

2002年でみると、全合成抗菌剤の56％が豚、13％が鶏、10％が魚、5％が

牛で使用されていた。フルオロキノロンは、この2年間では鶏への使用割合が
減少し、犬猫への使用割合が増加した。

（3）家畜1頭羽当たりの抗菌性動物用医薬品の使用量

2001年及び2002年において家畜別の抗菌性動物用医薬品の販売量が明らか
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になったことから、家畜1頭羽当たりの使用量を推定した。牛、豚及び鶏で使

用された抗菌性動物用医薬品の純未合計数量を表20及び表21に示したが、こ

の合計数量を単純に各飼養頭羽数（表27）で除した値を表22及び表23に示し

た。2002年でみると、全体の使用量が多い豚で、28．8gと最も多く、牛で8．4

g、飼養羽数が多い鶏では0．2gであった。抗生物質に限定した場合、牛で6．4

g、豚で21．7g、鶏で0．2gであった。

また、外国における使用量を調査した（使17～20）ところ、動物種別使用量

を明記していたのはデンマークのみであった。2002年のデンマークでの1頭羽

当たりの抗生物質使用量は、牛で1．4g、豚で3g、家禽で0．003gであった（使

17）。（デンマークでは、動物種別の抗生物質の使用量を獣医師からの申告量を

もとにして集計していること等のデータの収集方法や畜産の形態が、日本と異

なるため、参考として公表データを列記するに止めた。）

2）飼料添加物

（1）抗生物質製剤

①国家検定合格数量

飼料添加物として用いられている抗菌性物質は、飼料に飼料1．トン当たり数

グラム添加、混合されて家畜に与えられている。抗菌性物質のうち抗生物質製

剤及びポリエーテル系製剤は、飼安法により「特定添加物」とされ、1978年度

より国家検定が実施されている。国家検定合格数量は、純未換算量で公表され

ており（使2）、表24に示した。

1978年度から1993年度までは、300～400トンで推移し、1994年度からは

300トンを割り、2002年度には160トン（ピーク時の40％）となった。

抗生物質の系統別で集計したものを表25及び図11に示し、その割合を図12

に示した。モネンシン、サリノマイシン、ラサロシド等のポリエーテル系製剤

が最も多く使用され、全体の約60％を占めていた。次いでペプチド系製剤が約

25％を占めていた。

②動物種別販売数量

動物種毎の製造量又は販売数量を集計したものはなかった。

（2）合成抗菌剤

①合成抗菌剤の販売数量

飼料添加物の合成抗菌剤としては、アンプロリウム、デコキネート、ナイカ

ルバジン、クエン酸モランテル等が使用されているが、これらの製造量又は販

売量等を集計したものはなかった。
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3）家畜等で使用される抗生物質の総量

家畜等に投与される抗生物質は、動物用医薬品と飼料添加物であるので、そ

の純末換算での総量の推移を表26及び図13に示した。1969年の216トンから

順次増加し、1980年代半ばには5倍以上の1300トンとピークになり、2002年

には900トン（ピャク時の70％）を切るまでに減少した。

これらの推移は、家畜の頭数と関連すると考えられたので、この間の家畜の

飼養頭数等（使3・4）を調査し、表27に示した。公表されている牛・豚の飼

養頭数は、当該年2月時点での頭数であるため、1年間に飼養された頭数は、

当該年にと殺された頭数を加えることにより実頭数に近づくこと、となる。そこ

で、本報告書では牛及び豚では飼養頭数にと殺頭数を加えて「全体の飼養頭数」

とした。レイヤー（産卵鶏）は、飼養羽数をそのまま採用し、ブロイラー（肉

用鶏）は、ひな餌付け羽数を飼養羽数とした。1969年では、牛は460万頭、豚

は980万頭、鶏は4億5千万羽飼養されていたが、1980年代後半にはピークと

なり、牛で1．4倍、豚・鶏で2倍強に増加した。その後減少し、2002年には、

牛580万頭、豚1700万頭、鶏8億羽となった。

以上のことから、1980年代後半までは抗菌性物質の使用が家畜の飼養頭数の

伸びを大きく上回り、比較的抗生物質が多用されていた時代であったと考えら
れる。

その後は、抗生物質の総使用量が減少し、2002年にはピーク時の70％となっ

た。動物用医薬品ではピーク時の80％であったが、飼料添加物ではピーク時の

40％であり、飼料添加物の減少率の方が大きかった。これらの減少は、飼養頭
羽数の減少のみからは説明できなかった。

通常、飼料添加物は、配合飼料工場で配合飼料に添加されて出荷されている。

特定飼料添加物（抗生物質）の国家検定合格数量の推移は、表25に示したとお

り、1985年度をピークに減少し、1994年度から300トンを下回り、2002年度

には160トンとなった。この間の配合飼料の生産量（使12）は、表28に示し

たように、1985年度以降2002年度まで2350～2490万トンで推移し、大きな

変動はみられていない。従って、1994年度以降は、特定飼料添加物を配合しな

い飼料の給与が増加していることが示唆された。

このような抗生物質使用量の減少要因の一つとして、消費者が抗菌性物質を

与えないで育てた家畜等由来の食品を要望し、生産者がその要望に応えてきて

いることがあげられる。例えば、1994年度から有機酸や生菌剤が飼料添加物と
して指定されており、これらが抗生物質の代替として使用されている（使15）。

また、表29に示したように、家畜等に使用されるワクチンの種類は、抗生物

質の使用がピークであった1986年以降、5年毎に20種類以上も増加している
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（使7）。従って、生産性を上げるためには、発症後の抗菌性物質による治療よ

り、ワクチンによる予防の方が効率的な手段であり、ワクチンへのシフトも抗

生物質使用量の減少要因の一つと考えられた。

4）農薬

（1）抗生物質及び合成抗菌剤

農薬は、その用途から殺虫剤、殺菌剤、殺虫殺菌剤、除草剤等に分類されて

いる。抗生物質及び合成抗菌剤は、殺菌効果があることから、殺菌剤及び殺虫

殺菌剤として使用されてきた。近年、ダニ等に効果のある抗生物質が発見され

たことから殺虫剤としても使用されている。

農薬の使用法としては、稲、野菜、果樹等に散布、噴霧されている。

①農薬の出荷数量

農薬の出荷数量（使6）を純末換算し、表30に示した。1964年までは、ス

トレプトマイシンとブラストサイジンSが主体で約30トンであった。1966年

以降、カスガマイシン及びポリオキシンが登録されると、急激に使用され始め、

1969年には180トンと全体（250トン）の75％を占めた。1972年からはハリ

グマイシが使用され始めた。1981年までは、全体で200～250トンが使用され

た。1982年からは抗真菌剤であるトリシクラゾールが大量に使用され始め、

1993年には全体で630トンとピークを迎えた。その後減少し、2002年には360

トンとなった。

なお、1980年代後半からは動物用医薬品として使用されているオキシテトラ

サイクリン及びオキソリン酸が農薬として使用され始めた。

系統別の農薬の出荷数量を表31及び図14に示した。

②抗菌活性のある農薬の出荷数量

農薬として使用されている抗生物質の中には、抗真菌剤であるアゾール系の

ように抗菌活性のないものがあるので、それらを除外して集計し、表32に示し

た。1969～1970年が200トンとピークで、その後、100～150トンで推移して

いる。

5）人体用医薬品

（1）抗生物質製剤

①人体用抗生物質製剤の国家検定について

人体用抗生物質製剤の国家検定は、1969年度までは注射剤、経口剤及び外用

剤の全剤型が対象であったが、1970年度から外用剤、1979年度から経口剤が

削除され、1982年度から全廃された。これら国家検定合格数量がほぼ使用量と
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見なすことができる。

②国家検定合格数量（1978年度まで）

抗生物質製剤の検定合格数量（使9～11）を純末換算し、表33に示した。1951

年度まではペニシリンのみが使用され、その量は10トン未満であった。1952

年度からはストレプトマイシンが加わり、1954年度には80トンとなった。1958

年度からはテトラサイクリン、クロラムフェニコール、エリスロマイシンが加

わり120トンとなった。その後、順次、抗生物質の種類が増加すると共に合格

数量も増大し、1969年度には350トン、1973年度には600トン、1978年度に

はピークの870トンとなった。

抗生物質の系統別に集計したものを表34及び図15に示した。ペニシリン系

は1970年から増加し、1978年度には300トンとなった。セフェム系は1965

年度から使用され、1975年度には全体の20％を占めるようになった。アミノグ

リコシド系は長期間コンスタントに使用されていた。

③1979年度以降の使用量

人体用医薬品の販売高（使8）を用いて、国家検定対象剤型として経口剤が
削減された1979年度以降の抗生物質の使用量を調査した。

抗生物質製剤の生産高は、表35に示したように、1982年がピークで、1996
年以降はピーク時の50％を下回っている。

1956年度から1978年度までの検定合格数量とその生産高をグラフ化したと

ころ（図16）、検定合格数量（使用量）の増減は、生産高の増減におおむね一致

していた。従って、1979年度以降の使用量は、抗生物質の生産高から推定でき

るものと判断された。そこで、1977年度及び1978年度の抗生物質製剤の検定

合格数量と生産高のそれぞれの平均値と、1998年度以降の生産高を比例配分し

て、1998年度以降における使用量を求めた。表36に示したように、約500ト

ン前後であった。なお、今回算出した数量は、物価・薬価等を考慮せずに単純

に比例配分で求めたものである。2002年の1人当たりの抗生物質の使用推定値

は、483トンを人口（1億2千万人とした。）で除して、4gであった。

（2）化学療法剤

①化学療法剤の生産高

人体用医薬品では合成抗菌剤を「化学療法剤」として取り扱っている。化学

療法剤については、抗生物質のような国家検定制度はなく、また、製造量や使

用量の統計、純未換算に関する資料がなかった。そこで、生産高の統計（使8）

を用い、かつ、抗生物質製剤と比較しながら、推定できた推移のみを、表35及
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び図17～19に示した。

化学療法剤の生産高は、1950年代では70～90億円であったが、1960年代に

は100億円台、1970年代には200～350億円と徐々に増加し、1980年代後半

から急増し、2002年には1800億円強となった。

抗生物質製剤と化学療法剤の生産高の割合は、1950年代後半で6：4であっ

たものが、抗生物質製剤の増加に伴い、1970年代後半に96：4まで低下した。

その後、抗生物質製剤の減少と化学療法剤の増加により最近では6：4となっ

た。
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Ⅲ．薬剤耐性菌に関する調査結果

1．国内の薬剤耐性菌の出現に関する文献の収集

1）調査対象

国内の薬剤耐性菌の出現に関する文献を収集するに当たり、細菌種や薬剤耐

性株の由来等の観点から、調査対象を次のようにした。

①家畜、魚、環境、食品及び人を対象とし、ペット及び観賞魚は除外した。

②家畜及び魚に由来する細菌については、菌種を特定しないで、薬剤感受性

を調べた全ての菌種を対象にした。

③食品及び人に由来する細菌については、家畜等からの伝播が疑われる菌種

（使21～40）及び食品安全委員会の「家畜等への抗菌性物質の使用により選

択される薬剤耐性菌の食品健康影響に関する評価指針」（使13）を参考にして

以下の菌種に限定した。

サルモネラ、カンピロバクタ一、病原性大腸菌、腸炎ビブリオ、

リステリア、大腸菌、腸球菌

④調査年代は、おおむね1960年代から2004年とした。

2）文献の収集方法

①検索に用いるデータベースとして、科学技術振興機構のJSTPLUS及び

PubMedを使用した。JSTPLUSでは、「薬剤感受性」、「菌名」及び「畜種」

をキーワードとして検索し、ヒットした328件の文献の表題から文献を選択

したo PubMedでは、「antibioticresistancebacteriainJapan」で検索し、

ヒットした935件の文献の表題及び要約から文献を選択した。

②家畜の薬剤耐性関係の文献がよく掲載されている「JournalofⅥ如dnary

MedicalScience」、「日本獣医師会雑誌」、「臨床獣医」、「獣医畜産新報」、「家

畜診療」、「日本豚病研究会報」、「動物用抗菌剤研究会報」、「鶏病研究会報」

等を対象雑誌とし、表題から文献を選択した。

③検討会委員、作業部会委員、当研究所等所有の文献も対象とした。

④原則として、投稿論文とし、学会発表の抄録は採用しなかった。

⑤国、団体等の公表資料を含めた。

3）文献の収集結果

収集した文献は、主に動物種で牛、豚、鶏及び人に分類し、それら以外の動

物種、食品及び環境に関する文献は総合に分類し、牛、豚及び鶏であっても複

数の動物種を取り扱う文献は総合に含めた。

収集した文献数は、牛関係199，豚関係217、鶏関係82、総合162、人関係
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127、計787であった。

4）文献の等級づけの基準

収集した文献には、質的に様々なものが含まれていた。特に薬剤感受性試験

の方法の異なるデータを集計することになるため、信頼性の高いデータのみを

集計することが求められる。そこで、以下の基準に従って収集文献に等級を付

け、C以上の文献についてデータの集計・解析に用いた。

A－1：最小発育阻止濃度（MIC）が寒天平板希釈法または液体（微量液体）

希釈法による定量値で示されているもの。方法は日本化学療法学会、米

国臨床検査標準化委員会（NCCI．S）法、動物用抗菌剤研究会法のいずれ

でも良い。供試菌株数が30株以上のもの。MIC分布表が掲載されてい

るもの。なお、MC分布表が掲載されていない場合は、A－2とする。

A－2：MICが寒天平板希釈法または液体（微量液体）希釈法による定量値

で示されているが、供試菌株数が30株未満のもの。

B：ディスク法で実施されており、菌株数がおおむね30株以上のもの。

C：MIC分布表はないがMICの記載があり、又はMICの記載がなくても

重要な耐性遺伝子の検出が記載された、菌株数は少ないながら食品を介

して人への伝播が懸念される重要な細菌に関する論文。

D：MICの記載がないもの。MICが軍載されていても菌株数が極めて少な

いか、分離個体数が少ない（数例程度）もの。分離報告や条件検討など

の論文。公衆衛生への影響として有用でないもの。

5）文献データの集計

収集文献から主なデータを表37の集計表に記載した。MIC50及びMIC90は、

文献中に記載されている場合、その値を採用し、記載されていない場合、MIC
分布表から算出した。耐性限界値（ブレークポイント）は、文献中に記載され

ている場合には、その値を採用し、記載されていない場合には、MIC分布表で

二峰性を示した両ピークの中間値を推定ブレークポイントとした。個々の抗菌

性物質に対する耐性率に主眼を置いたため、多剤耐性についての集計は行わな

かった。集計表に記載したデータを、別途作成した集計用プログラムで入力し、

エクセル形式で出力し、解析した。なお、調査年が複数年にわたる文献につい
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ては、年毎の耐性菌数が記載されている場合は、その年毎に集計し、年毎の耐

性菌数が記載されていない場合は、その中間年を調査年として集計した。また、

感受性試験において、使用した抗菌性物質に対して本来非感受性である場合に

は、耐性率が100％となるが、本報告の文中ではそれらの記載を省略した。

抗菌性物質の略語は、動物用抗菌剤研究会報（使14）で使用されているもの

を採用し、本報告で主に使用した薬剤を表38に示した。

2．国内の薬剤耐性菌の出現に関する文献の調査結果

1）収集文献に関する一般的概要

（1）収集文献の等級づけ

収集した787件の文献を等級づけした結果、以下のようになり、C以上の368

文献をデータ解析に利用した。

なお、Dを含む文献の一覧を参照文献として報告書末尾に記載した。

牛 豚 鶏 総合 人 合 計 （％）

A － 1 2 7 5 8 1 7 38 3 3 173 （22）

A － 2 2 7 2 3 7 34 3 94 （12）

B 2 9 1 3 8 13 16 79 （10）

C 2 ■ 6 0 6 8 2 2 （3）

D 114 11 7 5 0 7 1 6 7 4 19 （53）

計 19 9 2 17 8 2 ．162 12 7 78 7 （100）

（2）家畜等由来の薬剤耐性菌の概要

調査した文献には牛、豚、鶏、馬、羊、山羊、ウズラ、ウナギ、アユ、ニジ

マス、サケ、ブリ、ハマチ等が含まれていた。動物種毎に調査された菌の種類、

その採材時期、薬剤名、文献数及び文献番号を一覧にして、表39～55に示した。

牛については、乳牛、肉牛及びその区分なしに細分し、鶏もレイヤー、ブロイ

ラー及びその区分なしに細分した。「菌の種類」の欄には、1種類の場合は菌種

名で、複数の場合あるいは種の同定がなされていない場合には属名で記載した。

乳牛では、13種類の菌について調査されているが、乳房炎との係わりからと

思われるブドウ球菌の報告例が最も多かった。次いで、大腸菌、サルモネラ、

レンサ球菌の順であった。肉牛では、大腸菌、サルモネラが多かった。

豚では、16種類の菌について調査されていた。大腸菌が最も多かったが、豚

病の種類を反映してアクチノバシラス、豚丹毒菌、サルモネラ、パスツレラ等
の調査が多かった。
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鶏では、8種類の菌について調査されているが、大腸菌、サルモネラ、カン

ピロバクターの調査が多かった。

アユではビブリオ、ブリではパスツレラの調査が多かった。

なお、リステリアについては羊の1文献のみであった。

今回、解析の対象となった文献の発表年で最も古いものは、鶏が1967年、豚

が1970年、牛が1974年であった。また、調査された菌株の採材時期は、それ

ぞれ表に示したが、最も古い株は1963年に採材されたブドウ球菌であった。

（3）環境、食品及び人由来の薬剤耐性菌の概要

調査された菌の種類、その採材時期、薬剤名、文献数及び文献番号を一覧に

して、表56～58に示した。

環境由来菌の文献は4件であり、畜舎周辺、糞尿汚水から分離した大腸菌及

びサルモネラ、豚舎周辺のハエの体表から分離した大腸菌についての報告があ

った。

食品由来菌の文献は13件であり、牛肉からの大腸菌、サルモネラ、豚肉から

の大腸菌、豚丹毒菌、鶏肉からの大腸菌、サルモネラ、カンピロバクタ一、腸

球菌、ハマチ、カキ等からの腸炎ビブリオ、食中毒に関連した食材からのサル

モネラ等が調査されていた。

人由来菌の文献は58件であり、その菌種は大腸菌、腸球菌、サルモネラ及び

カンピロバクターの4種類であった。報告の多くは、全国の大学や病院等の研

究機閑が協同して実施した調査で、検体別臨床分離株の各種抗菌性物質に対す

る感受性試験を統一した方法で行ったものであった。

2）牛、豚及び鶏由来の薬剤耐性菌の出現状況とその推移

同一の機関が、同一の方法で長期間にわたって薬剤耐性菌を調査することは

極めて困難である。解析に用いた文献においても、その多くは1～3年間の短

期間に収集した菌株を用いた薬剤感受性試験の報告、または、10年間程度の分

離株を収集しているが年毎の菌株数が少ない報告であったため、薬剤耐性菌の

経時的推移を明らかにした文献は極めて少数であった。

そこで、解析に用いた全ての文献を対象に、比較的デ「夕が多い菌種と薬剤

の組み合わせで、薬剤耐性菌の出現状況を示すことを試みた。表59～113及び

図20～68は、調査対象地域・動物、その飼育状況、抗菌性物質の使用状況、

MIC測定法、ブレークポイント等が異なる文献について、これらの相違を考慮

しないで、文献が報告する耐性率をプロットすることにより耐性率の推移の概

況を示したものである。同一文献において調査年、動物品種、分離材料の由来

あるいは菌種等で複数のデータがある場合には、個別のデータとして集計した。
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推移は、家畜種毎にとりまとめ、菌種によっては健康家畜または疾病家畜の由

来を区別した。

（1）大腸菌

大腸菌については、薬剤感受性の指標細菌とされていることから健康動物由

来の株について集計した。

①アンピシリン耐性率（表59～61、図20～22）

牛由来株では、1976～2002年の14文献から21件のデータを解析に用いた。

21件中14件が20％以下の耐性率であった。1980年代までの9件中3件で39．0、
51．4及び75．0％の耐性率を示すデータがあった。

豚由来株では、1970～2002年の13文献から18件のデータを解析に用いた。

1970年代の4件では0．8～6．6％の耐性率であった。1980年代以降の14件中12

件が20～35％の耐性率で、91．1％と極めて高い耐性率を示すデータが1件あっ

た。

鶏由来株では、1979～2002年の11文献から18件のデータを解析に用いた。

1970年代の3件中2件が3％以下の耐性率であった。1989年以降15件中11

件が20～50％の耐性率であった。

②カナマイシン耐性率（表62～64、図23～25）

牛由来株では、1976～2002年の15文献から23件のデータを解析に用いた。

23件中16件が20％以下の耐性率であり、1986年の53．7％が最も高い耐性率

であった。1992年以降では13件中9件が10％以下の耐性率で、特に2001～

2002年の3件では3％以下の耐性率であった。

豚由来株では、1970～2002年の13文献から17件のデータを解析に用いた。

1970～1982年の9件中7件が30～55％の耐性率であった。1992年以降の8件

中5件が20％以下の耐性率で、特に2001～2002年の2件では0％であった。

鶏由来株では、1978～2002年の10文献から16件のデータを解析に用いた。

1978～1979年の3件中2件が56．0、70．6％の耐性率であった。1989～1999年

の9件では24～52％の耐性率であったが、2001～2002年の4件では0％とな

った。

③オキシテトラサイクリン耐性率（表65～67、図26～28）

牛由来株では、1976～2002年の12文献から20件のデータを解析に用いた。

20件中18件が24～66％の耐性率で、11件が40％以上の耐性率であった。

豚由来株では、1976～2002年の10文献から13件のデータを解析に用いた。

13件中12件が44～82％の耐性率で、10件が60％以上の耐性率であった。

鶏由来株では1978～2002年の8文献から15件のデータを解析に用いた。15

件中14件が40～86％の耐性率で、その半数の7件が60％以上の耐性率であっ
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た。

他の抗菌性物質に比べてオキシテトラサイクリンに高い耐性率の報告が多い

のは、抗菌性物質の中でテトラサイクリン系の使用量が約60％と最も多くを占

めることと関連しているものと考えられた。また、他の菌においてもオキシテ

トラサイクリン耐性率が高く、使用量との関連が示唆された。

④クロラムフェニコール耐性率（表68～70、図29～31）

牛由来株では、1970～2001年の12文献から18件のデータを解析に用いた。

18件中14件が10％以下の耐性率であり、1982年の32．9％が最も高い耐性率

であった。

豚由来株では、1970～2000年の11文献から16件のデータを解析に用いた。

16件中13件が20％以下の耐性率であり、2000年の77．8％が最も高い耐性率

であった。

鶏由来株では1970～1999年の9文献から13件のデータを解析に用いた。13

件中11件が20％以下の耐性率であり、1993年の90．0％が最も高い耐性率であ

った。

なお、クロラムフェニコールは、副作用（再生不良性貧血）等の理由から1998

年に家畜での承認が整理されているが、共耐性の観点もあり、今後、他の菌種

を含め、その耐性状況を注目する必要がある。

⑤ナリジクス酸耐性率（表71～73、図32～34）

牛由来株では、1976～2002年の8文献から10件のデータを解析に用いた。

10件中8件が4％以下の耐性率であった。1976年に24．9％の耐性率を示すデ

ータが1件あった。

豚由来株では、1976～2002年の9文献から12件のデータを解析に用いた。

1976～1999年の7件は1％以下の耐性率．であったが、2000年以降の5件中4

件が3．6～5．8％の耐性率であった。

鶏由来株では、1979～2002年の7文献から10件のデータを解析に用いた。

1979～1990年の3件は2％以下の耐性率であったが、1999年以降の7件では

7～37％の耐性率となった。

⑥エンロフロキサシン耐性率（表74～76、図35～37）

牛由来株では、1992～2002年の7文献から8件のデータを解析に用いた。

1992年に2．2％、2000年に1．2％の耐性率を示したデータがあったが、他の6

件では0．6％以下であった。

豚由来株では、1992～2002年の8文献から8件のデータを解析に用いた。

1994年に30％、2000年に1．3％、2002年に2．9％の耐性率を示したデータが

あったが、他の5件では0．4％以下であった。

鶏由来株では、1992～2002年の7文献から12件のデータを解析に用いた。
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1992～1996年の5件では0．4％以下の耐性率であったが、1999年以降の7件中

6件が3．4～9．9％の耐性率であった。

（2）サルモネラ

サルモネラについては、健康動物に比べて、疾病動物からの分離株に関する

報告が多い。しかし、総じて1文献に報告される分離株数は少ない。そこで、

集計に用いる菌株数を増加させるために、健康及び疾病動物の両方の文献を集

計した。

①アンピシリン耐性率（表77～79、図38～40）

牛由来株では、1976～2002年の27文献から43件のデータを解析に用いた。

43件中33件が47～100％の耐性率で、その半数の17件が90％以上の耐性率

であった。残りの10件は14％以下の耐性率であった。

豚由来株では、1973～2002年の12文献から15件のデータを解析に用いた。

1973～1988年の4件は1．4％以下の耐性率であったが、1992年以降では、11

件中4件が80％以上、3件が23～41％、4件が0％であった。

鶏由来株では、1971～2002年の15文献から32件のデータを解析に用いた。

32件中27件が17％以下の耐性率であった。1993年に50％、1995年に70．7％、

1998年に61．1％の耐性率を示すデータがあったム

②カナマイシン耐性率（表80～82、図41～43）

牛由来株では、1976～1998年の22文献から37件のデータを解析に用いた。

37件中16件が65～100％、8件が20～47％、13件が14％以下の耐性率であ

った。1995年以降の4件では3件が0％、1件が7％の耐性率であった。

豚由来株では、1971～2001年の10文献から13件のデータを解析に用いた。

13件中9件が14％以下の耐性率であったが、1994年に95％、1998年に63．6％、

2001年に45．5．％の耐性率を示すデータがあった。

鶏由来株では、1971～1999年の12文献から26件のデータを解析に用いた。

26件中17件が22．2～100％の耐性率で、その中の8件が40％以上の耐性率で

あった。

③ジヒドロストレプトマイシン耐性率（表83～85、図44～46）

牛由来株では、1976～2002年の9文献から14件のデータを解析に用いた。

14件中13件が50～100％の耐性率で、その中の11件が82％以上であった。

豚由来株では、1976～2002年の6文献から8件のデータを解析に用いた。8

件中6件が44～100％の耐性率であった。

鶏由来株では、1976～2002年の4文献から6件のデータを解析に用いた。6

件中3件が0％、3件が13．8～33．8％の耐性率であった。

④オキシテトラサイクリン耐性率（表86～88、図47～49）
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牛由来株では、－1976～2002年の19文献から31件のデータを解析に用いた。

31件中23件が60～100％の耐性率で、その中の19件が80％以上の耐性率で

あった。

豚由来株では、1976～2002年の11文献から13件のデータを解析に用いた。

13件中11件が43～100％の耐性率で、その中の7件が90％以上の耐性率であ

った。

鶏由来株では、1962～2002年の10文献から19件のデータを解析に用いた。

1962年が3．1％、1976年が20％の耐性率であったが、1992年以降の17件中

9件が50～100％の耐性率であった。

⑤クロラムフェニコール耐性率（表89～91、図50～52）

牛由来株では、1976～1998年の22文献から37件のデータを解析に用いた。

37件中20件が54～100％、5件が21～47％、12件が12％以下の耐性率であ

った。

豚由来株では、1971～2001年の9文献から11件のデータを解析に用いた。

1971～1988年の5件中4件が0％であったが、1976年に12．2％の耐性率を示

すデータがあった。1992年以降の6件中3件が63～100％の耐性率であった。

鶏由来株では、1970～1999年の14文献から28件のデータを解析に用いた。

1970～1976年の4件は1．5％以下の耐性率であった。1992年以降の24件中19

件が20％以下の耐性率であったが、1993年に100％、1995年に97．6％、1998

年に58．3％の耐性率を示すデータがあった。

⑥ナリジクス酸耐性率（表92～94、図53～55）

牛由来株では、1976～2002年の18文献から28件のデータを解析に用いた。

1976～1980年の9件中8件が0～5．1％の耐性率であり、1件が39．1％の耐性

率であった。1983～1994年の13件中6件が42～100％の耐性率であったが、

1998年以降の5件は0～19％の耐性率であった。

豚由来株では、1976～2002年の8文献から10件のデータを解析に用いた。

10件中8件が0％、1件が50％、残りの1件が18．2％の耐性率であった。

鶏由来株では、1976～2002年の11文献から22件のデータを解析に用いた。

22件中15件が0～8％の耐性率で、7件が10～28％の耐性率であった。

⑦エンロフロキサシン耐性率（表95～97、図56～58）

牛由来株では、1986～2002年の11文献から15件のデータを解析に用いた。

1992年に1．5％の耐性率があった以外、0％であった。

豚由来株では、1992～2002年の7文献から10件のデータを解析に用いた。

2001年に18．2％の耐性率があった以外、0％であった。

鶏由来株では、1992～2002年の7文献から11件のデータを解析に用いた。

11件とも0％であった。
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（3）黄色ブドウ球菌

搾乳している乳牛では乳房炎が多発し、その治療薬として抗菌性物質が多用

されている。乳房炎起因菌として重要な成年如才血のαぴga乙汀e紺について乳牛

からの分離菌株を集計した。

①アンピシリン耐性率（表98、図59）

1988～1995年の6文献から7件のデータを解析に用いた。7件中5件が20％

以下の耐性率で、1件が42．9％、1件が64．3％の耐性率であった。

②ベンジルペニシリン耐性率（表99、図60）

1988～2002年の10文献から14件のデータを解析に用いた。14件中10件が

17％以下の耐性率で、4件が34．8～76．2％の耐性率であった。

③カナマイシン耐性率表（100、図61）

1974～1995年の9文献から12件のデータを解析に用いた。12件中9件が

9％以下の耐性率であった。1988年に38．5％の耐性率を示すデータがあった。

④エリスロマイシン耐性率（表101、図62）

1974～1994年の7文献から11件のデータを解析に用いた。11件中9件が

19％以下の耐性率で、1994年に27．8％及び60％の耐性率を示すデータがあっ
た。

⑤オキシテトラサイクリン耐性率（表102、図63）

1992～2002年の7文献から10件のデータを解析に用いた。10件中7件が

13％以下の耐性率で、3件が30～50％の耐性率であった。

⑥セフアゾリン耐性率（表103、図64）

1984～2002年の12文献から12件のデータを解析に用いた。12件中9件が

0％で、1件が42．9％、1件が14．3％、残りの1件が1．7％の耐性率であった。

⑦メチシリン耐性率

1992年の調査（牛33）で87株中6株（6．7％）、1993年の調査（総83）で

524株中23株（4．4％）の耐性株が報告されている。

一方、同じ1993年の調査（総83）で、肉牛、豚及び鶏からも耐性株が分離

されているが、それらの耐性率は1～2％であった。

なお、これらのメチシリン耐性株については、meCA遺伝子の確認は行われて

いない。

家畜由来の黄色ブドウ球菌は、メチシリン耐性株が比較的多く分離される人

の黄色ブドウ球菌とは異なっていた（総185）。

（4）アクチノバシラス

Ac血βムβ助gf由比叩旧e乙ma乃血eは、豚の線推素性胸膜肺炎の起因菌で、豚
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での損耗が多く、重要な病原体である。

①アンピシリン耐性率（表104、図65）

1976～1993年の26文献から37件のデータを解析に用いた。37件中30件が

0～7．5％の耐性率で、5件が12．4～24％、残りの2件が56．7％の耐性率であっ

た。

②カナマイシン耐性率（表105、図66）

1976～1993年の24文献から34件のデータを解析に用いた。34件中25件が

0～18．3％の耐性率で、3件が22．4～43％、残りの6件が72～100％の耐性率

であった。

③オキシテトラサイクリン耐性率（表106、図67）

1982～1996年の25文献から34件のデータを解析に用いた。34件中19件が

0～9．1％の耐性率で、8件が14～48％、残りの7件が68．3～100％の耐性率で

あった。

④クロラムフェニコール耐性率（表107、図68）

1976～1996年の17文献から25件のデータを解析に用いた。25件中20件が

0～8％の耐性率で、4件が20．6～43．3％、残りの1件が100％の耐性率であ

った。

⑤エンロプロキサシン及びオキソリン酸耐性率（表108～109）

エンロフロキサシンについては1990～1996年の5文献から5件のデータ、

オキソリン酸については1982～1992年の5文献から7件のデータを解析に用

いた。エンロフロキサシン及びオキソリン酸のいずれにも耐性株は認められな

かった。

（5）豚丹毒菌

的eゐ娩血j通日丘毎78地点eは、豚の扁桃に20～50％の割合で常在し、豚

に急性敗血症、亜急性の葦麻疹、慢性の関節炎等を引き起こす。

①アンピシリン耐性率（表110）

1967～1994年の15文献から17件のデータを解析に用いた。17件中16件が

0％で、1994年に10％の耐性率を示すデータがあった。

②ストレプトマイシン耐性率（表111）

1966～1994年の9文献から11件のデータを解析に用いた。1966年の3件は

0％であったが、1980年以降の8件中5件が18．1～50％の耐性率であった。

③オキシテトラサイクリン耐性率（表112）

1966～1992年の11文献から15件のデータを解析に用いた。1966年の3件

は0％であったが、1981年以降の12件中9件は42．6～73．7％の耐性率であっ

た。
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④クロラムフェニコール耐性率（表113）

1966～1994年の13文献から15件のデータを解析に用いた。15件中14件

が0％で、1988年に1．6％の耐性率を示すデータがあった。

3）全国調査における牛、豚及び鶏由来薬剤耐性菌の出現状況の推移

薬剤耐性菌の調査の多くは、個々の研究所や大学が実施しており、対象地域

が限定されているが、今回、収集した家畜関係の文献で全国をカバーした調査

は、農林水産省が過去3回実施したもののみであった。

第1回は、動物医薬品検査所が1976年度及び1977年度に全国38都道府県

の家畜保健衛生所の協力を得て、健康な牛・豚から分離した大腸菌、健康な鶏

から分離した黄色ブドウ球菌及び疾病の牛・豚・鶏から分離したサルモネラを

対象に実施した（総80）。‘また、1978年度には4県の家畜保健衛生所の協力を

得て、健康な乳牛・乳用雄仔牛・豚・レイヤー・ブロイラーから分離した大腸

菌を対象に実施した（総81）。

なお、この全国調査は、イギリスで組織された「畜産及び獣医街域における

抗生物質の使用に関する合同委員会」の国会に対する1969年の報告、いわゆる

スワンレポート（使16）で喚起された家畜由来の耐性菌問題に対して、我が国

での薬剤耐性菌の実態を明らかにする目的で実施された。

第2回は、動物医薬品検査所が1992～1994年度に全国35都道府県の家畜保

健衛生所の協力を得て、健康な乳牛・肉牛・豚・レイヤー・ブロイラーから分

離した大腸菌、黄色ブドウ球菌及びサルモネラを対象に実施した（総83）。

第3回は、1999年度から開始された動物医薬品検査所が組織する

JⅥlRM（JapaneseⅥ∋terinaryAntimicrobialResistanceMonitoringSystem）

による調査で、全国47都道府県の家畜保健衛生所の協力を得て、健康な肉牛・

豚・レイヤー・ブロイラーから分離した大腸菌、腸球菌、カンピロバクター及

びサルモネラを対象に実施している（総84～87）。また、2000年度からは、農

林水産省の畜産振興総合対策事業に基づき、独立行政法人肥飼料検査所も参加

して調査を実施している。

なお、これらの調査の実施機関は、各都道府県の家畜保健衛生所であるが、

MIC測定法を事前に動物医薬品検査所で研修して、試験法の統一を図っている。

この全国調査は、試験方法が統一されていること、全国の健康な家畜を対象と

していること、特に大腸菌では菌株数が多いこと等から、我が国における各薬

剤の耐性率の推移をみるには最も信頼性の高いデータと思われる。ここでは、

第1回目を1976年度、第2回目を1992年度、第3回目を2002年度として記

載する。
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（1）アンピシリン耐性大腸菌（表114～117、図69～72）

牛由来株では、1976年度に約10％であった耐性率が、1992年度には約20％

に上昇し、2002年度には再度10％程度になった。豚由来株では、1976年度に

約5％であったが、1992年度には30％程度に上昇し、2002年度も同レベルで

あった。レイヤー由来株では、1976年度には0％であったが、1992年度及び

2002年度とも20％程度で推移していた。ブロイラー由来株では、最も耐性率が

高く、1976年度から2002年度にかけて40％を維持していた。

（2）カナマイシン耐性大腸菌（表118～121、図73～76）

1976年度及び1992年度では、牛由来株で13～20％、豚由来株で30～42％、

レイヤー由来株で12～26％、ブロイラー由来株で32～71％の耐性率で推移して

いたが、2002年度では0％となった。

（3）オキシテトラサイクリン耐性大腸菌（表122～125、図77～80）

3回の調査において、牛由来株で25～47％、豚由来株で66ん82％、レイヤー

由来株で40～58％、ブロイラー由来株で63～86％の耐性率で推移していた。

（4）クロラムフェニコール耐性大腸菌（表126～129、図81～84）

牛由来珠では、1976年度及び1992年度に6～12％の耐性率であったが、2002

年度には3％になった。豚由来株では、1976年度の3～12％が1992年度以降

に約20％に上がった。レイヤー由来株では、1976年度で0％であったが、1992

年度以降には6～9％になった。ブロイラー由来株では、1976年度で35％であ

ったが、1992年度以降には20％以下となった。

（5）オキソリン酸耐性大腸菌（表130～133、図85～86）

全ての動物種で、1976年度に0％であったが、1992年度に約20％の耐性率

となった。2002年度には、牛及び豚由来株で1％以下に低下し、ブロイラー由

来株で13．5％となった。

（6）エンロフロキサシン耐性大腸菌（表134～137、図87～90）

エンロフロキサシンが使用され始めた1992年度の耐性率は、0～1．1％であ

った。2002年度では、牛由来株で0～1．2％、膵由来株で0～2．9％、レイヤー

由来株で0．9～5．8％、ブロイラー由来株では3．4～9．9％であった。

（7）アンピシリン耐性サルモネラ（表138～141、図91～94）

サルモネラについては、2002年度の牛、豚及びレイヤーからの分離株数が少
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ないことから、全ての抗菌性物質に対する耐性率の推移又は傾向を解析しなか
った。

アンピシリン耐性率は、動物種により異なっていた。牛由来株では、1976年

度で14％であったが、1992年度には80％以上と高率となった。豚由来株では、

1976年度で1．4％であったが、1992年度には28．6％になった。鶏由来株は、1976

年度にはブロイラーとレイヤーが区別されていなかったが、7．7％の耐性率であ

った。レイヤー由来株では、1992年度には40．7％に増加した。ブロイラー由来

株では、1992年度15．4％であったが、2002年度には0～6．9％になった。

（8）オキシテトラサイクリン耐性サルモネラ（表142～145、図95～98）

牛由来株では、1976年度以降78～83％と高い耐性率で推移していた。豚由

来株では、1976年度以降43～5b％の耐性率であった。鶏由来株は、1976年度

にはブロイラーとレイヤーが区別されていなかったが、20％の耐性率であった。

レイヤー由来株では、1992年度に16～63％であった。ブロイラー由来株では、

1992年度以降52～93％の耐性率で推移していた。

（9）エンロフロキサシン耐性サルモネラ（表146～149）

エンロフロキサシンについては、1992年度の牛由来で2株の耐性株（1．5％）

が分離された以外耐性株はみられなかった。

（10）その他の抗菌性物質耐性サルモネラ（表150～169）

ナリジクス酸、カナマイシン、クロラムフェニコール、ジヒドロストレプト

マイシン及びセフロキシムについては一部の年度のデータが欠如していたので、

データのみを表に示した。

（11）腸球菌における薬剤耐性率（表170）

腸球菌における調査は、第3回目から開始されたため、その推移は追跡でき

なかった。4動物種由来の全ての株に対する各抗菌性物質の耐性率を求めた。

アンピシリン、セフチオフル、アミノグリコシド系、サリノマイシン、バン

コマイシン、ペプチド系及びフルオロキノロン系の耐性株は、ほとんどみられ

なかった。マクロライド系の耐性率は21～37％、オキシテトラサイクリン及び

エフロトマイシンは約60％であった。

（12）カンピロバクタ一における薬剤耐性率（表171～172）

カンピロバクターの調査は、第3回目から開始されたため、その推移は追跡

できなかった。4動物種由来の全ての株に対する各抗菌性物質の耐性率を表171
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に示した。

セフチオフル、ゲンタマイシン及びオラキンドックスの耐性株はみられなか

った。ジヒドロストレプトマイシン、マクロライド系、キノロン及びフルオロ

キノロン系の耐性率は12～29％、オキシテトラサイクリンの耐性率は約60％で

あった。

2000年の分離株について菌種による抗菌性物質に対する耐性率を比較した。

表172に示したように、C鬼面滋とCα道で感受性が異なっていた。すなわち、

ストレプトマイシン、マクロライド系、テトラサイクリン系及びキノロン系に

対する耐性率は、Cα道の方が高かった。

4）薬剤感受性（MIC50及びMIC90）の推移

薬剤耐性菌の出現状況の推移は、耐性率の推移によって最も直接的に表され

るが、ブレークポイントの取り方により耐性率は変動する。そこで、絶対値と

して示されるMIC50及びMIC90をプロットし、耐性化傾向について検討した。

比較的データ数の多い大腸菌について牛、豚及び鶏に区分して図に示した。な

お、文献中のMIC結果が≧100の場合は「100」に、＞100の場合は「200」に

プロットした。

（1）■アンピシリン（図99～101）

牛由来株では、1976～2002年の15文献から24件のデータを解析に用いた。

MIC50は、3・13～200帽／mlで、24件中20件が3．13～6．25帽／mlであった。

MIC90は、6．25～20叫がmlで、24件中13件が100膵／ml以上であった。

豚由来株では、1976～2000年の23文献から30件のデータを解析に用いた。

MIC50は、1．56～200Llg／mlで、30件中16件が6．25Llg／ml以下であった。MIC90

は、6・25～200LLg／mlで、30件中23件でIOO帽／ml以上であった。1985年以降

の23件中11件でMIC50がMIC90と同じ値（50pg／ml以上）を示した。

鶏由来株では、1979～1999年の11文献から15件のデータを解析に用いた。

MIC50は、3．13～200LLg／mlで、15件中11件が6．25LLg／ml以下であった。MIC90

は、3・13～20叫g／mlで、‾19件中11件が10叫dml以上であった。

（2）カナマイシン（図102～104）

牛由来株では、1976～2002年の16文献から23件のデータを解析に用いた。

MIC50は、0．78～20Opg／mlで、23件申20件が6．25Llg／ml以下であった。MIC90

は、1．56～20叫g／mlで、23件中14件が10叫かml以上であった。1992年以降

の13件中6件でMIC90が8けがml以下であり、かつMIC50と1管以内の違い

であった。

豚由来株では、1976～2000年の20文献から29件のデータを解析に用いた。
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MIC50は、0・78～200pg／mlで、29件中19件が6．25Llg／ml以下であった。MIC90

は、3・13～20叫融mlで、29件中24件で100帽／ml以上であった。1985～1994

年の11件中6件でMIC50がMIC90と同じ値（50pg／ml以上）を示した。

鶏由来株では、1979～1999年の10文献から14件のデータを解析に用いた。

MIC50は、3・13～200Llg／mlで、14件中10件が3．13pg／ml以下であった。MIC90

は、100～20叫g／ml・であった。

（3）オキシテトラサイクリン（図105～107）

牛由来株では、1976～2002年の13文献から23件のデータを解析に用いた。

MIC50は、1・56～200Llg／mlで、23件中10件が8pg／ml以下であったが、7件

が200膵／mlであり、MIC90と同じで値であった。MIC90は、1．56～200pg／ml

で、23件中17件が100LIg／ml以上であった。

豚由来株では、1976～2000年の17文献から22件のデータを解析に用いた。

MIC50は、0・78～200pg／mlで、22件中3件が3．13Llg／ml以下で、16件が

100膵血1以上であった。MIC90は、50～200膵／mlで、22件中19件で10叫かⅡ止

以上であった。22件中15件でMIC50がMIC90と同じ値（10叫がml以上）
を示した。

鶏由来株では、199ト1999年の7文献から11件のデータを解析に用いた。

MIC50は、3・13～20叫かmlで、11件中4件が6．2叫がml以下であったが、4

件が100トLg／ml以上であり、その4件中3件がMIC90と同じ値であった。MIC90

は、75～20叫かmlで、11件中10件が10叫虜ml以上であった。

以上のことから、大腸菌においては1970年代半ばには既に大部分がオキシテ

トラサイクリンに耐性化しており、その状態が2000年代まで持続していること

が示唆された。

（4）クロラムフェニコール（図108～110）

牛由来株では、1976～2002年の13文献から19件のデータを解析に用いた。

MIC50は、3・2～12・5いかmlで、19件中18件が6．25帽／ml以下であった。MIC90

は、6・25～100帽／mlで、19件中6件が10叫がml以上であった。

豚由来株では、1976～2000年の17文献から20件のデータを解析に用いた。

MIC50は、0・25～20叫融mlで、20件中12件が6．2軸威ml以下であったが、7

件が100トLg／ml以上であり、MIC90と同じで値であった。MIC90は、6．25～

200膵／mlで、20件中16件で100いかml以上であった。

鶏由来株では、1979～1999年の10文献から14件のデータを解析に用いた。

MIC50は、1・56～6・25pg／mlであった。MIC90は、6．25～200帽／mlで、14件

中9件が100LLg／ml以上であった。
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（5）エンロフロキサシン（図111～112）

エンロフロキサシンについてはデータが少ないため、鶏由来大腸菌及びサル

モネラについて検討した。

大腸菌では、1993年と1999年の2文献のみであり、MIC50は0．05と0．1

叫かmlで、MIC90は0．1と1．56LLg／mlであった。

サルモネラでは、1992～2001年の4文献から8件のデータを解析に用いた。

MIC50は0．05～0．125LLg／mlで、MIC90は0．1～0．4LIg／mlであった。

両菌種ともMIC90が低濃度であることから、耐性化が進んでいないことがう

かがわれた。

5）牛、豚及び鶏以外の動物種由来の薬剤耐性菌の出現状況とその推移

牛、豚及び鶏以外の動物種の多くは、文献数が少ないため耐性率の推移につ

いては解析できなかった。

（1）馬由来の薬剤耐性菌（表173）

馬伝染性子宮炎の起因菌である月云em甲良血g印頑画鮎と膿瘍から分離

された励叩わあのαぴggd乙扇で調査されたが、ジヒドロストレプトマイシンを

除いて耐性株はみられなかった。

（2）羊由来の薬剤耐性菌（表174）

ム由ぬて由皿α即拗egでは、アンピシリン、エリスロマイシン、リンコマ

イシン、クロラムフェニコール、アミノグリコシド系、テトラサイクリン系等

多くの抗菌性物質に対して耐性株はみられなかった。

α甲eカacねガMかpβe乙J（わ払方e〝血では、カナマイシン、オキシテトラサ

イクリンの耐性率が70％、セフアゾリンの耐性率は30％であった。

（3）山羊由来の薬剤耐性菌（表175）

大腸菌の1報告のみであった。ストレプトマイシン耐性率は27％、テトラサ

イクリン耐性率は9％であり、カナマイシン、クロラムフェニコール及びフオ

スフォマイシンに対しては感受性であった。

（4）ウズラ由来の薬剤耐性菌（表176）

サルモネラの1報告のみであった。フラジオマイシン、カナマイシン及びス

トレプトマイシンの耐性率が83％以上であったが、テトラサイクリン系の耐性

率は0～4．3％と低かった。
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（5）淡水魚由来の薬剤耐性菌（表177～180）

アユのビブリオ病の起因菌である肋わ月間血鮎で乙皿については、1973年に

全国各地のアユ養殖場由来菌でテトラサイクリン、クロラムフェニコール、フ

ラゾリドン、ストレプトマイシン、ナリジクス酸及びサルファ剤に対する耐性

率が56～96％であった。1975年にはストレプトマイシン耐性率が0％、トリ

メトプリム耐性率が34％であった。その後一時的に、テトラサイクリン、サル

ファ剤及びトリメトプリムに対する耐性率が0％となったが、1980年にテトラ

サイクリン、クロラムフェニコール、サルファ剤、フラゾリドン、ストレプト

マイシン、アンピシリン、コリスチン、キノロン系薬剤及びトリメトプリム耐

性菌が再度検出され、1990年頃まで見られた。

ウナギのパラコロ病の起因菌である朗I柑舶由由書由については、1970

年代ではオキシテトラサイクリン及びフラゾリドン耐性率が74～82％、クロラ

ムフェニコール耐性率が25～34％、ナリジクス酸耐性率が15％、アンピシリン、

カナマイシン及びストレプトマイシン耐性率が6～9％であったが、セフアゾ

リン及びトリメトプリム耐性率が0％であった。1984年の調査では、テトラサ

イクリン、クロラムフェニコール及びサルファ剤耐性率が27～30％、ナリジク

ス酸及びフラゾリドン耐性率が60～80％であったが、アモキシシリン、カナマ

イシン、ストレプトマイシン及びセフアゾリンに対しては感受性であった。

ウナギのひれ赤病の起因菌であるAm00ag物日e盆d由g也m008g

如血軸ノ　については、アンピシリン耐性率が90％、テトラサイクリン及び

サルファ剤耐性率が2ト26％であったが、フラジオマイシン、カナマイシン及

びフラゾリドンに感受性であった。

サケのせっそう病の起因菌であるAmαだagβa血αか元由kについては、フラ

ゾリドン耐性率が91％、クロラムフェニコール、キノロン系薬剤及びサルファ

剤耐性率が13～47％であった。なお、サケの由来で比較すると、河川で捕獲さ

れたサケから分離された株ではサルファ剤を除くほとんどの抗菌性物質に感受

性であった。

（6）海水魚由来の薬剤耐性菌（表181～182）

ブリの類結節症の起因菌であるfおお乙m劫頑ぬ（彪払わぬ由元血

（お皿β色毎esubsp．由仁ゐ元由）については、1977年の耐性率が0～8．3％であった。

1982年以降、テトラサイクリン系、カナマイシン、クロラムフェニコール、キ

ノロン系薬剤、サルファ剤及びチアンフェニコール耐性率は30～90％となった

が、ストレプトマイシン、セプアゾリン及びノボビオシンに対しては感受性で

あった。1992年には、フロルフェニコール耐性菌も出現した（総76）。

ブリのレンサ球菌感染症の起因菌であるレンサ球菌（上月Cわ〝α打方卵rl壷ad
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については、1970年代はほとんどの抗菌性物質に感受性であった。1987年に

は、マクロライド系薬剤、リンコマイシン及びテトラサイクリン耐性率が6～

17％、クロラムフェニコール耐性率が2．4％であった。

6）環境由来の薬剤耐性菌

畜舎周辺から分離された大腸菌及びサルモネラの各抗菌性物質に対する耐性

率を表183に示した。

大腸菌については、1977に牛、豚及び鶏の糞尿由来株で調査され、アンピシ

リン耐性率が6～10％、カナマイシン耐性率が11～32％、ジヒドロストレプト

マシン耐性率が27～52％、オキシテトラサイクリン耐性率が25～72％、クロ

ラムフェニコール耐性率が3～11％であった。これらの耐性率は、同時に行わ

れた各動物由来株の耐性率と同じであったと報告されている（総81）。

また、1980年に牛及び豚舎汚水及びハエ由来株で調査され、アンピシリン耐

性率が5～29％、アミノグリコシド系薬剤の耐性率が29～72％、テトラサイク

リン系薬剤の耐性率が72～76％、クロラムフェニコール耐性率が1～17％であ

った。これらの耐性率を、牛由来大腸菌の1982年の調査及び豚由来大腸菌の

1980年の調査と比較すると、．アンピシリン耐性率及びクロラムフェニコール耐

性率（表59、60、68及び69）はほぼ同じであったが、アミノグリコシド系及

びテトラサイクリン系薬剤の耐性率（表62、63、65及び66）は、環境由来株

の方が10～20％高い傾向であった。

サルモネラについては、1973年に豚舎周辺由来株で調査され、ストレプトマ

イシン耐性率が73％、サルファ剤耐性率が66％で、アンピシリンやゲンタマイ

シン等には感受性であった。これらの耐性率は、同時に行われた豚由来株の耐

性率と同じであったと報告されている（豚161）。また、1980年に牛及び豚舎汚

水由来株で調査され、アンピシリン耐性率が38．5％、アミノグリコシド系薬剤

の耐性率が63～98．5％、テトラサイクリン耐性率が98％、クロラムフェニコー

ル耐性率が8％であった。これらの耐性率を、牛由来サルモネラの1978年の調

査と比較すると、アミノグリコシド系及びテトラサイクリン系薬剤の耐性率（表

80、83及び86）はほぼ同じであったが、アンピシリン及びクロラムフェニコー

ル耐性率（表77及び89）は、環境由来株が20～30％低い傾向であった。

環境由来の大腸菌及びサルモネラの薬剤耐性率は、いくつかの薬剤での耐性

率に違いがあるが、耐性率は総じて家畜由来株と類似しており、家畜に由来す

る薬剤耐性菌が畜舎周辺環境に拡散した可能性が示唆された。

7）食品由来の薬剤耐性菌

食品由来菌の各抗菌性物質に対する耐性率を表184に示した。
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大腸菌については、牛肉、豚肉及び鶏肉由来株で調査され、アンピシリン耐

性率が3～11％、カナマイシン耐性率が1～47％、テトラサイクリン系薬剤の

耐性率が17～73％、クロラムフェニコール耐性率が1～11％であった。これら

の耐性率を家畜由来株の耐性率と比較すると、アンピシリン以外は家畜由来株

の耐性率（表62～70）の範囲に含まれていた。家畜由来大腸菌のアンピシリン

耐性率（表59～61）・は7～50％であり、食品由来株のアンピシリン耐性率の方

が低い傾向であった。

牛肉及び鶏肉由来サルモネラについては、アンピシリン耐性率が6～11％、

カナマイシン耐性率が40～47％、テトラサイクリン系薬剤の耐性率が6～67％、

クロラムフェニコール耐性率が3．5％、ナリジクス酸耐性率が7％であった。こ

れらの耐性率を家畜由来株の耐性率と比較すると、いずれも家畜由来株の耐性

率（表77、79、80、82、86、88、89、91、92及び94）の範囲に含まれていた。

国内産の鶏肉由来の腸球菌には、バンコマイシン耐性株はみられなかったが、

タイ、ブラジル及びフランスからの輸入鶏肉でバンコマイシン耐性株が分離さ

れている（総184）。また、VanC遺伝子の有無でゲンタマイシン及びテトラサ

イクリンの耐性率を比較しているが、両者に差は認められなかった（総177）。

鶏肉由来のカンピロバクターでは、1997年の報告でエリスロマイシン耐性率

が28．6％、テトラサイクリン耐性率が14．3％、オフロキサシン耐性率が7．1％

であったが、2002の報告ではエリスロマイシン耐性率が0％、オフロキサシン

耐性率が100％と大きな違いがあった。いずれの耐性率も家畜由来株（表171）

とは異なっていた。

ハマチ等で分離された人の腸炎ビブリオの起因菌である　肋わ

pa花血em擁立打方については、ゲンタマイシン耐性率が1～5％、オレアンド

マイシン耐性率が56～77％、オキシテトラサイクリン耐性率が1～13％、クロ

ラムフェニコール耐性率が4～12％、フラゾリドン耐性率が0～9％、サルフ

ァ剤耐性率が85～100％であった。

8）人由来の薬剤耐性菌

（1）大腸菌

アンピシリンについては、1970～2002年の26文献から36件のデータを解析

に用いた0表185及び図113に示したように36件中31件が10～37鱒の耐性
率であった。

オフロキサシンについては、1989～2000年の11文献から13件のデータを解

析に用いた。表186及び図114に示したように0～9．3％の耐性率であった。1994

年までは0～4％の耐性率であったが、1995年以降は7件中5件が5％以上の

耐性率となった。
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クロラムフェニコールについては、1970～2000年の10文献から10データを

解析に用いた。表187及び図115に示したように0～19％の耐性率であった。

1992年以降の7件中4件が9．6％以上の耐性率であった。

ゲンタマイシンについては、1986～2002年の18文献から28件のデータを解

析に用いた。表188及び図116に示したように0～7．3％の耐性率であった。

セフアゾリンについては、1989～2002年の15文献から25件のデータを解析

に用いた。表189及び図117に示したように0～16．7％の耐性率であり、25件

中23件が8．8％以下の耐性率であった。

なお、1989年にはオフロキサシン耐性大腸菌が存在し、2000年には耐性率

が9％になっている点は、2～4％の耐性率である家畜由来の大腸菌（総83、

84）と異なっていた。

（2）腸球菌

比較的データが多かった励由り〝α比g点eca血について集計した。

アンピシリンについては、1989～2002年の20文献から31件のデータを解析

に用いた。表190及び図118に示したように0～5．7％の耐性率であり、31件

中24件が0％であった。

ヤフアゾリンについては、1992～2002年の9文献から9データを解析に用い
た。表191及び図119に示したように9件中6件が0～7．1％の耐性率であった

が、3件が47～70％の耐性率を示すデータであった。

オフロキサシンについては、1989～2000年の10文献から12件のデータを解

析に用いた。表192及び図120に示したように0～35．2％の耐性率であり、12

件中10件が19％以上の耐性率であった。

バンコマイシンについては、1989～2002年の18文献から29データを解析

に用いた。表193及び図121に示したように1998年の1株を除いて全てが感

受性株であった。なお、1996年に日本の患者からバンコマイシン耐性丘∴伝edl上皿

が初めて分離された（人174）。

なお、家畜由来且應eca鹿にはオフロキサシン耐性株がなく（鶏19）、人由

来株と異なっていた。

（3）サルモネラ

アンピシリンについては、1985～2001年の17文献から40件のデータを解析

に用いた。表194及び図122に示したように40件中37件が0～28．6％の耐性

率で、3件が100％の耐性率であった。

カナマイシンについては、1985～2000年の10文献から32件のデータを解析

に用いた。表195及び図123に示したように32件中30件が0～16．7％の耐性
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率で、2件が28．6％と50％の耐性率を示すデータであった。

クロラムフェニコールについては、1985～2001年の17文献から40件のデー

タを解析に用いた。表196及び図124に示したように40件中37件が0～28．6％

の耐性率で、3件が100％の耐性率であった。

ナリジクス酸については、1985～2000年の14文献から38件のデータを解析

に用いた。表197及び図125に示したように38件中36件が0～16．1％の耐性

率で、2件が25％と100％の耐性率を示すデータであった。

オフロキサシンについては、1992～2000年の7文献から7件のデータを解析

に用いた。表198に示したように全てが感受性株であった。

なお、牛及び豚由来のサルモネラは、上記抗菌性物質に対しては概して高い

耐性率であり、人由来棒と異なっていたが、鶏由来のサルモネラのアンピシリ

ン、クロラムフェニコ∵ル、ナリジクス酸及びフルオロキノロン系薬剤に対す

る耐性率（表77～82、89～97）は、人由来株のそれと類似していた。

（4）カンピロバクタ⊥

カンピロバクターの薬剤耐性に関する文献は、5文献と少なかった。表199

～204に示した‾ように、ゲンタマイシン、エリスロマイシン及びクロラムフェニ

コールの耐性率は0～8．3％、ナリジクス酸及びオフロキサシンの耐性率は0～

100％、セフアゾリンの耐性率は94％であった。

なお、家畜由来のカンピロバクター（表172）は、エリスロマイシンに対する

耐性率が人由来株より高いが、ゲンタマイシン及びクロラムフェニコールの耐

性率は、人由来株と類似していた。

9）薬剤耐性菌の出現及び食品健康影響評価に有用な知見

解析に用いた文献の中には、特に家畜に関する文献において、食品健康影響

の評価の際に有用であると考えられるものがあり、以下に該当する文献の概要

をまとめた。

（1）薬剤の使用の有無による薬剤耐性菌の出現状況

院内感染起因菌として重要視されているバンコマイシン耐性腸球菌が、家畜

の成長促進の目的で使用されていた同系のグリコペブタイド系抗生物質である

アポパルシンに起因するとして、1995年デンマークにおいて使用が禁止された。

同時期に日本で飼料添加物として指定されていたアポパルシン及びオリエンチ

シンが問題となり、1996年に広範な調査がなされた（鶏62）。

過去1年間アポパルシンを使用した農家のブロイラーと使用しなかった農家

のブロイラー及びレイヤーの鶏糞から腸球菌が分離され、感受性が比較された。

表205に示すように、アポパルシン使用農家から263株中8株（3％）のアポ
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パルシン耐性株が分離された。7株は属應e毘血で1株が且ゑecfl〃刀であった。

これらの株は、オリエンチシン及びバンコマイシンにも耐性であり、VanA遺伝

子の存在が確認された。農家数では35農家中3農家（8．6％）であった。一方、

アポパルシンを使用しなかった46農家のブロイラー由来81株とレイヤー由来

214株からは耐性株は分離されなかった。

これらの成績を考慮し、1997年アポパルシン及びオリエンチシンは、飼料添

加物としての指定が取り消された。飼料添加物としての指定取り消し後は、1999

年度から実施された全国調査においてアポパルシン耐性株は見つかっていない。

一方、デンマークの調査では、アポパルシン及びアビラマイシンの成長促進

剤としての禁止以降、家畜からこれらに耐性の腸球菌が激減したが、ブロイラ

ー及び豚由来且應ec血皿の3％が未だにバンコマイシン耐性を示していると報

告されている（使17）。これは、抗菌性飼料添加物の使用禁止に伴い、硫酸銅の

使用が増加したため、硫酸銅に耐性を示す腸球菌が出現したことによるとされ

ている。硫酸銅の耐性遺伝子がバンコマイシン耐性遺伝子の近傍に位置するた

めに共耐性となり、バンコマイシン耐性菌を駆逐できないのではないかと報告

されている（使41）。

（2）健康動物と疾病動物由来菌における耐性率の比較

一般的に、疾病動物では抗菌性物質による治療が行われる機会が多いことか

ら、疾病動物由来菌の耐性率が高くなる可能性が考えられるが、健康動物と疾

病動物由来菌での耐性率を比較し、考察した報告はない。しかしながら、全国

レベルでの耐性菌調査（総81、総125）では、健康動物由来菌及び疾病動物由

来菌株について調査されていたので、両動物由来の菌株の耐性率を比較するこ

とが可能であった。

1976～1977年の調査での牛・豚由来大腸菌（表206）では、アンピシリン耐

性率が健康動物由来株で5～12．7％、疾病動物由来株で14．5～16．5％、クロラ

ムフェニコール耐性率が健康動物由来株で6．4～11．6％、疾病動物由来株で20．8

～26．7％、スルフアジメトキシン耐性率が健康動物由来株で24．9～45．3％、疾

病動物由来株で63～66％であり、疾病動物由来株で2倍程度高かった。しかし、

ジヒドロストレプトマイシン、カナマイシン、ナリジク琴、フラゾリドン及び

カルパドックスの耐性率はほぼ同じであった。一方、鶏由来ブドウ球菌（表207）

では、比較した8薬剤ともほぼ同じ耐性率であった。また、1993年の調査の肉

牛・豚・ブロイラー由来大腸菌（表208）及び乳牛・肉牛・レイヤー由来サルモ

ネラ（表209）については、比較した7薬剤ともほぼ類似した耐性率であった。

以上のことから、家畜における薬剤耐性菌のモニタリング調査を実施する場

合には、健康動物を対象に菌株を分離することで問題がないことを示している。
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また、健康な動物及びその生産物が食品となることから、健康動物由来菌の薬

剤耐性状況が、人の健康影響評価に重要な情報を提供することとなる。

なお、海外のモニタリングシステムにおいては、いずれもと畜場における健

康動物及び病性鑑定所における疾病動物を対象としている（使17～20）。デン

マークの牛及び豚由来大腸菌の調査では、いずれの薬剤においても疾病動物由

来株の方が高い耐性率であった。

（3）多剤耐性菌

薬剤耐性菌を考える場合に、多剤耐性も大きな問題である。今回の調査では、

個々の抗菌性物質に対する耐性率に主眼を置いたため、多剤耐性菌としての出

現率等の調査を実施しなかった。しかしながら、いくつかの文献では、それ以

前の文献と比較し、多剤耐性化が進んでいる点を指摘していた。

例えば、1992～1994年度に実施された全国調査では、1976～1978年度の全

国調査と比較して、肉牛及び豚由来大腸菌で5～6剤耐性株の出現頻度が2倍

に増加したこと、肉牛由来のサルモネラでの6割耐性株の出現等が報告されて

いた（総83）。

多剤耐性サルモネラとして励1mone肋TyphimuriumDTl04が注目されて

いるが、1999～2001年に牛豚及び鶏から分離された且TyphmudumlO7株中

牛及び豚由来の48株がDT104で、その中の45株がアンピシリン、クロラムフ

ェニコール、ジヒドロストレプトマイシン、オキシテトラサイクリン、スルフ

アジメトキシンに耐性であった（総176）。また、これらDTlO4株は、海外の

人由来株や動物由来株とも遺伝的類似性があることが示された。従って、多剤

耐性のSTyphimuriumDTlO4．は、世界的な広がり方をしていることがうかが

われた。

（4）薬剤使用前後における薬剤耐性菌の出現状況

人の治療薬として重要な抗菌性物質で、食品を介して人の健康に影響を及ぼ

すことが危倶されているフルオロキノロン耐性菌に焦点を当て、収集した文献

をもとに、抗菌性物質の使用量及び耐性菌調査のデータを組み合わせて、薬剤

使用前後における薬剤耐性菌の出現状況を検討した。フルオロキノロンは、動

物用医薬品としての承認が比較的新しく（1991年11月）、使用開始後の販売数

量のデータと耐性菌調査のデータが充実していたこと等から、検討対象とした。

動物用医薬品としてはエンロフロキサシン等7成分が承認されている。フル

オロキノロン系の薬剤間には交差耐性があるので、各成分の販売数量の総計で

検討した。表210に示したように1992年には1．2トンの販売量であったが、そ

の後増加し、2002年には6．5トンになった。
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対象菌としては、データが多い大腸菌、サルモネラ、腸球菌及びカンピロバ

クターを選定し、各菌種の耐性状況を検討するため、由来動物毎に細分しなか

った。年毎に文献データを合計しエンロプロキサシン耐性率を求め、表210に

示した。

サルモネラでは、エンロフロキサシン承認前の1990年以前に耐性株がないこ

とが確認された。使用開始年の1992年に2株（0．4％）の耐性株が検出された

が、その後2001年の2株以外に耐性株は報告されていない。なお、1由2年の

2株は、表95に示したように肉牛由来であり、2001年の2株は、表96に示し
たように豚由来であった。

大腸菌では、使用開始年の1992年に牛、豚、鶏から23株（0．6％）の耐性株

が検出され、1999年以降の耐性率は2～3％と高くなった。

腸球菌では、1999年以降のデータであるが、耐性株は報告されていない。

カンピロバクターでは、1998年以前の状況は不明であるが、1999年以降、

各動物から耐性株が検出され、耐性率が16～23％と4菌種の中で最も高かった。

エンロフロキサシンの承認直後に大腸菌及びサルモネラで耐性株が検出され

ていたことは注目されるが、使用量が増加した割には耐性率が上昇しなかった。

また、菌種により耐性化の速度あるいは程度が異なることも注目．される。この

ことは、耐性菌の調査を実施する際に幅広い菌種を対象にすべきであることを

示唆している。

一方、人由来菌では主にオフロキサシンに対する感受性が調査されている。

フルオロキノロン系薬剤間には交差耐性があるため、人由来菌のオフロキサシ

ン耐性率と家畜由来菌のエンロフロキサシン耐性率を比較した。人由来の大腸

菌（表186）及び腸球菌（表192）では耐性率が高く、家畜由来のものと異なっ

ていたが、サルモネラ（表198）及びカンピロバクター（表204）では類似の耐
性率であった。
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Ⅳ．検討会において出された主な意見

本調査は、調査の方法、収集したデータの解析及び考察等を有識者から成る

検討会に諮りながら実施した。4回開催した検討会において、本報告書を取り

まとめるための指導及び助言に留まらず、薬剤耐性菌に関する食品健康影響評

価に役立たせるため・に今後充実すべき事項として貴重な意見が出されたので、

主な意見を以下に列記する。

1．抗菌性物質の使用量に関するデータについて

1）人体用抗菌性物質

現在、人体用抗菌性物質については、販売高のデータのみが公表されている

が、実際の使用量を把握するためには純未換算量のデータが必要である。

2）飼料添加物

飼料添加物については、抗生物質の純未換算量が国家検定合格数量として公

表されているが、合成抗菌剤の使用量に関するデータがない。飼料添加物とし

て使用されている抗菌性物質の総量を把握するためには、合成抗菌剤の純末換

算した使用量が必要である。

また、家畜に抗菌性物質を使用することによ1って選択される薬剤耐性菌に関

する評価を行う際には、抗菌性物質の総量だけでなく、家畜毎に使用されてい

る物質名とその使用量を把握することが必要であるので、動物種別に使用量を

集計した公表データが必要となる。

3）農薬

現在、農薬の出荷量については、製剤量として公表されているが、実際の使

用量を把握するために1ま純末換算量のデータが必要である。

4）動物用医薬品

動物用医薬品については、2001年より動物種別使用量が純未換算量で集計さ

れ、貴重なデータとなっていることから、今後とも継続されることが望まれる。

5）多剤耐性菌

多剤耐性サルモネラをはじめとして、多剤耐性菌についても、各国と歩調を

合わせてモニターすることが重要である。

2．薬剤耐性菌調査について

1）MIC測定法

薬剤耐性菌調査について最も重要と思われるが、MIC測定法としてはNCCLS

の提唱する国際標準法等、バリデートかつ精度管理された方法を統一的に採用

することが望ましい。このことにより、国内外における個々のデータの集計・
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比較が容易になる。

2）食品分野

食品分野では、薬剤耐性菌について断続的にモニタリングされているが、シ

ステム化されていない。デンマーク等の海外のシステムのように畜産分野と食

品衛生分野が連携した全国レベルのモニタリングシステムの構築が必要である。

3）畜産分野

畜産分野におけるモニタリングシステムが1999年度より実施され、貴重なデ

ータとなっていることから、今後とも継続されることが望まれる。現在は、動

物種毎の主要薬剤についての耐性率のみが公表されているが、今後は、動物種

毎にその他の調査薬剤に対する耐性率を公表することが重要である。更に、採

材農家あるいは採材動物の抗菌性物質の使用歴と耐性率を関連づけた解析も必

要と思われる。

4）環境分野

薬剤耐性菌の広がりは、動物、食品、人のサイクルだけでなく、環境も重要

な役割を演じているものと思われるが、この分野での調査研究が少ない。今後、

この分野における薬剤耐性菌調査を整備していくことが望まれるだろう。
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Ⅴ．まとめ

本調査の目的は、食品安全委員会が薬剤耐性菌に関する食品健康影響評価を

実施するために、公表文献及び資料から我が国における抗菌性物質の使用実態

及び薬剤耐性菌の実態を明らかにすることであった。しかし、これまで述べて

きたように、実際は、これらの実態を直接的に正確に示す資料や文献が非常に

少ないということが明らかになった。

抗菌性物質の使用及び薬剤耐性菌の出現実態を明らかにするために必要とさ

れる資料やデータで、本事業を通じて、現在入手が困難であると確認されたも

のについて以下に列記した。これらの統計・データが十分に蓄積されることに

より人食品健康影響について迅速かつ正確な評価が実施可能となると思われる。

1．抗菌性物質の使用量について

1）抗菌性物質の使用量の純末換算量

2）飼料添加物の合成抗菌剤の使用量の純末換算量

3）飼料添加物の抗菌性物質の動物種別使用量

4）農薬の出荷量の純未換算量

2．薬剤耐性菌調査について

1）畜産分野及び食品衛生分野を網羅した薬剤耐性菌のモニタリングデータ
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D会雑誌 対するエンロフロキサシンとテルミコシン甲予防効果

牛 4 日本獣医師
会雑誌

200 2 5 5 5 1 7 ～ 肥育牛の胆汁および盲腸 内容物のカンピロバクター保菌状況 D

牛 5 日本獣医師
200 1 5 4 2 5 5 ～

子牛における長時間作用型アモキシシリンの血中動態ならびに
D会雑誌 パスツレラ性肺炎に対する治療効果

牛 6 日本獣医師
200 1 ■ 5 4 1 7 7 ～

神経症状を呈した子牛脳からの m gd a Cね血 〃e叩 加化〝7 SUb sp．
D会雑誌 血7血脆 〃乃βの分離例

牛 7 日本獣医師
2 00 0 5 3 2 7 9 ～

仔牛 由来 Vero 毒素産生大腸菌の細菌学的性状、薬剤感受性と
A －1一　会雑誌 プラスミドファイル

牛 8 ．＿ 日本獣医師 20 0 0 5 3 7 ～
仔牛の肺炎病巣から分離された 月ク地 上〝？伯 m J〟b cノぬ A 型および

A －1会雑誌 ／ね即7印〉ん九はざα乃〃〟古の薬剤感受性

牛 9 日本獣医師
会雑誌

20 0 0 5 3 ■ 1 ～ 牛由来サルモネラに対するオルビフロキサシンとホスホマイシンの かl伽 併用効果 A －2

牛 1d 日本獣医師
会雑誌

19 9 9 5 2 4 4 5 ～ と畜牛からの志賀毒素産生性大腸菌分離 D

牛 1 1 日本獣医師
会雑誌 19 9 9 5 2 1 9 8 ～ と畜牛における志 賀毒素産生性大腸菌分離 D

牛 12 日本獣医師
会雑誌 199 6 4 9 8 1 ～ 肺炎罷患牛 の鼻汁由来最近およびマイコプラズマの薬剤感受性 D

牛 13 日本獣医師
会雑誌 199 6 4 9 1 4 9 ～ 牛の最近性呼吸器病 に対するチアンプェニコールの効果 A －1

牛 14 日本獣医師
199 6 4 9 1 6 4 ∵

搾乳牛における Sah on eHa H eid eIbe rg および Salm o ne＝a lnfantis の集団
D会雑誌 感染

牛 15 日本獣医師
会雑誌

199 6
1

4 9 5 1 7 ～ 子 牛の腸管接着微絨 毛消滅性大腸菌感染の病原病理学 D

牛 16 日本獣医師
会雑誌

199 5 4 8 7 5 0 ～ 牛からの 角 Sねt〟筍他日h 戎胤b 扉 の分離■ A －1

牛 17 日本獣医師
会雑誌

199 5 4 8 7 5 5 ～ 角 地 t〟で船 舶8m 0両ゐ省による成牛 の線維素性胸膜肺炎 D

牛 18 日本獣医師
会雑誌 19 9 3 4 6 6 7 ′〉 牛の腸 内容 物から分離された V ero 毒素産生性大腸菌 D

牛 19 日本獣医師
会雑誌

199 3 4 6 8 4 1～ Stre pto co cc us su is lO型による仔牛の髄膜脳脊髄炎 D

牛 20 日本獣医師
199 2 4 5 7 6 1～

牛乳房 炎由来グラム陰性菌の同定ならびに薬剤感受性とβ－Iaぬ m ase
D会雑誌 産生性

‾牛 2 1 日本獣医師
会雑誌 199 1 4 4 2 0 2 ～ 牛の乳汁 由来黄色ブドウ球菌の薬剤感受性 A －1

牛 22 日本獣医師
会雑誌

199 1 4 4 鱒 2 ～ ∫か印 わcOe¢描 ざ〟血 が分散された乳用雄子牛の化膿性髄膜炎の1症例 D

牛 2 3 日本獣医師
会雑誌 ■ 199 1 4 4 1 1 3 5 〟bca／亜 ∂きぬ仰ノぬβによる牛乳房炎の1例 D

牛 2 4 日本獣医師
会雑誌

199 0 4 3 7 1 3 ～ 由 ′r勒血由仁ね′烏山㌣Subsp・危加 が分離された牛下痢症の4例 B

牛 2 5 日本獣医師
会雑誌 19 9 0 4 3 7 1 9 ～ M y co pFas m a bov is が分離された牛乳房炎2例 D

牛 2 6 日本獣医師
会雑誌

19 9 0 4 3 7 9 3 ～ 子牛における臍の感染症 B

牛 27 日本獣医師
会雑誌

198 9 4 2
－62 1～

ノk 紡叩 仰 ぎ脚 即 が分離された乳用牛の率産 D

牛 28 日本獣医師
198 9 4 2 1 7 7 5 一一

子牛下痢症から分離された腸管接着絨 毛消滅性大腸菌 （A EE C）の性状
B会雑誌 と病原性

・牛 29 日本獣医師
会雑誌 198 9 4 2 8 4 3 ～ セフロキシム製剤による牛臨床型乳房炎の治療 A －2

牛 3 0 獣医畜産新
　 報 196 7 4 4 8 6 スビラマシン製剤 の筋注による細菌性乳房炎の治療試験 D

－44－



牛 3 1 獣医畜産新
　 報 19 68 4 62 1 乳房炎の化学療法 D

牛 32 獣医畜産新
報 ・■一・19 90 4 3 1 乳用牛に発生した 由血0〃e伯 serovar 如 舶乃〝元Jm 感染症 P

牛 33 獣医畜産新
　 報 19 97 50 10 乳房炎由来 ∫卸 y々血¢0cc描 きl〟で雌 の薬剤感受性 A －1

1年 34 臨床獣医 19 99 17（1） 牛乳房炎由来ブドウ球菌の分類と薬剤感受性 A －1

牛 35 臨床獣医 199 8 16（4） 敷料によるバルク乳の耐熱性菌汚染と乳房炎の発生 D

牛 36 臨床獣医・ 199 7 15（7） 2 9 ′・・′ 呼吸器病羅患牛から分難された細菌およびマイコプラズマの薬剤感受性 D

牛 37 臨床獣医 199 7 1 5（12） 5 6 ～ 乳用牛に発生した Sbh770ne伯 serovar Reading 感染症 B

竿 38 臨床獣医 1995 13（6） 2 6 ～
酪農家における S alrnoneIra Typhim urium 感染症の発生とその清浄化対

策 D

牛 39 臨床獣医 1995 13（7） 7 5～ 成乳牛の 由血0〃eぬ D ubIin・によるサルモネラ症の工ンロプロキサシンの治療効果 D

牛 40 臨床獣医 1995 13（9） 7 8 ′〉、
成乳牛の SahTlOne船 Typhim urium 感染症集団発生例の主に抗菌製剤に

Dよる治療成績

牛 4 1 臨床獣医 1995 1 3（1 1） 6 6 へ′
魚油 〟作船 爪。わ血 b lこよる牛の乳房炎と補体結合反応の診断的意義

D（1ページ日なし）　　　　　　　　　 し、
　　　　　　　　　　　　　　　 1

牛 42 臨床獣医 1994 12（7） 7 7 ～
福島県内で分離された 由血0〃e船 D ubHn のプラスミドファイルおよび薬剤

B感受性による疫学的検討

牛 4 3 ．臨床獣医■ 1993
1 1（1°3 ）

2 7～ プラスミドファイルを用いた牛サルモネラ症の疫学的考察 ‾ D

牛 4 4 臨床獣医 1992 10（2） 17 手の偽 gお【作船 舶em O小お∂による呼吸器病および肺炎症例 B

牛 4 5 臨床獣医 19 9 1 9（1） 75 ～
乳雄哺育・育成農場における牛サルモネラ症の発生とプラスミドファイルを

、D
応用した疫学調査事例

牛 4 6 臨床獣医 1991 9（9） 5 1～ サルモネラ・ダブリンによる肉用子牛の死亡例 D

牛 4 7 臨床獣医 1989 7（7） 42 ＿′－ 福島県における牛のサルモネラ症の発生動向について A－2

牛 4 8 臨床獣医 19 89 7（7） 47 ′・′ 牛の 由血0〃e船 β血肋 感染症 A －1

牛 4 9 臨床獣医 198 9 ．7（4 ） 59 ～
病性鑑定材料由来 SaJm onella naestved の薬剤感受性とプラスミドD NA 分

D布状況

牛 50 日本獣医学雑 19 90 52 12 19 ～ ldentification of StaphyIococci什om Bovine M astitis and an Exam jnation
A －1誌 Of Their Susceptibirity to A ntibiotics and lβ－Lactam ase Production

牛 5 1 日本獣医学雑 200 2 64 45 7 ～ M injm um Tnhぬ蛸ory Concentration of20 Ant仙crobialAgents againSt A －1誌 StM coccus aLnでuS lsolated 舟・Om Bovine Intramam rnry Infection in Japan

牛 52 Veterinaけ 2 00 0 14 7 、4 8 ～ Antim icrobiarR esistance patterns of SbhTlOne肋 T yphim uriurn and
A －1ReCOrd SbhTlOne船 Dublin isoIated from cattle ；n Japan

牛 53 Vl如正l別γ 2 00 1 83 6 1 ～ T etracyclin一一でeSistance genes of C払S肋 pe戒椚励 ，肋 Sか肋 m sq ）tjbLn71 A r 2Mkrobblogy and 伽 stritbiJm SOrh m ；solated 什om cattIe afFbcted w托h m aIignantederna

牛 54 沖縄県家畜衛
生試験場年報 198 6 22 8 3 ～ 牛の 仇ばね／克沌仰 ぎ〝痴〟 感染症の発生 D

牛 55 沖縄県家畜衛
生試験場年報

198 9 24 7 0 ～ 県内の肥育牛に発生した ／血em 叩わ助言∫α乃〃〟β感染症 D

牛 56 沖縄県家畜衛
生試験場年報

198 9 25 7 6 ～ 肉用牛の C lostridium per－M ngens A 型菌によるエンテロトキセミア D

牛 57 千葉県家畜衛
研年報

1990 17 ・ 1～ 最近における牛のサルモネラ症の発生状況 B

牛 58 家畜衛生研
究成果情報

1993 7 11 ～ 日本におけるマイコプラズマ性乳房炎の集団発生 A －2

牛 59 宮城県保険環
境センター年報 1993 11

1992′1993

3 9 ～ 牛腸内容物における下痢原性大腸菌の分布（第一報） D

牛 60 滋賀県家保 1993 34 へ′
黒毛和牛の繁殖、肥育一貫経営農家に発生した SbhTlOne他 Typhim urium

D汚染の清浄化について

牛 61 家畜病性 1994 40 ～
肥育牛の発生した 抽 em 叩仙 g gO〝∽膵 と月冒頭 ‘〝管船 舶em p睡 βの混

D鑑定年報 合感染による脳軟化症

牛 62 滋賀県家保 1993 4 3 ′－
牛から分離されたサルモネラの薬剤感受性、プラスミドファイルならびに生

A －1化学性状

－45－



牛63 滋賀県家保 1994 3 2～
牛から分離された毒素原性大腸菌の薬剤感受性、プラスミドファイルなら

A －1ぴに生化学性状

牛64 日本獣医師会
　 祉誌 199 8 4 1 8 06～ 牛の病性鑑定材料由来サルモネラの薬剤耐性 A－2

牛65 千葉県家畜衛
研年報 199 7 2 4 50～ 千葉県の牛から分離された病原性大腸菌 LB

牛 66 家畜衛試研
1998 1 2 －

家畜由来腸管出血性大腸菌 0－157 及びサルモネラの各種抗菌薬剤に対
A－1究報告 する感受性

牛67 千葉県家畜衛
研年報

1998 2 5 39～ RA P D 法による牛由来 Sbh770ne伯 Typhim urium の疫学的検討 B

牛 68 神奈川家保 200 4 17～ 一酪農家に発生した 助 0〃e伯 旬phim urium 感染症の清浄化 D

牛69 家畜診療 1992 3 5 3 2 3～ 交雑種子牛におけるサルモネラ混合感染 D

牛70 家畜診療 199 2 3 5 3 3 7～ 乳牛の乳汁より分離した∫司P伽γ血 00 ¢¢　∂〟〟　〟路 の薬剤感受性 B

牛71 家畜診療 1－99 3 3 6 3 2 9～ 乳牛の分房乳から分離した菌種及びその薬剤耐性菌の検出率の比較 B

牛72 家畜診療 1994 3 6 9 、3～
牛臨床型乳房炎原因菌に対する薬剤感受性試験におけるNCC LSディス

A－1ク法の有用性

牛73 家畜診療 1994 3 74 2 1～ セプアピリンナトリウム製剤 KP－10 による泌乳期牛乳房炎の治療試験 At2

牛 74 家畜診療 1995 3 8 6 29～
乾乳期乳．房炎の治療と予防に対する乾乳期用セプアピリン注入剤（K P －

A t211）の臨床応用

牛75 家畜診療 1995 3 88 37～ 牛乳汁由来 Coagulase N egative Staphylococciの同定および薬剤感受性 D

牛 76 家畜診療 1996 3 92 3 ・・■ 大腸菌性乳房炎に対するエンロプロキサシンの効果 D

牛 77 家畜診療 1996 39 5 7～ 子牛下痢症に対する硫酸ゲンタマイシン注射剤の治療効果 B

牛 78 家畜診療 1997 ・40 4 2 3～ 牛乳汁由来環境製連鎖球菌の同定および薬剤感受性 D

牛 79 家畜診療 199 7 4 12 3 1～ 牛乳房炎治療用抗菌性物質の牛乳添加寒天培地における抗菌効果 D

牛 80 家畜診療 199 9 4 6 223′・■牛の肺炎 一抗生物質との戦い－ A－1

牛 81 家畜診療 200 1 5 4 742～ 牛由来 Sbh770nehh Typhim urium DT l04 の薬剤耐性 D

牛82 東京獣医学畜
産学雑誌 197 9 2 7 11 1～ SbhTlOne肋 Enterit；dis 感染症例と薬剤耐性について A －2

牛 83 東京獣医学畜
産学雑誌

198 3 3 1 8 1～ 乳牛の潜在性乳房炎に関する研究 B

牛 84 東北家畜臨床 1993 16 5～
肥育用素牛に発生した細菌性肺炎に対するBAY V p 2674 注射液の治療

D研究会誌 効果

牛85 東北家畜臨床
研究会籠

1995 18 15～ ウシ乳房炎に対するセプアゾリン高用量注入剤1回投与の臨床効果試験 A－2

牛 86 東北家書臨床
研究会誌

1998 2 1 3 5～ 抗菌剤併用による牛の細菌性呼吸器感染症の治療l羊関する研究 D

牛 87 J．Hakuno
G akuen
tlnil′

19 94 19 16 9～
牛の臨床型乳房炎乳汁から分離された〟飴おゐ伯 および占氾厄／克肋

A －2co〟の各種抗菌剤に対する感受性

牛88 琉球大学農学
部学術報告

1996 4 3 7～ 乳用牛直腸便由来大腸菌の薬剤耐性 A r2

牛89 北獣会誌 1990 3 4 124～ 子牛の下痢に対するホスホマイシンの治療効果 A－2

牛90 広島県獣医学
会雑誌 1993 8 7 2～ 乳牛哺乳子牛に発生したサルモネラ感染症 D

牛91 北献金籠 1■994 38 5～
牛の臨床型乳房炎乳汁から分離された細菌のセプアピリンおよびおよび

A－2その他の抗菌剤に対する感受性

牛92 広島県獣医学
会雑誌

19■96 1 1 82～ 子牛の 由血70〃e助 Dublin 感染症 D

・牛 93 広島県獣医学
会雑箆

199 8 13 3 1～ 乳汁から分離された軸 心わ60cc描∂〟作膵 の性状 B

牛 94 北獣会誌 2002 4 6 30 8～ 耳翼の下垂を呈した子牛の 伽 叩血£問 わぬ 感染症 A －2

－46－



牛95 北獣会誌 2004 4 8 37 ～
健康牛由来の個体乳の黄色ブドウ球菌保有状況及び分離菌株の薬剤感 ▲B
受性成績並びにエンテロトキシン型別

牛96 畜産の研究 199 1 4 5 6 73～ 乳房炎に関する国際事情と研究動向（1） D

牛 97 畜産の研究 199 1 4 5 126 1～ 系列農場に集団発生した乳用雄子牛の Sb血0〝e船 血占伽 感染症 A －2

牛 98 畜産の研究 1993 4 7 118 8～ 牛の 由h O〝e他 Du郁n 感染症とその防疫対策 D

牛 99 畜産の研究 1995 4 9 1 99～ 牛の サルモネラ症の発生状況と分離菌株の性状 B

牛 10 0 畜産の研究 1d96 50 69 8～
一酪農家に発生した黄色ブドウ球菌性乳房炎

A－1
一本歯の主要17抗菌剤に対する感受性－

牛101 臨床獣医
‾200 1

19（4） 50～
子牛の難治性肺炎に対する抗生物質の併用投与におけるホスホマイシン

Bの効果

牛102 獣医畜産新
　 報

200 0 5 1 89 3～ 搾乳牛群のサルモネラ長期汚染とその清浄化 D ・

牛 10 3 臨床獣医 200 0 18（4） 28へ′ わが国で分離された牛由来サルモネラの疫学マーカーによる解析 A －1

牛 10 4 獣医畜産新
1998 5 1 8 93～

乳房炎からの Coagulase N egatjve Staphylococci（CN S）の分離とそれら
A －1報 の薬剤感受性

牛105 臨床獣医 1992 10（8） 44～ 一酪農家におけるひ蹄病の集団発生例 D

牛 10 6 臨床獣医 1992 10く12） 78～ 福井県で発生したリステリア症 D

牛 10 7 ′臨床獣医 1990 8（13） 49～ 成牛のサルモネラ症の発生と対策 D

牛 10 8 臨床獣医 1988 6（2） 48・－ マイコプラスマと臨床 一臨床現場からの報告；牛－ D

牛 10 9 臨床獣医 1988 6（2） 80～ 牛の悪性乳房炎の発生 D

牛 110 臨床獣医 1988 6（3） 50～ 肉用牛の 偽言わ∽肋 舶e椚○煩わ∂感染症の発生にういて D

牛 111 臨床獣医 1987 5（12） 65′－ 搾乳牛に発生した始em qPルル言古0〝∽∽ 感染症 D．

牛 112 膳床獣医 1985 3（7） 87へ′
乳用雄子牛哺育・育成農場に発生した SbhT70ne伯 Dublin 感染症につい

て
D

牛 113 日本獣医師
会雑誌 1988 4 1 40へ′ 牛の乳汁由来コアグラーゼ陰性ブドウ球菌の分類と薬剤感受性 A －2

牛 114 日本獣医師
会雑誌

198 8 4 1 43 3～ 励ね代加地 rC加 Cae が分離された子牛の化膿性髄膜脳精髄炎の1例 D

牛 115 日本獣医師
会雑誌

198 7 40 49 8～ 牛の正常乳由来ブドウ球菌について A －1

牛 116 日本獣医師
198 7 4 0 850 ～

乳用牛のリステリア症の発生と給与中のサイレージからのリステリア菌の
D会社誌 分離

牛117 日本獣医師 198 6 39 27～
搾乳牛に発生したHaem ophilus som nus 感染症の臨床病理学的観察の1

D会雑誌 例

牛118 日本獣医師
会稚誌

198 6 39 390 ～ 伽 0由Cfe血 〝e叩 加yum 画分離された乳牛の後大静脈血栓症の1例 D

牛 119 日本獣医師
198 6 39 65 2～

コウシジウム寄生を伴った 伽 きぬ／伽 pe軸 〝βA 型菌による子牛の
D会雑誌 エンテロトキセ亭ア

牛120 日本獣医師 198 5 38 4 5～
偽血 ‘滞船 爪‘血，d地 と烏昭血伽即朋用品ぼけPe 3 が混合感染した肥

D会雑誌 育牛の呼吸器病め発生

牛121 日本獣医師
会雑誌

198 5 38 1 17～ 集団発生した緑膿菌性乳房炎について D

牛丁22 日本獣医師
会社誌

198 5 3 8 235～ 子牛の下痢症に対するゲンタマイシンの治療効果 A －2

牛 12 3 日本獣医師
会雑誌

1984 3 7 5 3～ 正常牛の乳汁からの酵母の分離と薬剤感受性 D

牛 124 日本獣医師 198 2 35 150～
αおお肋 pe伽 〃古による腸炎をともなった地em qp朋お go〝∽読

D会雑誌 感染症の発生例

牛125 日本獣医師
会雑誌 198 2 3 5 3 40へ′毒素原性大腸菌による新生子牛の下痢l享ついて A －2

牛 12 6■日本獣医師
会雑誌

198 2 ， 35 632～ 北海道十勝地区における牛サルモネラ症の発生状況 A －2
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牛127 日本獣医師
会雑誌 198 1 3 4 8～ 助 言か由比椚Tpe′斉藤 〃J による6例の牛の壊癌性乳房炎 B

牛128 日本獣医師
会雑誌 198 1 ′34 3 19～ 肥育牛群に発生した化膿性髄膜脳脊髄炎 D

牛129 日本獣医師
会雑誌

1980 33 4 85～ 乳牛の壊症性乳房炎に関する研究 L　D

牛 130 日本獣医師
会雑誌 1979 32 2 05～ 哺育牛に発生した 由血∂〃e地 軸 血【血 感染症とその治療試験 D

牛 13 1 日本獣医師
197 7 3 0 5 50～

某晴育牧場に発生した子牛の肺炎
D会雑誌 ーとくに分離 魚油 ‘㈹ぬ爪‘血 d始 につLIて－

牛 132 日本獣医師
会雑誌

1972 2 5 1 84～ へい死乳牛から分離されたペニシリン耐性炭素菌について D

牛 133 日本獣医師
会雑誌 1972 2 5 2 19～ 昭和44年度牛乳房炎全国実態調査　乳汁由来細菌の抗生物質感受性 D

牛 134 日本獣医師
会雑誌

197 1 24 77～ 若齢肥育牛群に発生したサルモネラ症について D

牛 135 日本獣医師
会雑誌 1970 23 4 3 3～ 乳牛の関節炎とその起因菌について D

牛 136 日本獣医学雑 198 8 50 －102 5～ An Epidem ic of M ultiresistant SbhT70ne船 Typhim urium w ith a
A－2誌 Characteristic P lasm id P rofile am ong C alves in T okachiD istrict．Japan

牛 13 7 動物用抗菌剤
研究会報

199 7 18 17～ 搾乳牛に発生した SbhTlOne伯 Typhim urhJm 感染症と対策 B

牛13 8 動物用抗菌剤
研究会報 199 9 2 0 16～ 牛の乳房炎治療における抗菌製剤とレバミゾールおよびオキシトシンとの併用効果 D

牛 13 9 動物用抗菌剤 199 9 20 22～
搾乳牛に発生したSaJm oneLla T yphim urium 感染症と生菌製剤投与による

D研究会報 清浄化対策

牛140 動物用抗菌剤
研究会報

2000 22 9～ 抗菌剤併用による牛の細菌性呼吸器病に対する治療効果 D

牛 14 1 獣医畜産新
　 報

198 9 8 12 145～ 新生子牛における毒素原性大腸菌感染症と分離菌の性状について A －1

牛 14 2 獣医畜産新
　 報

198 7 78 6 2 6～ ホルスタイン育成牧場におけるへモフィルス■ソムナス感染症の発生と抗体検査成績 D

牛 14 3 獣医畜産新
　 報

19■87 78 6 30～ 牛のへモフィルス・ソムナス感染症の予防対策に？いて D

牛 144 獣医畜産新
　 報

198 6 77 5 79～ ー乳用雄哺育牧場における由血∽曲 ■～phim urium の疫学的観察 B

牛14 5 獣医畜産新
198 6 77 8 2 89～

セプアロスポリン系抗生物質セフアロ二ウムによる乾乳期の牛乳房炎の治
D報 療および予防

牛146 獣医畜産新
　 報 1985 770 55 1～ 子牛の細菌性下痢症 －とくにサルモネラ感染症について－ D

牛 147 獣医畜産新
　 報

1984 7 52 17 1～ 乳用雄肥育牛に発生したクロストリジウム症について D

牛 148 獣医畜産新
　 報

1984 7 59 6 13～ メシリナムによる子牛の肺炎、下痢症治療試験 D

牛 149 獣医畜産新
　 報 1984 76 1 780～ D－GM （硫酸ゲンタマイシン散）の子牛の下痢症に対する効果試験 C

牛 150 獣医畜産新
　 報

198 3 74 9 677～ 乳用子牛の SbhTlOne肋 Typhim urium 感染症例 D

牛15 1 獣医畜産新
　 報 r198 2 15～ 1泌乳期間における乳汁の臨床細菌学的観察 B

牛152 獣医畜産新
　 報

198 2

716

87～ 〟b儲 e伯ムOV怨および肋血ge／ね8血 の薬剤感受性 n

牛 153■獣医畜産新
198 1 161～

肥育期間中におけるオーストラリア産肥育牛由来大腸菌の薬剤感受性の
A－1報 変動

牛 154 獣医畜産新
　 報

1980 70 8 40 8～ 牛の 5a〝JO〝創始Dublin 感染症について D

牛 155 獣医畜産新
　 報

1980 70 9 4 62～ 牛乳房炎由来菌の薬剤耐性に関する調査結束について D

料 56 獣医畜産新
　 報 1977 67 4 3 7～ 乳用雄子牛にみられた 由血ク〝曲 Ente相di＄によるサルモネラ症の集団

C発生例について

ヰ 157 獣医畜産新
1976 65 4 13～

乳用子牛共同育成施設に発生したSbhT70nehb Typhim W i。。．による集団
D報 下痢症について

牛158 獣医畜産新
　 報

1976 65 5 26～ 緑膿菌性乳房炎について D
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牛159 臨床獣医 2003 2 1 33～ 年の細菌性呼吸器感染症に対するフロルフェニコール注射液の治療効果 A －2

牛 16 0 家畜診療 2004 5 1 2 2 1～ 牛呼吸器感染症起因菌の薬剤耐性の推移と治療対策 A －2

牛 16 1 家畜診療 2003 5 0 60 9′・′牛臨床型乳房炎起因菌の分離状況と薬剤感受性 D、

牛 162 家畜診療 200 2 4 9． 45 9～ 黄色ブドウ球菌による潜在性乳房炎の泌乳期治療 ・ B

牛 163 家畜診療 1998 4 5 13 9～ 成牛のサルモネラ症 D

牛 164 家畜診療 1b9 7 4 1 2 ・23～ 牛乳房炎に対する高単位セプアゾリンの単回乳房内注入の効果 A －2

牛 165 家畜診療 199 4 3 70 9～ 大規模牛群における伽 中点sma わめ 乳房炎の発生状況とその防除対策 A－1

牛 1■66 家畜診療 199 4 3 75 2 1～
セプアピリンベンザチン製剤 KP－11 による乾乳期乳房炎の予防および治

A－1療試験

牛 167 家畜診療 1由 2 33 8 5～
牛の呼吸器感染症における鼻腔内の細菌学的検討およびAT－4526 の治
療効果 A－1

・牛 168 家畜診療 199 1 33 3 33 ～ SN－406 による泌乳期牛乳房炎治療の評価 A－2

牛 169 家畜診療 198 9 30 8 4 6～ 甚急性1急性乳房炎の菌種別薬剤感受性と初診時の臨床症状について B

牛 170 家畜診療 198 9 3 17 47 ～ 注射用ネオマイゾン2000の牛の肺炎・気管支炎に対する治療効果 D

壷 171
家畜診療 1978 28 4 19～ 子牛の細菌性下痢症に対するナリジクス酸の治療効果 A －2

吏 17 2
家畜診療 1987 28 5 3 1～ 泌乳期用セプアゾリン乳房炎用剤の泌乳期乳房炎に対する臨床応用 A －2

牛 17 3 家畜診療 1987 28 9 14～ 乾乳期用セフアゾリン乳房炎用剤の乾乳期牛乳房炎に対する臨床応用 A －1

牛174 家畜診療 1986 2 8 2 21⊥ グラム陰性菌による牛の甚急性乳房炎の実態とその治療 D

牛17 5 家畜診療 1986 2 7 4 33～ 乳牛の肋em 叩ん加 古8m 〃∽ 感染による線維素性腹膜炎の発生について D

牛176 家畜診療 1984 2 4 7 33～ 子牛下痢症に対する新合成ペニシリン・メシリナムの治療効果について D

牛 177 家畜診療 1984 2 5 2 19～ 乳房炎の起因菌と薬剤感受性について B

牛 178 家畜診療 198 4 2 56 2 7～ D－GM （動物用硫酸ゲンタマイシシ散）の子牛の下痢症に対する治療試験 B

牛 179 家畜診療 1984 2 57 2 5～ 牛のノk 肋0由助 由 の散発例について D

牛 18 0 家畜診療 1983 24 3 1 7へ′ 乳房炎起因菌の分布とその薬剤感受性の傾向について D

牛 18 1 家畜診療 1983 24 6 1 3～ 子牛の 由血如e伯〃軍 帽d 感染症の発生例 D

牛 1甲 家畜診療 1982 23 4 3～ 牛のヘモフィルス・ソムナス感染症 D

牛 18 3 家畜診療 19．81 22 0 2 5～ 乳用雄子牛の 由／．Typhim urium 下痢症対策とその効果 D

牛 184 家畜診療 198 1 22 1 20 ～ 泌乳期用ジクロキサシン注入薬による乳房炎治療効果について D

牛185 家畜診療 1979 19 0 12～ 乳汁より分散した乳房炎起因菌の分布とその薬剤感受性について D

牛 186 家畜診療 1979 19 5 33′・′ M 牧場に多発した大腸菌類による乳房炎について D

牛 187 家畜診療 1978 17 6 台3～ 管内に発生した乳牛の化膿性蹄皮炎と治療方法について（患部直接実質
D内注射法について）

牛188 家畜診療 1977 16 3 3 9～ 乳房炎の治療と細菌感受性試験について D

牛 189 家畜診療 1977 16 6 15～ 尿路感染症における薬剤の選択と投与革の検索 D

牛 190 家畜診療 1977 16 7 33～ 乳房炎由来黄色ブドウ球菌の薬剤感受性試験成績について B
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牛191 家畜診療 1976 15 5 32～ ー牛舎で発生した （わわ〝ほおCね血 丁稚〃血感染症について　－ D

牛 192 家書診療 197 5 14 1■‘30～ 北海道上湧別町における乳房炎実態調査について D

牛 193 ■家書診療 197 4 130 3 T 緑膿菌性乳房炎 A －1

牛 194 家畜診療 197 3 13～ 壊症性乳房炎の経過と治療について（上） D

牛 195 北獣会誌 19d 6 30 19 7へ′ウシ乳房炎に対する泌乳期用セプアゾリン乳房内注入剤の治療効果 D

牛 196 北獣会誌 198 7 3 1 10 6～ Streptococcus が分離された乳牛の髄膜脳炎の1症例について D

牛197 北獣会誌 1982 2 6 119～ 呼吸器症状を呈した集団育成雄子牛の細菌学的血清学的検索 B

ヰ 19 8 北獣会誌 198 1 2 5 25 1～ 子牛の肺炎から分離された偽ざねJ〟で伯 とその薬剤感受性について B

牛 19 9
Em erglng
Infectious
Disea＄eS

20 04 10 6 9～ Ek herh Jljb coH P roducing CT X－M－2 β－Lactam ase in C attle，Japan D
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参照文献：豚

文献番号 維 誌 名 一一 年 巻 、号 頁
＿タイトル

等 級

豚 1 日本獣医師
20 0 1 5 4 9 1 3 ～

子豚由来腸管毒素 原性大腸菌の薬剤耐性 、βJ actam ase産生性、
A T l会雑誌 耐性遺伝子、R プラスミドおよびプラスミドファイル

豚 2 日本獣医師
会雑誌

20 0 1 5 4 9 0 9 ～ 哺乳豚および離乳豚における酸耐性大腸菌の保 有状況 B

豚 3 日本獣医師
会雑誌 20 0 0 5 3 5 3 3 ～ 健康な繁殖母豚 のサルモネラ保菌状況とその血清 型 D

豚 4 日本獣医師
会雑誌

19 9 8 5 1 6 5 9 ～ 飲水を介 した離乳豚の大腸菌性腸管毒血症の発生 D

豚 5 日本獣医師
会雑誌

19 9 7 5 0 4 4 8 ～ 離乳 子豚と肥育前期子豚に発生した βか印 b C O CC描 g〟血 感染症 ‘ D

豚 6 日本獣医師
会雑誌

19 9 6 4 9 2 7‾0 ～ と畜場 における豚丹毒の摘発状 況と分離菌の血清 型および薬 剤感受性 A －1

豚 7 日本獣医師
会雑誌

19 9 6 4 9 5 2 8 ～ 豚胸膜肺 炎由来 加 納0βaC鮎 〆，‘〝叩〃e〟〃○〝血βの血清型と薬剤感受性 A －1

豚 8 日本獣医師
会雑誌 19 9 6 4 9 5 2 3 ～ 豚 ノk 肋 ∂由C此ββ血叩 〃e〟〝ク〃ゐe 感 染症 の疫学 C

豚 9 日本獣医師
会雑誌

19 9 5 4 8 3 1 5 ′・′ 月C肋ク由 仙 β血叩 〃e以けαぬe l型による豚胸膜 肺炎 D

豚 10 日本獣医師
会雑誌

19 9 5 4 8 8 4 1 ～ 哺乳豚における 加 納 血 坤 古め 感染症例 C

鹿 11 ■日本戟医師
会雑誌 19 9 4 4 7 3 5 3 ～ 豚肺 炎病巣 由来 力 め虚∂C戯／㌻〆如椚岬／Iem 0〃血e の血清型と薬剤感受性 A －2

豚 12 日本獣医師
会雑誌

19 9 4 4 7 4 6 9 ～ 豚の大腸 菌性下痢症に対するニューキノロン系抗 菌剤 A T－4626 の効果 A －1

豚 13 日本獣医師
会雑誌

19 9 4 4 7 9 3 7 へ′ 高 い致死率を示した豚の 由h O〝e伯 C ho le dae su is 感染症 B

豚 14 日本獣医師 19 9 3 4 6 3 6 7 へ′
199 8～ 19 90年にみられた Stre pto co cc u s s uis 感染 症の発生状況と分離

A －2会雑誌 菌株 の性 状

豚 15 日本獣医師
会雑誌 19 9 3 4 6 6 9 1 ～ と畜場豚 から分離された豚丹毒菌の血清型および薬剤 感受性 B

豚 16 日本獣医師
会雑誌 ・199，2 4 5 7 3 8 ～ C lo strid ium pe rfrih gen s C 型菌による新生豚 の壊 死性腸炎 D

豚 17 日本獣医師
19 9 1 4 4 1 1へ′

豚肺 炎由来 加 納○由助 言（血即7叩九九β）β血〝qP〃e〟m O几ねβの血清 型と
A －1会雑誌 薬剤 感受性

豚 18 ・日本獣医師
会雑誌

19 9 1 4 4 1 1 2 ～ 198 8年度 に豚か ら分離された 助 ′嘘 由助 かり〃虚血qP脆∂．の薬剤感受性 A －1

豚 19 日本獣医師
会雑誌＿

19 9 1 4 4 2 0 6～ ノk 的∂由¢仇βp 血〝叩〃e‘椚ク〃ゐe 2型による子豚の化膿性髄嘩 炎の1例 D

豚 20 日本獣医師
会雑誌

1 9 9 1 4 4 4 7 8 ～ 19 83年～19 86年に豚から分離された 向丘由〟作飴 の〟伽C肋 の薬剤感受性 A －1

豚 2 1 日本獣医師
1 9 9 1 4 4 5 8 1～

千葉 県において発生 した豚の A d b〃○由d 仇βp血〝qp〃em 0〃血e 感染症と
A －1会雑誌 分離菌の薬剤 感受性

■豚 22 日本獣医師
会雑誌

19 9 1 4 4 7 9 0 ～ ノk 妨 d a C助膵p血〝叩〝e∽∽ゐe l型による豚 の線維素性胸膜肺炎の発生 D

豚 23 日本獣医師
19 9 1 4 4 8 4 5 へ′

197 2～198 9年 の大阪市即肉衛生検査 における豚 丹毒の摘発状況と分離
B会雑誌 された豚丹 毒菌の血清型および薬剤感受性

豚 24 日本獣医師
会雑誌

19 9 1 4 4 8 9 7 ～ 哺乳豚から分離された毒素原性大腸 菌の薬剤 耐性とR プラスミド A －2

豚 25 日本獣医師
会雑誌

1 9 9 1 4 4 1 0 5 1 ～ リステリア属菌による豚枝肉の汚染と分離 菌株 の性状 C

豚 26 日本獣医師
会雑誌

19 9 0 4 3 1 0 5 ′－ M y co p）a sm a h yo syn ov iae による豚の関節 炎の発生 と対策 A －2

豚 27 日本獣医師
19 8 9 4．2 1ナ9 ～ 健康豚鼻腔から分離 された 加 納0由血 β彪叩 〝云仰0〃ゐβの血清型と

A －2会雑誌 薬剤 感受性

豚，28 日本獣医師
会雑誌

19 8 9 4 2 7 0 9 ～ 月古曲 〟作伯 椚〟わd 施 l享よる豚 の化膿性線維素性 渠膜 炎 D

豚 29 日本獣医師 19 8 9 4 2 7 8 7 ′・′
妊娠母豚の 由 血○〝e助 成血 相eg上席 sub sp．血○ゐ摺eざ〟血 se rov ar

C会雑誌 血d 血∂ge　感染症

豚 30 獣医畜産新
　 報 19 7 3 5 9 9 9 8 2 ～ 嫌気条件下における豚 由来大腸菌の Ca rba do x に対する感受性 D
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豚 3 1 獣医畜産新 1d74 62 5 10 85 ～
薬剤耐性菌に関するシンポジウム記録（3）

D報 βb／鳴 お船、ム〝〃C〟旨印ぬβのR因子について

豚 32 獣医畜産新
　 報 199 2 4 5 ・ オキソリン酸製剤（T0 －77S）のよる子豚大腸菌せい下痢症の治療ならびに予防試験 D

豚 33 臨床獣医 1995 13（6） 4 7 ～ 豚のサルモネラ症　～ 由血○〝e伯 乃p肋 血 の 感染症を中心として～ L　D

豚 3 4 臨床獣医 19 95 13（6） 52 ～ SbhTlOl7ehb C holeraesuis による豚のサルモネラ症 D

豚 3 5 臨床獣医 19 95 13（1 1） 3 7 ～ 毒素原性大腸菌とベロ毒素産生性大腸菌が分離された子豚の急死例 D

豚 3 6 臨床獣医 199 2
10 （占）

5 0 ～ 豚浮腫病発生農家における分離大腸菌の薬剤感受性 A－1

．豚 3 7 臨床獣医 199 1 9（1） 8 6 ～ 毒素原性大腸菌自然感染による下痢発症豚に対するオキソリン酸製剤の治療効果 A－2

豚 3 8 臨床獣医 199 1 9 （9） 5 5 ～ 三重県で初めて発生した 月．β血〝■qP〝e∽8〃血8 1型感染症と浸潤状況 D

豚 3 9 　　ヽ臨床獣医 199 1 9 （11） 58 ～ 石川県における豚の廟炎 －アクチノバシラス症＿ A－1

豚 40 臨床獣医 199 1 9 （11） 7 1～ 広島県の5養豚場における肺炎発生状況 B

豚 4 1 臨床獣医 19 9 1 9 （11） 34 ⊥
千葉県における豚の 加 納0お肌 叩 血叩叩e〟m p／ぬe l型感染症 D

豚 42 日本獣医学稚 19 84 4 6 9 21 ～ Antibiotic Resistance of b γS勿eノbthrk rhusjbpathJbe Strains liofated
A －1誌 from Piga w ；th A cute Septicem ic Erysipelas

豚 43 日本獣医学雑 198 9 5 1 4 5 0 ～ A ntim icrobialS usceptibility of a A oth70baojn ／S （Fb em 叩血肋 ）
A －1誌 PJburqm eum O′姑e IsoJated 什om P igs and P leuropneum onia

豚 4 4 日本獣医学雑
　 誌 199 0 52 1～ Dru㌻Susceptibility and IsoJation of a P lasm id jn Ib em 甲hjh s

A －1（ノk 紡クぬC伽 ）β血〝叩〃e上仰○〃ゐe

豚 4 5 日本獣医学雑 1990 52 3 99 ～ D rug－SusceptibiIjty of Fb steLN ttぬ m ukoojbb lsolated from Sw ine 什om
A －1籠 1987 to 1989

豚 4 6 日本獣医学雑 1994 56 9 17 ～ AntibacterialA ctivity ofTilm icos；n agaist 偽steLn地 m ukosjbh and
A －1誌 AG肋obaoJm JSPJbLnW eLJm On血e lsolated 舟om Pneurnonic Lesions in Swine

豚 4 7 8 本獣医学雑 199 5 57 7 57 ～ Serotypes and A ntim icrobialsuseptibility of A oth70baom b
A －1誌 P血〟■叩neum Onjbe Isolated 什om P igIets w ith P Ieuropneunonia

豚 4 8 日本獣医学雑 20 00 62 4 53 ～ Inf］uence of A ntibiotics Used as Feed A dditives on the Im m une EfFeGt if
D誌 Erysipelas Live V accine in Sw ine ・

豚 4 9 日本獣医学祉
　 籠 20 00 62 1 0 53 ～ A lOJ rear S urvey of A ntim jcrobialSusceptibiJity of Strg ）tOOOCCuS Sujb

A －1
lsoJated from Sw ine in Japan

豚 50 日本獣医学雑 20 0 1 6 3 1 15 ～ A ntim jcrobialS usceptibjlities of Erysipelothrix rhusiopathiae Isolated 育om
A －2誌 Pigs w ith Sw ；ne Ery sipeJas in Japan，1988－1998

豚 5 1
Antimicrob．
Agents 19 84 5 38 5 ～ A ntibjotic Resistance of Etysb eb thriY rhusjkp athjbe lsolated from Pigs

A －2
Chemother W jth C hronic Sw ine Erysipelas

豚 52 止8伽∽lMk汀Ob；oL 19 87 5 53 6■～ Serotype．A nth icrobialSusceptibHjty．and PathogeniGky of EhC b eb th／薮
A－1rh的 athjae tsoJated 什om Tonsila ofApparentJy HeaIty SraudlterPigs

鹿 53 Ro印8rdlh 19 99 67 3 0 1～ 、Serovar・PathogenjckyandantjmirobiaIsusceptib胱yofErYSiF）eIoth血rhusiopathia8isolated DVetOrhさけScbnco 打om farm ed wiJd boarsafFectedwoth septicernic erYSipelasinJapan

豚 54 V8tOrh8け
Ros朋rCh 200 2 26 11 ～ C om parative in vitro A ctivity of 16 A ntim jcrobiaIAgents against

A －1
CornmuniG8心onS ノk 肋d aC仇ββ血〟■叩〝e〟mαぬe

豚 5 5 沖縄県家畜衛
生試験場年報

198 3 19 4 6 ～ ∫叫P b ¢0 c c 描古壷t y p ．e Ⅱによる豚のレンサ球菌症 D

豚 5 6 沖縄県家畜衛
生試験場年報．198 7 ■23 5 6 ～ 豚のサルモネラ症の発生 D

豚 5 7 千葉県家畜衛
研年報

1990 17 2 1～ 千葉県における豚の ノk 肋d ad 伽古海肌 卿 e〟m O〃ゐ愴感染症 A －1

豚 5 8 沖縄県家畜衛
生試演場年報 1990 26 9 6～ 子豚下痢由来大腸菌の薬剤感受性 A－2

豚 5 9 家畜病性
鑑定年報 1 993 19 9 1 56 ～ 豚由来 ノk 紡0由仁戯ノ叩 烏叩 em 〝血 の血清型と薬剤感受性 A －1

豚 60 家畜病性
鑑定年報 19 93 19 9 1 4 7 ～

埼玉県における ノk め血 d ル叩血〝叩〃β∽0血 e l型菌による豚の胸膜
D肺炎の発生概要

豚 6 1 家畜衛生研
究成果情報

1 99年 10 11 ～ 肥育豚由来 M ycopIasm a hyorhinis 及び M．hyosynoviae の薬剤感受性動態 D

豚 62 千葉県家畜衛 19 96 2 3 4 ～
血清型 0 112a6、線毛抗原K 88、ベロトキシン産生大腸菌が検出された子

A －1研年報 豚の下痢症例
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豚63 千葉県家畜衛 1996 23 1～
豚の溶出性皮膚炎由来 ∫卸 旬血COeCは／加わ∬SUbsp．／り壷は め薬剤感

D研年報 受性

二＿豚64 沖縄県家畜衛 草000 36 5 6～
鹿の腸管毒血症由来腸管毒血症性大腸菌（ETEEC）の細菌学的性状、薬

4－1生試験場年報 剤耐性および分子疫学解析

豚65 家畜診療 1990 33 0 2 5～ 豚呼吸器病における経済性と予防について D

豚 66 家畜診療 1991 33 9 15～ オキソリン酸が奏効した初生豚の大腸菌性下痢と分離菌の耐性痩得状況 D

豚 67 家畜診療 199 1 340 27～
経口的に授与したアブラマイシンが子豚糞便中大腸菌の耐性化に及ぼす

D影響

豚 68 家畜診療 1992 3 52 19～ 豚胸膜肺炎に対するエンロフロキサシン注射液の治療効果 A t2

豚 69 家畜診療 1994 3 69 3 1～ 豚の慢性疾病モニタリングサービスへの取り組みと実績について D

豚 70 家畜診療 1994 3 76 29～ 哺乳豚の大腸菌性下痢に対するエンロフロキサシンの治療効果 D

豚71 家畜診療 1997 4 05 9～ 豚溶出性表皮炎の野外発生例に対するエンロプロキサシンの治療効果 D

豚 72 獣医畜産新
　 報

200 1 54 9 豚丹毒菌のテトラサイクリン耐性遺伝千 丁腸球菌耐性遺伝子との相同－ A －1

‾豚 73 豚病研究会会
　 報

1982 1 1～ 養豚団地の衛生検査結果と疾病対策について B

豚 74 豚病研究会会
　 報 1984 4 10～ D豚の細菌性疾病の最近の知見

豚75 豚病研究会会
　 報 1996 28 9 神奈川県における豚丹毒の集団発生例 D

豚 76 豚病研究会会
　 報

1996 28 9～ と畜検査から見た豚丹毒の発生動向と問題点 B

豚 77 豚病研究会会
　 報

198 7 10 1～ 豚用抗生物質飼料添加剤の使用状況と問題点 A－1

豚 78 豚病研究会会
　 報

198 8 12 9～10 離乳子豚のノk 肋0〝ひ℃e5 g‘血 感染例 D

豚 79 家畜衛生研究
　 会報 1991 33 5～ 豚肺炎病巣由来Pbg血腫助椚上川わざノ始 の薬剤感受性 A－1

豚 80 J．TokyoVeL
An7m．Sd．

199 2 38 107～ 仔豚の細菌性肺炎および下痢に対するビコザマイシンの治療効果 D

豚 81 J．NihonUnk．
VeL ScL

1993 39 7～ SPF母豚由衰子豚から分離された大腸菌の薬剤耐性とRプラスミドの陽性率 D

豚 82 家畜衛生研究
　 会報

1993 37 1～ わが国の子豚から分離された987P線毛保有大腸菌の性状について A －2

豚 83 東北家畜臨床 1994 17 8 ～
晴乳豚の新生期下痢に対する注射用ニューキノロン系抗菌剤オルビプロ

A－1研究会誌 キサシン（AT－4526）の治療効果

豚84 家畜衛生研究
　 会報 1995 4 1 13へ′ 豚の渉出性皮膚炎病巣および非病巣由来鞄的血 皿購扁お の薬剤感受性 A－1

豚 85 日豚会誌 1997 34 10 6～
豚の溶出性表皮炎 （Porcine Exudative Epiderm itis：PE E）に対する

DEnr0月oxaoin の治療効果

豚86 日本豚病研究
　 会報

1998 33 12～ 由血α把伯Cholerae＄Uis による豚のサルモネラ症 D

豚 87 日本豚病研究
　 会報 2004 44 2 0～ 国内における豚由来多剤耐性サルモネラ D

豚88 日本豚病研究
　 会報 2004 44 2 3～ 伽 叩血即はわり加 点における薬剤感受性の変化 一最近の10年－ A －1

L

豚 89 北海道
獣医師会 1994 38 3 13 ～ 豚由来 Actinobac‖us pleuropneunoniae の血清型と薬剤感受性 A －1

豚 90 広島県猷医学
会雑誌

1995 10 5 6～ 毒素原性大腸菌による子豚の下痢症の発生状況と分離菌の性状 D

豚 91 北獣会誌 198 9 33 1■33■－ 子豚の ぶか印加 甲Cは きめ Ⅱ型感染症例と浸潤状況調査成績 B

啄 92 広島県獣医学 200 1 16 19～
毒素産生性 用地上〝℃船爪〟舷，威血による萎縮性鼻炎の発生と養豚場別

D会雑誌 浸潤状況

豚93 畜産の研究 1990 ・44 140 5～
わが国における豚萎縮性鼻炎と毒素産生角地 上作他m d 払成熟に関す

Bる疫学調査

豚94 畜産の研究 199 1 ■45 8 3 1～
PV P－Ⅰ（イソジン）の子豚鼻腔内噴霧による呼吸器病起因菌への有効性

D（第1報）
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豚95 獣医界 199 2 134 83～ 臨床獣医師から見た豚胸膜肺炎の動向とその対策 D

豚 96 動薬研究 1993 ′48 8～ 豚の胸膜肺炎の最埠の動向について D

豚 97 獣医界 1993 136 8 9～
豚の肺から分離された加地加血氾仇／叩血〝叩〃el仰αぬβの血清型と薬剤

L　A－1感受性およびプラスミドファイル

豚98 畜産の研究 1994 48 88 1～ 豚胸膜肺炎の発生状況と薬剤感受性 A－1

豚 99 臨床獣医 200 4 22（7）． 47～ 離乳子豚の大腸菌症の事例と対策 D

豚 10 0 臨床獣医 2000 18（3） 44～ 神奈川県内の豚から分細された SbhTlOne伯 ChoJeraesuis の性状 B

豚 10 1 臨床獣医 199 1 9（2） 56～ 豚アクチノバシラス症の感染時期に対する投薬方法の検討 D

豚 102 臨床獣医 1990 8（4） 86～ 子豚細菌性下痢症に対するゲンタマイシン製剤の治療効果 B

豚 103 臨床獣医 199 1 9（11） 42～
埼玉県におけるノk わ叩由d仇ββ烏岬 〃e〟m即血e l型菌による豚の胸膜

A－2肺炎の発生概要

豚104 臨床獣医 1987 5（8） 34～ Streptococcus suis type l／2（RS群）による子豚の髄膜炎 D

豚 105 臨床獣医 198 7 5（10） 38～ 輸入豚死亡例からの肋e爪印力肋叩血〝叩〃e‘仰0〃ゐe 由清型6の分離 D

豚 106 臨床獣医 198 7 5（11） 45～ D子豚下痢症における抗生剤の治療効果

豚 107 臨床獣医 198 7 5（11） 49～ 毒素原性大腸菌による新生豚の下痢症 D

豚 10 8 臨床獣医 198 7 5（11） 57～ 早発性大腸菌症（肺血症型）の発生 D

豚 10 9 臨床獣医 1987 5（11） 63～ 同一養豚場で見られた豚の脳脊髄血管症と浮腫病の発生 D

豚 110 臨床獣医 1986 4（12） 49～ 関節炎を主徴とした哺乳子豚のA 血涙血矧払げ乱血感染症 D

豚 111 臨床獣医 1985 3（3） 76～ 大規模肥育施設における豚のヘモフィルス・パスツレラ症対策について B

豚 112 臨床獣医 1985 3（11） 45～ 軸 みね60ccは如 〟βSUbsp．旬克〟古が分離された子豚の関節炎 D

豚 113 臆床獣医 1984 2（3） 63～ Clostoridium per鋸ngens による新生豚の壊癌性腸炎の大量発生について D

豚 114 臨床獣医 1‾99 3 1（2） 38へ′ 子豚の下痢症とその治療薬 D

豚 115 臨床獣医 199 3 1（2） 45 ～ 豚の増殖性出血性腸炎 D

豚 1寸6 日本獣医師
会雑誌

198 9 4 2 53～ 幼豚に見られた 肋 0〝e伯 sp．（1）serovar血伽Iぬ 感染症 A－2

豚 117 日本獣医師
会雑誌 198 9 4 2 112～ ブタ由来黄色ブドウ球菌の性状 B

豚 118 日本獣医師
198 8 4 1 32 8～

豚の関節炎およびリンパ節炎由来豚丹毒菌の血清型、病原性および薬剤
A－1会雑誌 感受性

豚119 日本獣医師
会雑誌

198 7 40 5 19～ 化膿性線維素性髄膜炎を主微とした豚の肋em 中仙ββ綱吉血 感染症 D

豚 120 日本獣医師
198 7 40 58 7～ 母豚のβα血中伯血で〃6月血印加∂排菌阻止を中心とした豚萎縮性鼻炎

A－1会雑誌 対衰

豚 121 日本獣医師
会雑誌

1987 40 592～ 免疫抑制剤を投与した子豚に発生したA 地加血粕肌は虚血感染症 D

豚 1草2 日本獣医師
会雑誌

1987 40 743～ 他即丁叩〟ルgp血〟tp 〝β〟仰β〃ゐβによる子豚の敗血症の1例 D

豚 123 日本獣医師
会雑誌 198 6 39 115～ 〝助印加 0cc∽古山な”type I／Ⅱ（RtS癖レンサ球菌）による子豚の敗血症 D

豚 124 日本獣医師
会雑誌

198 6 39 159′・■ 由例 規 aCねrわや血ねぎ血∂船 が分離された豚の増殖性出血性腸炎 A－2

豚 125 日本獣医師
会雑誌 198 6 39 23 8一一 ノk 肋α7叩 eg仰 〃e∫感染による繁殖豚の化膿性脳病変 D

豚 12 6 日本獣医師
198 6 39 30 5～

軸 みね¢〇cc〟ざノ壷〟ざSub叩．／りゐ〟古による新生豚の化膿性関節炎およ
D会雑誌 び死産の発生
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豚 127 日本獣医師
会雑誌 1 986 3 9 3 74 ～ ／ねe〝丁叩九九はβ血〟でp〃et仰ク〝血e 5型菌による豚の繰維素性胸膜肺炎の発生 D

豚 128－日本獣医師
会雑誌一二

－18 86
▼3 9 3 94 ～ Jねem 叩ん花店β血川で卯e〟m O〃血e に起因する豚の心内膜炎の1例 ．D

豚 129 日本獣医師
会雑誌

19 85 38 166 ～ 島根県で発生した豚のレンサ球菌感染症 D

豚 130 日本獣医師
会雑誌 19 85 38 80 2 ′・′ 豚の H aem ophHus parasuis 感染症の1例 D

豚 13 1 日本獣医師
会雑誌

19 84 37 44 3～ 豚の早発性大腸菌症および白痢由来大腸菌のゲンタマイシンに対する薬剤感受性 A－1

豚 13 2 日本獣医師
198 4 37 522 ～

R 群レンサ球菌による子豚の脳脊髄膜炎および髄膜炎に関節炎を随伴し
D会雑誌 た症例

豚 13 3 日本獣医師
会雑誌

198 3 36 256 ～ 子豚の大腸菌性下痢のピロミド酸による治療ならびに大腸菌の薬剤感受性 A－2

豚 134 日本獣医師
198 3 36 ■ 373 ～

子豚の大腸菌性下痢のピロミド酸による治療ならびに糞便中薬剤濃度と
D会雑誌 細菌叢の変動

豚 13 5 日本獣医師
会雑誌 198 3 36 524 ～ B k ozam yd n 投与による子豚白癖の治療と耐性大腸菌の推移 D

豚 13 6 日本獣医師
会雑誌

198 2 35 394 ～ 伽 ざ肋 p軸 〃g A および C 型菌が検出された新生豚の壌痘性腸炎 D

豚 13 7 日本獣医師
会雑誌

198 2 35 7 19 ～ 新生豚に発生した壌癌性腸炎と 助 成わ伽 β朗％喧即S の分離 D

豚 138 日本獣医師
会雑誌

198 1 3 4 62 ～ 最近の養豚領域における不腸菌の化卓療法剤耐性とRプラスミドの分布 A－2

豚 139 日本獣医師
声雑誌

1980 3 3 2 19 ■〉 月すきお‘〟で肋 椚上血 血 が分離された豚の異常産 D

豚 140 日本獣医師
1 97 7 30 3 30 ～

豚の胸膜肺炎例から分散された 抽 e爪印ん花信p∂摺カ∂即7瑚 血路 の化学
D会雑誌 療法に対する感受性について

豚 14 1 日本獣医師
会雑誌

1 975 28 126 ′・■ 哺乳豚に発生した偽膜性喉頭気管支炎 D

豚 142 日本獣医師
会雑誌

1．973 26 70 ～ 肥育豚に発生した 由血0〃e助 成○血佗eS〟怨感染症に■っいて C

豚 1‾43 日本獣医師
会雑誌 19 73 2 6 75 ～ 豚由来 β○／虚血胞かm 血両脚由 の化学療法剤に対する感受性 A－1

豚 144 日本獣医師
会雑誌 19 73 26 18 8 ～ 豚にみられた化膿症の病変および細菌学的検討 D

豚 14 5 日本獣医師
会雑誌 19 73 26 24 6 ～ 豚の 由血0〝e伯 ¢血〉血摺e古壷 感染症の発生 D

豚 14 6 日本獣医師
19 72 25 12 5～

1養豚場に発生した 伽 のd aC由血椚〝聯 〝85 による豚の化膿性疾患に
D会雑誌 ついて

豚 14 7 日本獣医師‾
会雑誌

197 2 25 615 ～ 豚由来大腸菌のカルパドックスに対する感受性について A－1

豚 14 8 日本獣医師
会雑誌

197 1 24 9 2 ～ 各種病型由来豚丹毒株の化学療法剤に対する感受性 A－2

豚 14 9 日本猷医師
会雑誌 197 1 24 3 07 ～ ブドウ球菌が分離された豚の心内膜炎の1例 D

豚 150 日本獣医師
197 0 2 3 754 ～

豚萎縮性鼻炎に対する薬剤投与の効果ならびに 助／也ね胎
D会雑誌 ム〝〝加点qP琉沼の薬剤による浄化試験

豚 15 1 日本獣医師
会雑誌

1970 2 3 763 ～ l偽壷 ¢○〝の化学療法剤に対する感受性について A－1寸

豚 15 2 日本獣医師
会雑誌

196 7 2 0 3 45 へ′ 急性敗血型豚丹毒の病性に関する2．3の知見について D

豚 1．53 日本獣医師
会雑誌

1962 15 26 ～ Cb ／叩虚∂¢由血 による豚の化膿性疾患の集団発生例について D

豚 154 感染症学雑港 20 03 7 7 103 2～ 豚からの V ero 毒素産生性大腸菌 （V T EC ）の分離および血清型 A －1

豚 155 日本獣医学雑 20 04 66 50 7 ～ hT伽 SuSCePtibi勒 of21AntirnicrobialAgentsto 37 Isolatesof加 C心頭 A－1誌 ルpか即由／由e l80lated什om Piga的OkinawaPrefech re

豚 156 日本獣医学雑
　 誌 19 98 60 1 0 17 ～ lsolation ofAcrnavin8 Resistant的 ebthrk rhuskpathゐe q E）rn SlaughterPigs in Japan D

豚 157 日本獣医学雑
　 誌

19 96 58 1107 ～ h7伽 SusceptibiI卸 of叫のqPbsI7招hyDqの0血e and 〟秒。血 to Anth icrobialAgents A －1

豚 158 日本獣医学雉
　 ■誌 19 95 57 363 ～ 血l伽 A鵬ibaGterialAcdV和ofR 0げeniGOIagainstノ始め¢由¢助言〆，叩 β〟mαぬe A －1
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豚 159 日本獣医学雑 19 8 9 5 1 35 9 ～ Antibbtk Susceptibil和 ofSerotype 2 and 5Strains ofAcめobaG此げ（fb em oph成JS） A －2誌 PJbLNW neLm Onjbe lsolated from Swinefrom 1974to 1986

豚 160 日本獣医学雑
　 誌 19 84 4 6 ‘17 5 ～ DrugSusceptibilb off血em叩h血spJbw qpneLJmOnJhe Strains ls0lated什om PT由 A －1

豚 16 1 日本獣医学雑 19 78 4 1 26 1 ～ A LongitudinalEpizootioIogiGalStudy ofSbh770nehb Infectjonona Piggery ：A Study onthe A －2誌 ModeFofContaminatjon byBiotyping of由hTlOneぬTyphimurium andbytheAntibiogram

豚 162 動物用抗菌剤
研究会報

19 8 1 2 1 ′〉 豚のヘモフィルス感染症と豚由来へモフィルスの薬剤感受性 A－1

豚 163 動物用抗菌剤
研究会報

19 85 6 9 ～ 豚由来マイコプラズマ甲M lC 測定法に関する検討 D

豚 164 動物用抗菌剤
研究会報

19 87 ・8 7 ～ 病豚由来レンサ球菌の薬剤感受性 A－1

鱒 165 動物用抗菌剤 19 87 8
11∴ 豚の溶出性表皮炎原因菌（吉和 シ々わ60cc∽ みねは Subsp．わあは）の性

A－2研究会報 状と薬剤感受性

豚 166 動物用抗菌剤
研究会報

198 7 8 18 ～ 豚の溶出性表皮炎の病性と原因菌のは旬延び Subsp．ル血∽）薬剤感受性 A－2

豚 167 動物用抗菌剤
研究会報

19 89 10 6 ～ － 豚へモフィルス感染症の最近の動向と分離菌株の薬剤感受性 A－1

豚 168 動物用抗菌剤 198 9 10 12 ～
豚の肺病巣から分離された 肋 e爪印血肋 （ノk 肋虎ad 仙ざ）

A－1研究会報 ク血〝qP〃e〟m O〃ゐβの血清型および薬剤感受性

豚 16 9 動物用抗菌剤 19 89 10 16～
最近分離された 肋 em 叩仙 ざ（加 納d ad 仇β）β血〝p〃ee 仰αぬβの血清

A－1研究会報 型と薬剤感受性

豚1．7 0 動物用抗菌剤 198 9 10 2 1～
豚由来 始β爪印んルざ（ノk 肋 0由α批げ）p血叩 〝e〟の云〃加 の薬剤感受性と

A－1研究会報 肺炎に対するオキシテトラサイクリンの効果

豚 17 1 動物用抗菌剤
研究会報

・19 90 11 24 ～ 豚由来 月牙ざね‘〝℃伯 爪‘血 ¢肋 の薬剤感受性 A－1

豚 172 動物用抗菌剤 199 3 14 7 ～
1989年～91年に分離された 加 納ロムAc仇βp血〝叩〃e∽〇m血βの血清型と

A－1研究会報 薬剤感受性

豚 173 動物用抗菌剤
研究会報

1 99 3 14 23 ～　－豚の鼻腔由来 月age上〝℃船血ぬ ぐ肋 の薬剤感受性とプラスミド A－1 －

豚 174 動物用抗菌剤
研究会報 2 00 0 2 2 37 ～ 管内の養豚場における浮腫病の集団発生例 D

豚 175 獣医畜産新 198 8 79 9 99 ～
と畜場出荷豚の病変部由来豚丹毒菌の血清型別、病原性および薬剤感

A－1報 受性

豚 176 獣医畜産薪 ＿198 8
80 1 2 23 ′・ノ

と畜場でみられる豚の症状心内膜炎から分散したレンサ球菌（R群菌）に
C報 ついて

豚 177 獣医畜産新
　 報 198 8 8 03 3 85 ′〉 子豚の ぶか甲わCOCC〟ざ古海 Ⅱ型（R群）による感染症例 D

豚 178 獣医畜産新
　 報

198 8 8 0 7 ■ 6 33 ～ 子豚下痢由来大腸菌の病原性及び薬剤耐性調査 A－1

豚 179 獣医畜産新 198 7 7 87 90 ～
痴皮及び潰瘍形成を主徴とする肉豚の皮膚病変からのE群レンサ球菌分

D報 離例

豚 180 獣医畜産新
　 報 1 98 6 7 8 1 4 93 ～ 豚の細菌性下痢症用の新抗生物質アブラマイシンの 血血 評価試験成績 D

豚 18 1 獣医畜産新
　 報

1 984 7 56 44 3 ～ と畜豚にみられた腸炭痕の細菌学的検討並びに防疫措置について D

豚 182 獣医畜産新
　 報

1 984 7 58 5 76 ～
D－G M （硫酸ゲンタマイシン散）の子豚細菌性下痢症に対する治療効果試
験 D

豚 183 獣医畜産新
　 報

1 98 3 74 2 2 63 ～ ∫由pル血60cc〟ざル血〟ざSubSP．／W 伝〟古による豚の溶出性表皮炎 ．D

豚 184 獣医畜産新
　 報

1 980 7 05 2 10 ～ 繁殖豚の急死例より分離した （談はわ肋 Tpe／方舟酢〝βについて D

豚 185 獣医畜産新
　 報

1 97 7 6 77 14 ～ 一貫経営養豚場に発生した早発性大腸菌とその防あっ対策 D

豚 186 獣医畜産新
1 97 7 6 77 18 ～

石垣島でみられたと殺豚における溶血レンサ球菌症の細菌学的検査成績
D報 ならびに疫学的調査

豚 187 臨床獣医 20 04 22 8 豚におけるサルモネラ感染症 A－2

豚 188 家畜診療 20 03 50 7
過去 10 年間に分離された豚胸膜肺炎の原因菌 A ctinobaeilIus

Dpleuropneuno niae の薬剤耐性化

豚1＿89 家畜診療 20 0 1 48 7 豚のレンサ球菌病 D

豚 19 0 家畜診療 19 95 3 88 2 3 ～ 豚の肺炎に対するダノフロキサシン注射液の治療効果 D
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豚191 家畜診療 199 4 3 70 15～ 肥育豚における Sbh770ne伯 Typhim urium 感染症の集団発生例 D

．豚鳩 2＿＿家主診療、 199 3 3 58 2 1～
豚の溶出性表皮炎（スス病）の集団発生例とその治療および予防

．D対策について

豚193 家畜診療 199 3 36 6 39～
哺乳腹における 蝕 め 肋 pe廟 〃5 C 型感染による壊死性

D腸炎の集団発生

豚194 家畜診療 19r9 2 34 8 113～
豚の細菌性呼吸器感染症に対する新キノロン系抗菌剤 A T－452 6

A－2の治療効果

豚 195 家畜診療 1987 28 8 23～
非遊走性 伽 ねび 血 ム肋 が関与したと考えられる豚の化膿性腎

D孟腎炎の発生例について

豚 196 家畜診療 1占73 120 3～ 豚の細菌性疾病 A－1

豚 197 日本豚病研究
会会報

199 8 3 3 9～ 長期間浮腫病の発生がみられた養豚農家への対策 D

豚 198 豚病臨床研究
　 会誌 198 4 7 16～ 溶血レンサ球菌症（Streptococcus Lancefild group R ）の臨床 D

豚 199 豚病臨床研究
　 会誌

198 7 1 3 ト〉 豚のカンピロバクター感染症（増殖性腸炎） D

豚 20 0 豚病臨床研究 199 0
－18

1～
と場搬入豚および胸膜肺炎豚由来ノk 肋○由C仇β（力bem qP九九倍）

A －1会誌 p血〝叩〃e〟m O〃血e の血清型と薬剤感受性

豚201 豚病臨床研究 199 0 18 14 ～ 加納0由鋤 （抽e爪印仙 ）pゐ叩 〝e〟m O〃血e l型による豚胸膜肺炎
D会誌 の発生

豚202 豚病海床研究
　 会誌

199 1 20 22＿～ £旬′血〟昔による溶出性表皮炎の発生例について D

豚 20 3 豚病臨床研究
　 会誌 199 1 20 33～ ・一養豚場における豚の （地頭・肋 ク砺 〃∫C 型感染症の集団発生 D

豚 204 豚病臨床研究
　 会誌

199 1 2 1 15～ 胸膜肺炎（一型菌）とオーエスキー病の混合感染について D

豚 205 豚病臨床研究
　 会誌

1993 24 12～ ー農場における豚サルモネラ症の集団発生例 D

豚 206 豚病臨床研究
　 会誌

1994 2 6 9～ App l型菌による胸膜肺炎の発車 D

豚 207 豚病嗜床板究
　 会誌 1・994 2 6 13～ 子豚の大腸菌症の発生と対策 D

豚 208 豚病臨床研究 1994 2 6 4 1～ Ac肋ク由d仇倍 血々〝叩〝e〟m O〃ゐ卓に対する感受性（＋＋）の薬剤は臨床的に
D会誌 有効か？

豚209 豚病臨床研究
　 会誌 199 4 2 7 2 7～ 育成農場でのApp 肺炎とサルモネラ症について D

豚 210 豚病病床研究
　 会誌

199 7 3 2 3 7～ 増殖性腸炎羅患豚より分離されたIS intracelM aパS の薬剤感受性について D

豚 211 豚病韓床研究
　 会誌

199 8 34 1 1～ 1993年から1997年に分離された馳印わ60cc仰ぎ〟血の薬剤感受性分布 Å－1

豚 212 豚病臨床研究 199 9 37 9～
豚の肺から分離されたノk 紡0由血 ク血〟叩〝el〝乃¢〃加 の薬剤感受性

D会誌 の血清型別、年度別の比較

豚213 豚病臨床研究
　 会誌 2000 38 3～ 豚由来腸管感染症原因菌の薬剤感受性調査 A －1

豚 2j4 豚病臨床研究 200 1 4 0 29～
管内の養豚場における浮腫病の集団発生例（第1報） 発生状況と予防

D
（

会誌 対策

豚215 豚病鴎床研究
　 会誌

200 1 4 1 4 7～ 下痢を主微とする離乳後大腸菌（0－139）症の発生について D

豚2 16 豚病臨床研究
　 会誌 200 3 4 4 29～ 離乳後下痢症（大腸菌症）の発生と対策について D

豚217 豚病臨床研究 200 3 4 5 2 7～
1995年から2003年に分離された 永劫血叩触り血〟叩〝e‘仰ロ〃加 の血

・D会籠 清型と－濃度ディスク法による薬剤感受性成績
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参照文献：鶏

文献番号 雑 誌 名 年 巻 、号 頁 タイトル 等 級

鶏 1 日本獣医師
会雑誌

2 0 0 4 5 7 4 6 q ～ 食肉処理場 における∫卸 1々ゐ¢0ccは ∂上作膵 の汚染状 況と分離株の性状 、B

鶏 2 日本獣医師
会雑誌 2 0 0 3 5 6 4 0 1 ～ 市販鶏ひき肉における月作0由d で′．由〝御舟由Cねr および 由血即e伯 の汚染状況 D

鶏 3 日本獣医師
会雑誌 20 0 3 5 6 1 0 3 へ■ 国産および輸入鶏 肉におけるカンピロバクターの汚染状況 D

鶏 4 日本獣医師
20 0 2 5 5 5 8 7 ～

食 鳥と体の細菌学 的サ ンプリング方法の検討とブロイラーと体の細菌汚
D会雑誌 染調査

鶏 5 日本獣医師
会雑誌 20 0 2 5 5 3 0 5 ～ 鶏肉のサルモネラ汚染調査および分離菌株の薬剤感 受性 B

鶏 6 日本獣医師
20 0 1 5 4 7 9 7 ～

食鳥処理場 で分離された 由hTlOn e伯 T yp him u rium の薬剤感 受性および
B会雑誌 defin itive p h age ty pe l0 4 の検出

．鶏 7 日本獣医師
会雑誌 19 9 9 5 2 4 6～ 十勝管内のブロイラーにおけるサルモネラ保菌状況の調査 D

鶏 8 日本獣医師
会雑誌

19 9 8 5 1 6 0 8 ～ 食鳥処理場 における細 菌汚染状況 D

鶏 9 日本獣医師
会雑誌

19 9 8 5 1 3 7 3 ～ 食鳥処 理場 における採卵鶏のサルモネラ保菌状況 D

鶏 10 日本獣医師
会雑誌

19 9 7 5 0 2 8 5 ～ 食鳥処理場 におけるサルモネラ分離株の血清型と薬剤感受性 A －1

鶏 1 1 日本獣医師
19 9 6 4 9 8 0 0 ′・′

≠血 涙 即 勅 封 画 面 紳 助 〝／av盲an 角 地 灯だ船 舶e〝70小出∂」ike
D会雑誌 Organ ism s grou p が分離された鶏 の肺中症例

鶏 12 日本獣医師
会雑誌

19 9 1 4 4 1 0 4 ～ ブロイラー 由来黄色ブドウ球菌の18主要抗 菌剤に対する感 受性 A －1

鶏 13 日本獣医師
会雑誌

19 9 1 4 4 5 6 5 ～ 鶏の 肋 即吟 E。tdh tidis （腸 炎菌 ）感染症 D

■鶏 14 日本獣医師
会雑誌

19 8 9 4 2 4 0 5 ～ ブロイラーに発生 したウェルシュ菌と大腸菌の混合感染症 D

鶏 15 獣医畜産新
　 報

19 6 7 4 5 1 7 8 8 ～ 皮膚鶏症をともなった若令鶏のブドウ球菌症発生例にづいて B

鶏 16 獣医畜産新
　 報 19 9 7 5 0 5 7 9 ～ たまごとサルモネラ D

鶏 17 臨床獣医 19 9 4 1 2（2） 35 ～ 一ブロイラー養鶏場に発生したサ ルモネラ症 と浸潤状況 D

鶏 18 臨床獣医 19 9 4 1 2（2） 4 1～ 輸入ヒナの検疫と Sb h770n e胎 E nte ritidis 感染症 D

鶏 19 Lo恍e帽h App貼d 2 9 0 0 3 1 4 2 7 ～ A ntim icr’Obial su sceptibHities of 励 tervGOO d isolated 舟orn faece s pf broiler and
A －1Mi訂Obblogy layer Ohickens

鶉 2 0 沖縄県家畜衛
生試焼場年報 19 9 3 2 9 7 7 ～ 烏骨鶏 由来ひな白痢菌 の性状 D

鶏 2 1 山梨衛公害研 19 9 4 3 7 2 5 ～
採卵鶏農場の飼料 、卵 および家畜用飼料 原料のサルモネラ汚染状況と鶏

D年報 卵中のサルモネラ

鶏 22 東京衛研年轟 19 9 7 4 8 3 ～
鶏および鶏肉 由来 C am pyIo ba cte r 属菌のニューキノロン剤に対する薬剤

A －1感受性

鶏 23 香川県家保■ 19 9 8 4 9 ～ 養鶏場か ら分離され た Sbh TlOn eぬ En fantis の疫学分析 D

‾鶏 24 東京獣医学畜
産学雑誌

19 8 5 3 3 1 ～ 病鶏 由来大腸菌の薬剤感受性試験 A －1

鶏 25 鶏病研究会報 19 9 0 2 6 1 0 0 ～
ブロイラー鶏のカンピロバクター保菌状況調査 と間接蛍光抗体法による抗
体検出 B ・

鶏 26 鶏病研究会報 19 9 0 2 6 2 5 7 ～ 採卵用幼雛にみ られ た 肋 m e伯 肋 的 感染症 D

鶏 27 鶏病研究会報 19 9 1 2 7 1 6 ～
長崎県下のブロイラー農場におけるカンピロバ クターの浸潤状況 とその実

A －2験的伝播

鶏 28 鶏病研究会報 19 9 2 2 8 3 5 ～ ブロイラー鶏 における頭部腫脹症候群の1発生例 D

・鶏 2 9 鶏病研究会報 19 9 4 3 0 9 7 ～ 鶏の大腸 菌症 に対するオフロキサシンの治療効果 A －1

鶏 30 鶏病研究会報 19 9 5 3 1 1 9 ～
鶏由来サルモネラの薬剤感受性ならびにプラスミドファイルと食鳥処理場

Bでの疫学調査

－ 5 8 －



鶏 3 1 鶏病研究会報 199 8 34 130 ～ ブロイラーから分離された腸球菌とその薬剤感受性 D

一鶏 32 琉球大学農学

・■＝‾帝学術報告
19 9 1 3 8 17 ～ 食鳥ふん便由来大腸菌の薬剤耐性とRプラスミド A －2

鶏 33 鹿児島大学農
学部学術報告 19 92 42 11 1～ ブロイラー農場の疾病調査 A －2

鶏 3ム 神戸大学農学
部研究報告 19 94 2 1 ■1 一一 健康鶏および病鶏から分離された 罰知和血∝肌M H M 職畑 の性状 D

鶏 3 5 畜産の研究 19 9 1 4 5 2 96 ～ 健康ブロイラー直腸便由来大腸菌の主要抗菌剤に対する感受性 A－1

鶏 3 9 勒薬研究 j9 93 4 8 1～ 鶏大腸菌症とエンロプロキサシンの治療効果 D

鶏 3■7 臨床獣医 199 2 10（1．3） 73 ～
トリメトプリムとスルプアメトキサゾール複合製剤のブロイラーへの応用（2）

A－2ー鶏大腸菌症に対する治療効果－

鶏 3 8 臨床獣医 198 7 5（1 1） 68 ～ 鶏の大腸菌症 D

鶏 3 9 日本獣医師
198 6 3 9 644 ～

コマーシャルのブロイラーおよび採卵鶏由来 伽 叩血関 節偽印紘〟m
A －1会雑誌 および 伽 あ点き〝沼印〝IOぬ e 株の各種薬剤に対する感受性

鶏 40 日本獣医師
1984 3 7 93 へ′

各地の種鶏群における 伽 印加〝相継 甲血 仰 および 〟q〝，○血 e－の
A －1会雑誌 汚染実態と分離株の薬剤感受性

鶏 4 1 日本獣医師
会雑誌‾

197 3 26 66 ～ 鶏肉の 由血爪0〝e伯 sofia 汚染について A －1

．鶏 42 日本獣医師
会雑誌 1 973 26 80 へ′ キノキサリン誘導体に対する A vian ．vibri0 の感受性について A．2

鶏 43 日本獣医師
会雑誌

19 73 2 6 24 0 ～ 食鳥肉のサルモネラ汚染調査とその防止対策について A－1

鶏 4 4 日本獣医師
会雑誌

19 72 2 5 2 26 ～ 助血8〝e伯 ちゃんh ‘〟九m 感染によるヒナの失明症の発生について D

鶏 4 5 日本獣医師
会雑誌 19 7 1 2 4 18 へ′ ブロイラー処理工場の Salm oneHa 汚染について D

鶏 4 6 日本獣医師
会雑誌 19 71 2 4 24 ～ カナマイシンによるニワトリ大腸菌症の予防t治療試鹸 D

鶏 4 7 日本獣医師
会雑誌

19 71 2 4 18 6 ～ 食鳥処理場におけるサルモネラ汚染源の追求 A －1

鶏 4 8 日本獣医師 19 67 2 0 22 ～
病鶏由来ブドウ球菌および大腸菌の4種のサルファ剤に対する か血 で

A －1会雑誌 の感受性について

鶏 4 9 日本獣医学雑 200 1 6 3 10 27 ～ AntimocrobiaJSusceptib批ies of CbnW actw Strains Isolated from BroiIers in the
A －1誌 Southern PartofJapan什om 1995to 1999

鶏 50 日本獣医学雑 1984 4 6 8 05 ～ Susceptibility offbem叩hJnJSParqCanhw 7Jm tO Bacter；cidalActjvkyofNormaland Jrnrnune
ー　D籠 ChiGken Sera

鶏 5 1 動物用抗菌剤
研究会報

19 8 1 2 20 ～ 鶏由来へモフィルスリベラガリナラムの薬剤感受性 A－2

鶏 52 発病研究会報 20 02 3 8／増 25 ～ 鶏におけるカンピロバクター汚染 A－2

鶏 5 3 鶏病研究会報 19 99 35 197 ～
特用鶏にみられた脚弱を主徴とする■偽 きぬ‘〟でぬ m‘血 ¢肋 感染症と伝染

D性プアブリキウス嚢病の関与

鶏 54 鶏病研究会報 19 99 3 5 2 12 ′・′プラスミドファイルおよび遺伝子型別による養鶏場サルモネラの疫学調査 D

鶏 5 5 鶏病研究会報 19 98 3 4 9 1～
ヽ

偽 5ね〟作曲 m ‘此 ・d 始 が関与した鶏の頭部腫脹の発生と頭蓋海綿骨病
D変について

鶏 5 6 鶏病研究会報 19 98 3 4 22 4 ～ 野外鶏から分離された黄色ブドウ球菌強毒株の病原性 D

鶏 5 7 鶏病研究会報 199 6 3 2 20 1 ′・■
採卵鶏農場で分離されたサルモネラの薬剤感受性ならびにプラスミドの保

B有状況についての一考

鶏 58 獣医畜産新
　 報

198 8 80 5 494 ～ α♭訂元貌ノm CO肋〟卯によるブロイラーの潰瘍性腸炎 D

鶏 59 獣医畜産新
　 報

198 3 74 3 516 ～ ブドウ球菌症の発生とその治療試験 D

鶏 60 獣医畜産新 198 1 72 1 4 69 ～
最近のブロイラー由来大腸菌の各種化学療法剤に対する感受性分布に

A －1報 ついて

鶏 6 1 獣医畜産新 197 9
＿70 0

659 ′・■
H aem ophilus paragallinarum に対するスルプアモノメトキシン、並びにその

D報 他各種薬剤の 血l伽 ．わ血 の効果につい七

鶏 62 Antim krobial
Agents

1998 4 2 33 33 Isolatin ofG lycopeptide－Resistant Enterococci什om Chickens in Japan A －1

－59－



鶏63 鶏病研究会報 1997 33 152～ 採卵用育成鶉におけるPasteure”a m ultocida 感染症の発生事例 D

鶏 64 鶏病研究会報 1993 ′　29 ‘22～ ブロイラーに発生した助 即e他 Enteritidis 感染例 D

鶏 65 鶏病研究会報 199 1 27／増 7一一
輸入ヒナの検疫と由血m e伯血，血佗eg〟血＄ub印．C加点摺eguな，Ser。Var

L DE nteritidis （S．Enteritidis）感染症の発生例

鶏66 鶉病研究会報 1988 24／増 23～ 野外で見られたブロイラーの大腸菌症 D

鶏67 鶏病研究会報 1988 2 4 99～ 家禽コレラ D

鶏 68 鶏病研究会報 1987 2 3 12～ 軸 ル加 ocM 姉 は SJbs．わあ路 が分離された採卵鶏の溶出性皮膚炎 D

鶏 69 鶏病研究会報 1987 23 55 ～ 鶉の壊死性腸炎 D

鶏 70 鶉癌研究会報 198 5 2 1 8 1～ 顔面の腫癌形成を主徴とする採卵鶏のブドウ球菌症とその接種試験 ．D

鶏 71 鶏病研究会報 198 5 2 1 1 79～ 由血8〝e伯鬼血 βによるひな白痢類属反応 D

鶏 72 鶏病研究会報 198 1 17 10 1～ コリーザ罷患鶏から分離した抽em 叩血塊β卵′聯 肋仰 の性状 D

鶏元
鶏病研究会報 197 9 15 4 5～ MycopIasm a synoviae 感染症（Ⅱ） D

鶏 74 鶏病研究会報 1979 15 10 9～
コリーザ発症鶴から分離された抽即7叩肋βp曲 の血血

A －1における薬剤感受性

鶏75 鶏病研究会報 1979 15 116～ ブロイラーヒナの 免血のe伯血 叩∫朗 感染症例 D

鶏 76 鶏病研究会報 1978 14 135～ 緑膿菌によるブロイラーの関節炎 D

鶏 77 鶏病研究会報 197 8 14 197～ 野外におけるヒナのサルモネラ症例 D

鶏 78 鶏病研究会報 197 7 13 23～ ブロイラー養鶏場に発生したヒナの大腸菌症 D

鶏 79 鶉病研究会報 1974 10 24～ 鶏の大腸菌性敗血症 D

鶏80 鶏病研究会報 1973 9 一 174 ～ ブドウ球菌による成鶏の皮膚炎について D

鶏81 鶏病研究会報 1972 8 2 1～ 北海道で鶏から分離されたサルモネラ、特にひな白痢菌の薬剤感受性 B

鶏 82 籍病研究会報 1972 8 110へ′神経症状を伴った鶏のブドウ球菌症 D

－60－



参照文献：総合

文献番号 姓 誌 名 年 ・ 巻 、号 頁 タイトル r等 級

総 1 日本獣医師
20 04 5 7 4 5 5 ～

腸 炎患者 、犬 、猫 、および野鳥におけるカンピロバクターおよびヘリコバク
D会雑誌 ターの保有状況ならびに分離の検討

総 2 日本獣医師

．会雑誌
200 4 5 7 3 9 3 ′・■

家畜および市販ひき肉における 月佗血 由 r．由 〝勒 ′おお始 れ 由血即曲
Dの分離状況

総 3 日本獣医師
会雑誌 200 3 5 6 6 8 5 ～ 動物用抗菌剤の使用動向と薬剤耐性菌対策 D

総 4 日本獣医師
会雑誌

200 3 5 6 1 6 7 ～ 市販食肉におけるサルモネラとリステリアの汚染状 況 D

総 5 日本獣医師
会雑誌

200 2 5 5 4 4 2 ～ 飼育いのししに発生した敗血症型豚丹毒 D

総 6 ．日本獣医師 20 b 2 5 5 3 8 7 ～
と畜場 におけるナイフの消毒 時間の検討とH A CC P システム導入食肉処理

D会雑誌 場の枝 肉の衛生状況

総 8 日本獣医師
会雑誌 20 00 5 3 4 7 3 ～ 食肉のサ ルモネラモニタノング D

総 9 日本獣医師
会雑誌 20 00 5 3 6 3 ～ 喉嚢 炎の真菌 ・細菌学 的検索および分離株の薬剤感受性 D

■．総 1 1 日本獣医師
19 99 5 2 1 9 4 ～

ビル内飲食店 と魚市場のネズミにおける 肋 ○〃曲 および
D会雑誌 由 励 aCねr 保菌状況

総 1皇 日本獣医師
会雑誌 19 97 5 0 4 5 ～ と畜場における ∫卸 肋 ¢OCCは 創作 脚 の検出および分離株の性状 D

総 15 日本獣医師
会雑誌 19 94 4 7 5 1 3 ～ 保育園で発生 した 助 ク〝e船 7わん加血 爪 による集 団感染 ■ B

総 16 日本獣医師
会雑誌 1994 4 7 9 2 3 ～ 七面鳥における 月冒頭 ‘〝で伯 爪土地 は肋 感染症の発生 D

・ 総 17 日本獣医師
会雑誌 199 1 4 4 6 8 1 ～ わが国の家畜 におけるリステリア症 、1948－1990 D

総 18 日本獣医師
会雑誌

1990 4 3 2 5 ～ 牛および豚 の病性鑑定材料由来大腸 菌の薬 剤耐 性とRプラスミド A －2

総 19 日本獣医師
1990 4 3 1 5 1 ∵

畜産物 、とくに牛 ・豚肉における抗菌性物質およびホルモン物質の残留と
D会雑誌 その防止 策

総 20 日本獣医師
会雑誌 1990 4 3 1 8 7 ～ 伯 e爪印九九膵p叩 伽 W の Oflox ad n と既存の15薬剤に対する感受

A －2性の比較

総 21 日本獣医師
会雑誌 19 90 4 3 6 6 1～ 末三河地方の二ホンウズラに発生した大腸 菌症 D

鱒 2 3 日本獣医師
会雑誌

198 9 4 2 7 8 1～ めん羊におけるリステリア症の集 団発生 C

総 2 6 獣医畜産新
　 報

1974 6 2 1・ 8 65 ～ 薬剤 耐性 菌に関するシンポジウム記 録（1） 薬剤 耐性菌とR 因子 D

総 27 獣医畜産新
　 報

1974 6 2 3 9 8 8 ～ ‾薬剤耐性菌に関するシンポジウム記録（2）一畜産 における抗生物質の現況 D

総 28 獣医畜産新
　 報

1974 6 2 4 10 2 7 ～ 薬剤耐性菌に関するシンポジウム記録（3）畜産における耐性菌の現況 A －2

総 29 獣医畜産新
　 報 ‾

・19 94 4 7 2 4 1 ～ 動物用ニューキノロン系抗菌剤の開発 D

総 30 獣医畜産新
　 報

19 97 5 0 2 2 5～ 腸管出血性大腸菌 0 157 感染症の流行 メカニズムと予 防対策 D

姦 3 1
臨床獣医 199 9 う7（4） 5 2 ～ 家畜 ・家禽のパスツレラ症およびアクチノバシラス症の診断に関する研究 D

絵 3 2 臨床獣医 1994 1 2 （2） 57 ～
わが国で初めて確認された若齢 ウズラの 由血0〃曲 sp．（1）ser。Va．

BBra end eru p と4 鱒昭胡／封加地面相 の混合感染症例

総 33 臨床獣医 1992 1 0（1） 72 ～ A C肋虚ad 批ββ血〝叩 〝e〟m O〃ゐ畠の 同定法 の再考 D

総 34 臨床獣医 1989 7（7） 2 3 ～ 総論 ・サ ルモネラ症 D

総 35 臨床獣医 19 89 7（7） 2 9 ～ 今泉衛生からみたサルモネラ症 D

総 36 臨床獣医 19 89 7（7） 3 6 ～ サルモネラによる飼料汚染 B

総 37 日本獣医学雑
　 誌 200 0 6 2 1 3 9～

A nt品；crobial S usc eptib批y of A rt，anOba ote／血m A 問 〃eS Iso late d fro m
A －2Cattte an d P igs

－ 6 1 －



総 38 日本獣医学雑 2 00 1 6 3　‾ 5 55 ～ A ntim icrobialSusceptibility of Fb steLJre伯 m LJkoojbb lsolated from C attle
A －1誌 and Pigs

総 40 沖縄県家畜衛
生試験場年報 199 1 2 7 90 ～ 子豚下痢由来大腸菌の毒素原性および薬剤感受性 A－2

総 42 香川県家保 199 3 11 ～ 家書由来細菌の薬剤感受性 、A－2

総 43 沖縄県家書衛
生試験場年報

1 99 3 2 9 4 6 ～ 動物用医薬品耐性菌特別対策事業 A－2

総 44 沖縄県家畜衛
生試験場年報 19 93 2 9 5 9 ～ ヤキ●に発生した 偽 血 〟作船 舶em 0匝 ∂血清型2感染症の一例 D

総 45 沖縄県家畜衛
生試験場年報

19 94 3 0 34 ～ 動物用医薬品耐性菌特別対策事業 A－2

総 4 6 香川県家保 19 94 5 2～ 家畜のサルモネラ菌汚染状況と薬剤感受性 C

総 4 7 沖縄県家畜衛
生試験場年報

19 94 3 0 49 ～　r 毒素原性大腸菌 （ETE C）の薬剤耐性解析とプラ太ミドファイルの応用 A－1

総 4 8 沖縄県家畜衛 19 95 3 1 3 7～
V ero 毒素産生性大腸菌 （V T EC）の病原因子解析と薬剤感受性およびプ

D生試験場年報 ラスミドファイル

総 4 9 島根県家保 95 ／96 27 ～ 家畜由来大腸菌におけるクロラムフェニコール耐性の維持 D

総‾50 家畜衛生研

究成果情報
199 6 1 0 15 ～ 家畜由来サルモネラの血清型 D

総 5 1 家畜衛試研
究報告 199 6 102・103 43 ～ 家畜由来サルモネラの血清型 D

総 5 2 沖縄県家畜衛
生試験場年報 199 7 3 2 39 ～ 牛・豚由来 Vero 毒素産生性大腸菌 （VT EC ）の抗菌薬感受性試験 A－1

総 5 3 島根県家保 9 7／98 23 ～ ベロ毒素遺伝子陽性を示すベロ毒素非産生性大腸菌 D

総 54 沖縄県家畜衛 1998 33 4 8 」 1992－1998年に分離された 由血∂〃e助 の細菌学的性状とプラスミドプア
A－1生試験場年報 イル

総 55 沖縄県家畜衛
生試験場年報 1 998 33 62 ～ 山羊由来 V ero 毒素産生性大腸菌の細菌学的性状と薬剤感受性 B

総 5 6 沖縄県家畜衛
生試験場年報 20 00 36 4 4 ～ 動物用医薬品危機管理対策 A－2

総 5 7 沖縄県家畜衛
生試竣場年報 20 0 1 3 7 66 ～ 下痢原因カンピロバクターの家畜からの分離と薬剤感受性 B

総 58 動物衛生研
究成果情報 20 02 1 ・2 5 ～ 動物体内と環境中における腸管出血性大腸菌 0 26：H ll の遺伝子型変遷 D

総 60 ．家畜診療 20 0 1 5 4 739 ～ 動物におけるメチシリン耐性ブドウ球菌の生態と疫学解析 D

総 6 1 家畜診療 200 1 5 4 749 ～
食肉等から分離された腸管出血性大腸菌 0 157 およびサルモネラの薬剤

A－2耐性

総 62 家書診療 200 1 5 4 752 ～ 動物から人への薬剤耐性の伝達 D

総 63 家畜診療 200 3 5 6 677 ～
サルモネラをめぐる最近の話題

D
－ Sbhnone伯 T yphim urium DT l04 について－

総 64 東京獣医学畜 195 8 9 － 54 ～ 飲用牛乳及びソフトアイスクリームの衛生細菌学的調査研究 第1報
D産学雑誌 市販品の衛生状況、分離大腸菌群の菌型分類並びにブドウ球菌の生物学的性状

総 66 日本豚病研究
　 会報 ■

200 4 4 4 r14 ～ 国内における家畜由来細菌の抗菌性物質感受性調査 A－1

総 67 北獣会誌 199 7 4 1 10 6 へ′ 腸管出血性大腸菌 0 157 感染症 D ・

総 69 北獣会誌 2 00 1 4 5 195 ～ 北海道における食中毒の発生状況 D

総 7 0 畜産の研究 1994 4 8 69．8～ 抗菌剤の使用状況と野外豚等由来の感受性 D

総 7 1 AD ＆S 199 7 3 42 6 ～ 外耳道炎 D

総 7 2 畜産の研究 20 03 5 6 36 8 ～
動物用抗菌性物質をめぐる最近の話題 （3）

D疇 3バ ンコマイシン耐性腸球菌（V R E）－

総 7 3 獣医畜産新
　 報 20 0 3 2 1 67 2 ～ サルモネラ食中毒とその発生状況 D

総 74 獣医畜産新
　 報 20 03 2 1 67 7 ～

サルモネラをめぐる最近の話題－ SbhTlOne船 Typhh u血 m D T l04につい
D

て－
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総 元 獣医畜産新
200 0 ■18 5 6 ～

動物用フルオロキノロン系抗菌剤オルビプロキサシンに関する臨床薬理
D報 学的研究

一一鱒 7 6 獣医畜産新
　 報 19 99 17 ． 4 7 1 ～ 水産養殖を取り巻く薬剤耐性菌問題 A －1

総 7 7 臨床獣医 19 89 7（10） 8 0 ～ 家畜由来病原菌に対する化学療法剤の抗菌力測定 A－1

総 7 8 臨床獣医 198 7 5 （1） 5 0 ～ 食品衛生と人畜共通伝染病 D

総 7 9 沖縄県家畜衛
生試験場年報 199 6 3 2 8 分離菌の薬剤感受性試験成績 1991～1996 D

総 80 農林水産省畜
　 産局 197 9 動物用抗菌製剤耐性菌調査成績 A－1

総 8 1 農林水産省畜
　 産局

197 9 動物用抗菌製剤耐性菌調査事業成績 A－1

総 82 動薬検 198 3 6 5 ▲1 ～ 1 9 7 6 ．1 9 7 7 及び1 9 8 2 年に分離された牛及び豚糞便由来大腸菌の薬剤感受
A－2

二．ユース 性とRプラスミドについて

総 8 3 動薬検年報 1996 3 3 1 ～ 1992～1994年に家畜家禽から分離された大腸菌、サルモネラ及び黄色ブ
A－1ドゥ球菌の各種抗菌剤に対する薬剤耐性

総 8 4 勒薬換ホーム
ページ

http：／／w w w ．nval．gojp／ 平成 11年度家畜由来細菌の抗菌剤感受性調査成績 Å－1

総 8 5 勒薬検＿
ニュース

20 02 24 6 2 ～ 平成1・2年度家畜由来細菌の抗菌剤感受性調査成績 A r l

総 8 6 動薬検
ニュース

20 03 25 2 2 ～ 平成13年度家畜由来細菌の抗菌剤感受性調査成績 A －1

総 8 7 動薬検 ．
ニュース

20 03 2 5 7 3 ～ ・平成14年度家畜由来細菌の抗菌剤感受性調査成績 A －1

＿総 8 8 動薬検 200 2 2 44 4 ・・′・
平成12年度事故防止・被害対応業務における病性鑑定由来微生物の性

A－1ニュース　＿ 状調査結果

総 8 9 動薬検 200 3 2 58 3 ～
平成14年度事故防止・被害対応業務における病性鑑定由来微生物の性

A→1ニュース 状調査結果

総 9 0 日本獣医師
会雑誌

198 9 4 2 77 ～ 動物におけるブドウ球菌の生態 D

総 9 1 日本獣医師
会雑誌 198 7 4 0 4 4 6 ～ アヒルに発生した 魚油 ‘〝℃伯 ∂〃∂f如 占臓 感染症 D

総 9 3 日本獣医師
会雑誌 198 2 35 16 3 ～

　　　　　　　　　　　　　l
馬伝染性子宮炎に関する研究 D

総 9 4 日本獣医師
198 2 35 2 2 3 ～

畜舎汚水から分離されたサルモネラと大腸菌の抗菌剤耐性と耐性プラス

ミド A－2会雑誌

総 9 5 日本獣医師
198 1 3 4 5 8 ～

馬糞から分離した緑膿菌の血清型、P rotease、Elastase、Exotoxin 産生能
D会雑誌 および薬剤感受性

総 96 日本獣医師
会雑誌 198 1 3 4 3 57 ～ 肋間 血ぬぐねr と．c am py】obacteriosis D

総 97 日本獣医師
会雑誌

1980 3 3 ■5 34 ～ 各種動物の呼吸器由来マイコプラズマに対するチアムリンの抗菌性 D

総 98 日本獣医師
会雑誌 1979 3 2 6 80 ～ サギの 由血○〃e佑 助〉ん加血 m 感染症について C

総 99 日本獣医師
会雑誌

1978 ・ 3 1 7 19 ∵ 米国産輸入七面鳥初生ひなにみられた 由血○〃e船 古壷 m e 感染症 D

総 100 日本獣医師
会雑誌

1974 2 7 3 86 ～ 動物由来緑膿菌の薬剤感受性と血清型について A－1

総 10 1 日本獣医師
会雑誌

1974 2 7 4 苧1 ～ 嫌気下における 由血ロ〃e船 の Carbadox に対する感受性 A－2

総 10 3 日本獣医師
会雑誌

19 74 2 7 5 54 ～ 猿の赤痢をめぐって、とくに疫学的観点からの調査成績 D

総 104 日本獣医師
会雑誌

19 73 2 6 54 9 ～ 魚介類より分離した腸炎ビブリオの薬剤感受性 B

総 105 日本獣医師
197 1 24 29 5 ～

家畜および健康人由来大腸菌の 血血 における化学療法剤感受性とR
A －2会雑誌 因子について

総 109 日本獣医師
会雑誌 196 2‾、・＝・＝下∴1㊦■二・・‾ 1～ 動物用タイロシン D

総 110 感染症学雑誌 200 2 76 5 1 ～
沖縄で分離された山羊由来 V ero 毒素産生性大腸菌の細菌学的性状と

B薬剤感受性

総 112 日本獣医学雑
　 誌 200 2 64 82 1 ～ Distribution ofm ecA－harboringStaphyIococc‖n Hearthy Mares A－．2
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総 1 13 日本獣医学紐 19 9 1 5 3 355 ～ AntimicrobialSusGePtib胱y ofCorm ebacted Jm PSeudbtzJbelTubsJb lSOlatedfrom Les；onsof A －1箆 Caseous Lyrnphadenitis in SheepinHokkaido，Japan

総 1 14 日本獣医学雑 198 0 ′　 4 2 54 3 ～ A Surveyon Drug Resistanceand R Pfasm idsin 由hnoneぬ Isolated什orn Domestic Anirnals A t 2籠 in Japan

総 1 15 日本獣医学雑 197 7 3 9 60 9 ～
Biochem iGa＝⊃haraGteristjcsandIn Vitro DrugSensitiv辻y ofSbhTlOneJb TyphirTluriurn ．

B誌 CopenhagenVariety JsoFated什om Domestic and FeralPigeons，Crows，a kite，Chickensand
Anim ats in JaDan

総 1 16 動物用抗菌剤 198 1 2 5 ～
豚の胸膜肺炎由来の 伯や爪印血九ぽβ血〝御伽〟m O／ぬe 及び牛の胸膜肺炎

A －2研究会報 由来の 角地 ‘㈹船 舶e′”。睡 きりPe A の薬剤感受性について

総 1 17 動物用抗菌剤 198 1 2
‾12 ～ 牛および豚由来 抽 e爪印他 言／一角 血 ‘〟で伯 の薬剤に対する試験管内感

b研究会報 受性

総 11 8 動物用抗菌剤
研究会報

19 83 4 23 へ′ 馬伝染性子宮炎起因菌 伯や爪印力肋ざe赫 ／7助血 の薬剤感受性 A－2

総 120 動物用抗菌剤
研究会報

19 84 5 9 ～
ニワトリおよびウシの臨床材料から分離された （肋Sか誠 仰 呵 旋〟仰 の

A －1薬剤感受性

総 12 1 動物用抗菌剤
研究会報

19 84 5 14 ～ 抗菌性物質投与の腸内細菌l±及ぼす影響 A －2

総 122 動物用抗菌剤 198 5 6 1 ・・′ 2 ．3 の動物由来マイコプラズマおよびウレアプラズマの薬剤感受性測定
A －1研究会報 法について

総 123 動物用抗菌剤 19 90 11 13 ～
呼吸器症状を示す牛■豚由来 月agfe〟作船 爪。b d 拍 および 月agね‘〟で船

A －1研究会報 血 e爪0睡 ∂株の薬剤感受性

総 124 動物用抗菌剤 199 0 11 19 へ′
家畜由来の 月すぎ由〟化船 m d b d 始 の薬剤感受性、特にピリドンカルボン

A －1研究会報 ． 酸系薬剤と汎用抗菌性物質に対する感受性の比較

総 12 5 動物用抗菌剤
研究会報

199 8 19 2 1 ～ 薬剤耐性動態調査 A －1

総 12 6 動物用抗菌剤
研究会報 ■20 0 0 22 6～ 動物における薬剤耐性菌 一医療分野との関わり－ A－1

総 12 7 動物用抗菌剤
研究会報

20 0 1 23 9 ～ 国内における家畜由来耐性菌について A －1

総 130 鶏病研究会報 20 0 3 39 69 ～
家畜由来各種細菌の抗菌性物質感受性動向調査の概要と薬剤耐性を巡

B　＿るわが国の対応

総 13 1 鶏病研究会報 19 95 31 100 ～
ニホンウズラのSbhTlOrleJb Typhim urjum による慢性化膿性肉芽腫性炎と

D衛生対策

総 132 獣医畜産新
　 報

19 88 80 1 22 7～ 症状心内膜炎罷患牛及び豚から分離された ∫加甲わ80cc膵 について D

総 133 獣医畜産新
　 報

19 88 80 5 523 へ一 動物園の動物ふん便由来大腸菌の薬剤感受性 B

総 134 獣医畜産新
　 報

19 87 794 583 ～ 偽中 上〟で船 舶em O胸 の感染による山羊の肺炎について D

総 135 獣医畜産新
　 報 19 85 763 120 ～ 肉用牛および豚における大腸菌の薬剤感受性と耐性について B

総 136 獣医畜産新
　 報

19 8 1 718 2 87 ～ 牛、豚由来黄色ブドウ球菌の分離とそのコアグラーゼ型 D

総 13 7 獣医畜産新
197 9 6 90 2 1～

豚、および牛由来 肋や爪印力血ざ属、偽血 ‘〟で伯 属の薬剤にたいする試
D報 験管内感受性

総 13 8 獣医畜産新
　 報 197 7 6 88 15 ～ C arbadox の嫌気性菌及び好気性菌に対する抗菌作用について D

総 14 0 M iGrObiat 1984 28 1～ Drug Resistance and R Plasm ids in l肋 angzJjh nJm Isolated in Cultured Ayu A －2Im munol． く月払Cqgわざ∫〟g a此毎e佑）

総 14 1 An也nkrobi81 20 0 4 53 26 6 ～ A ntim icrobialSusceptibility ofSaImoneJla Isolated 什om CattJe，Sw ine and Poukry
A －1α18ml畑hr叩y （2001－2002）：Report育Om the Japanese VeterinarY Antim icrobiaJResistance

総 14 2 A11thkrobbl 20 03 5 1 44 7 ～ A NatjonalSurveiHance ofAntim icrobialResistance in 丘Gherk hJh ooH Zsolated
A －1ChllmOdlOraPy 育Orn Foodproducing Anim aIS in Japan

総 1．4 3 家畜診療 1■■9 83 23 8 17 ～ 子馬にみられた S bhTlOne伯 Typhim urium 感染症の発生例について D

総 144 鶏病研究会報 19 97 3 3 16 6 ～ 偽抽 〟作助 の〟伽 d 由 感染I享よる七面鳥の敗血症例の発生 D

総 14 5 鶏病研究会報 19 9 1 2 7 154 ～ ′くルバリー鴨に発生した PasteureHa m ultosida F 型菌の感染例 D

総 14 6 鶏病研究会報 19 89 25 5 5～ キジの壊死性腸炎の発生例 D

総 14 7 鶏病研究会報 19 88 24 138 ～ 肋 闇 re助 （偽∫由〟用船）∂闇ゆ即納も′に汚染されたアヒル飼育舎の清浄化 D

総 14 8 鶉病研究会報 198 7 23 138 ～ 野外でのニホンウズラのサルモネラ症と細菌学的検討 D
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総 14 9 北獣会誌 1 990 34 52 ～ 子馬に発生した 由血¢〃e船 In向ntis による下痢症について D

ぬ 1渕 北獣会誌 1 98 2 26 12 8 ～ 馬の Sbh770ne伯 T yphim rium 感染症続発と同一地区の乳用雄子牛群の
．D本菌汚染との関係

総 15 1 畜産の研究 20 02 5 6 50 1 ～ ニホンジカにみられたサルモネラ感染症例 D

総 153 Rsh Pa仙0108y 19 8 1 15 27 7 ～ Drug Resistance and TransferabIe R Plasm ids in 加 代血Jb伯 te／由 什om
A －2Fish Cu］ture Ponds

＿総 154 Dis．Aquat 19 90 8 17 1～
D rug Resistance in a non－hem olytic Streptococcus sp．lsolated from

A －1Org． Cu托ured ye＝ow S e／わ血quh7quera曲ね

総 155 山地n¢rObAgentS
　 Chemo廿柑r

18 74 6 5 34 ～ D etpction of R Factors in Natura”y O ccurring 伽 a曲 7 Strains 4 －2

総 15 6 Applied 19 71 22 7 16 ～ D etection of R Factors in NaturalIy O ccurring A ervm onaS SahTlOnJbjbh
A －2Microbio． Strains

総 15 7 General 197 1 65 3 43 ～ D etection of Resistance Factors in Fish P athogen A erom m aS
DMicrobio． 伽 e危血

絵 15 8 J．AquatiG 198 9 1 43 ～ ln V ibrio A ntjm icrobialA ctivity of Pyridonecarboxylic A d ds against Fish
DAnimaIHeal廿1 Pathogens

総 15 9 Microbi0．
SienGe．S

198 8 5 2 19 ～ D rug－reSistant plasm ids from 鮎h pathogens D

総 16 0 Mkrobial 1 99 3 37　－ 10 3 ～ Drug ResistaLnCe and Broad G eographicalDistribution of ldenticalR Plasm ids of
A －1lm muno■l 偽steL〝で助pJkck 肋 IsoLated 什om CuItured Yellow tai＝n Japan

総 16 1 J．RshDeases 1 98 1 4 2 23 ～ C hanges in drug resistance of l働／ゐ a曲 の in cuItured ayu，
A －2J％ cqgb ssus aM k 佑 T em m inck dnd SchlegeUn Japan

総 162 J．RshDeaseS 19 85 8 ・34 5 ～ Detection oftransferabFe R pIasm ids in strains of the fish－Pathogenic
A －2

bacterium，FbsteureJbpjbcJbjbb

総 163 宮崎大学農学
研究報告

19 79 2 6 35 7 ～ ハマチ連鎖球菌症に対する D oxycyd ine の治療効果に関する研究 ・ A －2

総 164 日本水産学会 19 7 1 3 7 17 6 ～ D rug Sentitivity of ノ4erDm OnaS 伽 e危cjbns Isolated from Freshw ater
A －1誌 Fishes

総 165 日本水産学会 198 3 4 9 17 ∵ The susceptibir；ty of ，4erDm OnaS Sah770njbJbb Strains lsolated in C ultured
A －1誌 and W ild Salm onids to V arious C hem otherapeutics

総 166 日本水産学会 198 3 4 9 16 73 ～ A ntibacteriaJA ction of C hernotherapeutic A gents ．against Non－hem oaytic
A －1誌 Sか印tOCOCOuS SP．Isolated from Cultured M arine Fish，Ye”ow tail～

総 167 日本水産学会 198 7 5 3 18 21 ～ M ultiple D rug－reSistant P lasm ids from 肋 ねJb助 ta／嘘 in EelC uIture
P onds

A －2誌

総 168 日本水産学会 19甲 54 152 1 ～ 1984年および1985年に養殖ブリから分離された βおお作船 戸血d b ね の
A－1誌 薬剤感受性

総 169 日本水産学会 1990 56 2 39 ～
1986年から1988年に養殖ブリから分離された 月穿きね‘腔 船戸加ゐ売血の薬

A－1誌 剤感受性

総 1 70 日本水産学会 19 92 58 152 3 ～ Drug R esistance of レ払／ゐ arW Fsolated from Ayu betw een 1989
A －1誌 and 1991

総 17 1 魚病研究 19 85 20 20 9 － Epidem ioIogicalS urve川ance of Drug－reSistant Strains of ／ちsteLnで船
A －2

β／gCゐノ拍

総 17 2 魚病研究 19 85 2 0 19 9 ～ Epidem iotogicalS urveillance of D ruとr reSistant l／払′わ arzgzJm arm Strains A －2

総 17 3 魚病研究 19 87 2 2 20 1 ～ h7 伽 and h7 伽 A ntibacterialA ctivities of Florfenicol．a N ew
A －1

Fluorinated A narog of Thiam phenicol，A ainst Fish P athogens

総 174 魚病研究 19 93 2 8 165 ～ P etection of R P Iasm id Encoded w 肘1 Resistance to FlorFenicolin
A －2

■一　　一　　一　一　■　　　　■′

総 17 5 Antim iGrObial 2 00 4 2 4 6 3 ～
Anth icrot，ialSU＄CePtibilities ofCampylobacterisdfated from f00d－PrOdudnganimals on

A －1Agents farTTIS （1999－2001）：reS此什om the Japanese Veterinary Antim icrobiaJResistance
MonkorinFProEram

総 17 6 M i¢rObFal 2 00 4 4 8 5 53 ん
EpidemioIogicalCharacterizatjon ofSbhTlm e助 Typhimurium DTlO4 PrevalentamongFood－

Clmmunol‾ ProductinEAnlmals．n JapanesieVeterinaryAntim icrob享alResistance Monitoring Program
（1999－2001）

総 177 J．food Prot 20 0 4 6 7 229 2 ～ Resistance to G entam ycin and V ancom ycin in EnterococcalStrains
A －2

lsolated from R etaH B roier C hickens in JgPan

総 178 秋田県衛生科 20 0 3 47 24 ～
薬剤耐性菌の漫淫実態解明に関する調査研究（平成 12年度～平成14年

B学研究所報 度）

総 1，79
奈良県保健環
境センター年
　 報

20 0 2 36 117 ～
奈良県内の食鶏肉のサルモネラ汚染状況と分離株の血清塾および薬剤

B耐性（平成4年～平成13年）

総 180 J．food P rot 1 990 53 85 6 ～ O ccurrence of 的 eb 幼血 rhusibpathJbe in RetailRaw P ork A －1

総 18 1 琉球大農学 1 97 7 24 47 5 ～ Drug R es；Stant Strains of Bacteria lsoIated from D om estic A nim als ；n
A －2部学術報告 O kinawa
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総 18 2 琉球大農学
部学術報告 199 1 3 8 23 ～ 食 鳥 肉 由来 大 腸 菌 の 薬剤 耐性 とR プラスミド A－2

総 18 3 琉球大農学
部学術報告 19 9 3 ′　 4 0 21 ～ 食 鳥 処理 場 の 器 具 類鱒 び食 鳥 肉 由来 大腸 菌 の薬 剤 耐 性 A－2

総 184 Lancet 19 99 3 53 1854 V an co m y cin－reSistant e nteroc oc cH n im p orted in Ja pan C

総 185 J．Clinical
M iGrObi0l．

19 99 37 1459 M ethicimn－Resistant StM coccus aLN？uS O utbreak in VeteriarY Teaching
CHosp托aI：PotentiaJHum an－tO－A nim artransrnission
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参照文献：人

文献番号 雑 誌 名 年 巻 、号 ・ 頁 タイトル 等級

人 3 感染症学雑誌 20 04 7 8 8 3 ～
伽 わ 血 7脆 ∽ 感染症 に関する基礎 的研究 ：環境 由来株とヒト臨 床由来

D株の血清型別状況および薬剤 感受性試験

人 6 感染症学雑誌 20 03 7 7 1 9 5 ～
我が国で分離された 1億／元日厄 前侮 ae 0 1及びnon－0 1における薬剤耐 性菌

Dの出現状況

人 7 感染症学雑誌 20 03 7 7 3 4 0 ～ 豚由来と考えられる的 わCOCe偲 ぶ‘ゐ Ⅱによる化膿性髄膜炎の1症例 D

人 9 感染症学雑誌 2b o3 7 7 4 9 3 ～
市販和風キムチに起 因する腸管出血性大腸菌0 157 ：H 7 D 汗h se

B0 止break事例

人1．1 感染症学雑誌 20 02 7 6 4 8 ～ ニューキノロン低感受性菌を分離した腸チフスの2症例 A －1

人 13 感染症学雑誌 20 02 7 6 3 5 5 ～
『感染性腸 炎の最近の動向』－1996～2000年における感染性腸 炎研 究会

Bの調査成績より－

人 14 感染症学雑誌 200 2 7 6 4 3 9 ～
中 ・四国地 区における腸管出血性大腸菌感 染症 の疫学的解析 と分離菌

B株の細菌学的検討

人 15 感染症学雑誌 200 2 7 6
5 4 2 ∴ 鳥取大学医学部附属病院におけるグラム陰性梓菌の抗菌薬感受性成績

D一枚域スペクトル抗菌薬活用の可能性－

人 16 感染症学雑誌 200 2 7 6 8 1 5 ～
乳児下痢症の便から分離 したフルオロキノロン耐性 由 血○〝e胎 即 由血

CSerothpe T yp h im uriu m D efin；t；ve P hag e T y pe 12

人 18 感染症学雑誌 200 2 7 6 9 3 9 ～ 口腔内細 菌に対するニューキノロン系およびマクロライド系抗 菌剤の効 果 D

人 19 ■感染症学雑誌 200 2 7 6 1 0 4 5 ～
Relation betw ee n H o sp italizatio n a nd th e R es istan ce o f Entro bacteria to

Dβ－lactam A ntim ic ro b ialA ge nts

人 20 感染症学雑誌 2 00 1 7 5 1 1 6 ～
東 京において最近5年間 （1995～1999年）に分離された国内及び輸入事例

B由来サルモネラの血清型と薬剤 耐性

人 2 1 感染症学雑誌 20 0 1 7 5 2 8 6 ～
神 戸市 および福岡市医師会会員への動物由来感染症 （ズーノージス）に

D関するアンケート調査

人 24 感染症学雑誌 20 0 1 7 5 8 3 7 へ′
東京都 多摩地 区において過去 10年間 （199ト2000）に散発下痢症患者及

Bび健康者から分離されたサルモネラの血清型，薬剤耐性とD NA 解析

人 25 感染症学雑誌 20 00 7 4 3 4 5 ・〉 散発事例 由来サルモネラにおけるナリジクス酸耐性株 の出現状況 ■　B

人 26 感染症学雑誌 199 8 7 2 7 0 7 ′・■ 牛が感染源と考えられたVero 毒素産生性大腸菌 0 103：H2 による家族内感染事例 C

人 27 感染症 19 22 2 2 1 9 1 ～ 挽 血 血 舵 〟g感染症 D ・

人 30 感染症 19 96 2 6 8 5 へ′ キノロン耐性 のメカニズム・ D

‾■人 3 2
食品と微生物 19 9 1 7 1 5 1～

焼きイカを原因食品とするSbhTlOne／拍 sp．（1）C ham pa ignによる集団食 中
C毒事例

人 3 3 食品と微生物 19 91 8 1 3 5 へ′ 魚介類および食肉からの黄色ブドウ球菌の分離と性状 D

人 34 食品と微生物 19 92 8 2 1 3 ～ 淡水産養 殖魚に起因したサルモネラ食 中毒 の疫 学調査 C

人 3 5 食品と微生物 19 92 9 9 5 ～
ヒトの腸 炎事例 から分離されたサルモネラのプラスミドプロファイルと薬剤

B感受性によ．る疫学的調査

人 3 6 食品と微生物 19 93 1 0 7 7 一一 毒素原性0 169：H 41による集 団食 中毒 の細 菌学 的・疫学 的検討 B

人 3 7 日本食品微生
物学会雑誌

199 5 1 2 3 9 ～ ウナギによると推定される肋 one助 sero var G a m ina ra食中毒 C

人 38 日本食品微生
物学会雑誌 199 6 12 2 6 1 ～ 採卵養鶏場 における肋 0〝e伯汚染状況 と除菌方法に関する検討 B

人 39 日本食品微生
物学会雑誌

1 996 1 3 1 1 7 ～
パルスフィールドゲル電気泳動法による肋 〃β伯 Enter嗣disの疫学的解
析 D

人 40 日本食品微生 1 997 1 4 1 0 1 ～
広島県丁小学校で発生した腸管出血性大腸菌0 157：H7集団事例とその細

D物学会雑誌 菌学的検討

人 4 1 日本食品微生
19 99 1 6 5 1 ～

山梨県で発生したサルモネラ・エンテリティディスによる家庭内食中毒での
D物学会雑誌 死者発生事 例とサ ルモネラ症

人 42 日本食品微生
物学会雑誌

19 99 1 6 2 3 7～ 由 hTlO n e伯 Enteritid isによる食 中毒事例 の細 菌学 的検討 D
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人 43 日本食品微生
2 000 17 17 1′・■・

広島市域におけるイカ菓子を原因とした肋 即e助 O ranienburgおよび
B物学会雑誌 SbhT”ne伯 C hester■によるDiffuse O utbreakへの分子疫学的アプローチ

人 44 日本食品微生
2 000 17 20 7 ～

東京都多摩地区の国産食鳥肉のサルモネラ汚染状況と分離株の血清型
B物学会雑誌 および薬剤耐性（1992～1999）

人 45 日本食品微生
物学会雑誌

2 000 17 2 5■5 ～ イカ菓子食中毒事件におけるサルモネラ汚染実態に関する疫学的考察 D

人 46 日本食品微生
物学会雑誌

20 0 1 18 9 ～ 有機・水耕栽培野菜の食中毒汚染実態と分離菌株の疫学的解析 D

人 4 7 日本食品微生
20 0 1 18 13 5 ～

イカ葉子食中毒事件に関与したSbhTlOneJb O ranienburgと由hTlOne伯
B物学会雑誌 C hesterl±よるサルモネラ感染症の細菌学的検討

人 4 8 日本食品微生
200 1 18 15 9 ～

小学校給食の牛乳が原因と推定される腸管出血性大腸菌0 157：H 7感染
D物学会雑誌 事例

人 4 9 日本食品微生
2 00 2 19 2 7 ′｝

鳥取県西部で発生したA養鶏場の卵が原因と推定された肋 卯e伯
D物学会雑誌 Enteritidisにより食中毒の疫学的考察

■　人 50 日本食品微生
2 00 2 19 7 7 ～

Ca〝勒血bacte励 IとSbh770ne伯 Enteritidisの2種類の菌が分離された
Dr物学会雑誌 食中毒事例

人 5 1 日本食品微生
物学会雑誌

2 00 3 2 0 8 3 ～ バーベキューの鶏肉によるカンピロバクター食中毒 C

人 52 日本食品微生
物学会雑誌 2 004 2 1 13 1～ ヒト 家畜および食肉から分離されたカンピロバクターの薬剤感受性 A －1

人 53 日本獣医師会
　 雑誌

1986 3 9 3 4 1～ 薬剤耐性菌による畜産食品汚染（Ⅱ） D

人 54 日本獣医師会
　 雑誌 197 1 24 3 66 ～ 「削りぶし」による学校集団食中毒とその汚染経路の追求について D

人 55 動物抗菌剤研
　 究報

200 2 24 22 ′・′ ヒト食中毒由来カンピロバクタt の薬剤耐性 D

人 56 動物抗菌剤研
　 究報

200 0 3 1 ～ 人の腸管出血性大腸菌 0 157 感染症の治療 D

人 57 衛生検査 199 0 3 9 18 27 ～ C am pylobacter pylorH ＝関する細菌学的研究 B

人 5 8 獣医畜産新報 199 1 4 4 75 7 ～ わが国にけるヒトのリステリア症 D

人 63 Antim icrob 200 d 4 6（5） 79 7 ′・′ Com parative ln Vitro Activity ofTeLithrom ycin （HM R 3647），Three M aGrOlides．
DChomother A moxycMin，Cefdinirand Levofloxacin Ageinst Gram r）OSitjve CJinicaItsolateS

人 72 A ntim iCrOb． 200 1 7（1） 95 6 ～ A ntibiotic Susceptibi批y of SbhT，017eぬ enterjba Serovar Typhiand £
A －1A gents enterjba Serovar ParatyphiA lsolated from P acients in Japan

人 74 Antim icrob． 199 8 42 （3 ） 5 55 ～ h7伽andh7V7voAntibacter；alActivitjesofCS－834，aneWOraJ A －1A gents Carbapenem

人 78 Antim iCrOb． 1994 38 （3） 5 94 ～ h，伽 A ntibacterialA ctivity of A M －115，a NoveJ6－Fluor0－8－M ethoxy
DAgents Q uinolone

人 79 Jpn．J．
Antibiotics

20 04 57 33 ～ 外科感染症分離菌とその薬剤感受性－2002年度分離菌を中心に一 A －2

人 80 Jpn．止 20 04 ■ 57 71 ～ M eropenem を含む各種注射用抗菌薬に対する2002年臨床分離菌株の感
A－1AntibiotiGS 受性サーベイランス

人 84 Jpn．J．
Antibiotics

20 04 57 2 13 ～ 呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性について（2002年） D

人 85 Jpn．J． 2b o4 57 24 7 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較 （第

A－1Antibiotic＄ 24報 2002年）その1．感受性について

人 87 Jpn．J．
Antibiotics

200 3 5 年 9 3 ～ 呼吸器感染症の化学療法で注射用ニューキノロン系薬をどう位置付けるか D

人 8 8 Jpn．J． 2 00 3 5 6 105 ～
外科感染症分離菌とその薬剤感受性

A－1Antibiotics －2001年度分離菌を中心に－

′人 90 Jpn．J．
Antibiotics

2 00 3 5 6 163 ～ 最近の臨床分離菌に対する各種マクロライド系抗生物質の抗菌力と耐性機序の解析 D

人 92 Jpn．J． 2 00 3 5 6 2 94 ～
臨床分離菌に対するcefozopranの抗菌力の推移（1996－2001年）

DAntibiotics －その1 グラム陽性菌－

人 93 Jpn．J． 2 003 56 30 9 ～
臨床分離菌に対するce付netazoleの抗菌力の推移（1996～2001年）

DAntibiotiGS －その2 グラム陰性菌－

人 94 Jpn．J． 2 003 56 34 1 ～ 2 0 0 0 年に全国3 7 施設から分離された臨床分離8 ．4 7 4 薗株の各種抗菌薬に A －2Antibiotics 対する感撃性サーベイランス

人 95 Jpn．J．
Antibjotics

20 03 56 36 5 ～ 呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性について（2001年） D
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人 96 Jpn．J． 200 3 5 6 39 6 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第

A－1AntibioticS 23報 2001 年）その1．感受性について

人 9 7 Jpn．J． 200 3 5 6 4 58 ～
臨床分離菌に対するoeb zopranの抗菌力の推移（1996～2001年）

DAntibiotics －その2．グラム陰性菌－■

人 9 8 Jpn．J． 2003 5 6 5 46 へ′
重症感染症臨床分離菌のシプロプロキサシンおよび各種注射用抗菌薬に対する

DAntjbiotics 感受性全国サーベイランスーシプロキサン㊥注第1回特別調査（2001年）－

人 9 9 Jpn．J．
Antibiotics

2003 5 6 5 74 ～ 臨床分離菌のcefozopranに対する感受性推移（2000～2002年） D

人 10 0 Jpn．J． －20 03
5 6 58 4 ～

尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較 （第
A －1Antibiotics 23報 20001年）その3．感受性の推移

人 10 1 Jpn．J．
Antibiotics

20 03 5 6 68 1 ～ 経口セフェム系薬の各種臨床分離菌株に対する抗菌力 A－1

人 10 2 Jpn．J． 200 3■ 5 6・ ．69 1 ～ －
丘che／危旭 conO 157：H7に対するfosfom ycinの作用

DAntibiotics 一形態変化およびS h短a toxinsの産生に及ぼす影響－

人 10 3 Jpn．J．
200 2 55 1～

臨床分離菌に対するcefb■zopranの抗菌力の推移（1996－2000年）
DAntibb tics －その1．グラム陽性菌一

人 10 4 Jpn．J． 200 2 55 23 ～
臨床分離菌に対するoefozopranの抗菌力の推移（1996～2000年）

DAnt貼iotics ーその2．グラム陰性菌－

人 10 5 Jpn．J． 200 2 55 13 6 ～
臨床分離菌に対するcefbzopranの抗菌力の推移（1996～2000年）

DAnt貼iotics ーその1 グラム陽性菌－

人 10 6 Jpn．J． 200 2 55 15 5 ～
臨床分離菌に対するGeb 毎 ranの抗菌力ゐ推移（1996～2000年）

DAntjbiotiOS －その2グラム陰性菌－

4 10 8 Jpn．J． 200 2 55 24 7 へ′
呼吸器感染症におけるRespiratory Q uinoloneの役割

DAntibiotjcs 「ガチフロキサシンを中心として－ し

人 10 9 ・Jpn．J． 2002 55 3 70 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比故（第

A－1Antibiotics 22報 2000年）その1．感受性について

人 110 Jph．J．
Antibiotics

2002 55 4 12 ～ 新規注射用ニューキノロン系抗菌薬PazufIoxacin m esHateの細菌学的検討 D

人 11 2 Jpn．J．
Antjbiotjcs

2 002 5 5 5 37 ′・′ 呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性について（2000年） D

人 113 Jpn．J． 20 02 5 5 5 68 一一
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比政（第

A －1AntjbioticS 22報 2000年）その3．感受性の推移

人 114 Jpn．J． 20 02 5 5 6 97 ～
外科感染症分離菌とその薬剤感受性

A t lAntibiotics 1由9年度分離菌を中心に

人■115 Jpn．J． 20 02 5 5 73 0‾～
外科感染症分離菌とその薬剤感受性

A －1Antibiotics － 2000年度分離菌を中心に－

4 1 17 Jpn．J．・
AntibiotiGS

20 02 5 5 7 78 ～ 新規経口キノロン薬prJl椚oxad nのか 血 抗菌力 D

人 1 18 Jpn．J．
AntjbiotiGS

200 2 55 80 0 ～ Gat椚oxaGinの2002年度新鮮分離株に対する抗菌活性 －＿‥D

人 1 19 Jpn．J．
Antibjotics

－200 2 55 82 7 ′・ノ 2000年および2001年臨床分離菌株に対するGe缶odoxim e （C PDX ）の抗菌力 D

人 12 0 Jpn．J． 200 2 55 8 44 ～
FoSb m yd nに対する臨床分離菌の感受性

A －1Antjbiotics ー感受性測定法の比較－

人 12 2 Jpn．J． 200 1 54 18 5 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第

A －1AntibiotiGS 21報 1999年）その1．感受性について

人 12 3 Jpn．J． 200 1 54 2 3 1～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第

A －1AntibiotiGS 21報 1999年）その3．感受性の推移

人 124 Jpn．J．
Antib篭otics

±00 1 54 3 3 1■－ 呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性について（1999年） D

人 12 5 Jpn．J．
Antibiotics

写0 0 1 5 4 4 0 1′・′ 重痺感染症臨床分離菌の各種抗菌薬に対する感受性サーベイランス A－1

人 1 26 Jpn．J． 20 01 54 4 73 ～
新鮮臨床分離株に対するカル′くべネム薬および第4世代セフエム薬の抗

DAnt盲bioticS 菌活性

人 12 7 Jpn．J．
A ntibiotics

200 1 54 ．49 7 ～ 外科感染症分離菌とその薬剤感受性 1998年度分離菌を中心に A－1

人 12 9 Jpn．J． 200 0 53 4 7 ～
新鮮臨床分離株における各種注射用アミノグリコシド系薬とβ－ラクタム

A －1Antjb；otics 系薬の耐性度分析

人 13 0 Jpn．J． 200 0 53 15 7 ⊥ 1994～1996年臨床材料分離菌10菌種に対する各種抗菌薬に抗菌力の推
DA ntibiotic＄ 移 一カルバペネム系抗菌薬を中心に－

人 13 1 Jpn．J．
A ntibiotjcs

200 0 53 17 9 ～ 臨床分離β－lactam ase産生菌に対するfhropenem の抗菌力 D
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人 132 Jpn．J．
AntibioticS

20 00 5 3．‾ 20 1～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第 A－1

20報1998年）その 1．感受性に ついて

人 133 Jpn．J．
Antibiotics

200 0 5 3 26 1～ 呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性について（1卵 8年）　　　　　 D

人 134 Jpn．J．
Antibiot篭GS

200 b 5 3 299 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第 A－1

20報1998年）その 3．感受性の推移

人 135 Jpn．J．
AntibiotkS ・

2000 53 387 ～
日本国内26施設から分離された臨床分離5・180菌株の各種抗菌薬に対す A－1

る感受性サ ーベランス

人 136 Jpn．J．
Antibiotics

2 000 53 4 09 ～
広島市内8施設より分離された臨床分離株のニューキノロン剤を中心とL　 B

た主要経 口菌薬に対する薬剤感受性成績

人 1 38 Jpn．J，
Antibiotics

20 00 5 3 5 22 ～ 細菌性腸炎起因菌に対するホスホマイシンの抗菌力　　　　　　　　　D

人 13 9 Jpn．J．
A ntibiotjcs

20 00 5 3 5 33 ～ 外科感染症分離菌とその薬剤嘩受性1 9 9 7 年度分離菌を中心に　　　　A －1

・人 14 1 Jpn．J．
Antibiotics

20 00 5 3 5 73 ん P i p e r a c M i n の各種新鮮臨床分離菌株に対する抗菌活性　　　　　　　　D

人 14 2 Jpn．J．
Antjbiotics

20 00 5 3 59 3 ～
キノロン系経口抗菌薬プルリプロキサシンのin v加 抗菌力および臨床的　 D

ブレイクポイ ントにおける感性率 の比較検討

人 14 5 Jpn．J．
Antibiotics

19 99 5 2 75 ～
日本国内24施設から分離された臨床分離4・993菌株のフルオロキノロン系 A－1

抗菌薬を中心とした各種抗菌薬に対する感受性 サーべランス

人 14 6 Jpn．J．
AntibiotiGS

19 99 5 2 93 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第 A－1

19報1997年）その1 ．感受性に ついて

人 14 7 Jpn．J．
Antibiot

199 9 52 17 7 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第 A－1

19報1997年）その 3．感受性の推移

人 148 Jpn．J，
A ntibiotjcs

1999 52 2 7 9～ 臨床材料分離菌の各種抗菌薬に対する感受性サーベイランス（3年次報告） A －1

人 1 49 Jpn．J．
A rltibiotiGS

1999 5 2 3 03 ～ b 7 t e r V O O C u S b e c h J m ・P R S P およびM R S A のR P 5 9 5 0 0 に対する感受性と他A－1

の薬剤との相関

人 1 50 Jpn．J．
A ntibiotics

1999 5 2 3 33 ～
全国規模で実施された感受性試験成績に関する一考察－グラム陰性梓　 D

菌について －

人 1 5 1 Jpn．J．
A ntibiotics

19 99 5 2 3 53 ～ 呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性について（1997年）　　　　　　 D

人 1 52 Jpn．J．
A ntibiot弓cs

19 99 5 2 3．99～ 外科感染症分離菌とその薬剤感受性1 9 9 6 年度分離菌を中心に　　　　A －1

人 1 53 Jpn．J．
A ntibiotics

19 99 5 2 4 3 1～ Faropenem および各種抗菌薬の臨床分離菌株に対するM lC およびM B C　 A －2

人 1 54 Jpn．J．
Antibiotics

19 99 5 2 54 1 ～
新規経口ペネム系抗生物質Faropenem の腸管出血性大腸菌0 157に対す　 D

る血血抗菌作用

人 15 5 Jph．J．
Antjbiotics

19 99 5 2 5 71 ～
各種新鮮分離多数株に対するIevo恥xad nおよびその他抗菌薬の抗菌力　 D

に関する検討

人 15 6 Jpn．J．
AntibiotiOS

199 8 5 1 1ん 外来患者の気道系感染症由来新鮮臨床分離株に対するCぬ peneの抗　 D

菌活性

人 15 7 Jpn．J．
AntibiotiGS

1998 5 1 11～
Ce触 am および他β－ラクタム薬の新鮮臨床分離株に対する血血 抗菌 D

活性

人 158 Jpn．J．
AntibioticS

1998 5 1 4 7～ 臨床材料分離菌の各種抗菌薬に対する感受性サーベイラン太く2年次報告） A－1

人 159 Jpn．J．
Antibiotics

1998 5 1 6 9～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較（第 A－1

18報 1996年）そ の1．感受性に ついて

人 160 Jpn．J，
AntibiotiCS

1998 亭1 143 ～
尿路感染症分離菌に対する経口並びに注射用抗菌薬の抗菌力比較 （第 A－1

18報1996年）その3 ．感受性の推移

人 16 1 Jpn．J．
A ntibiotics

19 98 5 1 24 9 ～ マクロライド系抗菌薬の臨床分離株に対する抗菌活性　　　　　　　　D

人 163 Jpn．J．
Antibiotics

19 98 5 1 4 37 ～ 呼吸器感染症患者分離菌の薬剤感受性について（1996年）　　　　　 D

人 1 65 Jpn．J．
Antibiotios

19 98 5 1 55 1 ～ グラム陰性梓菌のカルバペネム系抗菌薬に対する薬剤感受性の検討　 　 D

人 16 6 Jpn．J．■
Antibiotic＄

19 98 5 1 56 1～
監 禁 諾蒜 紆 および外耳炎由来酎 分離菌株に対する　 　 D

へ 168 Jpn．J．
Antibiotics

199 8 5 1 764 ～
讐 莞 諾 完 等 莞慧 慧 讐 ‡聖 子増 察　 　 　 　 D

人 169 EmorghghfoGtbus
　 Dis0880

200 3 9－2 25 5～ LifeLThreatening InfantiJe Diarrhca舟om FhJOrOquinoIone－Resistant 助 onena　 c

enterkaTyphimuriumw肘1MLJtatjonsinBothgwAandparC

－70－



人170
－ 19 92 － － 抗生物質感受性状況調査　中間報告 （第1回） B

人171
－ 200 0 － － 抗生物質感受性状況調査報告 B

人172 動物用抗菌剤
研究会報

200 2 24 2 2～ ヒト食中毒由来カンピロバクターの薬剤耐性 D

人173 感染症学雑誌 2003 4 7 24～
東京都内におけるサルモネラ血清型Enteritidis ファージ型1による集団下

D痢症の発生状況と疫学マーカーによる解析

人174 Antimicrobi
Agents

＿1998
4 2 2 150 First R eport ofthe lsoIation H igh－LeveJV ancom ycin－Res；stant

C
Chemother 血terDCOGCuS 危eckJm from a Patient in Japan

－71－



表1動物用抗生 質製剤検定合格量
1962　　　1963 1964　　　1965　　　1966 1967　　　　1968 1969　　　1970　　　1971 1972　　　1973　　　1974

カスガマイシン
カナマイシン
ゲンタマイシン
ジヒドロストレプトマイシン
ストレプトマイシン
スペクチノマイシン
デストマイシンA
ハイグロマイシン
フラジオマイシン
セフアゾリン
セフアロ二ウム
セフロキシム
リンコマイシン
イソバレリルタイロシン
エリスロマイシン
オレアンドマイシン
キタサマイシン
ジョサマイシン
スビラマイシン
セデカマイシン
タイロシン
テルデカマイシン
ミポラマイシン
ミロサマイシン
ロイコマイシン
アスポキシシリン
アモキシシリン
アンピシリン
クロキサシリン
クロキサシリンベンザテン
ジクロキサシリン
ナフシリン
ノボビオシン
ペ二シリシ
ベネタミンペニシリン
メシリナム
モネンシン
モネンシンナトリウム
エンラマイシン
ケベマイシン
コリステン
チオペプテン
バージニアマイシン
バシトラシン
フラボフオスフが」ポール
ポリミキシンB
マカルポマイシン
オキシテトラサイクリン
クロルテトラサイクリン
テトラサイクリン
ドキシサイクリン
ロリテトラサイクノン
クロラムフェニコール
コリマイシン
ジクロキサナトリウム
チアムリン
ビコザマイシン
ホスホマイシン
ミカマイシン

0．0

1．6

0．5　　　　　0．3　　　　　0．7

16．0　　　　16．8　　　　　22．0

22．8　　　169．9・　　380．6

33．7　　　　50．0　　　　209，9

6．6　　　　　7．3　　　　　7．4

0．1

0．0　　　　　0．0

10．2

2．4　　　　　0．3

4．1　　　　　4．3

145．1　　　285．2

0．2

320．8

0．5　　　　　1．0　　　　　0．7

0．6　　　　12．4‘

31．4　　　　47．1′

519．1　　　　48．3

225．0　　　　275，0

13．3　　　　41．2

25．3　　　　82．6　　　　218．5

0．0　　　　　0，0　　　　　0．0

62．6　　　157．4　　1．059．9

6．1　　　14．9　　　　38．2

11．1　　　14．2　　　　37．3

0．1　　　　　0．0

579．5　　　　705．5

54．8　　　188．4

62．9　　　　　74．5

449．8　　　　371．1

14．5　　　　243．4

245．0　　　144．9

77．0　　　　95．0

339．4　　1，917．2

96．2　　　　　52．1

271．0　　　120．2

号36．1　　　220．2
168．0　　　102．0

190．0　　　153．2

463．2　　　　390．7　　　　318．0

66．0　　　　　72．7　　　　76．3

99．3　　　　日7．8　　　104．0

389．7　　　　312．8　　　　269．4

132．0　　　184．0　　　　日4．0

323．2　　　　405．1　　　252．0

4．2　　　16．6　　　　　4．0　　　　10．3　　　　　7．8　　　　　9．0　　　14．0

296．4　　　　283，4　　　295．7　　　146．4　　　226．6　　　　239．5　　　233．3

0．0　　　　　0．0　　　121．1　　　202．9　　　253．0　　　324．7　　　192．5

741．2　　　762．1　　　571．9　　　497．7　　　414．0　　　395．3　　　272．9

93．2　　　　248．7　　　　392．4

47．8　　　114．1

0．1　　　　0．1

688．4　　　　592．9

696．0　　　　455．5　　　　726．6　　　　339．4

0．3　　　　　1．1　　　　1．8

0．0　　　　1．4　　　　1．4　　　　1．9

0．1　　　　7．9　　　　　8．2　　　　　4．8

519．6　　　　540．9　　　　525．2　　1．447．0

0．0　　　　　0．0

2．0　　　　　0．4　　　　　0．0　　　　　0．5　　　　　0．8　　　　12．1

0．0　　　　1．8　　　　1．3　　　　　0．5　　　　　3．9

156．9　　　　393．8

80．0　　　　437．7

5．8　　　　　3．1

0．2　　　　　0．1

469．7　　　　442．0

608．0　　　　658．2

8．6　　　　　0．1

0．4　　　　　2．1

1．4 42．2

6．0

0．0　　　　　0．0　　　　　0．7

3．7　　　　23．7　　　　78．8　　　　290．4

0．0　　　　　0．1　　　　0，1　　　　0．1　　　　0．0

491．2　　　769．6　　　919．8　　1．248．1　1，416．3

930．3　　　845．6　　1，583．9　　1．009．2　　1，024．5

17，9　　、r17．9　　　　23，4　　　　37．0　　　　28．6

9．6　　　　43．6

0，9

10．3 126．3

54．8　　　　17．9　　　　36．9

107．6 124．6 113．5

0．0　　　　　0．0

69．2　　　　　72．1

30．7　　　　　91．6

0，0　　　　　0．0

459．4　　　　388．3

0．0　　　　10．0

0．0　　　　　　0．0

58．1　　　190．4

719．6　、1，209．0

1．018．3　　　　935．2

27．0　　　　21．7

0．1

86．9　　　　84．4

．203．2　　　265．8

24．0　　　　88．2

431．4　　　　322．2

21．5　　　111．9

0．1　　　　　0．1

261，0　　　　277．7

日68．2　　1．228．7
1．091．6　　1，057．5

30．9　　　　22．1

0．0

106．7　　　157．8　　　128．0　　　165．4

131．2　　　144．0 111．8

423．3　　1 208．8　　1 670．4　　　2 227，9　　　4 393．5　　　6 068．1　　　6 258．5　　　6 601．0　　　7 272．7　　　7

該当無し



用 生 合格量
1975　　　1976　　　1977 1982　　　1983　　　1984 689

3．2

カスガマイシン
カナマイシン
ゲンタマイシン
ジヒドロストレプトマイシン
ストレプトマイシン
スペクチノマイシン
デストマイシンA
ハイグロマイシン
フラジオマイシン
セプアゾリン
セフアロニウ．ム
セフロキシム
リンコマイシン
イソパレリルタイロシン
エリスロマイシン
オレアンドマイシン
キタサマイシン
ジョサマイシン
スビラマイシン・
セデカマイシン
タイロシン
テルデカマイシン
ミポラマイシン
ミロサマイシン
ロイコマイシン
アスポキシリン
アモキシシリン
アンピシリン
クロキサシリン
クロキサシリンベンザテン
ジクロキサシリン
ナフシリン
ノポビオシン
ペニシリン
ベネタミンペニシリン
メシリナム
モネンシン
モネンシンナトリウム
エンラマイシン
ケベマイシン
コリスチン
チオペプテン
バージニアマイシン
バシトラシン
フラボフオスフがノポール
ポリミキシンB
マカルポマイシン
オキシテトラサイクリン
クロルテトラサイケノン
テトラサイクリン
ドキシサイクリン
ロリテトラサイクノン
クロラムフェニコール
コリマイシン
ジクロキサナトリウム
チアムリン
ビコザマイシン
ホスホマイシン
ミカマイシン

412．4　　　　573．4

61．6　　　　79．7

66．2　　　127．0

275．4　　　　228．2

89．0　　　　　69．0

649．2　　　　409．5

0．5　　　　　0．0

18．2　　　　38．0

268．8　　　　211．9

263．6　　　　269．2

287．3　　　　405．6

643，0　　　　　0．0

5．2

415．5

555．9　　　　586．0

106．9　　　118．2

142．2　　　169．3

66．9　　　　　30．3

9．0　　　　　24．0

482．9　　　　472．4

0．0　　　　　0．0

25．7　　　　41．1

287．8　　　196．5

362．9　　　　485．4

0
6

7
∵
礼45

3

0

6

2
2
4

7

1

64

」
　
　
7
A
U
J

O
　
　
5
7
0

3

0

6
2
4

506．3　　　　852．4　　　　435．1

日．0　　1，394．6　　　　939．0

14．7　　　　13．3　　　　　9．7　　　　58．0

．2．9

8．2

601．2

6．0　　　　215．3

124．2　　　161．9

12．2　　　　　7．5

326．5　　　　567．0

198．4　　　　58．5

22．1　　　　22．6

302．9　　　151．1

96．0　　　・48．0

0．1　　　　　0．0

561．0　　　　501．0

1，429．3　　1，619．3

1，364．1　　1，532．8

17．0　　　　31．1

0．0　　　　　0．1

208．8　　　189．2

0．0　　　　　2．0　　　　　1．8

4．2　　　　1．8　　　　1．6

739．9　　　　756．9　　　　801．7

丘

U

・

8

0

2

4

2

△

U

O
　
　
9
9
5
5
3
8

2
　
　
0
9
　
　
4
2
1

5
　
．
月
氏
V
O

（
仏
　
　
2
F
“
3

3

3

7

1
　
3

484．5　　　475．9　　　477．9

06．4　　　111．7　　　　　臥2　　　　90．8

01．2　　　　314．7　　　　449．0　　　　462．5

3．2　　　　　5．2　　　10．0　　　　20．7

57．2　　　　　34．4

9．0　　　　32．6　　　　48．0　　　　39．0

25．3　　　　424．9　　　　335．2　　　438．5

0
．
5
4
0
0
．
2
1

1
　
3

541．8　　　　854．6

1．141．1　　1．308．4

97．8　　　115．3

2．0　　　　1．5

2．2　　　　　1．6

2．0　　　　　1．4

787．5　　　　775．3

363．1

．
・
8
8
－
　
0
．
1

9
5
2
1
．
4
　
3
9
6
3

4
　
　
　
．
　
4

2．6　　　　　0．1

350．4　　　199．1

0．4　　　　　0．5

93．6　　　　　96．8

464．5　　　　202月

5．8　　　　　4．6

33．0

482，8

0．4

1．1　　　238．2　　　400．8　　　　236．8　　　140．9

63．7　　　　48．6　　　　67．6

51．1　　　　76．2　　　　78．0

295．0　　　155．2　　　172．0

462．0　　　550．1　　　401．1

982．1　1，150．3　　1．302．3

204．5　　　　233．4

1．2　　　　　1．6

3．0　　　　　5．4

1．5　　　　　4．8

13．1　　　　　3．1

895．3　　　　998．2

107．0

0．9

7．9

3．3

7．1

1．035．3

4．1

121．5　　172．6　　　　76．6　　107．6　　112．4　　112．7　　130．6　　　　56．5

16．9　　　　38．4　　　　23．0

26．7　　　　41．8　　　　16．8

0．1　　　　　0．0　　　　　0．5

44．8　　　　　28．9　　　　　32．0

1．954．6　　　2．104．9　　　2．675．9

1．806．4　　　2．427．2　　　2，157．6

33．1　　　16．8　　　　　24．3

0．1

203．4　　　190．0　　　220．7

2．4　　　　　3．7

6．0

31．6　　　　　0．7　　　　　0．7

0．5　－

31．0

2月86．8　　2，423．5　　2，819．4　　3，690．3　　4，237．3
2，524．2　　1，320．7　　2，075．1　　2，322．6　　2，302，5

20．3　　　18．5　　　15．3　　　19．5　　　12．9

10．6　　　　28．9　　　10．6　　　　3．8　　　18．7

960．9　　　124．2　　　142．5　　　　76．8　　　　52．1

121．0　　　1閑．9
80．4　　　185．1

141．9　　　　　64．4

147．2　　　　68．8

537．2　　　　575．8

251．7　　　　464．5

1．350．4　　1．285．7

0．8

54．8

31．3

144．1　　　340．5

1．7　　　　　2．9

7．5　　　　　5．7

3．7　　　　　3．3

6．8　　　　　5．0

885．9　　　　922．1

6．0　　　　　3．6

84．8　　　　　57．8

21．0

314．5

1．5

0．8

109．0

2
4

6

4

2

0

3

0

4

0

7

4

6

2

3

7

2

0

3

1

5

3

5

2

4

3，970．5　　4．911．9　　　乙665．9

606．0　　　2．066，9　　　718．0

8．8　　　　　7，1　　　　　5．0

10．5　　　　23．2　　　　14．8

70．5　　　　55．0　　　　54．5

265．3　　　202．0　　　265．3　　　．0．0　　　402．6　　　317．8　　　322・4　　　359・2

3．8 3．2　　　　1．7　　　　4．4　　　　0．0

1．1　　　　　0．0

383．7　　13 207．2　　　6522、4　　10 593，6　　11 462．7　　　9 091．4　　　9 823．1　11 035．0　　12128．1　　　8

（単位：トン）



き）動物用抗生 質製剤検定合格量
1988　　　1989　　　　1990 299 599

カスガマイシン
カナマイシン
ゲンタマイシン
ジヒドロストレプトマイシン
ストレプトマイシン
スペクチノマイシン
デストマイシンA
ハイグロマイシン
フラジオマイシン
セフアゾリン
セプアロ二ウム
セフロキシム
リンコマイシン
イソパレリルタイロシン
エリスロマイシン
オレアンドマイシン
キタサマイシン
ジョサマイシン
スビラマイシン
セデカマイシン
タイロシン
テルデカマイシン
ミポラマイシン
ミロサマイシン
ロイコマイシン
アスポキシリン
アモキシシリン
アンピシリン
クロキサシリン
クロキサシリンベンザテン
ジクロキサシリン
ナフシリン
ノボビオシン
ペニシリン
ベネタミンペニシリン
メシリナム
モネンシン
モネンシンナトリウム
エンラマイシン
ケベマイシン
コリスチン
チオペプテン
バージニアマイシン
バシトラシン
フラボフオスフがノポール
ポリミキシンB
マカルポマイシン
オキシテトラサイケノン
クロルテトラサイケノン
テトラサイクリン
ドキシサイクリン
ロリテトラサイクノン
クロラムフェニコール
コリマイシン
ジクロキサナトリウム
チアムリン
ビコザマイシン
ホスホマイシン
ミカマイシン

0．1

52．4

0．1

101．2

4．7

3．7

33．6

3．1

1．2

30．7

374．2

30．2

3．7

58．5

167．7

32．6

0．0

0．3

0．0

80．8

237．7

0．9

且6
3．0

2．7

181．1

0．3

5．9

0．0

0
6
4
2
6

1

3

8

3

6

5
　
　
9

0．2

■

h

U

1

2

1

7

9
3
0
3
2

5
　
　
9

74．6　　128．5

3．6

452．3

2．6

11．0

35．9

172．3

26．1

0．0

20．8

614．6
13．0

13．8

15．0

0．1

5
0
9
5
5

6
1
5
1
0

5
　
　
8

7
1
6
0
8

6

6

2

3

9

320．7

20．3

9．0

149．9　　　125．9

0．0　　　　　0．0　　　　　0．0

74．6　　　　72．7　　　　29．1
191．7　　　　25．9　　129．5

1．5　　　　1．8　　　　1．5

6．6　　　　6．5　　　　4．6
4．1　　　　4．5　　　　3．3

15．0　　　17．5　　　　2．0

178．7　　191．3　　166．4

0．3　　　　0．2　　　　0．2

14．1

311．4　　　382．9

27．9　　　15．9

3．0　　　　5．7

5．8　　　　20．0

33．3　　　　59．2

344．5　　　411．2
2．2　　　　4．5

0．3　　　　■0．6

33．9　　　　4．5

396．6　　　192．0

29．1　　　16．6

2．8　　　　2．1

43．8　　　　25．0

62．3　　　　33．5

630．8　　　185．2

4．2　　　　3．8

0．9　　　　0．6

0
2
9

2
0
1

5
　
　
7

0
9
1
4
0

2
5
3
0
1

一9
4
‥

3
1

8
　
　
8
7

3
　
　
1
0

0．0

30．6

1．0

4．7■

5．0

1．1

159．1

0，2

0

3

7

3
0
7

5
　
　
6

4
8
6
3
8

1
6
2
1
0

【
．
8
0

t
t

7
　
　
5
0

3
　
　
1
0

3
　
　
5
3

0
　
　
6
1

2

9
0
5
3

2
3
0
211

2
2
6

0
0
0

5
　
　
6

4
6
2
3
4

2
8
2
1
0

7
3

∩
ム
1
‥

4
　
　
5

3
　
　
1

1
　
　
1
5

0
　
　
3
1

2

2
1
6
0

2
2
0
021

9

5

7

1
0
0

3

3．4　　　　3．5　　　　2．8

3
2
5

4
0
4

2
　
　
3

2
9
3
9
4

0
2
1
0
0

9
6

1
‥
∩
Ⅵ

1

‥

　

2

2

　

1

2

6

4

0
　
　
1
0
　
　
1
1
0
1

0
2
3

8
0
0

1

145．4　　　2 416．1　　2 700．7　　1 539．9　　　　404．6　　　　338．5　　　　321．3　　　154．6

（単位：トン） 該当無し
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表2系統別動物用抗生物質製剤の検定合格数量

■系統
196 2　 1963　 1964　 1965　 1966　 1967　 1968　 1969　 1970　 197 1 19 72　 1973　 1974　 197 5

アミノグリコシド 3 3 ．4 　　7 9．6 　　2 4 4 ．3 　　6 2 0．7 　　7 8 9 ・5 　　4 2 4 ・1 　9 0 4 ・1 1 ・1 1 7 ・3 1・3 0 0 ・7　2 ▼5 6 5 ・0 1 ・4 7 3 ・4 1 ・4 8 3 ・1 1・1 3 3 ・7　1 ・5 5 3 ・8

セフエム

リンコマイシン

マクロライド

ペニシリン

ポリエーテル

ペプチド

テトラサ イクリ、

その他

0．5

1．6 　＿　6．5 　1 4 ．8 　1 0 5 ．1 　2 6 9 ・1 1 ．3 5 3・8 　1 ▼1 8 2 ・7 　1・4 2 4 ・9　1 ▼3 8 5・0 1・5 5 3 ・4　1 ，3 5 7・0 　1 ・6 9 5 ・2 　1・0 5 2・2　1 ・4 8 0 ・9

1 4 5 ．1 　2 8 5 ．2　　3 2 1 ．0　　5 7 9 ．6 　　7 0 5 ・5 　　6 8 8 ・4 　　5 9 3 ・0 　1▼0 0 9・4 　　7 3 8・7 　　5 1 9 ・8 　　5 5 0 ・5 　　5 3 5 ・8　1 ・4 5 5 ・5 　　4 2 4 ・4

0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ・0 　　0 ・0 　　0 ・0 　　0 ・0 －　　0 ・0 　　0 ・0 　　0 ・0 ・　0 ・0 　　8 ・0 　　6 ・0

0 ．5 　　2 二8 　　2 ．2 　　2 ．5 　　4 ．3 　　3 ・7 　　2 4 ・3 　　7 9 ▲6 　　3 0 9 ・1 　6 1 7 ・5 　　7 5 2 ・5 　1 ・0 2 乱1 1 ▼2 1 7 ・7 1 ・6 4 3 ・3

2 4 2．7　　8 3 4．6 1．0 8 6 ．3 1 ．1 0 0．2 1．4 3 9・4 1，6 3 3・1　2 ・5 2 7・0　2・2 9 4・4　2 ▼4 6 9・5 1・7 6 5・0　2 ・1 6 5・9 　2・2 9 0・7　2 ・3 0 8・3 　2・8 1 0 ・4

0 ．0 　0 ．0 1 ．8 　4 4 ．3 1 9 ・9 1 7 0 ・8 1 6 2 ・4 1 4 2 ・5 1 5 0 ・4 　2 3 7 ・8 　3 0 1 ・8 　2 3 9 ・8 1 8 7 ・6 　2 0 8 ・8

4 2 3 ．3 1 ，2 0 8 ．8 1 ．6 7 0 ．4 2 ．4 5 2・4 3 ．2 2 7 ・9 4 ・2 7 4 ・0 5・3 9 3 ・5 6 －0 6 臥1 6・3 5 3 ・4 7・2 5 8 ・5 6 ・6 0 1・0 7 ・2 7 2 ・7 7 ・3 6 3 ・1 8 ▼1 2 8 ・1合計

1
∴
ぶ
－

1976　 197 7　 1978　 1979　 1980　 198 1 198 2　 1983　 1984　 1985　 1986　 1987　 198 8　 1989

アミノグリコシド

セフエム

リンコマイシン

マクロライド

ペニシリン

1 ，4 8 6 ．9 1 ．3 6 3 ．8 1 ，4 0 0 ．2 1 ．4 2 2 ・5 1 ，4 2 1 ・9 1 ▼3 2 1 ・6 1 ・4 0 …1 ・3 2 6 ・4 1 ・5 2 9 ・4 1 ▼3 9 0 ・7 1 ▼4 3 3 ・1 　8 3 9 ・3 　1 9 5 ・9 　2 2 4 ■0

0 ．4 　　　　2 ．3 　　　　4．3 　　　　6．4

0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．1 　　0 ・5 　　0 ・9 　1 ・1 　2 3 8 ・2 　4 0 0 ・8 　　2 3 6 ・8 　1 仙9 　1 0 9 ・0 　　3 0 ・7 　　7 4 ・6

9 2 4 ．6 1 1 9 3 ．7 　2 ，9 7 0 ．0 　2 ，0 7 6 ．9 　2 ，2 2 3 ・9 　2 ，6 3 9 ・0 1 朋3 ・9 1 ▼9 弧4 　2 ・0 ■2 0 ・9 　2 ▼6 2 9 ・8 　2 ・8 1 3 ・9 1 ・3 6 3 ・0 　6 6 7 ・1 　7 2 4 ・5
627．0　 757．．4　 7m 4　 863．1　 871・5　 895・1 1・1 18・7 1・2 46・4　 日 6 1・6 1・05 5・6 1・3 69・1　 6 12・7　 5 13・2　 472・5

ポリエーテル

ペプチド

テトラサイクリ、

その他

2 1 5 ．3 　　　　0．0 　　　　4．1
1 5け 5　 2 10．0　 281．8　 148．8　 1循 7　 1豆 1 1 13．4　 130・6　　 56・5　　 84・8　　 57・8　　 28・3　　 5・9　 14・1

3 1 8 3 ．3 　3 7 9 4 ．2 　4 ．5 4 8 ．9 　4 ，8 5 7 ．8 　5 ，5 4 2 ・0 　3 ，7 9 1 ・6 　4 ・9 2 0 ・4 　6 ・0 3 6 ・2 　6 ・5 7 1 ・3 　4 －5 9 5 ・9 　7 ・0 0 9 ・1 3 ・4 0 3 ・7 　3 4 8 ・1 　4 2 4 ・5

1 8 9 ．2 　2 0 3 ．4 1 9 2 ．4 　2 2 4 ．3 1 ．2 2 6 二2 ・3 3 0 ・0 　4 0 7 ・8 　7 6 ・8 　4 5 7 ・8 　3 9 0 ・0 　3 8 2 ・9 　4 1 3 ・8 　3 8 0 ・3 　4 7 5 ・6

8 ，1 4 3 ．8 7 ，5 2 2 ．5 1 0 ，1 6 7 ．8 9 ，5 9 3 ・6 1 1 ，4 6 2 ・7 9 ・0 9 1 ・4 9 ▼8 2 3 ・1 1 1 ・0 3 5 ・0 1 2 ・1 9 乱4 1 0 ・3 8 3 ・7 －3 ・2 0 7 ・2 6 ・7 7 2 ・0 2 ・1 4 5 ・4 2 ，4 1 6 ・1合計

19 90　　 1991　 1992　　 1993　　 1994　　 1995

アミノグリコシド 2 06 ．6 　　1 6 2 ．2 　　12 6 ．0 　　1 2 2 ．4 　　1 1 3 ・4 　　　59 ・2

セフエム 6 ．8 　　1 1 ．6 　　　9 ．4 　　1 0 ．8 　　1 2 ・2 　　　5 ・1

リンコマイシン 1 2 8 ．5 　　　6 9 ．8 　　　1 ．0 　　　0 ．8 　　　0 ・4 　　　0 ・4

マクロライド 8 3 3 ．8 　　4 9 6 ．3 　　1 1 ．7 　　　8 ．0 　　　9 ・0 　　　3 ・7

ペニシリン

ポリエーテル

ペプチド

320．3 336．6 201．8 146．9 14 9・8　 65・9

3 3 ．9 　4 ．5

テトラサイクリ、 4 7 2 ．4 　　2 3 5 ，7 　　　5 0 ．2 　　　4 5 ．4 　　　3 3 ・1 　1 8 ・5

その他 ・6 9 8 ．2 　　2 2 3 ．1 　　　4 ．5 　　　4 ．1 　　　3 ・5 　　1 ・7

合計 2 ，7 0 0 ．7　1．53 9．9 　　40 4．6 　　33 8・5　　32 1・3　1 5 4 ・6

（単位：トン空欄：該当無し
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表 3 動 物 用 抗 生 物 質 製 剤 の 販 売 高 及 び 動 物 用 医薬 品全 体 に 占め る割 合

抗生物質

1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970　 －971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

329・4　339・51221・71886・52265・84173・3　6576・3　8835・7　7678・9　8521・3　727臥29293．8　9918．612376．518119．416099．318937．619338．518664，219998．523400．7
動物薬全体 6152・7　7724・28763・910556・713546・818295・424110・528510・631271・031524・127493・741232．745225．352634．471020．953024．155986．356466．957356．562654．165575．4
割合（％） 5・4　　4・4　1 3・9　1 7・9　1 6・7　22・8　2 7・3　31・0　2 4・6　2 7・0　2 6・5　2 2．5　21．9　2 3．5　25．5　3 0．4　3 3．8　3 4．2　3 2．5　31．9　3 5．7

1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 ・1999　 2000　 2001 2002

抗生物質
26・171・724935・324655・926513・327842・926266・126137・930026・423699．722095．421352．322886．917629．016931．018023．617170．6146－19．716830．315458．913252．1

動物薬全体 71729・270593・772478・074163・477705・577729・877046・680588・81232・576015．874100．275678．868648．669478．274016．175 016．375061，080817．679928．979540．1

割合（％） 36 ・5　3 5・3　3 4・0 　3 5・7 　3 5 ・8 　33 ・8 　33 ・9　3 7・3　2 9．2 　2 9 ．1 　2 8 ．8 －　3 0 ．2 　25 ．7 　24 ．4　2 4．4　2 2．9 　1 9．5 　2 0 ．8 　19 ．3 　16 ．7

（単位：百万円）

百万円　 図3 動物用抗生物質製剤の販売高
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表4動物用抗生物質製剤の純末換算量
年度 1969　 1970　　 1972　　 1976　 1977　　 1980　 1981 19 82　 1983　 1984　 1985　 1986　 1987　 1988　 1989　　　 2001　 2002

l純末換算 ：トン 21 6 ・4 　24 3 ・3 　　2 9 7 ・7 　　4 8 8 ・3 　3 8 2 ．8 　　5 45 ．3 　4 87 ．2 　5 7 7．3 　7 4 5．6 　7 7 4．7 　7 7 2 ．7 　9 0 7 ．3 　8 8 1 ．7 　84 3 ．2 　77 0 ．0 　　79 9 ．9 　　7 1 6 ．4 1

－

↓

り

ー

図4 動物 周抗 生物 質製 剤 の純 末換算 量
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表5 動物用抗生物質製剤検定合格量の純末換算

系統 薬剤名 1969　　 1970　　 1972

アミノグリコシド

ゾヒドロストレプトマイシン 6．1　　　7．7　　　　7．4
デストマイシン 6．0　　　　7．8　　1 3．4
プラゾオマイシン 6．4　　1 2，3　　　2 2．3
ストレプトマイシン 29．5　　1 5．5　　　　3．3
カナマイシン 5 ．8 　　1 1 ．0　　1 9．0
ハイグロマイシン 2．6　　　　3．0　　　2．3
小吉 5 6．4　　　5 7 2　　　6 7 8

マクロライド

エリスロマイシン 0．9　　　　0．2　　　　0．4
オレアンドマイシン 0．9　　　0．5　　　1．2
キタサマイシン 2．0　　　　2．4　　　　8．8
スビラマイシン 2 1 ．9 　　1 6．9 　　1 0．9
タイロシン 12．2　　1 7．9　　　2 8．9
小吉 3 8 ．0 　3 7 ．9 　5 0 ．3

2 2 ．8 　2 2 ．9 　2 2 ．3

へ〇二シリン

へ〇二シリン

クロキサシリン 0．2
アンビシリン 0．1
小計 22．8　　　2 2．9　　　2 2 5

へ○プチド

ハサシトラシン 6．3　　1 4．4　　　4 0．5
コリステン 0．2　　　1．0　　　　3．7
ミカマイシン 0二5 　　　0．4 　　0 ．5
チオヘプチン 0．0　　　　0．8
八十Tゾ二アマイシン 0．0　　　　0．0
ポリミキシン 0 ．1　　　0．0 　　　0 ．0
マ加レホ●マイシン 1．0
フラボフオスフォリポール 0．1
小計 7．1　　1 5．8　　　4 6．6

テトラサイクリン

オキシテトラサイクリン 4 4．8　　　65．0　　　62．0
クロルテトラサイクリン 38．3　　　37．8　　　38．6
テトラサイクリン 1．9　　　1．2　　　　0．7
小計 8 5．0　　1 0 3．9　　1 0 1 3

そ聖地

クロラムフェニコール 6 ．9　　　5．3 　　　9．1
ノホY オシン 0．2　　　　0．3　　　　0．2
小計 7 ．1　　　5．6　　　9．2

合計 2 1 6．4　　2 4 3．3　　2 9 7 7
（単位 ：トン） 空欄：該当無し

表6 系統別検定合格量の純末換算＿

系統 1969　　 1970　　 1972

アミノクリコシド 56．4　　　57．2　　　67．8
マクロライド 38．0　　　37．9　　　50．3
へ〇二シリン 22．8　　　 22．9　　　 22．5
へ○プチド 7 ．1 　1 5．8　　　4 6．6
テトラサイクリン 8 5 ．0 　1 0 3，9 　1 0 1．3
そ聖地 7．1　　　5．6　　　9．2

合計 2 1 6．4　　2 4 3．3　　2 9 7 7
（単位 ：トン）
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表7　主な抗生物質の純末換算
成分　＼　年度 1969　　 19 70　　　　 197 2　　　　 1982　　 19 8 3　　 198 4　　 19 85　　 19 86　　 198 7　　 198 8　　 19 89　　　　 200 1　　 20 0 2
オキシテトラサイクリ、 4 4．8 　　　6 5．0 　　　　　62 ．0 　　　　2 2 1 ．4 　　3 4 0 ．2 　　35 5 ．2　　34 9 ．8　　43 6 ．3　　3 97 ．3 　　3 65 ．7 　　3 18 ．1 　　　2 88 ．2　　2 77 ．1
クロルテトラサイクリン 3 8 ．3 　　　3 7 ．8 　　　　　3 8 ．6 　　　1 0 5 ．7 　　1 3 2 ．1 　1 3 8 ．7 　　1 3 7 ．9 　　1 4 3 ．5 　　1 3 5 ．1 　16 2 ．4 　　1 4 5 ．1 　　　1 5 3 ．6 　　1 4 2 ．2
タイロシン 12 ．2 　　17 ．9 　　　　　2 8 ．9　　　　　7 0．4 　　　8 8．0 　　　8 7．6 　　　83 ．1 　　81 ．0 　　　69 ．4 　　　7 3 ．4 　　　49 ，1 　　　　3 7 ．2 　　　3 1 ．1
その他 1 2 1 ．1 　1 2 2 ．6 　　　1 68 ．2 　　　17 9 ．8 　　1 8 5 ．3 　　1 9 3 ．2 　　2 0 1 ．9 　　2 4 6 ．5 　　2 7 9 ．9　　2 4 1 ．7　　2 5 7 ．7 　　　　3 2 1．0 　　2 66 ，0

合計 21 6．4 　　2 43 ．3　　　　2 9 7．7 　　　　5 77 ．3　　74 5 ．6　　77 4 ．7 　　7 72 ．7　　9 07 ．3　　88 1 ．7 　　8 43 ．2 　　7 70 ．0　　　　7 99 ．9　　71 6 ．4
（単位 ：トン）

表8抗生物質の販売数量（純末換算）

ー
伽
－
－

系 統 2 0 0 1 20 02

アミノグリコシト▼ 68．3 60．0

セフエム 1．6 1．7

テトラサイクリン 455．5 438．6

へ〇二シリン 100．3 95．3■
ヘプ チド 1．2 3．3・
マクロライド 142．0 91．7

リンコマイシン 19．0 19．3

抗 真 菌 性 0．1 0．1

そ の 他 11．9 6．5

合計 799．9 716．4

（単位：トン）

100％

80％
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40％
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図5　主な抗生物質の純末換算割合
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表 9　 2 0 0 1 年 動 物 種 別 抗 生 物 質 の 販 売 微 量 （純 末 換 算 ）

系 統 薬 剤 名 合 計 肉 牛　 乳 牛　 馬　　 豚　 ブロイラー　 レイヤー　 犬 ・猫　 水 産 用　 水 産 用　 観 賞 魚　 その 他

（淡水 ） （海 水 ）

アミノグリコシド

ハイグロマイシンB ・0．7 0 ．6 　　　0 ．0 　　0．0

スヘ○クチノマイシン 1．8 0．9　　　　0．9

カナマイシン 12．6 0 ．8 　1 ．0 　　　　　　7 ．1 　　1 ．6 　　2 ．1 　　0 ．0

ケンタマイシン 0．0 0 ．0 　　0 ，0 　　　　　　0 ．0 　　　　　　　0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．0

ゾヒト●ロストレプトマイシン 10．1 3 ．1 　5 ．2 　　0 ．5 　　　0 ．4 　　　0 ．0 　　　　　　　0 ．8

ストレプトマイシン 4 1．1 0 ．1 　0 ．1 　　　　　2 9 ．6 　　　7 ．2 　　4 ．1

フラゾオマイシン 2．1 0 ．1 　0 ．1 　　　　　　0 ．9 　　　0 ．8 　　0 ．3

小 計 68．3 4 ．1 　6 ．3 　　0 ．5 　　3 9 ．6 　　1 0 ．5 　　6 ．5 　　0 ．8 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0

セフエム

セフアゾリン　 ＿ 0．5 0．5

セフ7ゾリンナトリウム 0．8 0．1 　　0．6

セフアピリンナトリウム 0．0 0．0

セフアに ウム 0．0 0．0

セフチわ ルナ川ウム 0．3 0 ．1　　0 ．0　　　　　　　0 ．2

セ7 日キシムナトリウム 0．0 0．0

セフキノム 0．0 0．0　　0．0

小 計 1．6 0 ．2 　1 ．1 　0 ．0 　　　0 ．2 　　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0

テトラサイクリン

アルキルトリメチルアンモニウムカルシウムオキシテトラサイクリン 2．3 2．3
塩 酸 オキシテトラサイクリン 40．0 0 ．3 　　0 ．5 　　　　　　1 ．0 　　　1 ．9 　　0 ．4 　　0 ．0 　　　1 ．8 　　　3 4 ．1

塩 酸 タロルテトラサイクリン 153．6 1 1 ．2 　1 0 ．0 　　　　1 0 1 ．2 　　1 7 ．6 　1 2 ．6 　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．6

塩 酸 ト’キシサイクリン 13．7 9．7　　　3 ．9

オキシテトラサイクリン 245．9 7 ．4 　　4 ．6 　　　　1 7 9．5 　　　4 1 ．8 　1 2 ．6

小 計 45 5．5 1 9 ．0 　1 5 ．1 　0 ．0 　2 9 1 ．4 　　6 5 ．2 　　2 5 ．6 　　0 ．0 　　1 ．8 　　　3 6 ．4 　　　0 ．0 　　　0 ．6

へ〇二シリン

アスポキシシリン 0．0 0．0 　　0 ．0 　　　　　　　0 ．0

アモキシシリン 16．3 1 ．6 　　0 ．6 　　　　　　9 ．9 　　　3 ．5 　　0 ．8 　　0 ．0

アンビシリン 50．3 0 ．8 　　0 ．9 　　　　　　6 ．1 　　1 ．3 　　2 ．7 　　　　　　　　　　　　　3 8 ．4

アンビシリンナトリウム 2．3 0 ．8 　1 ．2 　　　　　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　0 ．2

クロキサシリンナトリウム 0．3 0．1　　0．2

クロキサシリンへ’ンゲ チン

ゾクロキサシリン

ゾウロキサシリンナトリウム

0．0

0．0

0．1

0．0

0．1

トビシリン 2．9 2．9

ナフシリンナトリウム 0．1 0．1

へ’ンゾルへ’ニシリンへ●ネタミン 0．0 0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　0 ．0

へ●ンシールへ’二シリンか拍 ム 0．1 0．1 　　0．1

へ’ンシ■ルヘ‘ニシリンデ助 イン 30．0 3 ．7 　　5 ．7 　　0 ．7 　1 6 ．7 　　　1 ．7 　　1 ．2 　　0 ．4

ル リナム 0．0 0．0 　　0．0 　　　　　　　0．0

小 計 10 0．3 7 ．2 　　8 ．9 　　0 ．7 　　3 2 ．8 　　　6 ．5 　　4 ．7 　　0 ．6 　　　0 ．0 　　　4 1 ．3 　　　0 ．0 　　　0 ．0

へ○プチド

硫 酸 コリスチン 1．2 0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　0 ．8 　　　0 ．2 　　0 ．2

チオストレプトン 0．0 0．0

小 計 1．2 0 ．0　　0 ．0 　　0 ．0 　　　0 ．8 　　　0 ．2 　　＿0 ．2 　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0．0

マクロライド

エリスロマイシン 96．7 0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9 6 ．6

エンホ’ン酸 スビラマイシン 0．7 0 ．1 　　　0 ．0 　　0 ．1 　　　　　　　　　　　　　0 ．5

洒 石 韓 酢 酸 イソ言 草酸 タイロシン 8．1 5 ．9　　　1 ．9　　0 ．3

シ●ヨサマイシン 0．3 0．3

スビラマイシン 0．2 0．1　　0．1

タイロシン 0．5 0 ．1 　0 ．1 　　　　　　0 ．2 　　　　　　　　　　　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．0

チルミコシン ・0．2 0．2　　0．0

テルデカマイシン 0．6 0．3 　　　　0 ．3

ミロサマイシン 0．7 0 ．2 　　　0 ．1 　　0 ．4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．0

リン散 夕佃 シン 23．2 0 ．1 　　　　　　　　1 3 ．1 　　　2 ．8 　　6 ．9 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．3

リン散 チルミコシン 5．5 5 ．4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．1

酒 石酸 タイロシン 5．4 3 ．1 　　2 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．2

小 計 14 2．0 0 ．5 　　0 ．2 　　0 ．0 　　2 5 ．5 　　　8 ．3 　　9 ．8 　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　9 7 ．2 　　　0 ．0 　・0 ．6

リンコマイシン

抗 真 菌 性

その 他

塩 酸クリンダマイシン 0．0 0．0

リンコマイシン 0．6 0．6
塩 酸リンコマイシン 18．4 1 3 ．6 　　　2 ．9 　　　　　　　0 ．2 　　　　　　　　1 ．6

小計 19．0 0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　1 3 ．6 　　　2 ．9 　　0 ．0 　　0 ．2 　　　0 ．0 　　　2 ．2 　　　0 ．0 　　　0 ．0

ナけ ロシン 0．0 0．0　　0．0
ナイスタチン 0．1 0．1
小計 0．1 0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．1 　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0

クロラムフェニコール 0．4 0．4
ピコサ●マイシン 0．8 0 ．2　　0 ．3　　　　　　　0 ．3

フマル酸チアムリン 8．4 8 ．3 　　　　　　　　　　　　0 ．1
ホスホマイシンカル シ ウム 1．4 0 ．2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ．2

ホスホマイシンナトリウム 0．4 0 ．3 　0 ．1

　 　 　 　 0 ． 0 　 　 　 　 　 　 　 　 0 ． 5安 息 酸 ピコがマイシン 0．6

小 計

（単 位 ：トン）

11．9 0 ．7 　　0 ．4 　　0 ．0 　　8 ．7 　　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．5 　　　0 ．0 　　　1 ．7 　　　0 ．0 　　　0 ．0

合 計 799．9 3 1 ．6 　3 2 ．0 　1 ．2 　4 1 2 ．5 　　9 3 ．6 　4 6 ．8 　　2 ．2 　　1 ．8 　1 7 臥8 　　　0 ．0 　　1 ．2
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表 1 0 2 0 0 2 年 動 物 種 別 抗 生 物 質 の 販 売 数 量 （純 末 換 算 ）

系 統 薬 剤 名 合計 肉 牛　 乳 牛　 馬　 豚　 ブロイラー レイヤー　 犬 ・猫　 水 産 用　 水 産 用　 観 賞 魚 その 他

（淡 水 ） （溢 水）

アミノグリコシド

ハイグロマイシンB

スヘDクチノマイシン 0．9 0 ．4 　　　0 ．4

カナマイシン 6．8 0 ．2 　　0 ．2 　　　　　　3 ．3 　　1 ．3 　1 ．8

ケンタマイシン 0．0 0 ・0 　0 ・0 　　　　　0 ・0 　　　　　0 ・0 　　0 ・0 　　　　　　　　　　　　　　0 ．0

ゾヒドロスル プトマイシン 6．、9 0 ．7 　　5 ．7 　　0 ．0 　　0 ．5

ストレプトマイシン 45．1 3 1 ，6　　　9．0 　　4 ．5

フラジオマイシン 0．2 0 ．0 　　0 ．1 　　　　　　0 ．0 　　　0 ．1

小 計 60．0 0 ・9 　6 ・0 　0 ・0 　3 5 ・8 　1 0 ・8 　　6 t 3 　　0 ・0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0

セフエム

セフアゾリンー 0．4 0．4

セフアゾリンナトリウム 0．4 0 ．1　　0．3

セ77ピリン 0．2 0．2

セフアロニウム 0．3 0．3

セフチオフルナトリウム 0．3 0 ．1 　0 ．0 　　　　　　0 ．2

セフロキシムナ トリウム 0．1 0．1

セフキノム 0 ．0 0 ．0 　0 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．0

小 計 1．7 0 ．1 　1 ．3 　0 ．0 　　0 ．2 　　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 0

テトラサイクリン

アルキルトリけルアンモニウム加ルウムオキシテトラサイクル 11．2 2 ．5 　　　3 ．1 　　　　　　　　　　　　　　　5 ．0 　　　　　　　0 ．6

塩 酸 オキシテトラサイクリン 31．0 2 ．1 　2 ．2 　　　　　2 ．5 　　　3 ．2 　　0 ．8 　　0 ．0 　　　0 ．2 　1 9 ．0 　　　　　　1 ．0

塩 酸 クロルテトラサイクリン 142．2 3 ．4 　　2 ．1 　　　1 0 3 ．7 　　　9 ．8 　　5 ．7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 7 ．5

トキシサイクリン 19．3 8 ．3 　　　8 ．3 　　　　　　　　　　　　　　　1 ．3 　　　　　　　1 ．3
オキシテトラサイクリン 234．9 1 ．7 　　0 ．4 　　　　1 4 8 ．7 　　7 7 ．9 　　6 ．2

小 計 438．6 7 ，3 　　4 ．6 　0 二0 　2 6 5 ．8 　1 0 2 ．3 　1 2 ．8 　　0 ．0 　　　0 ．2 　　2 5 ．2 　　0 ．0 　　2 0 ．4

へ〇二シリン

アスホ’キシシリン 0．0 0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　0 ．0

アモキシシリン 23．4 0 ．9 　　0 ．5 　　　　　5 ．2 　　4 ．2 　　0 ．8 　　5 ．8 　　　　　　　　　　　　　　　5 ．8

アンビシリン 36．6 0 ．7 　　0 ．3 　　　　　4 ．7 　　1 ．8 　　3 ．1 　　　　　　　　　　2 6 ．0

クロキサシリンナ トリウム 0．1 0 ．0　　0．0

クロキサシリンへ●ンゲチン 0．0 0．0

シ’クロキサシリン 0．0 0．0

ゾタロキサシリンナトリウム 1．6 1 ．3 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．3

トビシリン 1．3 1．3
ナフシリンナトリウム 0．1 0．1

へ●ンゾルへ〇二シリンへ’ネタミン 0．0 0．0

へ■ンゾルへ〇二シリン机 ウム 0．1 0．1　　0．1

へ’ンゾルへ〇二シリンプ地 イン 32．0 5 ．2 　　5 ．8 　　　　　1 5 ．9 　　　2 ．7 　　2 ．4

ル リナム 0．1 0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　0 ．0

小 計　 － 95．3 6 ・9 　　8 ．0 　0 ．0 　2 5 ．8 　　8 ．8 　　6 ．4 　　5 ．8 　　0 ．0 　　2 7 3 　　0 0 　　6 2

へ○プチド

硫 酸 コリスチン 3．2 0 ．1 　0 ．0 　　　　　2 ．5 　　0 ．1 　0 ．1 　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．4
チオスル ナトン 0．0 0．0
小 計 3．3 0 ・1 　0 ．0 　0 ．0 　　2 ．5 　　0 ．1 　0 ．1 　0 ．0 　　0 ．0 　　0 0 　　0 0 　　0 4

マクロライド

エリスロマイシン 52．0 0 ．0 　0 ．0 　　　　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　4 8 ．0 　　　　　　4 ．0

エンホ●ン酸 スビラマイシン 0．4 0 ．0 　　　0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　　　　　　0 ．3
酒 石 酸 酢 酸 イソ吉 辛 酸 タイロシン 9．3 5 ．1 　　　2．6 　　1．5

ゾヨサマイシン 0．1 0 ．1

スビラマイシン 0．0 0．0　　0 ．0

タイロシン 0．2 0 ．1　　0．1

チルミコシン 0．3 0 ．2　　0．1

テルデカマイシン 0．3 0 ．2 　　　0．2

ミロサマイシン 1．5 0 ．2 　　　0 ．1 　0 ．5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．0

リン酸 タイロシン 21．6 1 5 ．0 　　　3 ．7 　　2 ．8 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．1
リン酸 チルミコシン 6．1 6 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 1

小計 91．7 0 ・3 　0 ・2 　0 ．0 　2 6 ．7 　・6 ．5 　　4 ．8 　　0 ．0 　　0 0 　　4 8 3 　　0 0 　　4 2

リンコマイシン

塩 酸 クリンダマイシン 0．0 0．0
リンコマイシン 0．4 0．4
塩 酸リンコマイシン 18．8 9 ，4 　　1 ．3 　　　　　1 ．2 　　　　　　　5 8 　　　　　　1 2
小計 19．3 0 ・0 　0 ・0 　0 ．0 　　9 ．4 　　1 ．3 　　0 ．0 　1 2 　　0 0 　　6 2 　　0 0 　1 2

抗 真 菌 性

ナナフロシン 0．0 0．0　　0．0

ナイスタテン 0．1 0．1
小 計 0．1 0 ・0 　0 ・0 　0 ・0 　　0 ・0 　・0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．1 　　0 0 　　0 0 　　0 0 　　0 0

そ の他

クロラムフェニコール 0．3 0 ．1 　　　　　　　　　　0 ．2
ピコがマイシン 0．1 0 ．0 　　0 ．0 　　　　　　0 ．0

フマル散 チアムリン 5．1 0 ．4 　　0 ．1 　　　　　4 ．1 　　　　　　　　　　0 ．5
ホスホマイシンカル シ ウム 0．7 0 ．4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．4
ホスホマイシンナトリウム

安 息 酸 ピコす マイ・シン

0．4 0．2　　0．1

小 計 6．5 1 ・0 　0 ・2 　0 ・0 　　4 ・2 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．7 　　0 ．0 　　0 ．4 　　0 ．0 　　0 ．0

合 計

（単 位 ：トン ）

7 16．4 1 6 ・7 　2 0 ．5 　0 ．0 　3 7 0 ．4 　1 2 9 ．9 　3 0 ．4 　　7 ．9 　　0 ．2 　1 0 7 ．4 　　0 ．0 　　3 2 ．3

－83－



表 1 1 2 0 0 1年 動 物 毒重別 抗 生 物 質 の 販 売 数 量 （純 末 換 算 ）

系統 合計 肉牛　　 乳 牛■　　 馬　　　 豚　　 ブロイラー　 レイヤー　 犬 ・猫　 魚（淡水） 魚（海水） 観賞魚　 その他

アミノグリコシド 68．3 4．1　　　6．3　　　　0 ．5　　　3 9．6　　1 0．5　　　　6．5　　　　0．8　　　　0．0　　　　0．0 　　　　0．0　　　　0．0

セフエム 1．6 0．2　　　1．1　　　0．0　　　　0．2　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0 　　　　0．0　　　　0．0

テトラサイクリン 4 55．5 1 9．0　　1 5．1 　　　0 ．0　　2 9 1 ．4 　　　6 5．2　　　2 5．6　　　0 ．0　　　1．8　　　3 6．4　　　0．0 　　　0．6

へ〇二シリン 100．3 7．2 　　　的　　　0 ．7 　　3 2 ．8 　　　6 ．5 　　　4 ．7 　　　0 ．6 　　　0 ．0 　　4 1 ．3 　　　0 ．0 　　　0 ．0

へくナチト‘ 1．2 0 ．0　　　0 ．0　　　0 ．0 　　　0 ．8 　　　0 ．2 　　　0 ．2 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0．0 　　　0．0 　　　0．0

マクロライト’ 142．0 0 ．5 　　　0 ．2 　　　0．0 ・　　2 5 ．5 　　　8 ．3 　　　9 ．8 　　　0 ．0 　　　0．0　　　9 7 ．2 　　　0 ．0 　　　0 ．6

リンコマイシン 19．0 0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　1 3 ．6 　　　2 ．9 　　　0 ．0 　　　0．2 　　　0 ．0 　　　2．2 　　　0．0 　　　0．0

抗真菌性 0．1 0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0．1 　　　0 ．0 　　　0．0 　　　0．0 　　　0．0

その他 11．9 0 ．7 　　　0 ．4 　　　0 ．0 　　　8 ．7 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0．5 　　　0 ．0 　　　1．7 　　　0．0 　　　0．0

合計 799．9 3 1 ．6　　　3 2 ．0　　　1 ．2　　4 1 2 ．5　　　9 3 ．6　　　4 6．8　　　2 ．2　　　1 ，8　1 7 8．8 　　　0．0 　　　1．2

（単位：トン）

表12　2002年動物種別抗生物質の販売数量（純末換算）
系 統 合 計 肉 牛 　　 乳 牛 　　 馬 　　　 豚 　　 ブロイラー　 レイヤー　 犬 ・猫 　 魚 （淡 水 ） 魚 （海 水 ） 観 賞 魚 　 そ の 他

アミノグリコシト‘ 60．0 0 ．9 　　　　6 ．0 　　　0 ．0 　　　3 5 ．8 　　1 0 ．8 　　　　6 ，3 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0

セフエム 1．7 0 ．1 　　1 ．3 　　　0 ．0 　　　0 ．2 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0

テトラサイクリン 4 38．6 7 ．3 　　　　4 ．6 　　　0 ．0 　　2 6 5 ．8 　　1 0 2 ．3 　　1 2 ．8 　　　0 ．0 　　　0 ．2 　　　2 5 ．2 　　　0 ．0 　　　2 0 ．4

へ〇二シリン 95．3 6 ．9 　　　8 ．0 　　　0 ．0 　　　2 5 ．8 　　　8 ．8 　　　6 ．4 　　　5 ．8 　　　0 ．0 　　　2 7 ．3 　　　0 ．0 　　　6 ．2

ヘナ チト■ 3．3 0 ．1 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　2 ．5 　　　0 ．1 　　　0 ．1 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．4

マクロライト● 91．7 0 ．3 　　　0 ．2 　　　0 ．0 　　　2 6 ．7 　　　6 ．5 　　　4 ．8 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　4 8 ．3 　　　0 ．0 　　　4 ．2

リンコマイシン 19．3 0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　9 ．4 　　　1 ．3 　　　0 ．0 　　　1 ．2 　　　0 ．0 　　　6 ．2 　　　0 ．0 　　　1 ．2

抗 真 菌 性 0．1 0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．1 　　　0 ．0 　　　0 ，0 　　　0 ．0 　　　0 ．0

そ の 他 臥5 1 ．0 　　　0 ．2 　　　0 ．0 　　　4 ．2 　　　0 ．0 　　　0 ．0 　　　0 ．7 　　　0 ．0 　　　0 ．4 　　　0 ．0 　　　0 ．0

合 計 71 6．4 1 6 ．7 　　　2 0 ．5 　　　0 ．0 　　3 7 0 ．4 　1 2 9 ．9 　　　3 0 ．4 　　　7 ．9 　　　0 ．2 　1 0 7 ．4 　　　0 ．0 　　　3 2 ．3

（単位：トン）
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図6　2001年度物種別抗生物質の販売数量
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表13　動物用合成抗菌剤の販売高及び動物用医薬品全体に占める割合
1962　 1963　 1964　 1965　 1966　 1967　 1968　 1969　 1970　 197 1 1972　 1973　 1974　 1975　 1976　 1977　 1978　 1979　 1980　 1981 1982

合成抗菌剤 21 3．4　30 4．9　417．0　459．6　536．4　642．3　926．911 24．517 20．914 98．216 48．0169 8．2　24 35．6　4 818．9　8 13 7．1 6706．5　519 7．2　50 31．8　5 525．145 44．9　4 270．0

動物薬全体 6152．7　7724．2　8763．910556．713546．818295．424110．528510．6312‘71．031524．127493．741232．745225．352634．471020．953024．155986．356466．957356．562654．165575．4

割合（％） 3 ．5 　　3 ．9 　　4．8 　　4 ．4　　4 ．0 　　3 ．5 　　3 ．8 　　3 ．9 　　5 ．5 　　4 ．8 　　6．0 　　4 ．1　　5 ．4 　　9 ．2 　1 1 ．5　1 2 ．6 　　9 ．3 　　8 ．9　　9．6 　　7 ．3　　6 ．5

1 9 8 3　 1984　 1985　 1986　 1987　 1988　 1989　 1990　 1991 19 9 2　 1993　 1994　 1995　 1996　 1997　 1998　 1999　 2000　 2001　 2002

合成抗 菌剤 4899．7　4238．3　3898．4　4144．9　4526．9　3157．13313．5　5870．4　6860．16488．0　8102．9　8169．3　6000．2　6246．6　7235．2　68 05．2　6511．5　6465．5　6118．4　5249．9

動物 薬 全体 71729．270593．7724 78．074163．477705．577729．877046．680588．381232．576015．874100．275678．868648．669478．27401 6．1750用．375061．080817．679928．979540．1

割 合（％） 6 ．8 　　6 ．0 　　5 ．4 　　5 ．6 　　5 ．8 　　4 ．1 　　4 ．3 　　7 ．3 　　8 ．4 　　8 ．5 　1 0 ．9 　1 0 ．8 　　8 ．7 　　9 ．0 　　9 ．8 　　9 ．1 　　8 ．7 　　8 ．0 　　7 ．7 　　6 ．6

t
⊥
㌫
　
－

（単位：百万円）

図 8 　 動 物 用 合 成 抗 菌 剤 の 販 売 高

百 万 円

l
8 ，0 0 0 ・

7 ．0 0 0

6，0 0 0

5 ，0 0 0

4 ，0 0 0

3 ，0 0 0

2 ，0 0 0

1 ，0 0 0

0

▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▲■■　　　　　　　　　　　 き
／＼　　　　　　　 ／ ＼ ▲　　 き

／ ＼　　　　　　 ハ J lノ ヽ 、

／ L 人 　 　 　 　 　 r 　 　 　 　 　 　 ヽ

r 　 ’ 1｝ ＼ J ／

／　　　　 ’ U

ノ

＿ノ ▼◆イ

l l l l l l l l l l 】l l l l l l 】1 1 1 1 】l l l l l l l l l l 】l l l l l

N 　　u つ　　〇〇　1 ．－　　寸　　「、　　⊂〉　【つ　　q ）　の　　N 　　u つ　　0 ⊃　1 ．－
q＞　　く£〉　　く⊂〉　　「－　　トー　「、　　O D　　O 〇　　〇〇　　〇〇　　C b　　C P 　　C P　　⊂〉
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表14　合成抗菌剤の販売数量（純末換算）
系 統 200 1 20 0之

キノロン 3．2 2．4

サルファ剤 174．6 162．1

チアンフエ二コール 31．9 20．7

ニトロフラン 6．4 4．9

フルオロキノロン 6．3 6．5

そ の 他 34．3 19．2

合 計 256．7 215．8

（単位：トン）



表15フルオロキノロン系抗菌剤の販売数量（純末換算）

薬 剤 名　 ■ 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 2 0 0 1 2 0 0 2
エン ロフ ロキ サ シ ン 0 ．8 1．8 2．5 2 ．7 2 ．5 3 ．8 2 ．4 2 ，9
オ フロキ サ シ ン 0 ．4 0．4 0．3 0．4 0．4 0．4 1．1 1．0
ダ ノプ ロキ サ シ ン 0 ．2 0．1 0 ．2 0．2 0．3 0．1 0 ．1

べ プ ロフ ロキ サ シン －0．0 0．0 0．0 0．0 0．1
ジフ ロキ サ シ ン 0 ．2 0 ．4 0．0 0 ．0
オ ル ビフ ロキ サ シ ン 0 ．2 0 ．2 0．4 0 ．5 0 ．7 0 ．7
ノル プ ロキ サ シン ・ 2 ．0 1．8
合 計 1．2 2 ．4 3，1 r3．5 3．7 5 ．5 ．6．3 6．5

（単 位 ：トン） ‘空 欄 ：該 当 無 し
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表 1 6 2 抑 年 数 物 種 別 合 成 抗 菌 剤 の 販 売 数 量 （純 末 換 算 ）

系統 薬剤名 合計 肉牛 乳牛 馬　 豚 ブロイラー レイヤー 犬 ・猫 水産用 水産 用 観賞魚 その他

　　　　　　　　 （泌水） （海水）

キノロン

オキソリン酸 2．9 　　　　　　　　　　　　JX
0 ・ 0 　 0 ・ 0 　 　 0 ・ 0 　0 ・ 2 　 0 ・ 0 　 　 　 0 1 　2 5 　 0 0 　0 0ナリゾクス酸 0．0 0．0

フルメキン

ロキサシン
0．3

0．0
0．3

小計 3．2 0 ・0 　0 ・0 　0 ・0 　　0 0 　　0 2 　0 0 　　0 0 　　0 1 　　2 8 　　0 0 　　0 0

サルファ剤

スルフアキノキサリン 0．5 0 ・3 　　0 ．2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 0
スルプアクロルビげ リンナトリウム 0．3 ．0．3
スル77ゾアゾン 0．2 0．2
スル77ゾミシ’ン 4．7 0 ・0 　　　　　　　4 ・7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 0
スル77ゾメトキシン 8．8 0 ・8 　0 ・4 　0 ・1 　3 ・5 　　3 ・1 　0 ・3 　　0 ．1 　　　　　　　　　　　　0 4
スルフアゾメトキシンナトリウム 2．6 0 ・1 　0 ・0 　0 ・0 　1 ・7 　　0 ・8 　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．0

スルファドキシン 1．1 1．1
スルフォメトキサゾール 83．8 0 ・1 　　　　　　7 2 ・7 　　8 ・7 　2 ・0 　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．2
スルフアメラシンナトリウム 0．4 0 4　　　 0 0
スルプアモノメトキシン 4 0．8 5 ・9 　7 ・6 　0 ・5 　2 4 ・6 　　1 ．7 　　　　　0 ．0 　　0 ．2 　　　0 2
スルフアモノメトキシンナトリウム 10．7 2．1　3 ．2　　　　　　5．4

スルフイソゾールナ川ウム 20．6 　 　 　 　 　 　 1 0 ． 3 1 0 ． 3

9 ・1 1 1 ・3 0 ・7 1 1 4 ・0 1 4 ・6 2 ・5 0 ．4 1 0 ．4 1 0 ．5 　0 ．5 　0 ．6

0 ・ 0 0 ・ 1 1 0 ． 0 　 2 ． 3 0 ． 1 　 1 7 3

小計 174．6

チアンプエ＝コール

チアンプエニコール 29．8
フロルフェ二コール 2．1 0．8 　　　　　　　　　1 ．3

小計 31．9 0 ・8 　0 ・1 　0 ・0 　1 1 ・2 　　2 3 　　0 1 　0 0 　　0 0 　1 7 3 　　0 0 　　0
二ト白フラン′ ニトロフラゾン

二フルスチレン酸ナトリウム

0．4

6．0

　．0

　 0 ． 4

6 0　 0 0ニトロフラン 小計 6．4 0 ・0 　0 ・0 　0 ・0 　0 ・0 　0 ・0 　0 ・0 ■0 ・0 　0 ・0 　6 ．0 　0 ．5 　0 ．0

0 ． 2 　 0 ．2 　 　0 ． 2 1 ． 4 　 　0 ． 4

フルオロキノロン

エンロフロキサシン 2．4

オフロキサシン 1．1 1．1
オルビフロキサシン 0．7 0 ．1 　0 ．0 ・　　　　0 ．3 　　　　　　　　　　0 ．2
ル フロキサシン 2．0 0．7　　　1．0　　0．3
メシル酸ダノフロキサシン 0．1 0 ．0　　0．0　　　　　　0．1 　　0．0
塩 酸ゾフロキサシン 0．0 0．0

小吉 ．6．3 0 ・3 　0 ・2 　0 ・0 1 ・3 　3 ・6 　0 ・3 　0 ・6 　0 ．0 　0 ．0 　0 ，0 　0 ．0

0 ・ 3 　 0 ． 1 　 0 ． 5 　 0 ． 6 　 　 　 　 0 ． 1

その他

かレメげ リム 1．5
加レlT ックス 14．2 14．2
トリメげ リム ’ 18．6 0 ・0 　　　　　　1 6 ・3 　1 ・8 　　0 ・4 　　0 ・0 　　　　　　　　　　　　　0 1
ホモスルファミン 0．0 0 0
小計 34．2 0 ・3 　0 ・1 　0 ・0 　3 1 ・0 　　2 3 　　0 4 　　0 1 　　0 1 　　0 0 　　0 0 　　0 1

合計 256．7 1 0 ・5 1 1 ・7 　0 ・7 1 5 7 ・6 　　2 3 1 　3 3 　1 0 　1 0 6 　　3 6 6 　　0 9 　　0

（単位 ：トン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・7
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表 1 7 2 0 0 2 年 動 物 種 別 合 成 抗 菌 剤 め 販 売 数 量 （純 末 換 算 ）

系統 薬剤 名 合計 肉牛　 乳牛　 馬　 豚　 ブロイラー レイヤー　犬・猫　水産用　 水産用　 観賞魚　その他

（淡水） （海水）

キノロン

オキソリン酸 2．2 0 ・0 　0 ・1 　　　　0 ．1 　　0 ．4 　　0 ．1 　　　　　　0 ．2 　　0 ．8 　　0 ．2 　　0 ．4
ナリゾクス酸 0．0 0．0
フルメキン

ミロキサシン

0．1

0．0
0．1

小計 2．4 0・0 　0 ・1 　0 ．0 　　0 ．1 　　0 ．4 　　0．1 　0 ．0 　　0 ．2 　　0 ．9 　　0 ．2 　　0．4

サルファ剤

スルフアキノキサリン 0．6 0．3　　0．2
スルフアタロルビ脾γ ンナトリウム 0．2 0．2
スル77ゾアシ’ン 0．2 0．2
スルフアジミゾン 6．4 3 ．7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 7
スル77ゾメトキシン 29．1 2 ・7 　1 ．3 　0 ．0 　1 0 ．1 　1 1 ．1 　3 ．4 　　0 ．0 　　　　　　　　　　　　　　0 4
スルフアリメトキシンナトリウム 3．3 0 ．2 　　0 ．0 　0 ．0 　1 ．8 　　1 ．2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．0
スルファドキシン 1．1 1．1
スルフォメトキサゾール

スル77メラリンナトリウム

72．0

0．0

4 4 ．4 　1 ．d 　1 ．8 　　　　　　　　　　　　　　　2 4 ．0

スル77モノメトキシン 45．1 2．5　　2 ．7　0．5　　2 7 ．3　　　2．0　　　　　　3 ．4　　　3．4　　　3．4
スル77モノメトキシンナトリウム

スルフイソゾールナトリウム

4．3

0．0

0 ．4 　　0 ．6 　　　　　1 ．1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 ．2

小計 1 62．1 5 ・8 　4 ．6 　0 ．5 　　8 9 ．7 　1 6 ．4 　　5 ．5 　　3 6 　　3 4 　　5 5 　　0 0 　　2 7 1

チアンフェ＝コール

チアンプエ＝コール 16．6 0 ．0 　　0 ．0 　　　　　8 ．0 　　0 ．9 　　0 ．1 　　　　　　　　　　6 ．0 　　　　　　1 6
フロルフエ二コール 4．0 0 ．5 　　　　　　　　2 ．2 　　0 ．4 　　　　　　　　　　0 ．5 　　0 ．4

小計 20．7 0 ・5 　0 ．0 　0 ．0 　1 0 ．2 　　1 ．4 　　0 ．1 　0 0 　　0 5 　　6 4 　　0 0 　　1 6

ニトロフラン

ニトロフラゾン

こフルスチレン酸ナトリウム

0．0

4．9 4．3　　　0．6
小計 4．9 0 ・0　0 ．0 　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0．0 　　0．0 　　0．0 　　4．3 　　0．6 　　0．0

フルオロキノロン

エンロフロキサシン 2．9 0 ．2 　　0．2　　　　　　0 ．2 　　1．7 　　　　　　0．7
オフロキサシン 1．0 0．8　　　　　　　0．2
オルビフロキサシン ・0．7 0 ．1 　0 ．0 　　　　　0 ．4 　　　　　　　　　　0 ．2
ノルフロキサシン 1．8 0．9　　　0．7　　0．2
メシル酸ダノフロキサシン 0．1 0．0　　0．0　　　　　　0．1

小計 6．5 0 ・3 　0 ．2 　0 ．0 　1 ．6 　　3 2 　　0 2 　1 1 　　0 0 　　0 0 　　0 0 　　0 0

その他

オルルブリム

加h T ックス

トリメげ リム

ホモスルファミン

0．0

19．2

0．0

0，0

19．2

小計 19．2 0 ・0 　0 ．0 　0，0 　1 9 ．2 　　0 ．0　　0 ．0　　0 ．0　　0 ．0　　0 ．0　　0 ．0　　0 ．0
合計 215．8 6・7　4．9　0 ．5 1 2 0．8 　　2 1 ．3 　　5 ．8 　　4．7 　　4．0　1 7．1　　0 ．9 　　2 9，1

（単位 ：トン）

－88－



表18　2001年動物種別合成抗菌剤の販売数量（純末換算）

系統 合計 肉牛　　 乳牛　　　 馬　　　 豚　　 ブロイラー　 レイヤー　　 犬 ・猫　 魚（淡水） 魚（海水） 観 賞魚　 その他

キノロン 3．2 0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0 ．0　　　　0．2　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．1　　　2．8　　　　0．0　　　　0．0

サルファ剤 174．6 9．1　　1 1．3　　　　0．7　　1 1 4．0　　　1 4．6　　　　2．5　　　　0 ．4　　1 0 ．4　　　1 0．5　　　　0，5　　　　0．6

チアンプエ二コール 31．9 0．8　　　　0．1　　　0．0　　　1 1．2　　　　2．3　　　　0．1　　　0．0　　　　0 ．0　　　1 7．3　　　　0．0　　　　0．0

ニトロフラン 6．4 0．0　　　　0．0 　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　6．0　　　　0．5　　　　0．0

フルオロキノロン 6．3 0．3　　　　0．2　　　　0．0　　　1．3　　　　3．6　　　　0．3　　　　0．6　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0

その他 34．2 0．3　　　　0．1　　　0．0　　　3 1．0　　　　2．3　　　　0．4　　　　0．1　　　0．1　　　0．0　　　　0．0　　　　0．1

合計 256．7 1 0．5　　　1 1，7　　　　0．7　　1 5 7．6　　　2 3．1　　　3 ．3　　　1．0　　1 0．6　　　3 6．6　　　　0．9　　　　0．7

（単位：トン）

表192002年動物種別合成抗菌剤の販売数量（純末換算）
系 統 合 計 肉 牛 　　 乳 牛 　　　 馬　　　 豚 　　 ブ ロイラー　 レイヤー　　 犬 ・猫 　 魚 （淡 水 ） 魚 （海 水 ） 観 賞 魚 　 そ の 他

キノロン 2．4 0 ．0 　　　　0 ．1 　　　0 ．0 　　　　0 ．1 　　　0 ．4 　　　　0 ．1 　　　0 ．0 　　　　0 ．2 　　　　0 ．9 　　　　0 ．2 　　　　0 ．4

サルファ剤 162．1 5 ．8　　　　4 ．6 　　　　0 ．5 　　　8 9 ．7 　　　1 6 ．4 　　　　5 ▲5 　　　　3 ．6 　　　　3 ．4 　　　　5 ．5 　　　　0 ．0 　　　2 7 ．1

チアンフエ二コール 20．7 0 ．5 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　1 0 ．2 　　　1 ．4 　　　　0 ．1 　　　0 ．0 　　　　0 ．5 　　　　6 ．4 　　　　0 ．0 　　　1 ．6

ニトロフラン 4．9 0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0　　　　0 ．0　　　　4 ．3 　　　　0 ．6 　　　　0 ．0

フルオロキノロン 6．5 0 ．3 　　　　0 ．2 　　　　0 ．0 　　　1 ，6 　　　　3 ．2 　　　　0 ．2 　　　1 ．1 　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0

そ の 他 19．2 0 ．0　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　1 9 ．2 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0 ．0 　　　　0．0

合 計 2 1 5．8 6 ．7 　　　　4 ．9 　　　　0 ．5 　　1 2 0 ．8 　　　2 1 ．3 　　　　5 ．8 　　　　4 ．7 　　　　4 ．0 　　1 7 ．1 　　　0 ．9 　　　2 9 ．1

（単位：トン）

図9　2001年動物種別合成抗菌剤の販売数量
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表2 0 　2 0 0 1 年における動物種 別抗菌性物質の販売数量

種類 乳牛 肉牛 牛小計 豚 レイヤー フロイラ 鶏 小計

動物用 医薬 品 抗生物 質 32．0 31．6 63．6 412．5 46．8 9 3．6 140．4

合成抗 菌剤 11．7 10．5 22．2 157．6 3．3 2 3．1 26．4
計 43．7 4 2．1 85．8 570．1 50．1 1 16．6 166．8

（単位：トン）

表212002年における動物種別抗菌性物質の販売数量
種 類 乳 牛 肉牛 牛 小 計 豚 レイヤ ー フロイラ 鶏 小 計

動 物 用 医薬 品 抗 生 物 質 2 0．5 16．7 3 7．2 3 70．4 3 0．4 129．9 1 60．3
合 成 抗 菌 剤 4．9 6．7 11．6 12 0．8 5．8 2 1．3 2 7．1
計 ・2 5．4 2 3．4 48．8 4 9 1．2 3 6．2 15 1．2 18 7．4

（単位：トン）

－
¢
0
－

表222001年における1頭羽当たりの抗菌性物質の推定使用量

動物種

飼養

抗 菌性 物質 抗生物質

抗菌性

物質の

販売量
（Kg）

1頭 羽 抗性 物質 1頭 羽
頭 羽数 当たり の販 売量 当たり

（干） （g） （Kg） （g）

牛 5，639 85，800 15．2 63，600 11．3
豚 17，251・ 570．100 33．0 412，500 23．9
鶏 ．784，593 166，800 0．2 140，400 0．2

表23　2002年における1頭羽当たりの抗菌性物質の推定使用量

動物種

飼養

抗菌性 物質 抗生物 質

抗菌性

物質の

販売量
（Kg）

1頭羽 抗性 物質 1頭羽

頭 羽数 当たり の販 売量 当たり

（千） （g） （Kg） （g）

牛 5．832 49，200 8．4 37．200 6．4
豚 17，099 492，900 28．8 370，400 2 1．7
鶏 80 1．143 189，100 0．2 160，300 0．2



表24 特定添 加物検定合格量 （純末換算 ）

薬剤名 1978　 1979　 1980　 1981　 1982　 1983　 1984－　 198 5　 1986　 1987　 198 8
塩酸カスガマイシン 0．4 　　　0 ．1　　0 ．q　　　O．0
デストマイシンA 2 4．1　28 ．5 　1 9．0　　2 4．3　19 ．7 　　22 ．7 　　22 ．5 　　24 ．3 ‘　22 ．0 　　23 ．2 　　20 ．6
ハイグロマイシンB 1．7 　　1 ．0　　1 ．2 　　　2 ．9 　　2 ．4　　3 ．3 　　　3 ．3 　　　3 ．5 　－　4 ．2 　　3 ．9　　　3．0
硫酸カナマイシン 0 ．5　　1 ．3 　　　0．5　　　0 ．2 　　　0．0　．0．0
硫酸フラジオマイシン 0 ．8 　　0 ．0 　　0 ．3 　　0 ．0 　　0 ．1 　1 ．2 　　1 ．1 　　0 ．6

エンボン酸スビラマイシン 0 ．5 　　0 ．6 　　　0 ．3 　　　0 ．5 　　0 ，5 　　0 ．4 　　0 ．8 　　　0 ．6 　　0 ．6 　　0 ．4 　　0 ．0
キタサマイシン

セデカマイシン

ホりスチレンスルホン酸オレアント●マイシン

21 ．2 　　2 1 ．8 　1 6 ．5 　1 4 ．9 　　3．4 　　4．9 　　　5 ．6 　　　5 ．2 　　6．0 　　　8 ．1 　　2 ．1

0．0　　　0．0　　　0．0 　　　0．0　　　0．0　　　0．0 　　　0．0　　　0．0　　　0．0 　　　0 ．0　　　0．0
リン酸タイロシン 10 ．3　1 2 ．1 　11 ．1 　、；8．0 　　2 3 ．1　4 0．9 　　4 5 ．4 　　50 ．4　　5 9．1 　66 ．1　5 2 ．0
サリノマイシンナトリウム

センデュラマイシンナトリウム

ナラシン

モネンシンナトリウム

1 7 ．1 5 0 ．9 7 0 ．6 8 7 ．3 9 8 ．3 1 1 4 ．2 1 2 4 ．5 1 1 5 ．9 1 1 6 ．2 1 0 6 ．9 1 0 9 ．8

8 2 ．0 1 1 1 ‾．2 1 1 1 ．1 5 4 ．8 5 9 ．0 5 5 ．7 5 2 ．9 4 5 ．2 ■r 2 9 ．6 2 9 ．6 3 1 ．7
ラサロシドナトリウム 4．6　　　7．0　　28．6　　■34．2　　44．0　　51．6
亜鉛バシトラシン 51．2　　62．5　　60，9　　60．0　　60．2　　62．3　　5 7．9　　53．4　．．47．4 　　49．7　　49．0
アポパルシン

0．5　　　0．0
エンラマイシン

オリエンチシン

ケベマイシンナトリウム

9 ．0 　　　7 ．1 　　6 ．1 　　5 ．9 　　　7 ．4 　1 2．0 　1 0 ，6 　1 1 ．5 　1 4 ．6 　1 1 ．6 　　　8 ．1

0．0　　　0．0　　　0．0　　　0．0　　　0．0　　　0．0
チオペプチン 11 ．8　11．8　　　7．6 　　　2 ．8　　　4 ．0 　　　4．3　　　3 ．8 　　　5．3　　　4 ．9　　　3．5 　　1．6
ノシヘブタイド 1．1　　　2．8
バージニアマイシン 1 ．7 　　7 ．4 　　6 ．7 　　3 ．3 　　6 ．5 　　6 ．9 　1 4 ．4 　1 ＿3 ．5 　1 0 ．3 　1 2 ．5 　1 1 ．6
フラボフオスフォノポール 1 ．9　　　0 ．2　　　0 ．4　　　0 ．4　　　0 ．2　　　0．3　　　0 ．3　　　0 ．3　　　0．2　　　0 ．1　　0．2
マカルポマイシン 1 ．4　　　0 ．9　　　0．4　　　0．0　　　0．0　　　0．1 　　0 ．0　　　0 ．0
マンガンバシトラシン 12．7 　　　7．4 　　　7．7 　　　6．4　　　7．2　　　9．0　　　7，3　　　0．0
硫酸コリスチン 4 2 ．8 　　3 6 ．9 　　3 9 ．0 　1 8．7 　1 5 ．6 　1 5 ．8 　　2 0．7 　　2 0 ．1　1 5 ．9 　1 8．0 　1 5 ．7
アルキルトリメチルアンモニウムカルシウムオキシテトラサイクリン 1 2 ．3 　1 4 ．8 　1 4 ．6 　1 1．9 　1 2 ．4 　＿1 6 ．0 　14 ．0 　1 1 ．6 　　　9 ．6　　　7 ．2 　　　2 ．0
塩酸オキシテトラサイクリン 7．6　　17．5　　－9．7　　1 7．4　　15．0　　　5．9
クロルテトラサイクリン

アビラマイン

エフロトマイシン
ビコザマイシン

ポリナクテン

合計

1 1 ．2 7 ．4 8 ．4 6 ．2 8 ．5 8 ．7 1 0 ．2 1 1 ．0 1 1 ．3 1 3 ．3 1 0 ．1

　 　 　 1 ． 0 0 ． 0 2 ． 5 3 ． 3 0 ． 0 2 ． 7

3 2 1 ．7　4 0 1．0　39 2．4　32 5．9　34 3 ．6　3 9 0．2　40 2．1　40 3 ．2　38 9 ．4　3 9 9．7　37 4．7
（単位：トン）　　　　　　　　　　　　 ※空欄 ：該当無し

－
這
－
－



表24 （続 き）特定 添加 物検定合格量 （純末換算 ）

薬剤名 198 9　 19 90　 199 1　 1992　 1993　 19 94　 1995　 1996　 19 97　 1998　 1999　　 2000　　 200 1　 2002
塩酸カスガマイシン

デストマイシンA 18 ．9 　1 3 ．4 　1 1 ．9 　12 ．6 　　　7 ．7 　1 0 ．8 　　　8 ．6 　　　7 ．2　　　8 ．1 　　5 ．4　　　6 ．1 　　5 ．1 　　3 ．8　　　4 ．9
ハイグロマイシンB

硫酸カナマイシン

硫酸フラジオマイシン

エンボン酸スビラマイシン

2 ． 3 2 ． 1 1 ． 4 2 ． 6 1 ． 8 1 ． 5 1 ． 1 0 ． 8 0 ． 6 0 ． 5 0 ． 5 0 ． 6 0 ． 2 0 ． 0

0 ．0 0 ．0

キタサマイシン 3 ．6 　　0 ．4 　　0 ，9 　　1 ．1 　　0 ．8 　　0 ．5 　　0 ．7 　　0 ．5 　　0 ．2 　　0 ．0 　　0 ，0 　　0 ．0 　　0 ．0 　　0 ．0
セデカマイシン 0．9 　　1．2 　　1 ．2 　　　0 ．6 　　　0 ．6　　　0 ．3 　　1 ．5　　1 ．8　　　0 ．9　　1 ．5
ホリスチレンスルホン酸オレアント●マイシン 0．0　　　0．0

リン酸タイロシン 5 0．6 　　48 ．7 　　38 ．5 　1 6．4 　　2 3．3 　　　7 ．9 　　　6 ．2 　10 ．2 　　　5．3 　　　3 ．3 　　　5 ．9 　　1 ．1 　1 ．1 　1 ．3
サリノマイシンナトリウム 80 ．0 　　95．4　　9 1．7　　8 2．1　78 ．6 　　72 ．1　48 ．9 　　50 ．6 　　50 ．8 　　42 ．9 　　4 6．7　　4 7．1　46 ．0 　　29 ．2
センディラマイシンナトリウム 0 ・5 　1 3 ・3 　1 1 ・6 　1 1 ・0 　　5 ・8 　　3 ・6 　　5 ・0 　　2 ．7 　　草．肇
ナラシン 4，4　　15．7
モネンシンナトリウム 29．5　　31・．5　　38 ．6　　28 ．8　　32 ．1　32．4 　　3 8．3 　　35．9　　33．7 　　3 3．0 　　2 3．9 　　2 1．9 　　2 6．1 　24 ．3
ラサロシドナトリウム 70．9　　65．3　　63．1　5 8．2 　　6 0．3 　　5 0．3 　　5 7，4 　　＿35．8　　39．8 　　34．1　3 9．8 　　2 7．3　　28 ．6　　22 ．0
亜鉛バシトラシン 4 7．8 　　55 ．7 　　5 4．5 　　47 ．7 　　4 7．5 　　43 ．2 　　3 5．9　　36 ．3 　　2 6．9　　22 ．0 　13 ．8 　1 2 ．1 　　8．1　　4．4
アポパルシン 3．5 　　　3 ．8　　　9 ．1 　　6．9 　　　臥9 　　　5 ．2　　1 ．8 　　1．0
工ンラマイシン 7．4 　　　7．4 　　　6，5 　　　4 ．6　　　4 ．1　　4．5　　　3．8 　　　3．8　　　4．3　　　3．4 　　　4．6 　　　5．0 　　　2．6　　　3 ．1
オリエンチシン

ケベマイシンナトリウム

チオペプチン

　 　 　 　 　 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0

3 ． 4 4 ． 0 2 ． 5 2 ． 5 3 ． 6 2 ． 2 1 ． 2 1 ． 6 0 ． 9 1 ． 5 　 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0
ノシヘブタイド 4．3 　　　4．2 　　　4．6　　　5．2　　　3．5　　1．5　　　2．3　　　2．3　　　3 ．2　　　3 ．9　　　3．5 　　　4．4 　　　3．7 　　　2．4
バージニアマイシン 8．6 　　　5．7 　　　8．4　　　4．7　　　6．6　　　2 ．8　　　4 ．6　　　7 ．7　11 ．9　　　6．6　　　0 ．0　　　2．2 　　　2 ．2 　　　0．0
フラボフオスフォリポール

マカルポマイシン

マンガンバシトラシン

硫酸コリスチン

0 ． 1 0 ． 0 0 ． 1 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0

1 6 ．9 1 5 ．5 1 6 ．4 1 6 ．2 1 4 ．1 1 1 ．7 1 3 ．5 1 2 ．0 1 2 ．1 1 3 ．4 1 7 ．8 1 9 ．4 2 2 ．7 2 3 ．2
アルキルトリメチルアンモニウム加レシウムオキシテトラサイクリン

塩酸オキシテトラサイクリン

クロルテトラサイクリン

3．4　　　6 ．0 　　　4 ．4 　　　4．4　　　2 ．9 　　　3．7　　　4．6　　　4 ．0 　　　4．0　　　4．3　　　5 ．0　　1 ．8 　　　2．1　　3 ．2

1 3．3　1 0．2 　　1 3．0 　　　6．0 　　　7．2 　　　6．0　　　5．0 　　　4．8 　　　6．0　　　7．2 　　　6．0　　　7．2　　　6．0　　　4．7
アビラマイン 1 ．8　　　9．3　　15．9　　1 4．7　　13 ．2　　1 1．7　　　4．4　　　6．5 　　　5 ．8　　1 1．4　　14．8
エフロトマイシン 0．0 ‾　　　0．0　　　0 ．0　　　0 ．0　　1．1　　1．7　　　2 ．9　　　3 ．6　　　4 ．5 　　　2．7 　　　2．7
ビコザマイシン 3 ．8 　　　5 ．9 　　　6 ．3 　　　6 ，8 　　　6．7　　　4．8　　1 ．8　　　3 ．6　　　2．1　　0 ．9 　　　0．0　　　0．0　．0 ．0 　　　0 ．0
ポリナクテン 0．0　　　0．0　　　0．0 　‾　　0 ．0　　　0 ．0　　　0 ．0　　　0．0　　　0．0　　　0 ．0　　　0 ．0　　′0 ．0
合計 36 8．3　　37 5．0　37 1．7　　30 8．4　319．8　　278．7　　26 4．8　　24 4．4　23 4．8　19 5．6　18 8．7　17 2．5　17 5．3　15 9．8．
（単位：トン）　　　　　　　　　　　　　 ※空欄 ：該当無し

ー
り
N
－



表25系統別特定添加物検定合格量
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（単位：トン）



図11特定添加物検定合格数量（系統別）
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図12　特定添加物の検定合格数量割合
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表26　家畜等に使用される抗生物質の総量（純未換算）

年度 1969 19 70 1972　 1976 1 977　　 1980 19 81 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989　　 200 1 2002

動物用医薬品 2 1 6 ・ 4 2 4 3 ・ 3 2 9 7 ・7 　 4 8 8 ・3 3 8 2 ・ 8 　喜語葺き塁喜：喜喜語喜…語塁諾孟話芸≡語宝…誌書芸語等豊　麗≡子詰ま
飼料添加物
合計 21 6．4 　2 4 3．3　2 9 7．7　　48 8．3 　3 8 2．8　　93 7 ．7　8 1 3．1 9 2 0 ・9 1 1 3 5 ・8 1 1 7 6・8 1 1 7 5・9 1 2 9 6 ・7 1 2 8 1 ・4 1 2 1 7・9 1 1 3 8・3　　9望・2、87 6・2

止：ノ

－
ゆ
か
－

図 13 家 畜 等 に使 用 され る抗 生 物 質 の総 量
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表27飼養頭数及びと殺数

ー
り
↓
－

豚　単位 ：頭 牛　単位 ：頭 鶴　単位 ：干羽

飼養 頭数

（子取りメス）
と殺数 計

飼養頭 数　　　　　　 と殺数
計

飼養 羽数
計

乳 牛 肉牛　　　 成 牛 子 牛 レイヤー ブロイラー

196 9 659．000 9．180，042 9，839，042 1，663，360 1．794．780 830．253 323．324 4，611，717 149．165 303，290 452．455
19 70 816．000 11．479．399 12．295．399 1．804，000 1，789，000 986，015 3 12，575 4，891．590 1 60．76 0 330，810 491，570

197 6 95 8．800 14．279．245 15，238，045 1，811．000 1．912．000 ■　947，203 76，383 4．746．586 147，735 520．770 668，505
197 7 1，028．000 16，080．801 17，108．801 1．888，000 1，987．000 1．10 6，57 8 91，334 5．072．912 15 1，92 9

155，032

574．03 0 7 25．95 9

‾19 80
1．152．000 19．943，353 2 1．095．35 3 2．091．000 2．091，000 1．187．039 44．244 5．413．283 643．140 643．140

198 1 1．171，000 18．708．979 19，879，979 2．10 4，000 2，28 1．000 1．321．689 44．033 5，750．722 644，950 799．982
198 2 1．164．000 19，109，689 2 0．273．68 9 2，103．000 2．382．000 1，355，307 43，197 5．88 3，50 4 159．340 68 0，34 0 83 9，68 0
198 3 1，187．000 19，08 0．53 4 2 0．26 7．534 2．098，000 2．49 2．00 0 1．388．206 44．867 6，023．073 162．82 1 718．850 8 8 1．67 1
19 84 1，204，000 19，257．713 20．46 1．713 2．110，00 0 2，57 2．00 0 1．492．988 43．675 6，218．663 166．181 7 6 1．140 9 2 7，32 1

198 5 1，226．000 20，638，965 2 1．864．965 2．111，00 0 2，58 7．000 1，536，414 38，979 6．273，393 166．710 7 67．340 934，050

198 6 1，202，000 20．996．966 2 2，198．96 6 2，103．000 2，639，000 1，521．045 29．632 6．292，67 7 170．202 764．088 934，290

19 8 7 1，218，000 21．247，997 2 2，46 5，99 7 2，049，000 2．645，000 1．485，682 2 1，700 6」20 1，38 2 176．915 782，479 959．394

19 88 1，229，000 2 1，23 3．97 5 22．462．975 2，017，000 2．65 0，00 0 1．422，187 18．137 6，107．324 179，372 78 0．13 7 959．509

198 9 1．214．000 2 1．41 6．952 22，630，952 2，031，000 2．651，000 1，376，001 15．940 6，073．941 179，925 771．046 950，971

20 0 1 9 22，00 0 16．329，083 17．251，083 1，726．000 2．804，000 1．103，488 5，37 8 5，638，866 177．396 607，197 784，593

20 02 916．000 16．18 3．49 5 17．099，495 1，726，000 2．838，000 1．262．820 4，782 5．831，602 177，447 623．696 8 0 1，14 3
空欄 ：該 当無 し



表28　配合飼料生産量

区分

年 度

　　養 鶏用

育す う用 成鶏 用 ブロイラー用 小計

養 豚用 乳牛用 肉牛用 うず ら用

その他の

家畜 家き

ん 用
計 ，

19 75 82 9 5．694 2，315 8．838 4，538 1，833 1，54 4

59

65 16．355

1980 944 6，403 3．345 10，6 92 6，399 2．323 2．724 116 2 1，387

1985 980 5，977 4二0 87 11，044 6．957 2．581 2，810 26 23，479

1986 1，032 6，092 4，223 11，347 6，912 2．581 2．966 58 20 23，884

1887 1．020 6，23岳 4．ノ3 56 11，594 7．049 2．641 3，037 59 23 24，403

1988 963 6，323 4，323 11，609 7，148 2，765 2，949 60 24 ・24，554

1989 92 1 6．256 4，241 11，417 7．212 ・2．916 3，005 63 23 24．636

1990 882 6，175 4．140 11，197 6，981 3，004 3，202 65 29 24，479

1991 914 6．309 4，099 11，322 6，783 3．073 3，423 58 32 24．691

1992 889 6，283 4，065 11，236 6，742 3，153 3，525 59 3畠 24．749

1993 903 6，397 3，956 11，256 6，799 3，150 3，584 58 35 24．883

1994 834 6．226 3，774 10，835 6，445 ■3．117 3，611 58 35 24，101

1995 829 6，244 3，720 10，793 6，．166 3．245 3，525 59 38 23，826

1996 ‾820
6．281 3，703 10，・804 6，159 3．334 3．482 56 26 23．860

1997 795 6，220 3．654 10．6．69 6，265 3，291 3，628 58 17 t23，927

1998 772 6．058 3，519 10，349 6，259 3，286 3．738 57 15 23，704

1999 765 6．077 3，513 10．355 6，165 3，294 3，709 56 15 23，595

2000 763 6，053 ・3，420 10，237 5，9由0 3，257 3，678 54 25 23，231

200 1 769 6，079 3，464 10，312 5，856 3．244 3．870 55 2 7 23，364

2002 779 6，13 7 3，584 10，500 5．960 3，284 3，891 58 29 23．722

2003 769 6，072 3，650 10，491 6，059 3．草85 4．044 54 36 23，968

（単位：千トン）　　空欄：該当無し

－98－



表29 動物 用ワクチンの種 類数の推移

　　年 度

動物種 1977 198 3 198 6 119 9 1 19 96

2 1

30

40

3

2 0 02
牛 12 12 13 16 2 1

4 5
豚 8 9 10 2 1
鶏 16 19 2 1 3 0 5§

7‾
・色
書計

0

36
0 0 2

4 0 4 4 69 94 12 9

ー99－



表30農薬の出荷数量（純宋換算）
1馴‡3　1964　1965　1966　1967　1968　1969　1970　19711972　1973　1974　1975　1976　1977 1978　1979　1980　19811982

シクロへキシミド

ゲリセオフルビン

クロラムフェニコール

セロサイシ■ン

カスカ●マイシン

ポリオキシン

ブラストサイシ●ンS

ノホ●ビオシン

11．7　12．4　13．3　17．3　18．7　　23．6

0．0　　0．1　　0．1　　0．0　　0．1　　0．1

0．2　　0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．1　　0．2

0．0　　0．9　　3．3　　1．5

0．0　　0．0　　0．3　19．0

0．0　　0．0　　0．0　　0．0

16．6　　20．3　　22．7　14．8

1
　
0
2
　
4
　
8
　
5

・
1
　
0
　
0
　
3
7
　
5

5
　
　
　
1

7

3

7

4

5

1
　
0
4
　
9
　
7

9
　
2
　
2

24．7　　25．6

0．1　　0．1

2
9
0
2
0
　
4

4
0
0
1
3
1
．

4
4
　
3

1

2
9
　
0

0
　
0
0

139．3

29．0　　38．7　　49．9

0

2

8

0

4

0
0
0
0
　
601

29．3　　33．3

0．0　　0．1

1
　
8
0
3
　
6

0
　
0
　
0
　
5
　
9

7
　
4

0
　
0
0
　
2
0

0
　
1
　
0
　
2
　
3

9
　
3

21．7　10．3　　6．3

11．2　　0．0　　0．0

9．0

65．0　　56．7　　50．1　55．3

0．1　　0．0　　0．0　　0．1

0．0　　0．0　　0．0　　0．0

1．0　　0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0　　0．0

96．0　　90．0　　78．9

38．9　　41．6　　56．3

19．7　　9．3　　7．8

0．0　　0．0　　0．0

18．4

63．8

3．5　10．6

0．0　　0．0

16．7　　40．5

62．7　　63．0　　68．8

0．0　　0．0

0．0

0．0

0．0

62．2

65．4

0

0

0

2

4

0
　
0
　
0
　
0
　
7

5
　
6

0
　
0
0
0
8
　
0

0

0

0

0

7

5
4
5

5．7　　4．2　　5．9

0．0　　0．0　　0．0

40．2　46．1　49．2　59．0　57．6　　57．3

63．9　　56．8

0
0
0
0
　
2

0
0
n
V
 
O
14

43．4　　40．3

1
－
0
0
－

ハリダマイシン

オキシテトラサイクリン

ミルデオマイシン

トリシクラゾール

トリプルミゾール

プロピコナゾール

ヘキサコナゾ⊥ル

イブコナゾール

イミヘ●ンコナゾール

テブコナゾール

テトラコナゾール

エマメクチン

スビノサト●

ミルヘ●メクチン

オキソリン酸

2乱6　33．6　　39．8　　52．9　　96．7177．3　245．4　228．2180．0180．2 195．9　299．4　251．5　237．1 247．6　255．0　242．4　234．7　208．8

1983　1984　1985　1986　1987　1988　1989　1990　1991 1992　1993　1994　1995　1996　1997　1998 1999　2000　2001　2002

63．9　　68．1　54．0

0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0

37．5　　41．5　　44．3

42．1　40．8　　32．5

3．3　　3．8　　3．2

0．0　　0．0　　0．0

81．2　100．9　　98．1

0．0

0．1　　0．2　　0．3

シクロへキシミド

ゲリセオフルピン

クロラムフエコール

セロサイシ’ン

カスがマイシン

ポリオキシン

ブラストサイゾンS

ノホ●ビオシン

バリダマイシン

オキシテトラサイクリン

ミルデオマイシン

トリシクラゾール

トリプルミゾール

プロピコナゾール

ヘキサコナゾール

イブコナゾール

イミヘ●ンコナゾール

テブコナソ●－ル

テトラコナブール

エマメクチン

スピノサド

ミルヘ●メクチン

オキソリン酸

51．3　45．3　49．9　50．0　50．9　54．4　59．5

0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0

44．4　40．4　43．7

34．0　33．4　33．5

2．3　　1．6　　1．6

0．0　　0．0　　0．0

82．5　　61．3　　56．8

0．0　　0．0　　0．3

0．0　　0．0　　0．0　　0．0

0，0　　0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0　　0．0

44．1　45．1　54．8　45．7

34．0　35．0　38．6　39．1

1．8　　1．7　　2．4　　1，1

0．0　　0．0　　0．0　　0．0

52．4　50，2　44．2　47．3

0．7　　0．7　　0．9　1．0

0．4　　0．5　　0．4　　0．6　　0．7　　0．8　1．2

53．1　50．7　　54．2　57．9 62．0　68．2　67．0　59．9　55，3

0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0，0　　0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0

0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0

55．1　42，9　39．4　35．2　32．4　28．1　28．8　30．2　29．4

43．3　40．4　41．1　39．0　37．0　34．5　27．5　24．9　24．1

2．4　1．8　1．2　　0．9　　0．7　　0．7　　0．4　　0．2　　0．3

0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0　　0．0

53．4　51．3　51．0　45．4　41．2　24．4　23．5　21．4　20・6

1．0　　2．8　　2．5　　3．1　3．0　　3．8　　4．1　9．3　　6．3

1．2　1．4　1．1　1．0　1．1　0．8　　0．5　　0．5　　0．5

161，5　229．2　207．2　217．4　214．3　205．8・225．8　234．9　250．5　267．2　307・9　268・9　257・4　204・7190・4152・9125・1113・3　93・7

67．4　78．6　69．9　62．9　61，3　56．2

0．0　19，2　18．4　16．9　18．9

0．8　　2．2　　2．0　　2．2

0．5　　0．7　　0．6

0．0　　0．0　1．0　　4．4　　9．0　25．6　30．2

50．1　49．4　51．5　46．8　40．8　33．2　34．7

18．4　19．2　17．9　18．9　17，9　19．3

2．2　　2．4　　3．4

5．7　　7．7　　8．0

7．2　　7．5　　7．5

19．8　18．1

1．0　　1．4　　1，7　　2．7

34．6　　39．1　41．6　　46．1

9
　
0
　
7
　
3

2
8
7
　
3

1

3．1　　3．1

7
　
1
　
5

7
　
7
　
8

0．5　　8．8

1．2　　1．9　　2．3

4．4　　6．0

3．0　　2．0　　2．2

46．5　　52．0　　51．1

1．9

3．1

7．7

52．7

0．0

0．0

0．0

0．0

27．3

23．1

0．0

0．0

17．3

4．7

0．6

91．6

34．9

2．0

3．2

7．6

7．9　　4．6

23．1　26．3

11．0　　9．7

2．2　　2．2

5．4　　5．9

1，9　　2．3

51．0　　45，4

389，6　484．5　439．5　432．4　396，7　392，0　477．8　502．1 545．9　571．8　628．5　573．0　572．1 536．5　522．7　461．9　422．8　418．4　380．0　361．3

単位：トン 欄
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図14農薬の出荷数量（系統別）
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｝アミノグリコシド

■テトラサイクリン



表 3 1 系 統 別 農 薬 の 出 荷 数 量

19 63 19 64 1 96 5 1 96 6 19 67 19 68 19 69 19 70 19 7 1 19 72 19 73 19 74 19 7 5 197 6 19 77 19 78 19 79198019811982
，′ヽ 11
テトラサイクリン

アミノグリコシド 1 1 ．7 1 2 ．4 1 3 ．6　3 6 ．3 　7 2 ．1 1 1 8 ・3 1 6 5 ・8 1 6 4 ・9 1 3 5・5 1 3 9 ・9 1 4 1 ・9 2 2 3・8 1 9 2 ・9 1 8 6 ・2 1 8 3 ・4 1 8 3・9 1 7 0 ・8 1 7 3 ・8 1 6 0 ・5 1 5 9 ・8

マクロライト‘

その 他

アゾール系

オキソリン酸

1 6．9 2 1．2 2 6．2 16．6 24．7 59・0 － 79・6 1 6 3・3 4 4・6 40・3 54・0 7 5・6 5 8・5 50・9 64・2 7日 7用 60・8 4 8・3 4 4・7

　　　　　　　　　　　　　　74 ．7

　　　　　　　　　　　 0 24 2 4 ■23 4 7 20 8 8 2 7 9 2
合 計 2 8．6　 3 3．6　 3 9．8　 52．9　 96．7 17 7．3　 24 5・4　 22 8・2 18 0・0 18 0・2 19 5・9　 29 9・4　 25 1・5　 2 37・1 2 4 7・6　 25 5・

系 統
198 3 1 9 8 4 1 9 8 5 1 9 8 6 1 9 8 7 1 9 8 8 1 9 8 9 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0 1 2 0 0 2

　 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．3 0 ・7 0 ・7 0 ・9 1・0 1・0 2 ・8 2 ・5 3 ・1 3 ・0 3 ・8 4 ・1 9 ・3 6・34 ・7

1 8 2．6 2 1 0 ．5 1 9 6 ．4 1 7 乱2 1 4 7．0 1 5 0 ・4 1 4 6 ・5 ・14 6 ・2 1 5 3 ・3 1 5 2 ・5 1 6 1・7 1 4 4 ・9 1 4 4 ・6 1 3 8・5 1 3 5 ・5 1 2 0 ・7 1 1 9・3 1 1 1・4105 ・397 ・3
　 　 　 0 ．5 0 ．7 0 ．6 1・0 1・4 1・7 2 ・7 4 ・2 8・410 ・59 ・510 ・4

4 5．5 4 4 ．8 3 6 ．0 3 6．7 3 5．4 3 5・5 3 6 ・4 3 7 ・4 4 1・9 4 1・4 4 6 ・9 4 3 ・6 4 3 ・5 4 0 ・8 3 8 ・8 3 6・0 2 8・3 2 5・6 2 4 ・8 2 3 ・7

1 6 1．5 2 2 9 ．2 2 0 7 ．2 2 1 7．4 2 14 ．3 2 0 5・8 2 9 3 ・2 3 1 3 ・5 3 4 0 ・4 3 5 0 ・6 3 8 8 ・0 3 4 6 ・1 3 4 1・0 3 1 0 ・7 2 9 6 ・6 2 5 0 ・6 2 1 0・5 2 10 ・5183 ・1179 ・8

　 0 ． 0 0 ． 0 1 ． 0 4 ． 4 9 ． 0 2 5 ・ 6 3 0 ・ 2 3 4 ・ 6 3 9 ・ 1 4 1 ・ 6 4 6 ・ 1 4 6 ■ 5 5 2 ・ 0 5 日 5 1 ・ 0 4 5 ・ 4
　 　 　 　 　 4 6 1 9 4 2 2 8 4 1 8 4 3 8 0 0 3 61 3

テトラサイクリン

アミノゲリコシト●

マクロライト‘

そ の 他

アゾ ール系

オキソリン酸

A ・云
【コ章

　　　　 単 位 ：トン　 空 欄 ：該 当 無 し

表 3 2 抗菌 活 性 のある農 薬 の出荷 数 量

　 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 19781979198019811982
系統

テトラサイクリン
アミノグリコシト●
その他
オキソリン酸

1963

1 1 ．7 1 2 ．4 1 3 ．6 3 6 ．3 7 2 ．1 1 1 8 ・3 1 6 5 ・8 1 6 4 ・9 1 3 5 ・5 1 3 0 ・9 1 2 ■5 ・2 1 8 3 ・4 1 5 2 ・7 1 4 0 ・1 1 3 4 ・2 1 2 4 ・9 1 1 3 ・2 1 1 6 ・5 1 0 5 ・1 9 5 ・5
16．8 21．2 26．1 16．5 16．8 29・6 36・5 33・9 11・3 7・3 4・4 11■7 19・7 9・3 7・8 5t74 ・25 ・95 ・04 ・4

　　　　　　　 130 6 117 4 122 4 110 1 99 9合計 28．5　 33．6　 39，7　 52．9　 88．8 147・8　 202・3 198・9 146・7 138・2 129・6 195・1 172・4 149・4 142・1

系 統
198 3 19 84 19 8 5 19 86 19 8 7 19 8 8 1 98 9 19 90 19 9 1 19 92 19 93 19 9 4 1 99 5 19 96 19 9 7 199 8 19 99 200 0 20 0 1 2 0 0 2

　 0．0 0．0 0．0 0．3 0 t7 0・7 0・9 1・0 1・0 2・8 2・5 3・1 3・0 3・8 4・1 9・36 ・34 ・7
1 0 1 ，4 1 0 9 ，6 9 8 ．3 9 5 ．7 8 5 ．6 9 3 ・5 9 4 ・1 9 5 ・9 1 0 9 ・2 1 0 5 ・2 1 0 8 ・2 9 3 ・6 9 3 ・6 9 3 ・1 9 4 ・3 9 6 ・3 9 5 ・8 9 0 ・1 8 4 ・7 8 0 ・0

3 ． 4 4 ． 0 3 ． 5 2 ． 7 2 ． 1 2 ・ 1 2 ・ 4 2 ・ 4 3 ・ 3 2 ・ 3 3 ・ 6 3 ・ 2 2 ・ 4 1 ・ 9 1 ・ 8 1 ・ 5 0 ・ 9 0 ・ 8 ■ 0 ・ 8 0 ・ 6

　 　 0 ． 0 0 ． 0 1 ． 0 4 ． 4 9 ・ 0 2 5 ・ 6 3 0 ・ 2 3 4 ・ 6 3 9 ・ 1 4 1 ・ 6 4 6 ・ 1 4 6 ・ 5 5 2 ・ 0 5 日 5 1 ・ 0 4 5 ・ 4
　　　　　　 14 8 2 15 2 8 15 1 1 14281306

テトラサイクリン

アミげ リコシト●

そ の 他

オキソリン酸

A こ
ロ 計　 　 10 4．8

　　　 単 位 ：トン　 空 欄 ：該 当 無 し

ー
ー
O
N
－



表 3 3　 人 体 用 抗 生 物 質 製 剤 の 検 定 合 格 数 量 （純 末 換 算 ）

国 家 検 定 対 象

抗 生 物 質 名

注 射 斉

19 4 6

■一江口 l・　 lの　　 剤

r194 7 19 4 8 19 49　 1950 19 5 1 19 52 19 53 195 4 19 55 19 56 19 5 7 19 58 19 59

1 7．0

1．2

0 0

ペ＝ラ モ ー　 ■‾｝ －

ペ ニ シリン G （マイシ リン 成分 ）

0．＿ ヽ

0．0 0．0 0．2 1．1 4．5 9．8 16．7 24．1 3 4．4 2 9 2 18 3 15 9 15 7
0．3 0．6 0 5 1 1 0 5 1 0 1 1

へ＿ ソl

　 ヽ1

Jン G　　 方 成 分 ） 0 0
メテン Jノ

キ サ シ リン

　 ヽ ヽオキ サ ソ リノ　 方 成 分 ）

　 ○ヽプt 】ピン リン

クロキ サ ン リン

　　 　ヽ ヽク ロキ サ ンリノ 複 方 成 分 ）

ジクロキ サ シリン ．

◆ヽ　 、 ヽソ クロキ サ ンl ノ （複 方 成 分 ）
フル クロキ サ ン リン

　 や．＿ ヽカル へ ＿ ンl圭ン（含 エス丁 ル ）

ス ル ペ ニシ リン
カル シリン一

〇〇‾ 、l 、ヒヘ ブン

　ヽ ヽ

Jノ
アノピ ソ

アンピシ

へ タ～ リ

リノ （含 エス丁 ル ）

リノ （複 方 成 分 ）

　ン■ ノ
シクラシ リン
アモキ ～ンシリン

　 ●ヽヽセプアロ リンノ

セプアロチノ

　 　ヽ ヽセプアゾリノ
セ プアセ トリル

　　 ○ ヽセ プアヒリノ

セ プチ ゾー ル

　 ～ ヽセ フォキ ンチ ノ

セ フメタゾー ル
セフォチア ム

　 ◆ヽ
セフス ロンン

セプロキ ンム
セフォタキ ンム

セ フオペ ラゾン

　 サ ヽセ フ ロク リンン

セ フアレキ シン

セ プラジン
■　コⅠス テン

0 0 0 0
コリステ ン （複 方 成 分 ）
バ シ トラシン

パ シ トラシン 方 成 分 ）

′、リミキ シン B
p日■■ ヽ

0．0 0 0
0 0 0 5
0 0 0 0
0 0 0 0

′、リミキ ンン B （権 方 成 分 ） 0 0
ン丁 トフサ イクリノ 1 3 0 6

オ キ ン丁 トっサ イクリノ （複 方 成 分

テ トラサ イクリン
0．8 0．1

17 7 9 5
丁 トフサ イ リノ （複 方 成 分 ）

クロル テ トラサ イクリン
デ メチ ル ウロル テ トラサ イクリン

0 0 0．0

0 61 0

メタサ イウリノ
ドキ シサ イクリン

ミノサ イクリノ ・

4 3 2ストレプ トマイシン 8．7 6．9 44 7 4 7 6 4 7 5 5 1 0 54 4
ストレプトマインン（マイシリン成 分 ）

ストレプ トマ イシン （棲 方 成 分 ）

フラジ オ マイシン

フラジオ マ土と2 4 逢 左成 分 ）

　 ～ヽ

0．4 1．1 1．1 ・ 2 4 1 1 2 1 2 1 2 5
0 0 0 0
0 1 0 3
0 2 0 1

ハ ロモマ インノ
カナ マイシン

カナ マイシン （複 方 成 分 ）
1 41 2

へ カナ マ インン ー

トブラマ イシン
ジベ カシン

■■■ ヽヽミカンノ
≠ヽゲ ノタマ イソン

ミクロノマ イシン
ソソマイシン

リボ ス タマイシン

～　ヽ 　　A　　　　一・
ン■ノ　昌　　　 丁

エ リス ロマイシン （橿 方 成 分 ）

　　 ヽ ◆
1 6 4．5

0 0オ レアノ ドマイソン （含 エス丁 ル ）

オ レア 、ドマ イ～ 、r複 方 ∠
0．2 0．1

ノ　 亡1ニ乙∠土盛 0 0 0
ロイコ （キ タサ ）マ イシン 0 1 0 3
ロイコマ インン （複 方 成 分 ）

スビラマイシン （含エ ステル ）
●ヽ

0．0 0．0

ンヨサ マ イと≧上皇圭 ステ ル ）

■．－戚ミ丁 カマ イン ン

リンコマイシン

ヽ ホクリノタ マインン （含 エ ステ ル ）

クロラム フェニコー ル （含エ ステ ル

ロラム フ ‾コー レ（複 方 ゝ
2 1．5 8．8

エ＿＿
ホ スホ マ イソン

合計 ． 0．0 0 0 0 2 1 1 4 5 9 8 2 6 1 3 2 7 80 8 67．5 121．2
■ヽ　　⊥ ン） 欄 ’＝ 　ヽ′
単 位 ： 当 無 1 0 3 －



表 3 3 （続 き ） 人 体 用 抗 生 物 質 製 斉汀の 検 定 合 格 数 量 （純 末 換 算 ）

国 家 検 定 対 象 注 射 剤 ・経 口剤 ・外 用 剤 の 全 製 剤 注 射 剤 ・経 口斉uの み

抗 生 物 質 名 1 96 0 ■1 96 1 19 6 2 19 63 196 4 19 6 5 1 96 6 19 67 196 8 19 69 19 70 19 7 1 19 72 1 97 3
ペ ニシ リンrG 及 び V ］ 2 2．5 26．4 2 9．8 2 7．7 33．2 2 8．3 2 5．4 2 7．1 24．9 24．6 24．7 19．7 16．4 15．7
ペ ニシ リン G　rマイシ リン成 分 ） 2．0 1．8 2．8 3．1 3．6 4．2 2．9 3．3 3．0 2．3 1．8 0．5 0．0
ペ ニシ リン G　r槍 方 成分 ） 0．1 0．0 0，0 0．2 0．1 0．0 0．1 0．1 0．1 0．1 0．1 0．1 0．1 0．1
メチシ リン 0．0 0．1 0．1 0．1 0．1 0．1 0．0 0．0 0．0 0．0
オ キ サ シ リン 0．3 0．8 1．2 1．6 1．9 1．7 1．2 1．2 2．7 0．9 0．4 0．6
オ キ サ シ リン （禎 方 成 分 ） 0．1 0．2 0．2 0．4
プ ロビシ リン 0．3 0．7 0．5 1．3 2．2 3．9 3．7 4．7 3．0 1．4 2．4
ウロキ サ シリン 0．2 1，3 1．8 1．0 1．5 1．4 1．6 0．7 0．3 0．4
クロキ サ シリン （複 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．7 2．0 3．6 4．4
ジクロキ サ シリン 1．1 1．0 1．4 1．2 0．5 1．0
ジウロキ サ シリン （複 方 成 分 ）

フル ウロキ サ シ リン 0．3 1．0 0．5 0．8
カル ペ ニ シ リン （含 エ ステ ル ） 0．0 0．7 2．5 3．2 5．2
スル ペ ニ シリン 0．7 4．3
チ カル シ リン
ピベ ラシ リン

ア ンピシ リン （含 エステ ル ） 0．2 0．1 ■　0．1 1．5 3．9 9．5 18．9 32．9 36．4 39．8 6 1．3
ア ンピシ リン （複 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．8 2．2 3．8 4．8
ヘタシ リン 0．4 1．8 ′　3．0 3．1 9．2
シウラシ リン 1．2 2．6
アモキ シ シリン
セプアロリジン 0．1 0．6 1．3 1．9 3．0 3．5 3．6 3，4 4．3
セプアロチン 0．1 0．2 0．3 0．7 1．4 2．2 3．0 4．2 6．1
セプアゾ リン 1．3 3．5 5．7
セプアセ トリル
セプアピリン

セフテゾ ー ル
セフォキ シテン

セフメタゾー ル

セフォチ アム

セフス ロジ ン

セプロキ シ ム

セフォタキ シム

セフオペラゾ ン 1
セプアログ リシン 0．1 0．5 0．4 0．4 0．4
セプアレキ シ ン 4．0 6．0 8．5 19．7
セフうジン

コリステ ン 0．0 0．0 0．0 0．1 0．2 0．2 0．3 0．4 0．4 0．4 0．5 0．5 0．5 0．4
コリステ ン （複 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
バ シ トラシ ン 0．1 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
バ シトラシン （禎 方 成 分 ） 5．4 0．0 0．0 0．1 0．1 0．1 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
ポ リミキ シン B 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
ポ リミキ シン B （複 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
オ キ シテ トラサ イクリン 0．7 0．7 0．7 0．7 1．0 1．2 2．0 2．7 2．9 3．4 7．5 2 1．2 13．3 15．3
オ キ シテ トラサ イクリン （複 方 成 分 0．1 0．1 0．0 0．1 0．1 0．0 0．0 18．2 ．0．0 0．0
テ トラサ イクリン 12．9 17．3 2 1．1 2 1．7 28．5 36．1 34．6 36．3 4 1．5 4 1．3 4 3，6 42．7 2 7．8 3 7．7
テ トラサ イク リン （複 方 成 分 ） 6．8 0．9 5．6 4．0 6．3 ・10．2 2 1．5 24．6 35．7 4 0．6 50．4 36．1 26．0 30．0
ウロル テ トラサ イクリン 0．2 0．5 0．3 0．2 0．2 0．2 0．1 0．1 0．1 0．1 0．0 0，5 0．4 0．0
デ メチ ル ウロル テトラサ イクリン 0．3 0．9 1．6 ．2．1 2．9 4．0 4．6 3．3 0．8 2．4
メタサ イウリン 0．0 D．8 1．1 2．8 3．1 2．3 1．2 1．4 0．3
ドキ シサ イウリン 0．2 1．4 2．7 2．2 3．1
ミノサ イクリン 0．7 0．8 1．5
ス トレプ トマ イシン 4 3．3 51．2 54．6 59．0 74．4 4 1．0 32．1 3 2．4 2 9．2 25．5 2 5．8 1 5．1 17．0 14．6
ス トレプ トマイシン（マ イシリン成分 ）■ 4．8 3．8 5．8 6．4 7．7 －　8．8 6．0 6．8 6，2 4．8 3．7 0．9 0．1
ス トレプ トマ イシン （嬉 方 成 分 ） 0．1 0．1 0．0 0．1 0．1 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
フラジオ マイシン 0．2 0．1 0．3 0．3 0．3 0．3 0．3 0．2 0．3 0．2 0．1 0，1 0．2 0．1
フラジオ マイシン （複 方 成 分 ） 0．1 0．4 0．1 0．1 0．2 0，1 0．2 0．3 0．3 0．2 0．0 0．0 0．0 0．0
パ ロモマ イシン 0．1 0．3 0．0 0．0 0．1 0．8 0二0 0．1 0．2 ＿0，4 0．1 0．4 0．3
カナ マイシン 1．8 7．9 5．1 11．3 13．4 1 2．3 12．5 12．3 12．4 12．7 13．5 12．4 10．2 9．5
カナ マイシン （複 方 成 分 ） 0．1 0．1 0．5 0．1 0．1 0．4 0．3 0．3 0．2 0．3 0．2 0．2 0．2
べカナ マ イシン 0．3 0．4 0．9 1．2 1．4
トブラマイシン
ジベ カシ ン

アミカシン
ゲ ンタマ イシン 0．0 0．0 0．1 0．1 0．1 0．2
ミクロノマ イシ ン

シソマイシン

リボ スタマ イシン 0．6 2．1
エ リス ロマイシン （含 エステ ル ） 3．1 4．4 6．7 7．8 12．1 16．4 17．4 18．4 2 2．0 24．7 2 7．0 25．6 3 7．6 58．4
エ リス ロマイシン （複 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
オ レア ンドマイシン （含 エス テル ） 1．0 1．2 2．1 3．7 ．5．2 5．5 5．6 8．3 ・9．8 13．6 12．7 9．3 11．7
オ レア ンドマイシン （複 方 成 分 ） 3．4 0．2 0．3 0．8 3．5 3．6 8．1 6．0 9．7 10．5 1 2．4 9．5 ミ　 7．5 8．1
ロイコ（キ タサ ）マイシン 0．3 0．4 0．8 1．7 3．6 7．2 8．1 7．5 6．0 9．7 10．9 13．3 11．7
ロイコマ イシ ン （複 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 1．8 2．4 6．9 5．5 7．1 5．4 7．2
ス ビラマ イシ ン （含 エステ ル ） 0．1 1．5 3．5 4．4 6．0 8．5 12．0 15．1 10．0 11．8 13．8
ジョサ マイシン （含 エステ ル ） 5．3 9．6 12．1 16．2
ミデ カマ イシ ン 0．8
リンコマイシン 0．5 1．8 3．1 5．1 8．1 9．7 9．2 10．6 1 2．5
クリン ダ マイシン （含 エステ ル ） 1．1 1．2 2．5
クロラム フェニ コー ル （含 エステ ル 13．5 16．7 2 3．9 2 7．8 32．7 47．7 49．8 58．8 68．4 70．8 1 18．0 159．3 12 7．0 1 8 1．1
クロラム フェニコ ー ル （複 方 成 分 ） 0．9 1．3 0．1 0．3 2．8 2．9 6．7 7．4 10．9 15．7 16．3 15．9 11．0 15．3
ホ スホ マ イシン

合 計 1 23．3 135．6 160．9 1 78．8 233．3 234．8 250．8 288．6 327．3 350．3 471．5 497．2 445．0 607．7
（単 位 ＝トン） 空 欄 ＝該 当 無 し・10 4 ⊥



蓑 3 3 （続 き ） 人 体 用 抗 生 物 質 製 斉灯の 検 定 合 格 数 量 （純 末 換 算 ）

国 家 検 定 対 象 注 射 斉臣経 口剤 の み 注 射 斉lけの み

抗 生 物 質 名 19 74 19 75 1 9 76 19 77 19 78 19 79 198 0 19 8 1
ペ 三 シ サン F G 及 び V l 15．5 10．9 12．2 11．4 8．3 0．7 1．1 0 7
ペ ニ シ リン G （マイシ リン 成 分 ）
ペ ニ シ リン G （撞 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0
メチ シ リン 0．0 0．0 0．1 0．1 0．1 0．1 0．1
オ キ サ シリン 1．1 0．5 0．7 0．3 ‾　0．2 0．0 0．0 0 0
オ キ サ シリン （複 方 成 分 ） 0．2 0．2 0．3 0．2 0．1 0．1 0．1 0．0
プ ロピシ リン 2．0 0．6 1．0 0．6 0．3
ウ ロキ サ シ リン 0．5 0．1 0．2 0．3 0．1 0．0 0．0 0 1
ウ ロキ サ シ リン （複 方 成 分 ） 5．5 4．5 4．8 5．2 6．2 1．0 1．2 0 9
ジ ウロキ サ シ リン 0．5 0」9 1．1 0．4 0．5
ジ ウロキ サ シリン （複 方 成 分 ） 1．4 5．2 2．5
フル クロキ サ シ リン 0．6 0．5 0．4 0．4 0．3
カル ペニ シ リン （含 エステ ル ） 7．0 9．6 2 0．2 26．1 30．6 2 3 4 22 4 14 6
ス ル ペ ニ シ リン 8．1 1 1．1 14．3 23．7 2 3．4 24．9 3 2 2 13 8
チ カル シ リン 1．0 6．7 7．1
ピ ベラシ リン 0．4 11．2 10 2
ア ンピシ リン （含エ ステ ル ） 85．7 89．6 14 1．8 135．1 12 0．6 7 2 7 9 5■7

ア ンビシ リン （複 方 成 分 ） 5．7 4．8 7．9 10．7 11 3 1 1 1 4 0 9
へ タシリン 6．6 6．9 9．4 9．3 5 6 1 5 0 7 0 5
シ ウラシ リン 4．0 9．9 14．2 15．5 20．0
ア モキ シ シ リン 2．8 18．5 29．3 35．3 62 0
セ プアロリジ ン 5．4 4．4 5．5 4．5 4．4 3．4 3．4 1 9
セ プアロテ ン 8．9 14．0 19．4 24．8 28．1 25．6 3 5 0 3 2 6
セ プアゾ リン 8．9 9．5 15．5 22．8 19．1 2 3 9 29 3 2 4 1
セ プアセ トリル 0．2 59．6 3．3 4 3 1 9
セ プアピリン 3．0 3．5 3 8 6 1 4 8
セ フテ ゾー ル ■ 3．6 4 2 6 1 3 1
セ フォキ シ テ ン 2．1 7．5 7．0
セ フメタゾ ー ル 0．9 9．1 12．5
セ フォチ アム 1．4 7．8
セ フス ロジ ン 0．1 1．1
セ プロキ シム 0．9
セ フォタキ シム 2．3
セ フォ・へ うゾン 1．8

プアロウ リシン 0．4 0．3 0 3 0 2 0 2
セ プアレキ シン 39．7 76．1・13 8 6 15 1 2 244 2
セ プラジン 1．0 6．7

コリス チン 0．6 0．6 0．6 0．6 0．7 0．0 0．0 0．0
コリス テン （複 方 成 分 ）
やヽ′ヽ ソ トラシン

ノ！ン トっソン （複 方 成 分 ） 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0

ポ リミキ ソン B 0．0 0．0 0．0 0．0 0．1 0，1 0．2 0．2
ポ リミキ ンン B （複 方 成 分 ）

ン丁　ウ　 イウリン 2 1．5 4．7 6 5 4 3 3 4 0 2 0 3 0 1
オキ シテ トうサ イウリン （複 方 成 分

丁　ラサイウ リン 40．3 19．7 2 1 1 19 0 16 9 0 3 0 3 0 1
テ トラサ イウリン （複 方 成 分 ） 35．4 15．3 14 4 6 5 8 5 0 0 0 0
ウロルテ トラサ イクリン

丁　テ ル　 ロル丁　ラ　 イ　 リン 3．6 1．2 1 3 0 7 0 9
メタサ イウリン 0．7 0．3 0 3 0 7 0 5
ドキ シ サ イウリン 5．9 5 4 9 4 7 8 8 3 0 0 0 2 0 2
ミノサ イウリン 2．0 3．0 4 5 4 3 4 1 0 2 0 3 0 2
ス トレプトマ イシン 12．5 ■7 9 8 9 6 4 壱3 4 5 5 7 4 7
ス トレプ トマイシン （マイシリン成分 ）

ス トレプトマ イシン （清 方 成 分 ）

　 ■■、○フワン オマ イソン

－ 小ヽ

0．1 0．2 0．2 0．2 0．2
フフソ　 マ　 シン　　　　 分 0．0 0 0 0 0 0 0 0 0
バ ロモマ イシ ン 0．3 0．1 0．2 0 2 0 2 0 1 0 1 0 0
カナ マイシ ン

　　 ヽヽ
9．2 5．8 6．8 5．7 4．8 3．1 3．3 2．3

マ　ン ノ　　　　 ∠ 0 0 1 0 1 0 0
ぺ カナ マ イシン 1．5 0．9 1．3 1．2 0．7 0 8 1 0 0 5
トブラマ イシ ン 0．1 0 1 0 1 0 1 0 3
ジベ カシン 0．0 0 3 0 4 0 6 0 6 0 6 0 8 0 6
アミカシン 0 0 0 6 0 5 1 1 1 7 1 2
ゲ ンタマ イシン 0．2 0 2 0 2 0 3 0 2 0 3 0 4 0 5
ミクロノマ イシン

0．1
ンソマインン　 r 0．2
l ′、ス　マ　 ンン 0 3 5 0 6 1 3 1
エ リス ロマ イシン （含 エステ ル ） 64．6 42．5 50．5 55．3 44．5 0．1 0．0 0．0
エ 1Jス ロマ インン （棲 方 成 分 ）

　 ヽ ●　 　ヽ A 　 一・・・・・・ノ　マ　ンン　言工　 丁 6 0 1 9 6 0 3 0
オ レアン ドマ イシン （複 方 成 分 ） 9 6 6 2 5 8 2 1 4 2 0 0 0 0
ロイコ （キ タサ ）マ イシン 13．2 9．1 17．7 14．7 10．8 O i 0 1 0 1
ロイコマ イシ ン （橿 方 成 分 ）■

スビラマ イシ ン （含エ ステ ル ）
ジョサ マイシン （含 エステ ル ）

7．0 4．9 0．8
14．9 8．9 ．10．5 10．6 8．3

ミデ カマ イシ ン 8．1 10 0 2 5 9 15 8 19 3
リン コマ イシ ン

　 　ヽ ◆
17．0 10．7 12．5 12．9 1 1．1 6．7 10．5 8．0

ウリニ′タ マ イソン （含 エス丁 ル ）

ク ロラム フェニ コー ル （含 エ ステ ル

ク ロラム フェニ コー ル （棲 方 成 分 ）

3．6 4．0 4．8 3．7 4．7

17 3．5 3 2．8 2．2 3．8 4．8 0．5 0．6 ▲　0．4

ホ ス ホ マイシン
A エ

0．7 7．7
l＝l昌 4 2 6 0 2 7 2

（単 位 ：トン） 空 欄 ：該 当 無 し
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表 3 4 系 統 別 人 体 用 抗 生 物 質 製 剤 の 検 定 合 格 数 量

検定対象

年度

へ〇二シリン系
セフエム系

へプチド系
テトラサイクリン系

一 〇■l＿＿ヽ ■

注射剤 ・経口剤 一外用剤の全製剤

1946

　0 ． 0

1947 1948 1949 1950 195 1 1952 1953 1954 1955 1956 1957
0．0 ■0．2 1．1 4．5 9．8 17．0 24．8 35．0 30．4 18．8 16．9

アミノクlノ崇 卜系 9．1 8．0 45．8 50．0 48．7 53．1
マクロブイト系

その他

合計 0．0 0．0 0．2 1．1 4．5 9．8 26．1 32．7 80．8 80．4 67．5 70．0

検 定対 象

年 度

へU二シリン系

セフエム系

へプ チド系

テトラサイクリン系

、 ● ヽ ●

注 射 剤 1経 ロ剤 ・外 用 剤 の 全 製 剤

19 58 195 9 1960 19 61 19 62 196 3 19 64 19 65 19 66 1 96 7 1 96 8 19 6 9
16．8 18 ．3 2 4．6 28．2 33．0 3 2 ．4 39．1 3 6．1 35 ．0 3 9．3 45．1 53．6

0．0

‘2 0 ．9

59．8

2 ．0

21．7

0．2 0．8 1．6 2．6 4．5
0．5 5．6 0 ．1 0．1 0．2 0．2 0．3 0．3 0 ．4 0．4 0．5

10．8 20．7 19 ．4 27．7 26．7 36．4 4 8．5 60．7 85 ．1 85．9 9 2．7

アミノクリコソト系 52 ．1 5 3．3 68．1 73．0 85．3 108．3 7 9．0 69．6 70．7 70．9 6 8．9

マクロ7 イト系

そ 聖他

0．4 4．7 1．8 3．2 6 ．2 13 ．8 20．2 2 8．0 2 5 ．2 43．0 43．6

9 ．7 14．4 18 ．0 2 4 ．0 28．0 35 ．5 50．6 5 6．4 66．3 79．3 86．5

合 計 121．2 91．9 123 ．3 135．6 160．9 178．8 233．3 2 34 ．8 250．8 28 8．6 32 7 ．3 350．3

検 定 対 象

年 度

○

注 射 剤 ・経 口剤けのみ 注 射 剤 のみ

19 70 19 7 1 19 72 19 73 197 4 197 5 19 76 ・ 19 77 19 78 197 9 19 80 198 1
へこシリン系

セフエム系

へプ チド系

テトラサイクリン系

アミノグリコシド系

マクロライド系

そ望 他

74．2 7 3．3 75．3 1 13．3 14 5 ．8 1 68．6 2 59 ．3 2 7 9．8 29 2．1 6 1．3 84 ．9 54．7
10．1 14．2 19．9 3 6．2 6 3 ．3 104．2 179．3 2 07 ．6 369．3 67 ．3 102．3 101．9
0．5 0 ．5 0．5 0 ．4 0．7 0．6 0．7 0 ．6 0．8 0．1 0 ．2 0．2

109．8 108．5 72．6 90．2 109．5 49．6 57．5 43．2 42．5 0 ．6 1．0 0 ．6
71．3 55．4 6 7．4 86 ．7 92 ．7 61．5 75．6 76．6 6 1．4 15．8 18．2 13．4
71．3 70．0 71．2 8 4 ．4 110 ．5 90．6 12 1．5 1 15．9 95，0 7．1 10．8 8 ．2

134．2 175．2 13 8 ．0 19 6．4 1 88 ．9 4 1．1 3．6 3．8 4．8 0．5 1．4 8 ．1

合 計 471．5 497．2 44 5 ．0 60 7．7 1 7 1 1．5 5 16 ．1 6 97 ．4 727．6 8 66．0 152 ．7 2 18．8 18 7 ．1

●　 立：トン　　　　 空欄 ：該当無し
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図15　系統別人体用抗生物質の検定合格数量
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■その他

ロマクロライド

■アミノグリコシド

ロテトラサイクリン

ロへ070チド

■セフエム

『へ〇二シリン



表35　人体用医薬品生産高

19 56　 195 7　 19 58　 19 5 9　 19 60　 19 6 1　 19 6 2　 19 63　 19 64　 196 5

抗 生物質製 剤 121　 170　　 18 4　　 142　　 174　　　 222　　　 284　　　 360　　　 522　　　 586

化学療 法剤 74　　　 83　　　 79　　　 93　　　 98　　　 99　　 111　 12 4　　 128　　 13 6

合計 195　　　 253　　　 263　　　 235　　　 272　　　 321　　 395　　　 484　　　 650　　　 722

他 8 4 3 　　　9 9 8 　1 ・0 8 2 　1 ，2 5 8 　1 ，4 8 8 　1 ，8 6 0 　　2 ，2 6 1 　2 ，9 2 7 　　3 ，5 8 2 　　3 8 5 4

総生産高 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
1 ・0 3 8 1 ・2 5 1 1 ・3 4 5 1 ・4 9 3 1 ，7 6 0 　 2 ，1 8 1 2 ，6 5 6 　3 〟1 4 ，2 3 2 　4 ，5 7 6

196 6　 196 7　 19 68　 19 6 9　 19 70　 19ラ1　 19 7 2　 19 73　 1974　 19 75

抗 生物質製 剤 6 4 6 　　7 2 9 　　9 5 3 　1 ・1 4 5 　1 ，5 7 0 　1 ，7 6 7 　1 ，7 4 2 　　2 ，3 8 9 　　3 ，3 1 5 　　3 ，6 3 5
化学療 法剤 117　　 13 9　　 173　　 185　　　 223　　　 239　　　 226　　　 279　　　 350　　　 269

合計 7 6 3 　　8 6 8 　1 ・1 2 6 　1 ，3 3 0 　1 ，7 9 3 　　2 ，0 0 6 　1 ，9 6 8 　　2 ，6 6 8 　　3 6 6 5 　　3 9 0 4

他 4 ・3 0 8 　　4 ・7 6 5 　　5 ・7 6 4 　　7 ・0 9 5 　　8 ・4 6 0 　　8 ，5 9 8 　　8 ，9 5 0 　1 1 ，0 0 3 　1 3 ，3 3 2 　1 4 ，0 2 0
総生産高 5 即1 　5 ，6 3 3 　　6 ・8 9 0 　　8 ・4 2 5 　1 0 ・2 5 3 　1 0 ，6 0 4 　1 0 ，9 1 8 　1 3 が1 1 6 ，9 9 7 　1 7 ，9 2 4

19 76　 197 7　 19 78　 19 79　 19 80 ・ 19 8 1　 19 8 2　 19 83　 1984　 19 85

抗 生物質製剤 5 ・2 2 4 　　5 ・8 4 0 　　6 ・3 6 4 　　6 ，5 8 1 　8 ・1 4 3 　　7 ．8 0 1 　8 ，6 5 1 　7 ，3 5 9 　　7 ，4 2 5 　　印0 5

化学療法剤 300　　 24 8　　 25 4　　 30 0　　 29 5　　 285　　 30 2　　 33 6　　 365　　 59 0

合計 5 ，5 2 4 6 朋 8 6 ・6 1 8 6 ・8 8 1 8 ・ 4 3 8 8 ， 0 8 6 8 ， 9 5 3 7 ， 6 9 5 7 ， 7 9 0 7 ， 4 9 5

1 6 ・1 0 0 ‾1 8 ・4 9 5 2 1 ・3 2 1 2 3 ・5 4 2 2 6 ・3 8 4 2 8 ，7 0 5 3 0 朋9 3 2 ，6 2 6 3 2 ，4 8 0 3 2 ，5 2 3

2 1 ・6 2 4 2 4 ・5 8 3 2 7 －9 3 9 3 0 ，4 2 3 3 4 ，8 2 2 3 6 ．7 9 1 3 9 ，8 0 2 4 0 3 2 1 4 0 2 7 0 4 0 0 1 8

他

総 生産高

l

1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995

6 ・8 3 4 　7 ，3 4 0 　7 ・0 2 5 　7 ・2 4 5 　6 ・2 4 1 5 が2 　4 ，4 日　4 ，4 4 0 　3 ，8 6 6 　4 ，5 1 5
抗生物質恕剤

化学療法剤 8 2 3 1 ・0 m 1 ・0 3 3 1 ・1 9 0 1 ，6 2 1 1 ・4 3 6 1 ，3 1 5 1 ，6 3 9 1 ，4 2 9 1 ，7 9 7

7 ・6 5 7 8 朋1 8 ・0 5 8 8 ・4 3 5 7 ・8 6 2 7 ，3 2 8 5 ，7 2 6 6 ，0 7 9 5 ．2 9 5 6 ，3 1 2

3 5 ・1 5 0 3 9 耳柑4 2 ・5 3 7 4 6 ・5 8 8 4 8 ・0 9 3 4 9 ，糾4 5 0 ，0 1 6 5 0 ．8 7 2 5 2 ，2 0 8 5 5 ，3 6 9

4 2 ・8 0 7 4 8 ・2 5 4 5 0 ，5 9 5 5 5 ・0 2 3 5 5 ，9 5 5 5 6 ，9 7 2 5 5 ，7 4 2 5 6 9 5 1 5 7 5 0 3 6 1 棉1

合計

他

総生産高

19 96　 199 7　 19 9 8　 19 9 9　　 20 00　　 200 1　　 20 0 2

抗生物質製剤 3 ，9 4 2 　　4 ・3 3 5 　　4 ・0 2 5 　　4 ，3 7 8 　　3 ，7 3 8 　　4 ，1 0 4 　　3 ，6 9 8
化学療 法剤 1 ・6 3 5 　1 ・4 7 8 　1 ・2 4 9 　1 ，3 3 4 　1 ，5 9 1 　1 6 7 4 　1 8 6 7

合計 　　　　　　　　　　　　　　　　I
5 ・5 7 7 　5 ，8 1 3 　5 ．2 7 4 　5 ，7 1 2 　5 ，3 套9 　5 7 7 8 　5 5 6 5

他 　　　　　　　　　　　　　　　　　l
5 5 ・4 2 3 　5 5 ・6 6 5 　5 3 ・1 4 7 　5 7 ，1 8 8 　5 6 ，4 9 7 　5 9 2 6 5 　5 9 3 2 8

総生産高 6 1 ・0 0 0 　6 1 ・4 7 8 　5 8 ，4 2 1 　6 2 ，9 0 0 　6 1 ，8 2 6 　6 5 朋3 　6 4 ，8 9 3

（単位：億円）
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表36人体用抗生物質製剤の使用量の推定

19 77 1 9 78
1977年及 び

1978年の平 均
199 8 19 99 2 00 0 2 00 1 2 802

生 産 高 （億 円 ）

純 末 量 （トン）

5，840 6，364 6，102 4．025 4，378 3．738 4，104 3．698

72 8 8 6 6 7 9 7 浩朝鮮 ： ；二：：二十＝57Z ：‥ ：：：：：：肇 8二：・ 享：≡：538：： ：；：；：；：4軍 ：：

傭用量溜推定 ＝（77年及び78年の平均純末量／77年及び78年の平均生産高）×各年の生産高
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裏 4 1 収 集 文 献 の概 要 一牛 （区 分 なし）

菌の種 類 採材時 期

抗生物 質の系統 合成抗菌剤 の系統

へ〇二シリン 7ミ／グリコシト’ マクロライト‘ リンコマイシンテトラサイクリン へ’プチト’ セフエム ホ◆リエーテル その 他 フラン キノロン サルファ剤 その 他 文献数 文献番号

月付き／℃め∂¢ね／血〝T

p闇 ／78g 19 9 5－199 8 A 日Pe ．PC G D S M．G M E M ．T M S LC M D O X Y ．OT C C E P R．CT F C P．TM L E R F X．O F LX 1 総　3 7‾

カンピロ八°クト 1998－20 0 1 A 8 P C

D S M ，G M ．S M ．

SP C M E M．SPM．TS C T C．OT C．TC C T F C P

N A，OA．ER F X．

O F L X S D M X T M P 5 総　57．12 7．13 0．17 5．人52

クロストリシ■ウム 197 9－20 0 1 A B P C．P C G E M ．KT．O L T S L C M T C 8 C C E Z C P 3 牛　53．総12 0．12 1

サルモネラ 1973－20 0 2 A B P C．P C G

A P M ，D S帆

G M ．K M ．

SP C M ．S M O T（）．T C C L C E Z．C X M 8 C M．CP．F O M

NA，OA，DFL X．

ER FX ．08 F X，

O F L X

S D M X ，S M X．

SM M X C D X．T P M 1 3

牛 9．42．47，52，57．62，66，67

．81．99．103．114．115

ハ○スッレラ 198 1－20 0 2

A 8 P C ，A M P （）．

P C G

D S 帆FR帆

GM ．K 吼S 帆
SP C M

E帆KT，O L

S P M．TS L C M

D O X Y，O T C ．

TO B C．C L C E Z．C T F

B C 帆C P ．FO M ．

TM L F Z

N A ．O A ，ER F X．

O B FX S M X T M P．TP 8

牛 8，用，44．160，総38．11＿6．

123．12 4

ブト‘り球 菌 1976－19 93

A B P C ，C X ．

P C G D S M ．GM ．KM

E帆KT．O L

S P 肌T S O T C C E Z C P．NB N A O A S D M X T P 2 総　45．81

／血e爪印血氾β

Jp／乃〃〟5 200 0 A B P C K M O T C C E Z 8 C M ．O P D N F X 1 牛　8
マイコフうス‘マ 198 5－20 0 2 A B P C K M E M ．TS L O M O T C E R F X T P 2 牛 160．総122

大 腸菌 197 6－19 98 A B P C．P C G

D S M．GM ．KM ．

S M ．SP C M CT C．OT O．TC C L C E Z 日CM．CP．FO M NA．OA．ER F X S D M X T P 1 2

牛 63．65．66，82．88，14 1．

　 総 18．42，45．52．81．82

ー
ー
ー
か
ー



表37　　調　査表

1．文献番号

2．調査年

3．対・象種

8　家畜　牛（肉用、乳用）、豚、鶏（レイヤー、ブロイラー）、馬、蜜蜂、その他（　　　　）

b　淡水魚アユ、マス、ウナギ、その他（　　　　　　）

C　海水魚プリ、その他（　　　　　　　）

d　食　品（　　　　　　　）
8　人

4．由　来

健康（糞便、　　）、感染（　　　）、食中毒（糞便、吐物、　　）

5．方　法

NCCLS法、日本化学療法学会法、動物用抗菌剤研究会陰、（

寒天平板希釈法、液体希釈法（微量、試験管等）、ディスク法（

6．対象菌種

大腸菌、ブドウ球菌、サルモネラ、カンビロバククー、腸球菌

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ー
ー
ー
N
　
－

【記載上の注意点】

1．文献番号

文献には数字のみと動物別の枝番（牛－1、豚－1、静－1、総合－1）の2種類の番号が付けてあるので、動物別
の枝番を記入する。

2．調査年

文献本文中に菌を収集した年が記載されていれば、その年を記入する。文献本文中に記載されていない
場合は、その文献発表年を記入する。

3．対・象種

該当するものに○印をつけ、その他の種の場合は（）内に記入する。なお、同一の文献に複数の対象種が
ある場合、対象種毎に爾査表を作る。

4．由来

菌の分離臓器等の由来が記載されている場合、（）内に記入する。
5．方汝

該当するものに○印をつける。

6．対象菌穫

該当するものに○印をつけ、その他の種の場合は（）内に記入する。なお、同一の文献に複数の対象薗種
がある場合、対象菌種毎に調査表を作る。（したがって、対象種が2種で対象菌種が4種の場合、8枚の調査
表を作ることになる。）

7．抗菌剤名

抗菌剤の略名は別紙1を参照し、別紙1にない場合はその抗菌剤名をそのまま記載する。

8．ブレークポイントについて

MIC分布図のみを示した文献については、感受性ピークと耐性ピークの中間値を仮のブレークポイントとし
て耐性菌株数を算定する。この場合、備考欄に「推定ブレークポイント」と記載する。

系 統 　　 薬 剤 M IC 50 M tC 90 ブレークホ’ィント 閉査 薗株
耐性
菌株
数

耐 性 率 備　考

へ’ニシル A B P C

セフェム C E Z

　 C X M

　 C T F

アミノ A P M

州 コシド ●D SM

K M

G M

S P C M

マクロライド E M

　 S PM

　 T S

t

リンコマイシンL C M

テトラ　 O T C

サイタリン

ヘワサ ド C L

B C

V G M

V C M

そ の他の B C M

抗 生物質 川と芦■…■■■■…’

キノロン N A

O X A

E R F X

O F L X

サ／け ア剤 S D M X

そ の他 の T M P

剤



表38　抗菌性物質の略語

系 薬剤名 略号

ペニシリン系 A m oxicillin A M P C

A m pici”in A B P C

B enzyIpeniciHinp P C G

C X

D C X

C loxacillin

D icloxacillin

アミノグリコシド系 A pram ycin A P M

D estom ycin A D M －A

D ihydrostreptom ycin D S M

Fradiom ycin FR M

G M

KM

G entam icin

KanarTlyCln

S pectinom ycin S P C M

Streptom ycln S M

マクロライド系 Erythrom ycin EM

JMJosam ycin

K itasam ycin KT

O leandom ycin O L

S piram ycin S P M

T M S

T S

T Hm icosin

T ylosin

リンコマイシン系 C lindam ycin C LD M

Lincom yc盲n LC M

テトラサイクリン系 ChrortetracycIine C T C

D oxycyc］ine D O X Y

O xytetracycline O T C

T etracycline T C

ペプチド系 Avoparcin A V P

B acitracin B C

C L

E R

FV

N H T

C olistin

Enram yGin

FLavom ycin　－

Nosiheptide

V ancom ycin V C M

V irginiam ycin V G M

セフエム系 Cefazoljn C EZ

C FXC efoxitin

C e用0h r C T F

C efuroxim e C X M

C ephaIonium C EL

C ephaIoridine C ER

C ephapirin C EP R

－113－



表38（続き）抗菌性物質の略語
系 薬剤名 略号

ポリエーテル系 M o ne nsin M N S

S alino m y c in S N M

その他 の抗生物質 A vilam yc in A V M

B ic ozam y c in B C M

C h Io ra m ph e nic o l C P

E F M

F O M

E什otom yc ln

F o sfb m yc in

N ov ob ioc in N B

T iam u lin T M L

フラン誘導 体 D 軋 razo n D F Z

F urazo Iido ne F Z

N itrofu razo ne N F Z

キノロン系 D an 0月oxa cin D N FX

D 洞oxa cin D F L X ＿

E nroflo xac in E R F X

N alid ixic ac id N A

O flo xacin O F LX

O rb ifloxa cin O B FX

O x olin ic a cid O A

N F LXN orR o xac in

サルファ剤 Su lfa dim eth oxin e S D M X

S u lfam eth oxa zo le S M X

S u lfam on om e th oxine S M M X

S u lfan ilam ide S A

S u lfaq u ino xa lin e S Q

S T Z

S IX

S u Ifath iazo Te

S u帆soxazo le

その他の合成抗 菌剤 C arb ad ox C D X

O D X ■O Iaqu ind o x

O rm eto prlm O M P

T hia m ph en ic o l T P

T rim eth op rim T M P

－114－－



轟 39　収 集 文 献 の 概 要 一牛 （乳 用 ）

菌の 種類 機 材 時期 ‾

抗 生物質 の系統 合成抗 菌剤の系統

文献数 文 献番号ヘリニシル アミノグリコシド マクロライド リンコマイシンテトラサイクリン へ丁チト◆ セフエム ホ’リエーテル その他 フラン キ／ロン サルファ剤 その他

カンビロハ‘クター 1988 A B P C．P C G G M ．KM ．SM E M L C M O T C B C ．CL V C M C P ・ S D M X 1 牛　2 4

¢わざか仙 ／乃

pe伽 〃∫ 197 8－197 9 A 8 P C K M E M ．KT T C C L C P 1 牛 12 7

コリネJl‘クテリウム 198 2－19 95 A B P C ．PC G K M ．S M E M ．KT ．O L O T C C E乙C X M C P S D M X 5 牛 16 4．186．17 2．17 3．177

サルモネラ 197 5－199 7

A 8 P C ．A M P O ，‾

PC G．CX

A P帆D S M ．

G 帆 KM ．

SP C M ．SM

E M．KT，OL

S P M L C M O T C ．T C C L CE Z．CX M

B C 帆O P，FO M ．

NB F Z

N A．OA，ER F X，

O F LX S D M X．S M X C D X 9

牛 37．42．48．97．12 6．

13 7．14 4．15 8．総83

シュードモナス 1973－198 3 A B P C

D S M．GM．K帆

S M O T C．TC C L C P　 ■ N A S D M X 3 総10 0．年17 7 二19 3

八’チラス 1984－19 95 P C G K M．SM O T C C E Z．C X M 3 牛 16 4．172．17 3

八〇スッレう 197 8－199 3

A B P O ．A M P（）．

P C G K M ．S M EM ．S P M ．T S L C M C T C．OT C．TC C L B C M．CP F Z N A S D M X T P 5 年13．16 7．17 7．197．19 8

7●ト●り球菌 197 2－20 0 2

A B P C ．CX ， DSM．GM．KM， D S帆E帆KT ．

LC M

C T C，D O X Y， A V P．BC ，ER，

CE L C E P R ．

CE乙

SN M C P F Z

N A 0 人ER F X．

SD M X 2 6

牛 21．33．34，50，70．71．72．

73．74．85，91，10 0，113，
11 5．15 1．16 2．16 4．16 6．

16 8．169，17 2．17 3，17 7，

D C X．P C G S M O L S P M ．T S O T C．T C V G M CT F．C X M O F LX 19 0．総83．12 5

マイ］八‘クテリウム 199 2－199 5 A B P O K M S P M ．TS O T O．TC O P T P 2 牛 13．164

マイコブラス■マ 199 2－20 0 2 P C G

D S M ．G M ，KM ．

SM

E帆KT ．O L

S P M ．TS L C M

C T C．D O X Y，

O T C．TC C E Z O P．NB E R F X．OF L X T P 5 牛 13．58．80．94．16 5

大腸 菌 19 70－199 4

A 8 P C ，A M P C ．

CX ．PC G

A P M ．D S M ．

FR M ．GM ．K M ．

SM ．S P C M E M ．O L S P M L C M

C T C．D O X Y．

O T C．TC C L

C E Z．C T F．

OX M B O M ．C P．FO M F Z

N A O A．ER F X．

O F LX S D M X．SM M X C D X ．T M P．TP 1 9

牛 26．28，71，72，87．89．122，

12 5，153，16 9．17 1，17 2．

173．17 7．総43．．80，

81．83．10 5

腸球 菌 19 84－198 8 A 8 P C．P C G K M E M T C C E Z C P 3 牛 16 9．17 2．173

レンサ球 菌 198 1－199 5

A 日PC ，CX ．

D C X ．PC G

D S M ．G M ．K M ．

SM E M ．KT ．O L O T C C L

C E P R．C E Z．

CX M C P．NB F Z

N 几O A ，ER F X，

O F LX S D M X C D X 9

牛 71．73，74，91，12 2．164．

16 6．168．17 7

衰 40　収 集 文 献 の概 要 一牛 （肉 用 ）

菌 の種類 媒材 時期

抗 生物質 の系統 合成抗 菌剤の系統

へVニシリン アミノダリコシト■ マクロライド リンコマイシンテトラサイクリン へV7Vチト■ セフエム ホ○リエーテル その他 フラン キノロン サルファ剤 その他 文献致 文 献番号

カンビロハ’クト 199 9－20 0 2 A B P C　　 ‾ D S M E M．SP M．TS O T e C P

N A 0 人ER F X，

O F LX S D M X 1 親　鶏 52

サルモネラ 197 7－20 0 2 A B P C

A P M ．D M 一入

DSM．GM．KM．

SP O M ．SM O T O C L

C E Z ．C T F ．

CX M 8 0 M ．C P

N A．0 人ER F X．

O F LX S D M X

C D X ．O D X，

TP M 7

牛 84．82，89．14 9，総 83．85．

　 87

ブドウ球菌 196 7－199 4

A 8 P C ，CX ．P C

G

D A M．G帆KM ．

SM E M．TS L C M

D O X Y，OT C．T

C A V P．BC．ER

C E P R，C E乙

CX M S N M C P E R F X．O F L X S IX 3 牛　83 ．総8 3．豚1 6 5

マイコプラス‘マ 198 5－20 0 3

E M ．O L S P M ．

T S O T （〕　 － E RF X T P 2 牛 15 9．総12 2

ハースツレラ 199 9－20 0 3 A B P C K M ．S M E M ．T S O T C C T F F O M C D X．TP 2 牛 10 1．15 9

大腸 菌 19 7 7－20 0 2 A B P C

A P M ．D M －A

D S M ．FR帆G M ．

KM ．S M ．S P C M E M D O X Y．OT C C L

C E乙O T F．

CX M B C M ．C P

N A，O A，ER F X．

O F LX S D M X

C D X，O D X，

TM P 1 1

牛 2，7．82，17 8．絵83．85，

　86．87．125．13 5．14 2

腸球 菌 19 9 9－20 0 2 A 8 P C

D M 一入

D S M ．G 帆K M ．

SM E M ．T S L C M O T C

BC．NH T，VC M．

V G M C T F S N M A V M ．C P．EF M E R F X．O F L X 4

総　84，85．86，87

1
1
ヒ
㌫
－
－



表 42　収 集 文 献 の 概 要 一腰

菌 の 種 類 採 材 時 期

抗生 物 質 の 系統 合成 抗 菌剤 の 系 統

文献数 文 献番 号ヘリ＝シリン アミノク■リコシド マクロライド リンコマイシン テトラサイクリン へつサト’ セフエム ホリエーテル そ の他 フラン キノロン サルファ剤 その 他

アクチノハ●シラス 197 4－19 97

A B P C，AM P C， FR M ．G M ．KM ， EM ．J M ．K T，O L．

LC M

C T C．DO X Y．

BO．OL C T F

8 C M．CP．N B．

NA ．O A ．

D F L X． S D M X ． C D X．O M P

29

豚 7，8．10，11．17．21．27．39，

40．43，46．4 7．54．57，59．

68，89．97．98．10 3．15 8．

15 9．167．168，169．170，

PO G S P C M ．S M　＿ SP M．TS O T O ，TO T M L E R F X S M M X ，T P ．T M P 1 72，19 4．200

カンピロハ●クター 198 4－20 0 2 A B P C．PC G

D S M，FR M．GM，

KM ．S P C M

EM．KT，OL，

SP M，TS L O M

D O X Y ，O T C ，

T C O L O T F C P．NB．TM L F Z

N A ，O A ．

D F U く，

E R F X

S D M X ．

S M M X C D X ■　 5

豚 124．

総 66，17 5．

鶏 52，人 52

a b g肋

β繭 〃β 197 9－19 90 A B P C ．P O G K M ，S M E肌K T ．T S T C C P 2 豚 16． 総 12 1

コリネJl’クチリウム 198 2 A B P C K T ，O L．S P M O T C B C C P 1 豚　7 3

サルモネラ 1970 －20 0 3

A B P C ．A M P C ．

A P M ，D M －A ，

D S帆 FR M ．

G M ．K M ．

EM，OL．SP M L C M C T C ．O T O ．TO

B C ．C L．

C E P R．

C E Z ．CT F ． B C M ．C P ．FO M ．

FZ

N A，O A

D F L X．

E R F X，

S D M X

C D X ．O D X

13

豚 13．29．100．11 6．

14 2．16 1．18 7．2 13，

総 81．83．85，㍍ ．

P O G S P C M ．S M V C M C X M N B ．T M L O B F X ．T M P，T P 1 14

角 β飴ur曲

19 7 9－－19 9 8 A B P C ．P C G

D S M ．FR M ，G M ．E M ，K T ，O L

L C M

C T C ．D O X Y ．

O L C T F

B C帆 C P ．N B．

FZ

N A ．O A ． S D M X．

T M P ，T P 11

豚 20．45．46．79．93．11 1．

17 1．17 3，19 4．

椚〃伽 d 由 KM ，SP C M ．SM S P M ．T S O T O ，T C T M L E R F X S M M X 総38．12 3

ビブリオ 196 8－19 6 9 A B P C ，P C G D S M ，KM ，SM

E M ．JM ，KT ，O L

S P M ，T S

C T C ．0 T C ．

T O B C ．C L C P．NB F Z

S D M X．

S M X 1 豚 15 1

ブト●り球 菌 1979－19 9 5

A B P C ，A M P C ，

C X ．PC G

D S M ，FR M ，K M ，

S M

E M ．K T，O L．

S P M，TS L C M

C T C ．O D X Y，

0 T C ．T C

A V P ．C L．

E R

C E P R ．

C E Z．

C X M S N M C P．N B

N A ．D F U く．

E R F X ，

O B F X，

O F L X T M P 5 豚　84，1 1 7．16 5．16 6．総83

ヘモフィルス 187 3－19 9 1 A B P C ．P O G

A P M ，D S M ，1

F R M ，G M ，KM ，

S P O 吼S M

E M．KT．OL，

S P M ．T S L C M C T O ．O T O ，T O O L O E R C P ，NB，TM L F Z　 ■ NA ．OA

S D M X ．

SM M X T M P ，T P 6 豚　44．73．11 1．16 0，16 2．19 4

艮椚おぬ船

上／W 相場判痛由 197 0－19 8 8 A B P C ．P C G

D S M ．G M ，K M ，

S M ．

E M ，JM ，KT ，O L

S P M ，T S C T C ．O T C ．T C

B C ．C L．

V G M C E R C P ．N B

N A ．O A ．

ER F X

S D M X ．‾

SM M X T M P 3 豚 18．12 0．14 3

マイコブラス●マ 198 0－20 0 3 K M

E M ，JM ，KT ，

S P M ．T S L C M

C T C ．D O X Y ．

O T O C L C P ，TM L

N A ，O A ．

ER F X

S D M X ．

SM M X T P 3 豚　26．88，15 7

豚 丹 毒 菌 196 6 1 9 9 8 A B P O ．P O G

D S M ，FR M，G M，

K M ．S M ・

EM．KT，OL，

SP M．TS L O M

C T C ．D O X Y ．

O T C ．T O

B C ．C L．

V G M C E Z．O T F

B O M ．O P，N B ．

T M L

N A ．O A ．

ER F X S D M X 1 4

豚 6，15，23．25，42．50，51．52

．72．78，77．118．14 8，17 5

大 腸 菌 19 7 0－20 0 2

A B P C ，A M P C ．

A P M ．D M －A

D S M ，F R M ，

G M ，KM ，S P C M

E M ．O L S P M L C M

C T C ．D O X Y ，

BC．CL

C E Z．C T F ． B C M ．C P ．FO 肌

FZ

N A ．O A ．

ER F X ．

0 日FX ．

SD M X ．

SM M X． CD X，O D X

3 9

豚 1．2．12，24．36，37．5 8，62．

64，73．82．83，10 2．11 6．

13日 33，13 8．14 7．154 ．

178，21 3

総 18．40，42．43．45．47．52，

80．81，82．83．84．85．86．
P C G ．S M O T O ．TO O X M N R T M L O F L X S M X ，T M P ，T P 87．10 5．135．14 2

腸 球 菌 19 9 9－200 2 A B P C

D M －A ．

D S M ．G 帆

KM ，S M T S L C M O T C

B C．NH T，

V O M ，

V G M C T F S N M C P

E R F X ．

O F L X 3 総　84，86．87

レンサ球 菌 198 1－19 97

A B P C，AM P C．

P C G

F R M ．G M ．K M ．

SM

E M．KT．O L

S P M ．T S L O M O T C ．O T O ，T O B O ．O L C E P R C P ，T M L F Z

N A ，E R F X ．

O F L X

S D M X，

SM M X T P 6 廠14 ，49 ．91 ．1 軋1花2 1 1

言－　 ■－

血の血 即 ね／由8 20 0 2 A B P C ．P C G S M

E帆 KT ，O L．

SP M ，T S L O M O T C ．O T C

A V M ，C P ，E F M ．

TM L C D X ．O D X 1 豚 15 5

－
E
Y
I



表 43　収 集 文 献 の概 要 一議 （ブロイラー ）

菌の種 類 採材時 期
抗生 物質 の系統 合 成抗菌剤 の系統

文献数 文献番号へ○ニシリン アミノグリコシド マクロライト● リンコマイシン テトラサイクlル へDプチド セフエム ホYリエーテル その 他 フラン キノロン サルファ剤 その他

カンビロ八〇クト 1988－20 0 1

A 8 P C A M P C．

P C G

D S M ，FR 帆

G帆K M ．
SP C M ．S M E M．SPM．TS

D O X Y．OT C ．

TC C L C E Z C P ．FO M F Z

N A O A．ER F X．

O F L X S D M X ．SM M X T P 6

鶏 22，25，27．

49，52．

総175
α 畑血 肋 町

gep抽 〟仰 ． 1984 E M ．O L 1 稔 12 0

サルモネラ 1969－20 0 2 A B P C

A P 帆D S M ，

FR M ．G M ，KM ，

SP C M．S M O T C．T C C L

C E乙CT F．

C X M B C M．CP．FO M

N九O A．ER FX ，

O F LX S D M X C D X．TM P 1 1

鶏 5－6，10．30．

41．43，47，

総 83，85．

87．人44

ナト●り球 菌 198 1－19 97

A B P O ．A M P O ．

CX G M ．K帆S M

E M ．O L S P帆

TS O T C．TC A V P．BC．ER C E乙C X M S N M C P．FO M

N A．OA ，ER FX，

OF L X S A 3 鶏 1．12．総83

大腸 菌 197 0－200 2 A 8 P C ．A M P C

A P 帆D M rA

D S M ．FR M ．

G M ，KM ．

SP C M ．SM

C T O ．DO X Y ．

O T C．TO C L

C E乙C T F，

CX M BC M ．CP F Z

N八〇人E R F X．

O F L X S D M X

C D X，OD X

．T M P
14

鶏 24，29．32．

33，35，37．

4 7 ，6 0 ．
絵80，83，

85．86，87，

14 2

腸球 菌 19 9（卜20 0 2 A 日P C

D M 一入

DS M，G 帆KM．

SM E M ．T S LC M O T C ．T C

A V PβC．ER，

NH T．V C M ．

V G M C T F　 ・ SN M C P E R F X ．O F L X C D X．TM P 4

鶏 19．6乙

　 稔86．87

轟 44　収 集 文 献 の 概 要 一議 （レイヤ ー ）

菌 の種類 採 材時期

抗生物 質の 系統 合 成抗菌剤 の系統

文 献数 文　 番号へ〇二シリン アミ／グリコシド マクロライト’ リンコマイシン テトラサイクリン へプチト’ セフエム ホりエーテル その他 フラン キノロン サルファ剤 そ の他

カンビロJl■ゥター 1999－20 0 1

D S M ．G 帆

S P C M E M ．SP M ．T S O T C C T F C P

N A 0 人ER FX ．

O F U く 2

鶏 52，

　 総 175

サルモネラ　■ 1992－20 02 A B P C ・

A P 帆DM 一入

D S M ，G M ．KM ．

SP C M．SM E M

D O X Y ．O T O．

T C C L

C E乙CT F．

C X M

B C M ，C P ．

FO M

N A ，E R F X ，

O F LX S D M X

C D X，OD X

．TP
6

鶏 23．57．

総83．85，

87．人38
ブドウ球 菌 1966－19 94 C X，PC G D S M ．KM E肌TS OT C．TC A V P．BC．ER C E Z．C X M S N M C P ER F X．OFL X S IX 2 憩 15．総83

大腸 菌 197 8－200 2 A B P C

A P M ，D M－A

D S帆G M ．K帆

SP C 肌SM E M L C M O T C C L

C E乙C T F，

C X M 8 C M．CP F Z ．

NA ．OA ．ER F X．

O F L X S D M X O D X ．O D X 7

総 43．45．80．

83，85，86，

87

腸球 菌 199 8－20 0 2 A B P C

D M 一人

DSM．GM．KM，

SM ． EM ．T S L C M O T C．TC

A V P ．8 C，ER．

N H T．V C M ，

V G M C T F S N M

A V M，CP．

E F M E R F X．OF L X 4

鶏 19．62，

　 総88．87

塞 45　収 集 文 献 の 概 要 － （区 分 無 し）

菌の種 類 ：隈材時期

抗生 物質 の系統 合 成抗菌剤 の系統
文献数 女　 番 号へウニシリン アミノグリコシド マクロライト● リンコマイシン テトラサイクリン へプチト‘ セ7エム ホ○リエーテル その他 ・ フラン キノロン サルファ剤 その他

カンビロハ■クター 1969－20 0 2 A 8 P C

D S M，GM．

S P C M E M ．S P M ．T S O T C．TC C T F C P．FO M D F Z

N A O A，ER F X，

O F LX C D X．O D X 5

鶏 42，

絵87．175．

人51．52

サルモネラ 195 6－20 02

‘ノ

A B P C

A P M，DM一人

D S M ，G 帆KM ．

S M E M O T C．TC BC．CL

C E乙OT F．

C X M B C M．CP

N A ．0 人D F U く．

ER F X．O F L X S D M X B C M．CP 8

鶏 81，

総4 2．81．

84．85，

114．126，

14 1

ブドウ球菌 196 3－19 84

A 8 P C，OX ．

PC G

D S M ，G M ．

K M

E M ．KT，O L

S P M ．T S L C M

D O X Y，OT C．

T O C E P R CP．N8 NA．OA S D M X．S M M X T P 3

鶏 48．総8 1．

　 豚 165

／血e爪印んルタ

β∂／苫田肋 a／l〝汀 197 6－197 9 A B P C ．PO G

D S帆FR M ．

KM

E M．OL S P M，

TS

D O X Y ．O T O，

T C B C ．C L C P D FZ ’ SD M X．SM M X 2 鶏　51．7 4

マイコプラス‘マ 197 9－198 5

D SM，FR M．

KM ．S P C M

E M ．O L S P M ，

T S L C M

C T C．D O X Y．

OT C．TC C L C P D F Z 2 宗象　39．40

大腸 薗 1964－20 0 2 A B P（⊃

A P M ．D M －A ，

D S帆G 帆K 帆

SM O T O B C．CL

CE Z．CTF．

C X M B C M．OP

N A O A，ER FX ，

OF LX S D M X B C M ．C P 5

鶏 48，

総42，81．

84．85

腸 球菌 1999－20 0 2 A B P C

D M 一人

DS 帆GM ，K 帆

SM E M．TS L C M O T C

B C，N H T．

V C M ．V G M C T F S N M

A V M，CP，

EF M E R F X．OF L X 1 絵　84

－
－
－
0
0
ー



表4 6　収集文献の概要一馬

菌の種類 採材時期
抗生物質の系統 合成抗菌剤の系統

文献数 文献番号へ〇二シリン アミノグリコシト マクロライド リンコマイシン テトラサイクリン ヘプチト’ セフエム その他 フランキノロン サルファ剤その他

∫亡即加わ¢8cc〟J glカナ 2002 A BP C，P CG GM．KM EM DO XY ，TC V C M C EZ 1 総 112

／克em qp仙 g e馴鹿 〃〟∂〟盲 1981 ABPC，PCG D SM ．G M ，KM ，SP C M EM ．KT，O L．S PM ．TS CT C B C，C－L C EZ CP，NB FZ NA SD M X TP 1 総 118

表 47　収集文献の概要－羊

菌の種類 採材時期
抗生物質の系統 合成抗菌剤の系統

文献数 文献番号へ9ニシル アミノクリコシド マクロライド リンコマイシン テトラサイクリン ヘワ∨チト‘ セフエム その他 フランキノロン サルファ剤その他

⊥ふf伊南の〝7°のイ聯 〝eg 1985 A BP C，P C G GM，KM，SM EM ，KT，O L S PM LC M O TC ，TC C L C ER C P NA SIX TP 1 総　 23

C ロり仰由∂¢ね血

pge〟めれめe／℃〟わざ蓮 1988－1989 A BP C．P C G G 帆K肌SM EM C LDM O TC ，TC B C，C L，V O M C EZ C P，N B SIX 1 総 113

表4 8　収集文献の概要一山羊

菌の種類 採材時期
抗生物質の系統 合成抗菌剤の系統 l

l文献数 文献番号へ〇二シリン アミノグリコシド マクロライド リンコマイシン テトラサイクリン ヘプチト’ セフエム その他 フランキノロン サルファ剤トその他菌 の 種 類 採 材 時 期 へ9＝シリン アミノグリコシト’ マクロライト’ リンコマイシン テトラサイクリン ヘフ▼チト セフエム その 他 フランキノロン サルファ剤

大 腸 菌 199 6－1998 A B P C G M．KM，S M T C C L C EZ C P，F O M O A

表 49　収集文献の概要－ウズラ

菌の種類 採材時期
抗生物質の系統 合成抗菌剤の系統 l

l文献数 文献番号へ〇二シリン アミノグリコシド マクロライド リンコマイシン テトラサイクリン へりqチド セフエム その他 フランキノロン サルファ剤その他

サルモネラ 1991 A BP C，A M P C FR M ，G M ，K M ．SM D OX Y，OTC ，TC C EZ C P．FO M NA ．O A 1 総　 32

ー
ー
ー
？
－



表50　収集文献の概要一淡水魚（ウナキ●）

菌 の種 類 採材 時期
抗生 物質 の系統 合成抗 菌剤の 系統

文献数 文献 番 号八〇二シリンアミげ リコシド テトラサイクリンヘプチトー セフエム その他 フラン キノロン サルファ剤 その他
地 代おゐ伯 ねm b 1972－1984 A B P C K M ．SM OT C．TC O EZ C P FZ O A ．N A SM M X TM P 3 総 153，167，173

月β／p m 0〃きざ伽 ／β由仁ゐ〃β 1963－1969 A B P C FRM，KM，SM T C C P FZ SM M X 1 総 164

表51収集文献の概要一淡水魚（アユ）

菌 の 種 類 採 材 時 期

抗 生 物 質 の 系 統 合 成 抗 菌 剤 の 系 統

文 献数 文 献 番 号へ自ニシリン アミノグリコシド テトラサイクリンヘプ チド セフエム そ の 他 フラン キノロン サルファ剤 そ の 他

雌 ／カ ∂／竣〟〟b m m 19 7 3－1 9 9 1 A B P C K M，S M T C C L C P FZ N A S M M X T M P 5

総 14 0，15 5，16 1．

・17 0．1 72
月♂／p m O〝a g 伽 〟β危¢ゐ〝β 19 6 7 A B P C F R M ，K M ，S M T C C P FZ S M M X 1 総 1 64

表52　収集文献の概要一淡水魚（二ゾマス）

菌 の種 類 採 材時 期
抗生 物 質の系 統 合成抗 菌剤 の系統 t

は 献数 文 献 番 号へ〇二シリンアミげ リコシド テトラサイクリンへ○プチド セフエム その他 フラン キノロン サルファ剤 その他

月創りm O〃aJ 古き〟打0〝わん由 1970 D SM T C C P S TZ 1 総 156

ー
ー
N
O
I

表53　収集文献の概要一淡水魚（サケ）

菌 の種 類 採材 時期
抗生 物質 の系 統 合 成抗菌 剤の 系統 l ＿

t文献数 文献 番 号へ〇二シリンアミノグリコシド テトラサイクリンへ○プチド セフエム その他 フラン キノロン サルファ剤 その他
月e／p m 0〝8g ∫∂〟〃0〝血人血 1979－1981 A B P C KM ．SM O TC，TC C L C P FZ N A ，O A S M M X O M P ，T M P 1 総 165

表54　収集文献の概要一海水魚（ブリ）

菌 の 種 短 ′ 採 材 時 期

抗 生 物 質 の 系 統 合 成 抗 菌 剤 の 系 統

文 献 数 文 献 番 号へ〇二シリン アミノクリコシト’マクロライド リンコマイシンテトラサイクリンヘプ チト’セフエム 姉 ノエーテル そ の 他 フラン キノロン サルファ剤 そ の 他

角 βね 上〟で伯 p 血Cゐノとお 1 9 75－19 9 6
A B P C ．
A M P C K M．S M E M

C T C ，

D O X Y，
O T C ．T C C E Z

B C M ，C P ．
F O M ，N B F Z N A，O A S M M X O M P，T M P ，T 8

総 16 0，1 62．

16 8，16 9，

17 1，1 73，
174，17 6

レンサ球 菌 1 97 4－19 8 1 A B P C K M ，S M
E M，J M，K M

，O L，S P M
L C M D O X Y，T C C E Z C P F Z N A S M M X O M P ，T M P ■　 2 総 1 54 ，16 6

表55　収集文献の概要一海水魚（ハマチ）

菌の 種類 採 材 時期
抗 生物 質の 系統　＿ 合成抗 菌剤 の系 統 l

l文献 数 文献 番号へ〇二シリンアミノグリコシド マクロライド リンコマイシンテトラサイクリンへ■プチト●セフエム 御 ノエーテル その他 フラン キノロン サルファ剤 その他
レンサ球菌 1975 P C G O L D O XY 1 総 163



表56　収集文献の概要一環境

菌の種類 由来 採材時期
抗生物質の系統 合成抗菌斉Jの系統

文献数 文献 番号へ〇二シリン アミノゲリコシドテトラサイクリヘプチト● セフ工ム その他 キノロン サルファ剤 その他

大腸菌

畜舎
糞尿

汚水 ■1977－1980 A B P C
D S M，KM ，
SM O TO，TC C L BC M，CP N A SD M X 3

総 81，94，
豚138

／＼エ 1979－1980 A B P C KM ．SM T C C L C P NA 1 豚 138

助血0〃e船

山扉血M血 仰

畜舎
糞尿

汚水 1972－1974 A B P C G M ．SM T C C L C EP R R FP SD M X 1 豚 161

表 5 7　収 集文 献 の概要一食 品

菌の種類 由来 採材時期
抗生物質の系、統 合成抗菌剤の系統

文献数 文献 番号へ〇二シリン アミノグリコシドマクロライドテトラサイクリン へプチド セフエム その他 フラン キノロンー サルファ剤 その他 ．

大腸菌 0 157 牛肉 1996－1999 A B P C G 肌KM ，S M O T C C EZ C P ．FO M NA 1 総　6 1

大腸菌
豚肉 1977 A B P C K M ．SM T C C P S D M X 1 総 181

鶏肉 1977－1992 A B P C K M ．SM C T C C P NA S D M X 3 総 181．182．183

サルモネラ

牛肉 1996－1999 A B P C G M ，K帆S M O T C C EZ CP．FO M NA 1 総　6 1

鶏肉 1992－2002 A B P C K M ，SM T C CP．FO M NA ．N FLX 2 総 178，人44

ウナキ’ 1993 A B P C K M ．SM T C C FX C P N FLX 1 人　3 7

腸球菌 鶏肉 1998－2002 G M T C V C M 2 総 177，184

カンビロハ●クター 鶏肉 1997－2002 EM T C FO M N A ．O FLX 2 鶏　2 2 ．人5 1

豚丹毒薗 豚肉 1988 S M O T C O P 1 総　8 0

′■
一一一一；′′′∫●

海水魚
（ハマチ）1973 G M O L 0 T C ，T C C P FZ S D M X ．SM X 1 総 ■104

海水魚
（カキ） 1973 G M O L O T C ，T O C P FZ S D M X ．SM X 1 総 104

海水魚
（雑魚） 1973 G M O L O T C ，T C C P FZ SDM X，SM X 1 総 104

表58　収集文献の概要一人

菌の種類 採材時期
抗生物質の系統 合成抗菌剤の系統　＿

文献数 文献 文献番号八〇二シリン アミげ リコシドマクロライドテトラサイクリンへ○プチト◆セフエム その他 フラン キノロン サルファ剤 その他
カンピロハりター 1990－2002 A B P C G M K M EM T C C L C EZ C P，FO M N A，O FLX SD M X 5 人 13，51，57，170，171

サルモネラ 1980－2000 A B P C ．A M P C
GM，KM，
SM EM T C C L C E乙CT F CP，FOM N A，O FU くSM X T M P 18

人目，13，16，20，24，25，34，35月7，43，
　 47，72．94．145．169，170．171．総15

大腸菌 1970－2003 A BP C，AM PC
FR M ，GM ．
KM ．SM EM T C C E乙CXM CP．FOM N A，O FLX SD M X TM P 3 7

人 9，13，14．26，36，74，79，80，85，88，94，

96，100，101，109，113，114，日5，
120，122，123，125，127，129，132，
133，135，136，139，145，146，147，
148，153．159，160，総105

腸球菌 1983－2002 A B P C ．A M P C A P M ．GM EM V C M C E乙CXM CP，FOM N A．O FLX 34

人 74．79．80，85，88，94．96，100，10 9．
113，114，115．122，123，125，127，
129，132，133．135，13 6，139，14 5，
14吼147．148．149，152，158．159，
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表 5 9 牛 由来大腸 菌のアンピシリン耐性率

調査年 耐性率 菌棟 数 耐性 文献 番号

1976 75．0 12 9 牛　 71

1976 12．7 2 119 269 総　 8 1

1977 7．9 2483 196 総　 8 1

1978 7．0 200 14 総　 80

1978 13．5 200 27 総　 80

1982 51．4 70 36 総 135

19 82 3．6 55 2 総 135

198 6 39．0 4 1 16 牛　 7 1

198 7 0．0 104 0 豚　2 0 0

199 2 13．1 793 104 総　 83

199 2 24 ．9 696 173 総　 83

199 3 20 ．2 114 23 総　 42

1994 11．8 515 61 総　 83

1994 31．0 4 77 14 8 総　 83

1995 0．9 652 6 牛　 88

1996 31．4 3 5 11 牛　　7

1999 －8．4 35 6 30 総 14 2

2000 16．8 173 29 総　 85

200 1 8．6 35 3 牛　　2

20 0 1 12．2 172 2 1 総　 86

20 02 11‾．6 18 1 2 1 総　 8 7

図20　年由来大腸菌のアンピシリン耐性率
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表 60 豚 由来大腸菌のアンピシリン耐性率

調査年 耐性率 菌株 耐性数 文献 番号

19 70 0．8 385． 3 総 105

19 76 6．6 406 9 269 総　 81

197 7 5．0 5 120 256 総　 81

1978 4．9 40 5 20 総　 80

1980 24．6 3266 803 ′豚 13 8

1980 25．6 2638 675 豚 138

1980 23．0 2819 64 8 豚 138

1982 0．0 50 0 総 135

1982 30．8 65 20 総 135

1992 32．0 722 2 31 総　 83

・1993 6．5 3 1 2 総　 42

1994 26．2 4 24 111 総　 83

1999 22．6 358 8 1 総 142

2000 9 1．1 45 4 1 豚 154

2000 20．8 48 10 総　 84

2000 34．0 15ti 53 総　 85

200 1 34．9 152 53 総　 86

2002 24．3 140 34 総　 87

図21 豚由来大腸菌のアンピシリン耐性率
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表61鶏由来大腸菌のアンピシリン耐性率
調 査 年 耐 性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

1979 3．0 10 0 3 鶏　 60

1 9 7 8 0．0 20 0 0 総　 80

1 9 7 8 4 0 ．1 19 7 7 9 総　 80

1 9 8 9 43．0 10 0 4 3 鶏　 35

1 9 9 0 14．7 30 0 4 4 鶏　 32

1 9 9 2 4 6．7 28 5 1 3 3 総　 83

1 9 9 2 21．8 4 7 6 1 0 4 総　 83

1 9 9 3 50．0 4 0 2 0 総　 42

1 9 9 3 10．0． 10 1 総　 45

1 9 9 4 26．3 95 2 5 総　 83

1 9 9 4 19．2 30 8 5 9 総　 83

19 9 9 40．1 30 4 1 2 2 総 14 2

2 0 0 0 21．6 16 7 3 6 総　 85

2 0 0 0 49．0 15 3 7 5 総　 85

2 0 0 1 12．2 13 9 1 7 総　 86

2 0 0 1 4 1．9 1・17 4 9 総　 86

2 0 0 2 22．8 114 2 6 総　 87

2 0 0 2 4 0．0 115 4 6 総　 8 7

．図 2 2　鶏 由来大腸 菌のアンピシリン耐性率
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表62　牛由来大腸菌カナマイシン耐性率 表63　豚由来大腸菌カナマイシン耐性率

ー
ー
N
u
I

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 21．1 19 4 牛　 7 1

1976 19．8 2 119 420 総　 8 1

1976 34．2 1229 420 牛　 82

1977 13．4 24 83 333 総　 8 1

1978 2．5 200 5 総　 80

1978 ■33．5 200 6 7 総 ‾　 80

1982 17．1 567 9 7 総　 82

1982 35．7 70 25 総 135

1982 1．8 55 1 総 135

1986 53．7 4 1 22 牛　 71

1992 13．6 793 108 総　 83

1992 16．8 696 117 総　 83

1993 9．6 114 11 総　 42

1994 0．0 50 0 牛　 72

1994 6．0 50 3 牛　 72

1994 9．3 5 15 48 総　 83

1994 21．6 4 77 103 総　 83

1995 0．5 652 3 牛　 88

1996 37．1 35 13 牛　　7

1999 ．3．4 3 56 12 総 142

200 1 2．9 35 1 牛　　2

200 1 0．0 172 0 総　 86

2002 0．0 181 0 総　 8 7

図23　牛由来大 腸菌カナマイシン耐性率
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調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

19 70 12．7 38 5 4 9 総 105

19 76 41，3 406 9 1680 総　 8 1

19 77 35．8 5 120 1833 総　 81

19 78 29．9 40 5 121 総　 80

19 80 55．3 326 6 180 6 豚 138

19 80 38．7 263 8 10 21 豚 138

19 80 41．9 28 19 1181 豚 138

19 82 37．1 560 20 8 総　 82

19 82 36．9 6 5 24 総 135

19 92 41．8 72 2 30 2 総　 83

19 93 9．7 3 1 3 総　 42

19 94 31．1 424 132 総　 83

19 99 19．0 35 8 68 総 142

2000 68．9 4 5 31 豚 154

2000 16．7 4 8 8 総　 84

200 1 0．0 15 2 0 総　 86

200 2 0．0 140 0 総　 8 7

図24　豚 由来大腸菌カナマイシン耐性率
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表 64　鶏 由来大腸 菌カナマイシン耐性轟

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番卑

197 8 12．5 20 0 2 5 総　 帥

197 8 70．6 197 13 9 総　 80

197 9 56．0 10 0 5 6 鶏　 60

198 9 38．0 100 3 8 鶴　 35

1990 42．7 30 0 12 8 鶏　 32

1992 51．9 285 14 8 総　 83

199 2 25．8 4 76 12 3 総　 83

199 3 50．0 4 0 20 総　 4 2

199 3 30．0 10 3 総　 4 5

1994 36．8 95 3 5 総　 83

1994 24．0 30 8 74 総　 83

199 9 32．6 304 99 総 14 2

200 1 0．0 139 0 総　 86

200 1 0．0 117 0 総　 86

200 2 0．0 114 0 総　 87

200 2 0．0 115 0 総　 87

図25　鶏 由来 大腸菌 カナマイシン耐性 率
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ン耐性率表65　牛由来大腸菌オキシテトラサイケノ

ー
ー
璧
T
l

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

19 76 41．2 17 7 牛　 71

19 76 4 7．0 2119 996 総　 8 1

19 77 4 1，4 24 83 10 28 総　 8 1

19 78 9．5・ 200 19 総　 80

19 78 65．0 200 130 総　 80

19 82 6 5．7 70 46 総 135

198 2 5．5 5 5 3 総 135

198 6 55．0 40 22 牛　 7 1

199 2 2 3．6 793 187 総　 83

19 92 43．5 696 30 3 総　 83

1993 29．8 114 34 総　 42

1994 25．2 5 15 130 総　 83

1994 47．0 477 224 総　 83

1996 60．0 35 2 1 牛　　7

1999 25．3 356 90 総 14 2

2 000 39．9 173 69 総　 85

2 001 58．7 247 145 総 152

2 001 30．2 172 52 総　 8 6

2 002 1 49．1 4 75 233 総 152

2 002 34．3 181 62 総　 87

図26　年由来大腸菌のオキシテトラサイケノン耐性率
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表66　豚由来大腸菌オキシテトラサイクリン耐性率
調査 年 耐 性率 菌株 数 耐性数 文献 番号

19 7 6 81．8 4 0 6 9 3 3 2 8 総　 81

1 9 7 7 70．8 5 1 2 0 3 6 2 5 総　 81

1 9 7 8 7 7．8 4 0 5 3 1 5 総　 8 0

1 9 8 2 44．0 5 0 2 2 総 13 5

19 8 2 61．5 6 5 4 0 総 13 5

19 9 2 73．1 7 2 2 5 2 8 総　 8 3

19 9 3 0．0 3 1 0 総　 42

19 94 75．5 4 2 4 3 20 総　 83

1 9 9 9 66．8 3 5 8 2 3 9 総 1 4 2

2 0 0 0 45．8 4 8 2 2 総　 84

2 0 0 0 74 ．4 15 6 1 16 総　 85

．20 0 1 70 ．4 15 2 10 7 総　 86

2 0 0 2 67．9 14 0 9 5 総　 87

図27　豚由来大腸菌オキシテトラサイクリン耐性率
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表67　鶏由来大腸菌オキシテトラサイクリン耐性率
調 査 年 耐性率 菌株 数 耐性数 文献 番号

197 8 46．5 2 0 0 9 3 総　 80

19 7 8 8 6．3 19 7 1 7 0 総　 80

19 9 2 73．0 2 8 5 2 0 8■ 総　 83

19 92 58．2 4 76 2 7 7 総　 83

19 9 3 0．0 4 0 0 総　 42

1 9 9 3 50．0 10 5 総　 45

1 9 9 4 7 8．9 9 5 7 5 総　 83

1 9 9 4 56．8 3 0 8 1 7 5 総　 83

1 9 9 9 69．4 3 0 4 2 1 1 総 14 2

2 0 0 0 41．3 1 6 7 6 9 総　 85

2 0 0 0 63．4 1 5 3 9 7 総　 85

2 0 0 1 40．3 1 3 9 5 6 総　 86

2 0 0 1 65．8 1 1 7 7 7 総　 86

2 0 0 2 42．1 1 1 4 4 8 総　 87

2 0 0 2 67．0 1 1 5 7 7 総　 8 7

図28　鶏由来大腸菌オキシテトラサイクリン耐性率
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表68　牛由来大腸菌のクロラムフェニコール耐性率

Ⅰ

－

N

∽

－

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1970 1．5 136 2 総 105

1976 8．0 2119 170 総　 8 1

1976 0．8 2119 17 総　 82

1977 6．4 2483 159 総　 8 1

1978 4．0 200 8 総　 80

1978 9．0 200■ 1．8 総　 80

1982 12．3 567 70 総　 82

1982 32．9 70 23 総 135

1982 0．0 55 0 総 135

1992 6．6 793 52 総　 83

1992 12．2 696 85 総　 83

1994 0．0 20 0 総　 45

1994 8．0 515 41 総 ＿　 83

1994 16．8 4 77 80 総　 83

1995 1．2 652 8 牛　 88

1996 8．6 35 3 牛　　7

1999 3．1 356 111 総 142

2 001 0．0 35 0 牛　　2

図29　牛由来大腸菌のクロラムフェニコール耐性率
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表69　豚由来大腸菌のクロラムフェニコール耐性率

調 査 年 耐 性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

1 9 7 0 1．3 3 8 5 5 総 10 5

1 9 7 6 11．6 4 0 6 9 4 7 2 総 　 8 1

1 9 7 7 10．5 5 1 20 5 3 8 総 　 8 1

1 9 7 8 3．7 4 0 5 1 5 総 　 8 0

1 9 8 0 12．5 3 2 6 6 4 0 8 豚 13 8

1 9 8 0 1 5．4 2 6 3 8 4 0 6 豚 13 8

1 9 8 0 1 0．2 2 8 1 9 2 8 8 豚 13 8

1 9 8 2 1 9．5 5 60 1 0 9 総　 8 2

1 9 8 2 10．0 50 5 総 13 5

1 9 8 2 0．0 6 5 －　0 総 13 5

■1 9 9 2 19．8 72 2 1 4 3 総　 8 3

1 9 9 3 9．7 3 1 3 総　 4 2

1 9 94 2 7．1 4 2 4 1 1 5 総　 8 3

1 9 9 9 22．3 3 5 8 8 0 総 14 2

2 0 0 0 77．8 4 5 3 5 豚 15 4

2 0 0 0 4．2 4 8 2 総　 8 4

図 3 0 豚 由 来 大 腸 菌 の ク ロラム フェニ コー ル 耐 性 率
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表70鶏由来大腸菌のクロラムフエ二］－ル耐性率

調 査 年 耐 性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

19 7 0 6．7 2 0 8 14 鶏 　 4 7

19 7 9 20．0 10 0 －2 0 鶏 　 6 0

19 7 8 0．0 2 0 0 0 総 　 8 0

19 7 8 34．5 1 9 7 6 8 総 　 8 0

19 8 9 14．0 10 0 14 鶏 　 3 5

19 9 0 0．3 3 0 0 1 鶏 　 3 2

1 9 9 2 19．6 2 8 5 5 6 総 　 8 3

1 9 9 2 9．0 4 7 6 4 3 総 　 8 3

1 9 9 3 2 0．0 4 0 8 総　 4 2

19 9 3 90．0 10 9 総 　 4 5

1 9 9 4 9．5 9 5 9 総　 8 3

1 9 9 4 6．2 3 0 8 1 9 総 　 8 3

1 9 9 9‾ 17．1 3 0 4 5 2 総 14 2

図31 鶏由来大腸菌のクロラムフェニコール耐性率
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表71 牛由来大腸菌のナリジクス酸耐性

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 24．9 2 119 528 総　 82

1977 0．1 24 83 3 総　 82

1982 2．3 567 13 総　 82

1995 0．0 652 0 牛　 88

1999 2．0 3 56 7 総 142

200 0 4．0 173 7 総　 85

200 1 0．0 3 5 0 牛　　2

200 1 1．7 172 3 総　 86

200 2 9．9 4 75 4 7 総 152

200 2 1二7 18 1 3 総　 87

率 r表72　豚由来大腸菌のナリジクス酸耐性率
調 査年 耐 性 率 菌株 数 耐性数 文献 番 号

19 7 6 0．3 4 0 6 9 12 総　 81

1 9 7 7 0．1 5 1 2 0 5 総　 8 1

1 9 8 0 0．0 3 2 6 6 0 豚 13 8

1 9 8 0 0．0 2 6 3 8 0 豚 1・3 8

1 9 8 0 0．0 2 8 1 9 0 豚 13 8

1 9 8 2 0．4 5 60 2 総　 82

1 9 9 9 0．8 3 5 8 3 総 14 2

2 0 0 0 4．4 4 5 2 豚 15 4

2 0 0 0 0．0 4 8 0 総　 84

2 0 0 0 5．8 15 6 9 総　 85

2 0 0 1 4．6 15 2 7 総　 86

2 0 0 2 3．6 14 0 5 ・総　 87

表73　鶏由来大腸菌のナリジクス酸耐性率
調査 年 耐性率 菌株 数 耐性 数 文 献 番 号

197 9 2．0 10 0 2 鶏　 60

1 9 8 9 0．0 10 0 0 鶏　 35

1 9 9 0 0．0 3 0 0 ■0 鶏　 32

1 9 9 9 36．8 3 0 4 1 1 2 総 14 2

2 0 0 0 3 2．0 15 3 4 9 総　 8 5

20 0 0 12．6 16 7 2 1 総　 85

20 0 1 6．5 13 9 9 総　 86

20 0 1 22，2 1 17 2 6 総　 86

20 0 2 7．0 1 14 8 総　 8 7

2 0 0 2 25．2 1 15 2 9 総　 8 7
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図32　牛 由 来大 腸菌 ナリジクス酸 耐性 率

耐 性 率

100 室

80

6 0

4 0

2 0

0

盲

室
多

05

◆

． ▲ ．▲ ．　　　 ▲　 ▲己

197 0 1 9 7 5 19 8 0 1 9 8 5． 19 90 1 9 9 5　 20 0 0　 20

調査 年

図33　豚 由来 大腸菌 ナリジクス酸耐性 率
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図34　鶴 由 来大 腸菌ナ リジクス酸耐 性率
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表76　鶏由来大腸菌の工ンロフロキサシン耐性

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1992 0．4 47 6 2 総　 83

1992 0．0 28 5 0 総　 83

1992 0．1 732 1 総 126

1993 0．0 40 0 総　 42

1996 0．0 3 7 0 総 126

1999 9．9 304 3 0 総 142

2 000 4，2 167 7 総　 85

2 000 6．5 153 10 総　 85

2 00 1 5．8 139 8 一　総　 86

2 00 1 3．4 1 17 4 総　 86

2 002 0．9 1 14 1 総　 87

2 002 5．2 115 6 総　 87

図37　鶏 由来大 腸菌 のエンロフロキ サシン耐 性 率
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表75　豚由来大腸菌のエンロフロキサシン耐性率

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1992 0．4 722 3 総　 83

1993 0．0 3 1 0 総　 42

19 94 30．0 10 3 総　 45

19 99 0，0 358 0 総 14 2

20 00 0．0 48 0 総　 84

200 0 1．3 156 2 総　 85

200 1 0．0 152 0 総　 86

200 2 2．9 140 4 総　 87

図36　豚由来大腸菌のエンロフロキサシン耐性率
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表74 牛 由来大腸菌のエンロ7日キサシン耐性率

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1992 0．0 23 0 牛　 65

1992 0．3 7 93 2 総　 83

1992 2．2 6 96 15 総　 83

1993 0．0 114 0 総　 42

1999 0．3 3 56 1 総 142

2 000 ■1．2 173 2 総　 85

2 00 1 0．0 172 0 総　 86

2 002 0．6 18 1 1 総　 87

図35　牛由来大腸菌工ンロフロキサシン耐性率
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表77 牛由来サルモネラのアンピシリン耐性

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 14．1 78 11 総　 81

1977 －100．0 4 1 41 ・牛　 82

1978 0．3 296 1 牛　 48

1978 100．0 3 3 牛 126

1978 6 7．4 86 58 牛 126

1979 100．0 16 16 牛 126

1979 99．0 96 95 牛 126

1980 100．0 7 7 牛 126

1980 100．0 46 46 牛 126

1983 95．2 2 1 20 牛　 47

1983 68．4 19 13 牛　 47

1983 88．9 18 16 牛 149

1984 46．7 15 7 牛　 57

1984 100．0 46 46 牛　 57

1984 94．4 90 85 牛 144

1986 88．2 110 97 牛 103

1986 71．4 70 50 牛　 64

1986 83．3 6 5 牛　 64

1．988 97．4 39 38 牛　 89

1989 73．7 38 28 牛　 42

1990 95．1 41 39 牛　 62

1990 0．0 21 0 牛　 62

1990 12．0 25 3 牛　 62

1990 94．4 18 17 牛　 99

199 1 100．0 15 15 牛　 97

1992 5．4 3 7 2 牛 104

1992 11．6 43 5 牛 104

1992 84．4 64 54 ・ 総　 83

1992 81．6 13 6 111 総　 83

1993 50．0 6 3 総　 42

1994 89．2 3 7 33 牛　 52

19．94 76．5 17 13 牛　 52

1994 100．0 4 1 41 牛 137

1994 78．5 93 73 総　 83

1994 88．9 72 64 総　 83

1995 0．0 46 ■0 牛　　9

1995 0．0 19 0 牛　　9

1997 0．0 5 7 0 牛　 37

1998 83．3 120 100 牛　 66

1998 0．0 100 0 牛　 66

2000 52．4 2 1 11 総　 85

2001 100．0 4 4 総　 86

20 02 100．0 2 2 総　 87

率 表78　豚由来サルモネラのアンピシリン耐性率
調査 年 耐性率 菌株数 耐 性数 文献 番号

19 73 0．0 2 4 4 0 豚 16 1

19 76 1．4 7 4 1 総　 81

19 8 7 0．0 8 0 豚 11 6

19 8 8 0．0 1 0 0 豚　 29

19 9 2 28．6 1 4 4 総　 83

19 9 4 100．0 2 0 20 豚　 13

19 9 7 0．0 3 7 0 豚　2 1 3

19 9 7 0．0 6 1 0 豚　2 1 3

19 9 8 0．0 2 2 0 豚 10 0

2 0 0 0 41．4 2 9 12 総　 85

2 0 0 1 8 1．8 1 1 9 豚 1 87

2 0 0 1 100．0 9 9 豚 1 8 7

2 0 0 1 2 2．7 2 2 5 豚 1 87

2 0 0 1 0．0 4 0 総　 86

2 0 0 2 10 0．0 2 2 総　 87

図38　牛由来サルモネラのアンピシリン耐性率
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図 3 9　 豚 由 来 サ ル モ ネ ラ の ア ン ピ シ リン 耐 性 率
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表79　鶏由来サルモネラのアンピシリン耐性率
調査 年 耐性 率 菌株 数 耐性 数 文 献 番 号

197 1 0．2 62 3 1 鶏　 43

19 7 6 7．7 6 5 5 総　 81

19 9 2 16．7 7 8 13 総　 83

19 9 2 4 0．7 5 4 2 2 総　 83

19 9 2 2 2．2 18 4 人　 44

1 9 93 6．7 4 5 3 鶏　 30

1 9 93 50．0 2 6 13 鶏　 57

1 9 93 5．0 2 0 1 総　 42

1 9 93 1 0．7 2 8 3 人　 44

1 9 93 0．0 30 0 人　 38

1 9 94 9．1 1 1 1 人　 44

1 9 94 0．0 1 9 0 総　 83

1 9 94 13．9 3 6 5 総 ■　83

19 95 2．2 4 6 1 鶏　　5

19 9 5 7 0．7 4 1 2 9 鶏　 10

19 9 5 16．7 1 8 3 人　 44－

19 9 6 0．0 1 1 0 鶏　 23

19 9 6 0．0 2 6 0 鶏　 23

19 9 6 0．0 4 0 鶏　 23

19 9 6 0．0 1 0 鶏　 23

19 9 6 10．9 20 2 22 人　 44

19 9 6 1 1．1 18 2 人　 44

19 9 7 3．4 2 9 1 人　 44

19 9 8 6 1．1 3 6 22 鶏　　6

1‾99 8 11．9 4 2 5 人　 44

19 9 9 7．9 3 8 3 人　 44

2 0 0 0 0．0 14 0 総　 85

2 0 0 0 6．9 2 9 2 総　 85

2 0 0 1 0．0 1 0 総　 86

2 0 0 1 0．0 13 0 総　 86

2 0 0 2 0．0 9 0 総　 87

2 0 0 2 5．4 3 7 2 総　 87

図40　鶴由来サルモネラのアンピシリン耐性率
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表80　牛由来サルモネラのカナマイシン耐性率 表81豚由来サルモネラのカナマイシン耐性率 表82　鶏由来サルモネラのカナマイシン耐性率

－
－
N
や
－

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 11‘．5 78 ．9 総　 81

1977 0．0 2 0 牛 156

1978 0．3 296 1 牛　－48

1978 100．0 3 3 牛 126

1978 65．1 86 56 牛 126

1979 93．8 16 15 牛 126

1979 93．8 96 9 0 牛 126

1980 100．0 7 7 牛 126

1980 100．0 46 4 6 牛 126

1983 100．0 21 2 1 牛　 47

1983 31．6 19 6 牛　 47

1983 66．7 18 12 牛 149

1984 46．7 15 7 牛　 57

1984 100．0 46 4 6 牛　 57

1984 94．4 90 85 牛 144

1986 32．7 110 3 6 牛 103

1986 68．6 70 4 8 牛　 64

1988 100．0■ 6 6 牛　 64

1988 28．2 39 11 牛　 89

1989 97．4 38 3 7 牛　 24

1990 29．3 41 12 牛　 62

1990 0．0 21 0 牛　 62

1990 20．0 25 5 牛　 62

1990 66．7 18 12 ∴牛　 99

199 1 28．2 39 11 牛　 67

199 1 100．0 15 15 牛　 97

1992 0．0 57 0 牛　 37

1992 20．3 64 13 総　 83

199◆2 6．6 136 9 総　 83

1993 0．0 6 0 総　 42

1994 0．0 41 0 牛 137

1994 14．0 93 13 総　 83

1994 69．4 72 5 0 総　 83

1995 0，0 46 0 牛　　9

1995 0．0 19 0 牛　　9

1998 0．0 120 0 牛　 66

1998 7．0 100 7 牛　 66

調査 耐性 ・ 菌株 耐性 文献 番号

197 1 0．0 8 0 豚 142

19 73 0．4 244 1 豚 161

197 6 12．2 74 9 総　 81

198 7 0．0 8 0 豚 116

198 8 0．0 10 0 豚　 29

199 2 35．7 14 5 総　 83

1994 95，0 20 19 豚　 13

199 7 0．0 37 0 豚　2 1 3

199 7 0．0 6 1 0 豚　2 1 3

199 8 63．6 22 14 豚 100

200 1 45．5 11 5 豚 187

200 1 0．0 9 0 豚 187

200 1 13．6 22 3 豚 187

図41 年由来サルモネラのカマナイシン耐性率
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耐 性率　 図 42 豚 由来 サ ルモネラの カナマイシン耐 性率
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調査 耐性； 菌株 － 耐性 ■ 文献 番号

1971 0 ．2 623 1 鶏　 43

1976 臥2 65 4 総　 8 1

1992 28．2 78 22 総　 83

1992 27．8 54 15 総　 83

1992 22．2 18 4 人　 44

1993 33．3 45 15 鶏　 30

1993 23．1 26 6 鶏　 57

1993 5．0 20 1 ・ 総　 42

1993 17．9 28 5 人　 44

1993 0．0 30 0 人　 38

1994 18．2 11 2 人　 44

1994 84 ．2 19 16 総　 83

1994 11．1 36 4 総　 83

1995 43．5 、46 20 鶏　　5

1995 58．5 4 1 24 、鶏 10

1995 38．9 18 7 人　 44

1996 0．0 11 0 鶏　 23

1996 0．0 26 0 鶏　 23

1996 50．0 4 2 鶏　 23

1996 100．0 1 1 鶏　 23

1996 3 9．6 202 ■80 人　 44

1996 27．8 18 5 人　 44

1997 58．6 29 17 人　 44

1998 33．3 36 12 鶏　　6

1998 40．5 42 17 人　 44

1999 60 ．5 38 23 人　 44

図43　鶏由来サルモネラのカナマイシン耐性率
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表83　牛由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐性率
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

197 6 82．1 7 8 64 総　 81

19 7 7 100．0 4 1 4 1 牛　 82

1 9 7 8 0．0 2 9 6 0 牛　 48

1 9 7 8 100．0 3 3 牛 12 6

1 9 7 8 95．3 86 8 2 牛 12 6

1 9 7 9 10 0．0 16 16 牛 12 6

1 9 7 9 100．0 9 6 9 6 牛 12 6

1 9 80 100．0 7 7 牛 12 6

1 9 80 100．0 4 6 4 6 牛 12 6

1 9 8 8 10 0．0 3 9 3 9 牛　 89

1 9 9 1 100．0 15 15 牛　 97

2 00 0 5 2．4 2 1 11 総　 85
‾200 1 ‾50．0 4 2 ‾総　 86

20 0 2 10 0．0 2 2 総　 87

－
－
∽
0
－

図44 年由来サルモネラのゾヒト’ロスルプトマイシン耐性率
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表84　豚由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐性率
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

197 6 44 ．6 7 4 3 3 総　 8 1

19 8 7 0．0 8 0 豚 116

2 0 0 0 27．6 2 9 8 総　－85

2 0 0 1 90．9 1 1 10 豚 18 7

2 0 0 1 100．0 9 9 豚 18 7

2 0 0 1 72．7 2 2 1 6 豚 18 7

2 0 0 1 50．0 4 2 総　 86

2 0 0 2 100．0 2 2 総　 87

図4 5 豚由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐

性率
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表85　鶏由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐性率
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 3 3．8 6 5 2 2 総　 81

20 0 0 0．0 14 0 総　 85

20 0 0 13．8 2 9 4 総　 85

20 0 1 0．0 1 0 総　 86

20 0 1 0．0 13 0 総　 86

20 0 2 22．2 9 2 総　 87

図 46　鶏 由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐

性率
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表86　牛由来サルモネラのオキシテトラサイクリン耐性率 表87　豚由来サルモネラのオキシテトラサイクリン耐性率

ー

ー

∽

－

－

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 83．3 78 65 総　 81

1977 100．0 41 41 牛　 82

1978 0．0 296 0 牛　 4 8

1978 100．0 3 3 牛 126

1978 90．7 86 78 牛 126

1979 93．8 16 15 牛 126

1979 99．0 96 95 牛 126

1980 100．0 7 7 牛 126

1980 95．7 46 44 牛 126

1983 88．9 18 16 牛　‾14 9

1988 100．0 39 39 牛　 89

1989 60．5 38 23 牛　 42

1990 87．8 41 36 牛　 62

1990 19．0 2 1 4 牛　 62

1990 4．0 25 1 牛　 62

1990 88．9 18 16 牛　 99

199 1 46．2 39 18 牛　 67

199 1 100．0 15 15 牛　 97

1992 84．4 64 54 総 －83

1992 80．1 136 109 総　 83

1993 66．7 6 4 総　4 2

1994 89．2 37 33 牛　 52

1994 58．8 17 10 牛　 52

1994 100．0 4 1 41 牛 137

1994 79．6 93 74 総　 83

1994 76．4 72 55 総　 83

19 95 0，0 46 0 牛　　9

19 95 0．0 19 0 牛　　9

2000 52．4 2 1 11 総　 85

200 1 100．0 4 4 総　 86一

2002 100．0 2 2 総　 87

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 43．2 74 32 総　 8 1

1987 0．0 8 0 豚 116

1988 0．0 10 0 豚　 29

1992 50．0 14 7 総　 83

1994 100．0 20 20 豚　 13

1998 100」0 22 22 豚 100

2000 51．7 29 15 総　 85

200 1 90．9 11 10 豚 187

200 1 100．0 9 9 豚 187

200 1 90．9 22 20 豚 187

200 1 68．2 22 15 鶏　 66

200 1 100．0 4 4 総　 86

2002 100．0 2 2 総　 87

図4 7　牛由来サルモネラのオキシテトラサイクリン耐性

率
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図4 8 豚 由来サルモネラのオキシテトラサイクリン耐性

率
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表88　鶏由来サルモネラのオキシテトラサ

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1962 3．1 64 2 鶏　 81

1976 20 ．0 65 13 総　 81

1992 52．6 78 4 1 総　 83

199■2 63．0 54 34 総　 83

1993 57．7 28 15 鶏　 57

1993 10．0 20 2 総　 42

1994 89．5 19 17 総　 83

1994 16．7 36 6 総　 83

1995 26．8 41 11 鶏　 10

1996 0．0 11 0 鶏　 23

1996 0．0 26 0 鶏　 23

1996 75．0 4 3 鶏　 23

1996 100．0 1 1 鶏　 23

2000 0．0 14 0 総　 85

2000 93．1 29 27 総　 85

200 1 0．0 1 0 総　 86

200 1 53．8 13 7 総　 86

2002 33 ．3 1 9 3 総　 87

2002 83．8 37 31 総　 87

イクリン耐性率

図 49 鶏 由 来 サ ル モ ネラの オ キ シテ トラサ イクリン耐 性

率
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コール耐性率 表 90 豚 由来サ ルモネラのクロラムフエニ

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1971 0．0 8 0 豚 142

1973 0．0 244 0 豚 161

1976 12．2 74 9 総　 81

19 87 0．0 8 0 豚 116

1988 0．0 10 0 豚　 29
1992 21．4 14 3 総　 83

1994 100．0 20 20 豚　 13
1998 9．1 22 2 豚 100

2001 63．6 11 7 豚 187

2001 100．0 9 9 豚 187
2001 31．8 22 7 豚 187

コール耐性率 表91鶏由来サルモネラのクロ ラムフエ二コール耐性率

ー
ー
u
N
I

表 89　年田釆サルモネラのクロラムフエ二

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 71．8 78 56 総　 81

1977 100．0 4 1 41 牛　 82

1977 100．0 2 2 牛 156

1978 0．0 296 0 牛　 48

1978 0．0 3 0 牛 126

1978 46．5 86 40 牛 126

1979 81．3 16 13 牛 126

1979 58．3 96 56 牛 126

1980 0．0 7 0 牛 126

1980 21．7 46 10 牛 126

1983 26．3 19 5 牛　 47

1983 26．3 19 5 牛　 47

1983 0．0 21 0 牛　 47

1984 93．3 15 14 牛　 57

1984 6．5 46 3 牛　 57

1984 36．7 90 33 牛 144

1986 69．1 110 76 牛 103

1986 62．9 70 44 牛　 64

1986 0．0 6 0 牛　 64

1988 56．4 39 22 牛　 89

1990 87．8 41 36 牛　 62

1990 0．0 21 0 牛　 62

1990 0．0 25 0 牛　 62

1990 11．1 18 2 牛　 99

1991 66．7 3 9 26 牛　 67

1991 0．0 15 0 牛　 97

1992 56．8 3 7 2 1 牛 104

1992 58．1 43 25 牛 104

1992 73．4 64 47 総　 83

1992 61．0 13 6 83 総　 83

1993 66．7 6 4 総　 42

1994 89．2 3 7 33 牛　 52

1994 100．0 4 1 41 牛 137

19 94 75．3 93 70 総　 83

1994 54．2 72 39 総　 83

1997 0．0 57 0 牛　 37

1998 12．0 100 12 牛　 66

図50 牛由来サルモネラのクロラムフェニコール耐性率
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図51 豚由来サルモネラのクロラムフェニコール耐性率
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調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1970 0．0 125 0 鶏　 47

1970 0．0 183 0 鶏　 4 1

1971 0．5 623 3 鶏　 43

1976 1．5 65 1 総　 81

1992 12．8 78 10 総　 83
1992 31．5 54 17 総　 83

1992 16．7 18 3 人　 44

1993 4．4 45 2 鶏　 30

1‾993 38．5 26 10 鶏　 57

1993 5．0 20 1 総　 42

1993 3．6 28 1 人　 44

1993 100．0 30 30 人　 38

1994 0．0 11 ’0 人　 44

1994 15．8 19 3 総　 83

1994 19．4 36 7 総　 83

1995 2．2 46 1 鶏　　5

1995 97．6 41 1 40 鶏　 10

1995 0．0 18 0 人　 44

1996 0．0 11 0 鶏　 23

1996 0．0 26 0 鶏　 23

1996 0．0 4 0 鶏　 23

1996 0．0 1 0 鶏　 23

1996 5．0 202 10 人　 44
1996 11．1 18 2 人　 44

1997 0．0 29 0 人　 44

1998 58．3 3 6 21 鶏　　6

1998 2．4 42 1 人　 44

1999 7．9 3 8 3 人　 44

図52　鶏由来サルモネラのクロラムフェニコール耐性率
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表92　牛由来サルモネラのナリジクス酸而

調査 耐性率 菌株 耐性 献 番号

1976 5．1 78 4 総　 81

1977 0．0 2 0 牛 15 6

1978 0．0 296 0‾ 牛　 48

1978 0．0 3 0 牛 12 6

1978 0．0 86 0 牛 12 6

1979 0．0 16 0 牛 12 6

1979 2．1 96 2 牛 12 6

1980 0．0 7 0 牛 12 6

1980 39．1 4 6 18 牛 12 6

1983 0．0 19 0 牛　 47

1983 47．6 2 1 10 牛　 47

1984 13．3 15 2 牛　 57

1984 89．1 4 6 4 1 牛　 57

1984 12．2 90 1 1 牛 14 4

198 6 0．0 1 10 0 牛 10 3

1986 42．9 70 30 牛　 64

1986 0．0 6 0 牛　 64

1988 30．8 39 12 牛　 89

1989 60．5 38 2 3 牛　 42

199 1 0．0 39 0 牛　 67

199 1 100，0 15 15 牛　 97

1994 5．4 37 2 牛　 52

19 94 94．1 17 16 牛　 52

1998 6．7 120 8 牛　 66

1998 0．0 100 0 牛　 66

20 00 19．0 2 1 4 総　 85

20 0 1 0．0 4 0 総　 86

20 02 0．0 2 0 総　′87

表93　豚由来サルモネラのナリジクス酸耐性率
調 査 耐 性 菌株 耐性 文献 番号

19 76 0．0 74 0 総　 81

．19 87 0．0 8 0 豚 116

19 88 0．0 10 0 豚　 2 9

19 98 50．0 22 11 豚 10 0

200 0 0．0 2 9 0 総　 85

200 1 18．2 11 2 豚 187

200 1 0．0 9 0 豚 18 7

200 1 0．0 22 0 豚 187

20 01 0．0 4 0 総　 86

20 02 0．0 2 0 総　 87

図53　牛由来サルモネラのナリジクス酸耐性率
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図54 豚由来サルモネラのナリジクス酸耐性牢
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表94　鶏由来サルモネラのナリジクス酸耐性率
調査 耐性 菌 株 耐 性 文 献 番号

1976 0．0 6 5 0 総　8 1

1992 0．0 18 0 人　4 4

1993 0．0 4 5 0 鶏　3 0

1993 7．7 2 6 2 鶏　5 7

1993 0．0 2 8 0 人　4 4

1993 0．0 3 0 0 人　3 8

1994 0．0 11 0 人　4 4

1995 2．2 4 6 1 鶏　 5

1995 0．0 4 1 0 鶏 10

1995 16．7 18 3 人　4 4
‾1996 6．9 20 2 14 人　4 4

1996 5．6 18 1 人　4 4

1997 10．0 2 9 0 人　4 4

1998 27．8 3 6 10 鶏　 6

1998 16．7 4 2 7 人　4 4

1999 7．9 3 8 3 人　4 4

2 000 10．3 2 9 3 総　8 5

2 000 0．0 14 0 総　8 5

20 0 1 0．0 1 0 総　8 6

2 00 1 15．4 13 2 総　8 6

20 02 22．2 9 2 総　8 7

20 02 13．5 3 7 5 総　8 7

図55　鶏由来サルモネラのナリジクス酸耐性率
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表 95　牛由来サ ルモネラのエンロフロキサ

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1986 0．0 110 0 牛 10 3

1990 0 ．0 21 0 牛　 62

1990 0．0 2 5 0 牛　 62

1992 0．0 64 0 総　 83

1992 1．5 13 6 2 総　 83

1993 0．0 6 0 総　 42

1994 0．0 3 7 0 牛　 52

1994 0．0 17 0 牛　 52

1994 0．0 4 1 0 牛 137

1997 0．0 57 0 牛　 37

1998 0．0 120 0 牛　 66

1998 0．0 100 0 牛　 66

200 0 0．0 21 0 総　 85

200 1 0．0 4 0 ；●
200 2 0．0 2 0 総　 87

シン耐性率 表96　豚由来サルモネラのエンロプロキサシン耐性率
調査年 耐性 率 菌株数 耐性数 文献 番号

1992 0．0 14 0 総　 83

1997 0．0 37 0 豚　2 1 3

1997 0．0 6 1 0 豚　2 1 3

1998 0．0 22 0 豚 100

2000 0．0 29 0 総　 85

2001 18．2 11 2 豚 187

20 01 0．0 9 0 豚 187

20 01 0 ．0 22 0 豚 187

20 01 0．0 4 0 総　 86

20 02 0．0 2 0 総　 87

調 査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文 献 番 号

1992 0．0 78 0 総　 83

1992 0．0 54 0 総　 83

1992 0．0 132 0 ・総 12 6

1993 0．0 20 0 総　 42

1995 0．0 32 0 総 126

200 0 0．0 14 0 総　 85

200 0 0．0 29 0 総　 85

200 1 0．0 1 0 総　 86

200 1 0．0 13 0 総　 86

200 2 0．0 9 0 総　 87

200 2 0．0 37 0 総　 87

鶏由来サルモネラのエンロフロキサシン耐性率

I
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図 56 牛 由来 サ ル モネラのエン ロプロキ サシン耐 性 率
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図57 豚由来サルモネラのエンロプロキサシン耐性率
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図 58　鶏 由来 サル モネラのエ ンロプロキ サシ ン耐性 率
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蓑98　乳牛由来ざねβカl／わcocc〃g a〟re〟古の
調査年 耐性率 菌棟数 耐性数 文献 番号

1988 0．0 13 0 牛 169

1988 18．5 2 7 5 牛 169

1989 0．0 46 0 牛　 50

199 1 42．9 14 6 牛　 74

1992 19．1 89 17 牛　 33

1992 64．3 14 ‘9 牛　 73

1995 0．0 6 0 牛 164

アンピシリン耐性率

ー
ー
u
∽
－

表99　乳牛由来ざねPカl／わco cc〟∫∂〟re〟∫の
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1988 0．0 13 0 牛 169

1988 40．7 27 11 牛 16 9

1989 0．0 46 0 牛　 50

1989 0．0 6 0 牛 16 8

19 92 10．9 4 12 4 5 総 12 5

19 92 0．0 65 0 総　 83

19 94 46．0 50 23 牛　 72

19 94 0．0 10 0 総　 83

．19 94 16．7 2 03 34 総 12 5

19 94 11．4 79 9 総 125

19 95 34．8 2 3 8 牛　 85

19 95 0．0 17 0 牛 164

19 95 0．0 6 0 牛 164

20 02 76．2 4 2 32 牛 162

ベンジルペニシリン耐性率

表 100　乳牛 由来 βねロ加わ¢O CC〟ざal〟で〟βの

調 査年 耐性 率 菌株数 耐性数 文 献 番 号
19 74 ，8．8 3 4 3 牛 15 1

198 8 38．5 13 5 牛 169

198 8 14．8 2 7 4 牛 169

199 2 0．0 8 0 牛　 73

199 2 0．0 3 0 0 牛 166

199 2 18．5 6 5 12 総　 83

199 2 3．2 4 12 13 総 125

1994 0．0 50 0 牛　 72

1994 0．0 10 0 総　 83

1994 4．4 203 9 総 125

1994 1．3 79 1 総 12 5

1995 0．0 23 0 牛　 8 5

カナマイシン耐性率

図59 乳 牛 由来 ∫f御伽血 云OC C〟ざa ‘〟で〟ざのアンピシリン耐

性率
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図 60 乳 牛 由来 ∫卸 ／り血 COC C〟∫al〟で〟言の ベンジル ベ二
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図61 乳牛由来∫卸ルわ60cc〟∫∂t〝℃〟ざのカナマイシン
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表101 乳牛由来∫ねβ加わ60cc〟g a〟re〟βの

調査年 耐性率 菌棟数 耐性数 文献 番号

1974 7．0 4 3 3 牛 15 1

198 8 0．0 13 0 牛 16 9

198 8 1 1．1 2 7 3 牛 ．169

199 2 7．9 8 9 71 牛　 33

199 2 14．3 14 2 牛　 73

1992 0．0 3 0 0 牛 166

1992 18．5 6 5 12 総　 83

1992 6．6 4 12 27 総 125

1994 60．0 10 6 総　 83

1994 3．0 2 03 6 総 125

1994 27．8 79 2 2 総 125

エリスロマイシン耐性率
図62 乳 牛 由 来 ∫亡　ルわわc cc〟ざ古く〟で〟ざの エリスロマイ

耐 性率　　　　　　　　 シン耐 性 率
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表102　乳牛由来古物）血ゐcocc〟∫aU作〟βの

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1992 7．1 14 1 牛　 73

．19 92 0．0 30 0 牛 16 6

19 92 30．8 65 20 総　 83

19 92 7．0 4 12 29 総 125

199 4 50．0 10 5 総　 83

199 4 5．9 20 3 12 総 125

199 4 12．7 7 9 10 総 125

1995 0．0 23 0 牛　 85

1995 0．0 6 0 牛 164

2 002 35．7 42 15 牛 162

表 103　乳牛由来 朗都血′わ60c c〟古都〝で〟古の
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1984 0．0 105 0 牛 173

1985 0．0 22 0 牛 172

1989 0．0 46 0 牛　 50

19 89 0．0 6 0 牛 16 8

19 9 1 42．9 14 6 牛　 74

19 92 0．0 14 0 牛　 73

19 92 0．0 3 0 0 牛 16 6

199 2 1．7 4 12 7 総 125

199 4 0．0 5 0 0 牛　 72

199 5 0．0 2 3 0 牛　 85

199 5 0．0 6 0 牛 164

200 2 14．3 4 2 6 牛 162

オキシテトラサイクリン耐性率

セフアゾリン耐性率

図63 乳牛由来∫ね阿みねCク¢¢〟ざ∂t〟乱写のオキシテトラ
サイクリン耐性率
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図 64 乳牛 由来 軸 ねc ocC〟g a〟作〟タのセプアゾリン耐

性率
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表 10 4　豚 由 来月．p血〟／Ⅶ〉〝e〟m O〃血βの アンピ

調 査 年 耐 性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

197 6 0．0 2 8 0 豚 15 9

197 6 1．3 7 9 1 豚 15 9

19 82 2．3 130 3 豚 17 0

19 82 0．9 106 1 豚 16 7

19 86 0．0 22 0 豚 －15 9

198 6 1．5 2 04 3 豚 16 9

19 86 0．0 144 0 豚 16 9

198 6 0．0 4 1 0 豚 16 9

1 98 7 0．0 104 0 豚 　 17

1 98 7 0．4 2 76 1 豚 　 17

1 98 7 0．0 2 1 0 豚　 27

1 98 7 1．1 1 90 2 豚　 4 3

19 8 7 0 ．0 27 6 0 豚　2 0 0

1 98 7 1．1 1 90 2 豚 1 68

19 8 8 5．9 17 1 豚　　8

19 8 9 5 6．7 ．3 0 17 豚　 2 1

19 89 0 ．0 2 2 0 豚　 2 1

19 89 5 6．7 3 0 17 豚　 5 7

19 89 0．0 2 2 0 豚　 5 7

19 90 0．0 9 5 0 豚　 11

19 90 0．0 10 0 ・豚　 3 9

19 90 0．0 3 1 0 豚　 3 9

19 90 0．0 70 0 豚　 5 9

19 90 0．0 90 0 豚　 5 9

19 90 15．6 5 95 93 豚 17 2

19 90 0．0 17 0 豚 　 6 8

199 0 0．0 2 0 豚 　 59

199 0 0．0 12 0 豚 1 03

199 1 12．4 144 1 17 9 豚　　7

19 9 1 0．0 35 0 豚　 4 0

1 99 1 0．0 11 0 豚 1 94

19 9 1 2 4．0 50 12 豚 15 8

19 9 1 16．7 4 2 7 豚 15 8

19 9・2 24．0 5 0 1 2 豚　 9 7

19 92 4．1 4 9 2 豚　 9 8

19 93 7．5 6 7 5 豚　 4 7

19 93 7．0 5 7 4 豚　 8 9

図65 豚 由来月．／舟〟／叩 〝さ〟爪卯加 のアンビシリン耐性率
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表 10 5　豚 由来 月．β血〟で即 創血 〝壷 eの カナ マ

調 査 年 耐 性 率 菌株 数 耐 性 数 文 献 番 号

1 97 6 0．0 2 8 0 豚 15 9

1 97 6 4 3．0 7 9 3 4 豚 15 9

1 98 2 0．0 130 0 豚 170

1 98 2 33．0 10 6 3 5 豚 16 7

1 98 6 4．5 22 1 豚 15 9

1 98 7 0 ．0 104 0 豚　 17

1 98 7 6．2 2 76 17 豚　 17

1 987 4．8 2 1 1 豚　 27

19 8 7 1．1 190 2 豚　 4 3

19 87 0．0 104 0 豚． 2 00

19 87 6．2 2 76 1 7 豚　2 0 0

19 87 1．1 190 2 豚 168

19 88 5．9 17 1 豚 】　 8

19 89 100．0 3 0 30 ‾豚　 2 1

19 89 0．0 2 2 0 豚　 2 1

19 89 10 0．0 3 0 30 豚　 5 7

19 89 0．0 2 2 0 豚　 5 7

199 0 3．2 9 5 3 豚　 11

19 90 0．0 17 0 豚　 11

199 0 0．0 10 0 豚　 3 9

199 0 0．0 3 1 0 豚　 3 9

199 0 8 8．6 7 0 6 2 豚　 5 9

199 0 ‾0．0 9 0 0 豚　 5 9

199 0 15．1 5 9 5 9 0 豚 17 2

1 99 0 100．0 1 7 17 豚　 6 8

1990 0．0 2 0 豚　 59

19 90 10 0．0 1 2 1 2 豚 103

1 99 1 18．3 144 1 26 4 豚　　7

19 9 1 0．0 35 0 豚　 40

19 9 1 0．0 1 1 0 豚 194

19 92 7 2．0 50 3 6 豚　 9 7

19 92 22．4 4 9 1 1 豚　 98

19 93 10．4 6 7 7 豚　 4 7

19 93 0．0 5 7 0 ・豚　 8 9

イシン耐性率

図 6 6 豚 由来 A p血‘〟W e〟m O〃加 のカナ マイシン耐 性 率
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表 10 6　豚 由来 月．βゐ仰 〝創〝乃〝7由e のオ キ

調 査 耐 性 率 菌株 数 耐 性 数 文献 番 号

1 98 2 2．3 130 3 豚　 17 0

1 98 2 7 8．3 106 83 豚　 16 7

1 98 6 2 2．1 2 04 4 5 豚　 16 9

19 8 6 2．1 14 4 3 豚　 16 9

19 8 6 6 臥3 4 1 2 8 ＼豚 1■ 16 9・

19 8 7 0．0 10 4 0 豚　 17

19 8 7 0 ．0 2．76 0 豚　 1 7

19 87 0 ．0 21 0 豚　　2 7

19 87 2 ．1 19 0 4 豚　　4 3

19 87 0 ．0 27 6 0 豚　 2 00

19 87 2 ．1 19 0 4 豚　 16 8

19 89 0．0 3 0 0 豚　　2 1

19 89 9 ．1 2 2 2 豚　　2 1

19 89 100．0 30 30 豚　　5 7

19 89 9 ．1 2 2 2 豚　　5 7

19 90 5 ．9 17 1 豚　 1 1

19．90 0．0 10 0 豚　　3 9

19・9 0 0．0 3 1 0 豚　　3 9

1 99 0 10 0 ．0 70 70 豚　　5 9

1 99 0 3 2 ．6 5 95 194 豚 　 17 2

1 99 0 10 0 ．0 17 17 豚　　6 8

1 990 0．0 90 0 豚　　5 9

1 99 0 0 ．0 2 0 豚　　5 9

1 990 91．7 12 1 1 豚　 10 3

1 99 1 4 2．5 144 1 6 13 豚 　　 7

19 9 1 0 ．0 3 5 0 豚　　4 0

19 9 1 0 ．0 11 0 豚　 194

19 9 1 92．0 5 0 4 6 豚　 15 8

19 9 1 3 1．0 4 2 13 豚　 15 ∈什

19 92 4臥0 5 0 2 4 豚　　9 7

19 92 22 ．4 4 9 1 1 豚　　9 8 ・

19 93 0．0 6 7 0 豚　　4 7

19 93 14 ．0 5 7 8 豚　　8 9

199 6 32 ．4 6 8 2 2 豚　　5 4

シテトラサイクリン耐性率

一図 6 7 豚 由 来A pゐ〟仰 β〟椚β〃加 の オ キシテ トラサ イクリン耐

性 率

耐 性 率
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表 107　豚 由 来月．β血 〟p p〃j 〟刀ク〝烏e の クロラ

調 査 年 耐 性 率 菌株 数 耐 性 数 文 献 番号

19 76 0．0 28 0 豚 159

197 6 3．8 79 3 豚 1 59

1 9 82 0．0 130 0 豚 17 0

1 9 82 －2．8 10 6 3 豚 16 7

1 98 6 0．0 22 0 豚 15 9

1 98 7 0．0 10 4 0 豚　 17

1 98 7 0．0 27 6 0 豚　 17

1 98 7 1．6 1 90 3 豚　 4 3

1 98 7 0．0 10 4 0 豚　2 0 0

19 8 7 8．0 27 6 2 2 豚　2 0 0

19 8 7 1．6 19 0 3 豚 16 8

19 8 9 0．0 3 0 0 豚　 2 1

19 8 9 0．0 2 2 0 豚 　 2 1

19 8 9 10 0．0 30 3 0 豚 　 57

＿19 8 9 0．0 2 2 0 豚 　 57

19 90 0．0 9 5 0 豚　 1 1

19 90 0．0 17 0 豚　 1 1

19 90 0．0 10 0 豚　 39

19 90 0．0 3 1 0 豚　 39

19 90 2 1．8 5 95 130 豚 1 72

19 9 1 2 3．9 144 1 3 44 豚　　7

19 9 1 2．9 35 1 豚　 4 0

19 92 6．0 5 0 3 豚　 9 7

19 93 43．3 67 29 豚　 4 7

19 96 20．6 68 14 豚　 5 4

ムフエ二コール耐性率

図68 豚 由来月．p血〟rn〝8〟椚即加 の クロラムフェニコール耐 性率
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表 10 8　豚 由 来月．β血糊 〝e〟m 〝血 e のエン

調 査 耐 性 、く菌 株 耐 性 数 文献 番 号

1990 0．0 17 0 豚　 6 8

19 92 0．0 5 0 0 豚　 97

19 93 0．0 6 7 0 豚　 4 7

19 93 0．0 5 7 0 豚　 8 9

19 96 0．0 6 8 0 豚　 54

表 10 9　豚 由来 月．p南〟仰p〃e‘〟刀〝丁加 の オキ

調査 耐 性 ・え菌 株 耐 性 数 文献 番 号

198 2 0．0 130 0 豚 17 0

199 0 0．0 70 0 豚　 5 9

199 0 0．0 90 0 豚　 5 9

199 0 0．0 2 0 豚　 5 9

199 0 ‾　0．0 12 0 豚 10 3

199 1 0．0 1 1 0 豚 194

199 2 0．0 50 0 豚　 9 7

ロフロキサシン耐性率

ソリン酸耐性率



表146　全国調査における牛由来サルモネラのエンロフロ
調 査年 耐 性率 菌株 数 耐 性数 文献 番号

199 2 1．5 13 6 2 総　 83

2 00 0 0．0 2 1 0 総　 85

200 1 0．0 4 0 総　 86

2 00 2 0．0 2 0 総　 87

表 147　全 国調査 における豚 由来サ ルモネ

調査 年 耐性 率 菌 株数 耐性 数 文 献 番 号

1992 0．0 14 0 総　 8 3

2 000 0．0 29 0 総　 8 5

20 0 1 0．0 4 0 総　 8 6

20 02 0．0 2 0 総　 8 7
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キサシンの耐性率

・ラのエンロフロキサシンの耐性率

表148　全国調査におけるレイヤー由来サルモネラのエンロフロ
調 査 年 耐 性率 菌株 数 耐 性数 文 献 番号

19 92 0．0 5 4 0 総　 83

200 0 0．0 14 0 総　 85

200 1 0．0 1 0 総　 86

200 2 0．0 9 0 総　 87

表150　全国調査における牛由来サルモネラのナリ
調 査年 耐性率 菌株数 耐 性 文献 番号

1976 5．1 78 4 総　 8 1

2 000 19．0 2 1 4 総　 85

20 0 1 0．0 4 0 総　 86

20 02 0．0 ＿　 2 0 総　 87

表 15 1 全 国調査 における豚 由来サ ルモネ

調査 年 耐性 率 菌株 数 耐性 文献 番号

19 76 0．0 7 4 0 総　 8 1

200 0 0．0 2 9 0 総　 85

200 1 0．0 4 0 総　 8 6

200 2 0．0 －2 0 総　 8 7

ジクス酸の耐性率

ラのナリジクス酸の耐性率

キサシンの耐性率　　表152　全国調査におけるレイヤー由来サルモネラのナリジクス酸の耐性率
調 査年 耐性率 菌株数 耐 性 文献 番号 備考

1976 0．0 65 0 総　 8 1 含ブロイラt

2 000 0．0 14 0 総　 85

2 00 1 0．0 1 0 総　 86

2 002 22．2 9 2 総　 87

表149　全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのエンロフロキサシンの
調査 年 耐性 率 菌 株数 耐性 数 文献 番 号

1992 0．0 78 0 総　 8 3

2 000 0．0 29 0 総　 8 5

2 00 1 0．0 13 0 総　 8 6

2 002 0．0 3 7 0 総　 8 7

耐性率　表153　全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのナリジ
調 査年 耐性 率 菌株 数 耐性 文 献 番号 備考

19 76 0．0 65 0 総　 8 1 含 レイヤー

－　200 0 10．3 2 9 3 総　 85

200 1 15．4 13 2 総　 86

200 2 13．5 3 7 5 総　 87

クス酸の耐性率



表110　豚由来豚丹毒菌のアンピシリン耐性率
調 査 年 耐性 率 菌株 数 耐 性 数 文献 番 号

19 6 7 0．0 2 2 0 豚　 14 8

19 6 7 ：0．0 1 8 0 豚　 14 8

19 6 7 0．0 1 7 0 豚　 14 8

19 8 0 0．0 1 1 5 0 豚　　2 3

19 8 1 ．0．0 ．25 8 0 豚　　5 1

19 8 1 0．0 2 5 8 0 豚　　7 7

．19 8 4 ■0．0 4 2 0 豚　　4 2

19 8 4 0．0 63 0 豚　　5 2

19 8 5 0．0 60 0 豚　 118

19 8 6 ‾　 0．0 60 0 豚　 175

19 8 8 0．0 64 0 豚　　7 ㌔6

19 8 9 0．0 94 0 豚　 15

19 8 9 0．0 19 0 豚　　2 5

19 9 2 0．0 3 0 8 0 豚　　6

19 9 2 0．0 2 14 0 豚　　5 0

19 9 2 0．0 2 14 0 豚　　7 2

19 9 4 10．0 2 0 2 豚　　7 6
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表 111 豚由来豚丹毒菌のストレプトマイシン

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1966 0．0 22 0 豚　 148

1966 0．0 18 0 豚　 148

1966 ．0．0 17 0 豚　 148

1980 20．9 115 24 ■豚　　2 3

1985 8．3 60 5 豚　 118

19 86 8．3 60 5 豚　 175

19 88 32．8 64 2 1 豚　　7 6

1989 18．1 94 17 豚　 15

1989 0．0 19 0 豚　　2 5

1992 19．2 30 8 59 豚　　6

1994 50．0 20 10 豚　′　76

表112豚由来豚丹毒菌のオキシテトラサイクリン耐性率
調査 年 耐性率 菌株数 耐性 数 文 献 番 号

19 6 6 0．0 2 2 0 豚　■14 8

1 9 6 6 0．0 1 8 0 豚　 14 8

1 96 6 0．0 1 7 0 豚　 14 8

1 98 1 42．6 2 5 8 1 10 豚　　5 1

1 98 1 4 2．6 2 5 8 1 10 豚　　7 7

19 8 4 66．7 42 28 豚　　4 2

19 8 4 52．4 63 3 3 豚　　5 2

19 8 5 16．7 60 10 豚　 118

19 8 6 0．0 60 0 豚　 17 5

19 8 9 0．0 19 0 豚　　2 5

19 9 2 4 5．1 30 8 13 9 豚 ‾　　 6

19 9 2 53．3＿ 214 1 14 豚　　5 0

19 9 2 46．6 1 6 1 75 豚　　5 0

19 9 2 73．7 3 8 2 8 豚　　5 0

19 9 2 53．3 2 14 1 14 豚　　7 2

表 113　豚 由来豚丹 毒菌 のクロラムフェニコー

調査 年 耐性率 菌株数 耐 性数 文 献 番号

19 6 6 0．0 2 2 0 豚　 14 8

1 9 6 6 0．0 18 0 豚　 14 8

1 9 6 6 0．0 17 0 豚　 14 8

1 9 8 1 0．0 2 5 8 0 豚　　5 1

1 9 8 1 0．0 2 5 8 0 豚　　7 7

1 9 84 0．0 4 2 0 豚　　4 2

1 9 84 0．0 6 3 0 豚　　5 2

1 9 85 0．0 6 0 0 豚　 11 8

19 8 6 0．0 6 0 0 豚　 175

19 8 8 1．6 6 4 1 豚　　7 6

19 8 9 0．0 94 0 豚　 15

19 8 9 0．0 1 9 0 豚　　2 5

19 9 2 0．0 3 0 8 0 豚　　6

19 9 2 0．0 2 14 0 豚　　5 0

19 9 4 0．0 2 0 0 豚　　7 6

ル耐性率



表 1 14　全 国調重 における牛由来 大腸菌 の

調査年 耐性 菌株 数 耐性数 文献 番号

19 76 12．7 2 119 269 総　 8 1

19 77 7．9 24 83 196 総　 8 1

19 78 10．3 4 00 4 1 総　 80

19 92 18．6 14 89 277 総　 83

19 94 2 1．1 992 209 総　 83

1999 8．4 3 56 30 総 142

2000 16．8 173 29 総　 85

200 1 12．2 172 21 総　 86

2002 11．6 18 1 21 総　 87

アンピシリン耐性率 表 117　全 国 調 査 にお けるブロイラー 由来

調 査 年 耐 性率 菌株 数 耐 ■ 文 献 番 号

197 8 4 0．1 1 9 7 7 9 総　 80

1 9 9 2 46．7 2 8 5 1 3 3 総 1 8 3

1 9 94 25．3 9 5 24 総　 83

1 9 9 9 40．1 30 4 1 2 2 総 14 2

20 0 0 4 9．0 1 5 3 7 5 総　 85

2 0 0 1 41．9 1 1 7 4 9 総　 86

2 0 0 2 40．0 1 1 5 4 6 総　 8 7

大腸菌のアンピシリン耐性率
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表 1 15　全 国調査 における豚 由来大腸 菌の

調査年 耐性 ・ 菌株 数 耐性数 文献 番号

1976 6．6 40 69 269 総　 8 1

1 977 5．0 5120 256 総　 8 1

19 78 4．9 40 5 20 総　 80

19 92 32．0 722 23 1 総　 83

19 94 26．2 4 24 1 11 総　 83

199 9 22．6 35 8 81 総 142

2000 34．0 15 6 53 総　 85

200 1 34．9 152 53 総　 86

2002 24．3 140 34 総　 87

表116　全国調査におけるレイヤー由
調 査 年 耐 性 ′ 菌 株 数 耐性 数 文 献 番 号

197 8 0．0 2 0 0 0 総　 80

1 9 9 2 21．9 4 7 6 10 4 総 －‾83

1 9 9 4 19．2 3 0 8 5 9 総　 83

2 0 0 0 21．6 1 6 7 3 6 総　 85

2 0 0 1 12．2 1 3 9 1 7 総　 86

2 0 0 2 22．8 1 14 2 6 総　 87

アンピシリン耐性率

来大腸菌のアンピシリン耐性率

、図69　全国調査における牛由来大腸菌のアンピシリン
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図70　全国調査における豚由来大腸菌のアンビシリン
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図71 全国調査におけるレイヤー由来大腸菌のアンピ
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表 1 18　全国調査における牛 由来大腸菌の力

調査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文献 番号

1976 19．8 2 119 4 20 総　 81

1977 13．4 24 83 333 総　 81

1978 ′1臥0 400 72 総　 80

1992 15．1 14 89 225 総　 83

1994 15．2 9 92 151 総　 83

1999 3．4 35 6 12 総 142

200 1 0．0 172 0 総　 86

200 2 0．0 18 1 0 総　 87

ナマイシン耐性率 表121全国調査におけるブロイラー由来大腸菌のカナマイシン耐性率
調 査 年 耐 性 率 菌 棟 数 耐 性数 文 献 番号

1978 70．6 197 13 9 総　 80

1992 5 1．9 285 14 8 総　 83

1994 3 6．8 95 35 総　 83

1999 32．6 304 99 総 142

200 1 0．0 117 0 総　 86

2002 0．0 115 0 総　 87
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表 1 19　全国調査における豚 由来大腸菌の力

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 4 1．3 406 9 －1680 総　 81

1977 35．8 5 120 183 3 総　 8 1

1978 29．9 405 12 1 総　 80

1992 41．8 722 30 2 総　 83

1994 31．1 424 132 総　 83

1999 19．0 358 68 総 142

200 1 0．0 152 0 総　 86

200 2 0．0 140 0 総　 8 7

ナマイシン耐性率

表120　全国調査におけるレイヤー由来大腸菌のカナマイシン耐性率
調 査 年 耐 性 率 薗株 数 耐 性 数 文 献 番号

197 8 12．5 2 0 0 2 5 総　 80

1 9 9 2 25．8 4 7 6 12 3 総　 83

19 94 24．0 3 0 8 74 一総 ‘83

2 0 0 1 0．0 13 9 0 ；●

20 0 2 0．0 1 14 0 総　 87

図 7 3　全国 調査 における牛 由来大 腸菌 のカナマイシン
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図 7 4 全 国調査における豚由来大腸 菌のカナマイシン耐

性率
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図75　全国調査におけるレイヤー由来大腸菌のカナ

マイシン耐性率
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図 7 6 全 国調査におけるブロイラー由来大 腸菌 の力

ナマイシン耐性率

耐性率

10 0

8 0

6 0

4 0

2 0

0

！
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　 き

0 5

◆

▼　　　 ◆

19 7 5　 19 80　 19 8 5　 19 9 0　 1 99 5　 2 00 0　 2 0

調 査年度



表122　全国調萱におtナる牛由来大腸菌（
調査 耐性 、薗株数 耐性数文献 番号

1976 47．0 2119 996 総　 81

1977 41．4 2483 1028 総　 81

1978 3 7．3 400 149 総　 80

1992 32．9 1489 490 総　 83

1994 35．7 992 354 総　 83

1999 25．3 356 90 総 14 2

2000 39．9 173 69 ■　総　 85

2001 30．2 172 52 総　 86

2002 34．3 181 62 総　 87

のオキシテトラサイクリン耐性率 表 12 5　全 国調査 にお けるブロイラー 由来
調査 耐 性率 菌株 耐性 数 文献 番号

197 8 86．3 1 97 1 70 総　 8 0

19 9 2 73．0 28 5 2 0 8 総　 8 3

19 9 4 78．9 9 5 75 総　 8 3

19 9 9 69．4 3 0 4 2 1 1 総 14 2

2 0 0 0 63．4 15 3 97 ‾　総　 85

2 0 0 1 65．8 1 17 77 総　 8 6

2 0 0 2 67．0 1 15 77 総　 8 7

大腸菌のオキシテトラサイクリン耐性率
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表 123　全国調重における豚由来大腸菌の

調査 耐性 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 81．8 ‾40 69 3328 総　 8 1

1977 70．8 5120 3625 総　 8 1

1978 ．77．8 405 3 15 総　 80

1992 73．1 722 528 総　 83

1994 75．5 424 320 総　 83

199 9 66．8 358 239 総 142

2000 74．4 156 116 総　 85

200 1 70．4 152 107 総　 86

2002 67．9 140 95 総　 87

表 124　全国調査にお ナるレイヤー由来メ
調査 耐性 、薗株数 耐性数 文献 番号

1978 46．5 200 93 ■総　 80

1992 58．2 4 76 277 総　 83

1994 56．8 308 175 総　 83

2000 41．3 167 69 総　 85

2001 40．3 139 56 総　 86

2002 42．1 114 48 総　 87

オキシテトラサイクリン耐性率

大腸菌のオキシテトラサイクリン耐性率

図7 7　全 国 調 査 にお ける牛 由来 大 腸 菌 の オ キ シテトラサ
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図 78　全 国調 査 に おけ る豚 由 来大 腸 菌 のオ キ シテトラサ
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図7 9 全 国 調 査 に お けるレイヤー 由 来 大腸 菌 の オキ シ

テ トラサ イクリン耐 性 率
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図 80　全 国 調 査 に お けるブ ロイラー 由 来 大 腸 菌 の オ キ
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表126　全国調査における牛由来大腸菌の

調査 耐性率 菌株数 耐性数 献 番号

1976 8．0 2119 170 総　 81

1977 6．4 2483 159 総　 81

1978 6．5 400 26 総　 80

1992 9．2 1489 137 総　 83

1994 12．2 －　992 ■121 総　 83

1999 3．1 3 56 11 総 142

クロラムフェニコール耐性率

表127　全国調査における豚由来大腸菌のクロラムフェニコール耐性率
調 査 耐 性率 菌株数 耐性 数 献 番 号

197 6 11．6 4 0 69 4 7 2 総　 81

19 7 7 10．5 5 12 0 5 3 8 総　 81

1 9 7 8 3．7 4 0 5 1 5 総　 80

1 9 9 2 19．8 72 2 14 3 総　 83

1 9 9 4 2 7．1■ 42 4 1 15 総　 83・

19 9 9 22．3 3 5 8 －　 80 総 14 2

⊥表128　全国調査におけるレイヤt由来大腸菌のクロラムフェニコール耐性率
調 査 耐 性率 菌 株数 耐性 数 献 番号

1978‾ 0．0 200 0 総　 80

1992 9．0 476 43 総　 83

1994 6．2 308 19 総　 83

表129　全国調査におけるブロイラー由
調査 耐性 率 菌株 数 耐 性数 献 番 号

19 78 ．34．5 1 9 7 6 8 総　 白0

19 9 2 19．6 2 8 5 5 6 総　 83

19 9 4 9．5 9 5 9 総　 83

19 9 9 17．1 、 304 5 2 総 14 2

来大腸菌のクロラムフェニコール耐性率

図81 全国調査における年由来大腸菌のクロラムフエニ

耐性率　　　　　　　 コール耐性率
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図82　全国調査における豚由来大腸菌のクロラムフエこ
コール耐性率
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図83　全国調査におけるレイヤー由来大腸菌のクロラム
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図84　全国調査におけるブロイラー 由来大腸菌のクロラ

ムフユニコール耐性率
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全国調査における牛由来大腸菌のオキソリン酸耐性率
調 査 耐 性 率 菌株 数 耐 性 数 文 献 番 号

1 97 8 0．0 2 00 0 総　 80

1 99 3 2 1．2 20 02 42 4 総　 83

1 99 9 0．8 3 5 6 3 総 142

表131全国調査における豚由来大腸菌のオキソリン酸耐性率
調査 耐性 率 菌株 数 耐性数 文献 番号

1978 0．0 405 0 総　 80

1993 26．3 1043 274 総　 83

1999 ．0．0 ．358 0 総 142

表132　全国調査におけるレイヤー由来大腸

－
－
k
芯
－

調査嘲 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1978 0．0 200 0 総　 80

1993 19．3 633 122 総　 83

菌のオキソリン酸耐性率

表133　全国調査におけるブロイラー由来大腸菌のオキソリン酸耐性率
調査 耐 性率 菌株 数 耐性 数 文献 番号

1978 0．0 197 0 総　 80

1993 25．3 312 79 総　 83

1999 13．5 304 4 1 ・総 142

園 8 5　全 国 調 査 に お ける牛 由来 大 腸 菌 の オキ ソリン酸 耐

性 率
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図86　全国調査 における豚 由来大腸菌のオキソリン酸耐
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表 134　全国調査における牛 由来大腸菌のエン

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1992 1．1 1489 17 総 －　 83

1999 0．3 356 1 総 142

2 000 1．2 173 2 総　 85

2 00 1 0．0 172 0 総　 86

2 002 0．5 18 1 1 総　 87

ロフロキサシン酸耐性率

表135　全国調査における豚由来大腸菌のエンロフロキサシン酸耐性率

ー
】
無
∵
」

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 ．文献 番号

1992 0．4 722 3 総　 83

1999 0，0 358 0 総 142

20 00 1．3 156 2 総　 85

20 0 1 0．0 152 0 総　 86

20 02 2．9 140 4 総　 87

表136　全国調査におけるレイラー由来大腸菌の工ンロプロキサシン酸耐性率
調 査 年 耐性 率 菌 株 数 耐性 数 文 献 番 号

19 92 0．4 4 76 2 総　 83

20 00 4．2 167 7 総　 85

20 0 1 5．8 139 8 総　 86

20 02 0．9 114 1 総　 87

表137　全国調査におけるブロイラー由来大腸菌のエンロフロキサシン酸耐性率
調 査 年 耐性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

19 92 0．0 2 85 0 総　 83

19 99 9．9 3 04 3 0 総 142

20 00 6．5 153 10 総　 85

20 0 1 ．3．4 117 4 総　 86

20 02 5．3 115 6 総　 87

図87　全国調査における牛 由来大腸菌のエンロフロキサシ

ン耐性率
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図88 全国調査における豚由来大腸菌のエンロフロキサシシ
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表138　全国調査における牛由来サルモネラ
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号
1976 14．1 78 11 総　 81
1992 82．5 2 00 165 総　 83

1994 83．0 165 137 総　 83

2000 52．4 2 1 11 総　 85

200 1 100．0 4 4 総　 86

200 2 100．0 2 2 総　 87

表13 9　全国調査にお ナる豚由来サルモネラ

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1976 1．4 74 1 総　 81

1992 28．6 14 4 総　 83

2000 41．4 29 12 総　 85

2001 0．0 －　 4 0 総　 86

20 02 100．0 2 2 総　 87

ー
ー
史
∵
－

のアンピシリン耐性率

のアンピシリン耐性率

表 14 0　全国調 査にお ナるレイヤー由来サルモネラのアンピ
調査 年 耐性率 薗株 数 耐性数 文献 番号 備 考

19 76 7．7 65 5 総　 8 1 含ブロイラー

1992 40．7 54 22 総　 83

1994 13．9 36 5 総　 83

2000 0．0・ 14 0 総　 85

200 1 0．0 1 0 総　 86

2002 0．0 9 0 総　 87

調 査年 耐性率 薗株数 耐性 数 文献 番号 備考

1976 7．7 65 5 総　 81 含 レイヤー

1992 15．4 78 12 総　 83

1994 0．0 19 0 総　 83
200 0 6．9 29 2 総　 85
200 1 0．0 13 0 総　 86
200 2 5．4 3 7 2 総　 87

シリン耐性率

全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのアンピシリン耐性率

図 9 1 全国調査 における牛 由来サルモネラのアンピシリン耐性 率
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図 9 2　全 国調査における豚由来 サルモネラのアンピシリン耐性率
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図94　全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのアンピシ
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表142　全国調査におlナる牛由来サルモネラ
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1■97 6 83．3 78 65 聡　 81
1992 81．5 200 163 総　 83
1994 78．2 165 129 総 ．83

2000 52．4 21 1 1 総　 85

2001 100．0 4 4 総　 86

2002 100．0 2 2 総　 87

のオキシテトラサイクリン耐性率

表143　全国調査における豚由来サルモネラのオキシテトラサイクリン耐性率
調 査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文献 番号

1976 43．2 74 32 総　 81

1992 50．0 14 7 総　 83

200 0 51．7 29 15 総　 85

200 1 100．0 4 4 総　 86

200 2 100．0 2 2 総　 87

－
】
全
丁
－

表144　全国調査におけるレイヤー由来サルモネラのオキシテトラサイクリン耐性率
調 査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文 献 番号 備考

1976 20．0 6 5 13 総　 81 含ブロイラー

1992 63．0 54 34 総　 83

1994 16．7 36 6 総　 8■3

2000 0．0 14 0 総　 85

200 1 0．0 1 0 総　 86

2002 33．3 9 3 総　 87

表145　全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのオキシテトラサイクリン耐性率
調査 年 耐性率 菌株数 耐性 数 文献 番号 備考

1976 20．0 65 13 総　 8 1 含レイヤー
‾1992 52．6 78 4 1 総　 83

1994 89．5 19 17 総　 83

2000 93．1 29 2 7 総　 85

2001 53．8 13 7 総　 86

2002 ・83．8 37 3 1 総． 87

図 9 5 全 国 調 査 に お ける 牛 由 来 サ ル モネ ラの オ キ シテ トラサ イクリ
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図98　全国調査における豚由来サルモネラのオキシテトラサイク
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図97　全国調査におけるレイヤー由来サルモネラのオキシテトラ
サイクリン耐性率

耐性率

100

80

60

40

20

0

至
▲　　　　　　　　　　 壱

董

◆　　 葦

▼　　　　　　　　　　 箸

1975　　 1980　　 1985　　 1990　　 1995　　　2000　　　2005

調査年度

図 98　全国調査 におけるブロイラー由来サルモネラのオキ

シテトラサイクリン耐性率
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表154　全国調査における牛由来サルモネラのカナマイシン耐性率
調査年 耐性 率 菌株数 耐性 数 文献 番号

1976 11．5 78 9 総　 81

1992 11．0 200 2 2 総　 83

1994 38．2 165 63 総　 83

表155　全国調査における豚由来サルモネラのカナマイシン耐性率
調 査年 耐性 率 菌株数 耐性 数 文献 番号

1976 12．2 74 9 総　 8 1

1992 35．7 14 5 総　 83

表156　全国調査におけるレイヤー由来サルモネラのカナマイシン耐性率

－
－
食
T
－

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号 備考

1976 6．2 65 4 総　 81 含ブロイラー

1992 27．8 54 15 総　 83

1994 1 1．1 36 4 総　 83

表157　全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのカナマイシン耐性率
調 査年 耐性率 菌 株数 耐性数 文献 番号 備考

19 76 6．2 65 4 総　 8 1 含 レイヤー

1992 28．2 78 22 総　 83

1994 84．2 19 16 総　 83

表158　全国調査における牛由来サルモネラのクロラムフェニコール耐性率
調査年 耐性 率 菌株数 耐性数 文献 番号

19 76 71．8 78 56 総　 8 1

1992 65．0 20 0 13 0 総　 83

1994 66．1 165 39 総　 83

表159　全国調査における豚由来サルモネラのクロラムフェニコール耐性率
調査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文献 番号

1976 12．2 74 9 総　 8 1

1992 21．4 14 3 総　 83

表160　全国調査 におけるレイヤー由来サルモネラのクロラ
調査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文献 番号 備考

1976 1．5 65 1 総　 8 1 含ブロイラー

1992 31．5 54 17 総　 83

1994 19‾4 3 6 7 総　 83

表161 全国調査 におけるブロイラー由来サルモネラのクロ

調査年 耐性率 菌株 数 耐性 数 文献 番号 備考

1976 1．5 65 1 総　 81 含 レイヤー

1992 12．8 78 10 総　 83

1994 15．8 19 3 総　 83

ムフエニコール耐性率

ラムフエ二コール耐性率



表162　全国調査における牛由来サルモネラのジヒ
調 査 年 耐性 率 菌株 数 耐 性 数 献 番 号

197 6 82．1 78 64 総　 8 1

2 000 52．4 2 1 1 1 総　 8 5

2 00 1 50，0 4 2 総　 8 6

2 002 100．0 2 2 総　 8 7

ドロストレプトマイシン耐性率

表163　全国調査における豚由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐性率
調 査 年 耐性 率 菌 株 数 耐 性数 献 番号

1976 44．6 74 3 3 総　 8 1

20 00 27．6 29 8 総　 85

20 0 1 50．0 4 2 総　 86

20 02 100．0 2 2 総　 87

表164全国調査におけるレイヤー由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐性率
－
　
G
O
－

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 献 番号 備考

1976 33．8 65 22 ・総　 81 含ブロイラー

200 0 0．0 14 0 総　 85

200 1 0．0 1 0 総　 86

200 2 22．2 9 2 総　 87

調査年 耐性3 ・菌株数 耐性数 文献 番号

199 3 0．6 16 5 1 総　 83

2 00 0 0．0 2 1 0 総　 85

2 00 1 0．0 －4 0 総　 86

2 002 0‾0 2 0 総　 87

全国調査における牛由来サルモネラのセプロキシムの耐性率

表167　全国調査における豚由来サルモネラのセフロキシムの耐性率
調 査 年 耐 性 ；′菌株 数 耐性 数 文献 番号

19 93 0．0 11 0 総　 83

20 00 0．0 29 0 総　 85

20 0 1 0．0 4 0 総　 86

20 02 0．0 2 0 総　 87

表168　全国調査におけるレイヤー由来サルモネラのセフロキシムの耐性率
調査 年 耐性 ；■菌 株数 耐 性数 文 献 番 号

199 3 5．0 4 0 2 総　 83

200 0 0．0 14 0 総　 85

2 00 1 0．0 1 0 総　 8 6

2 00 2 0．0 9 0 総　 8 7

表165　全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのジヒドロストレプトマイシン耐性率　表169　全国調査におけるブロイラー由来サルモネラのセフロキシムの耐性率
調 査 年 耐性 率 菌 株 数 耐 性数 献 番 号 備考

1976 33．8 65 2 2 総　 8 1 含 レイヤー

2 000 13．8 29 4 総　 85

2 00 1 0．0 13 0 総　 8 6

2 002 21．6 37 8 総　 8 7

調 査 年 耐性 ；′菌株 数 耐性 数 文 献 番号

1993 0．0 7 3 0 総　 83

2 000 0．0 2 9 0 総　 85

2 00 1 0．0 13 0 総　 86

2 002 0．0 3 7 0 総　 87



表170　全国調査における腸球菌の薬剤耐性率

－
－
ピ
ー

薬剤名＼年度
1999 2000 200 1 2002

（1024株 ） （597株） （302株） （246株）

A B P C 9．5 0．0 0．0 0．0

C T F 0，0 0．0 0．0 0．0

D S M 0．0 0．0 0．0

S M 0．0

K M 0．0 0．0 0．0 0 ．0

G M 0．0 0．0 0．0 4．5

D M －A 0．0 0．0 0．0

E M 29．8 21．3 34．1 34．6

T S 33．7 33．5 3 7．4 35．8

LC M 36．2 0．0 0．0 0．0

S N M 0．0 0．0 0．0

O T C 65．3 6 1．5 64．6 60．6

B C 17．3 63 ．0 0．0 0．0

N H T 0．0 ．0．0 0．0

V G M 0．0 0．0 0．0 0 ．0

V C M 0．0 0．0 0．0 0．0

C P 0．0 0．0 0．0 9．3

A V M 0．0 2．0 ．8．1

E FM 44 ．4 64．2 5 8．9

E R FX 0．0 0 ．0 0．0 0．0

O F LX 0．0 0．0 ・0．0 0．0

（）：調査菌株数
空欄：試験せず

表172　C励／とC¢¢〟の薬剤耐性率の比較

表171全国調査におけるカンピロバクターの薬剤感受性

薬剤 名＼ 年 度
1999 2 0 0 0 2 0 0 1 20 0 2

（166株 ） （302株 ） （239株 ） （168株 ）

C T F 0．0 0．0 0．0 0．0

D S M 2 7．7 21．8 13．7

S M 26．2

G M 0．0 0．0 0．0 0．0

S P C M 7．2 3．6 0．0 0．0

E M 15．7 18．8 16．3 12．5

S P M 15．7 18．1 16．3 11．9

T S 15．7 29．1 28．9 13．1

O T C 62．7 60．8 6 1．1 50．6

C P 0．0 0．0 15．5 7．1

N A 19．9 2 3．6 2 8．0 16．1

O A 19．9 22．0 2 6．8 17．9

E R F X 1 6．3 16．2 22．6 16．1

O F L X 1 5．7 14．9 21．8 16．1

O D X 0．0 0 0．0

（ ）：調査 菌株 数

空欄：試験せず

l　 菌 種 l　 S M S P C M E M S P M T S O T C N A O A E R F X O F L X l 菌株 数 文献 番 号 t

l　 C 励 ／ 1　　 3．5 1．2 2．3 1．2 ．3．5 47．7 10．5 9．9 9．3 9．3 1　 17 4 l総 85　 l

l ．c e 0〟 1　　 5 7．4 4 4 8．5 4 7．5 56．4 85．1 3 1．7 28．7 26．7 27．7 1 0 7 総 85　 1
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M IC 　　　　　　　　　　　　　　 図 99 牛 由来 大 腸 菌 のアンピシリンの M IC
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M IC 　　　　 図 1 0 0 豚 由 来 大 腸 菌 の ア ン ピ シ リン の M IC
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図101 鶏由来大腸菌のアンピシリンのM IC
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図102　牛由来大腸菌のカナマイシンのM IC
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図 104　鶏 由 来 大 腸 菌 の カナマイシンの M IC
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M IC 　　　　　　　　　 図 1 0 5 牛 由 来 大 腸 菌 の オ キ シ テ トラ サ イ ク リン の M IC
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図 1 0 7　 鶏 由 来 大 腸 菌 の オ キ シ テ トラ サ イ ク リン の M IC
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M IC 　　　　　　　　　　 図 1 0 8 牛 由 来 大 腸 菌 の ク ロラ ム フ ェニ コ ー ル の M IC l
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図 111 鶏 由来大腸 菌のエンロフロキサシンのM IC
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表173　馬由来の薬剤耐性菌

菌 種

耐性率
菌株 数 調査年 文献毎号A B P C G M K M D S M T S　＿ E M C T C D O X Y C EZ C P V C M N A FZ

／ねe爪印力此げ

印と鹿 〃鹿 船 0．0 0．0 0．0 100．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 99 1981 総118

∫ねβ肋 c occ〟∫ざCん〝ゾ 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 15 2002 総112

表174羊由来の薬剤耐性菌

菌種

耐性率
菌株数 調査年 文 献番号A B P C G M K M S M E M LC M O T C T C C L C EZ C E R C P N A S IX T P

⊥血fe′ねm O〃OG ld聯 〃eざ ．0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 100．0 0．0 0．0 100．0 1■00．0 0．0 14 1985 総 23

C O仰 eム∂Cね血 m

p∫e〟めれd erC〟血由 0．0． 0．0 69．8 0．0 2．3 70．9 1．2 30．2 86 1989 総 113■

－
－
票
－

表175　山羊由来の薬剤耐性菌

菌種

耐性率 l
l 菌株数 調査年 文献番号A B P C G M K M S M T C C L C P O A FO M

大腸 菌 12．2 8．9 0．0 26．7 8．9 0．0■ 0．0 3．3 0．0 90 1997 総‖0

表176　ウズラ由来の薬剤耐性菌

菌種

耐性率 l
l 菌 株数 調 査年 文献番号A B P C FR M G M K M S M D O X Y O T C C P FO M N A T P

サ ルモネラ 2．1 93．6 0．0 95．7 83．0 0．0 4．3 0．0 0．0 4．3 0．0 4 7 1991 総32



表177　淡水魚由来t弛めa〟gl肋山刀の薬剤耐性率

魚 の 種 類

耐 性 率

薗 株 数 調 査 年 文 献 番 号A B P O K M S M C L T C C P F Z N A S M M X T M P

アユ 0．0 0．0 9 5．6 9 2．6 9 5．6 73．5 5 5．9 95．6 6 8 19 7 3 総 15 5

0．0 0．0 0．0 0 ．0 6 5．3 6 2．9 9 3．4 87．6 66．8 34．4 25 9 19 7 5 総 16 1

0．0 ・ 0．0 1．5 3．0 0．0 1 0．4 6 2．7 77．6 1．5 0．0 6 7 19 7 8 総 14 0

0．0 0．0 2．2 0．0 0．0 53．3 7 5．6 8 8．9 －　0．0 0．0 4 5 19 7 9 総 14 0

4 9．1 0．0 3 8．6 14 ．0 0．9 5 4．4 7 2．8 7 8．1 4 6．5 38．6 1 14 19 8 0 総 14 0

5 1．1 0．0 7 9．9 1 8．0 7 9．9 4 2．4 5 9．7 49．6 24．5 13 9 19 8 1 総 17 2

92．1 18．4 18．4 18．4 18．4 78．9 74．6 4 3．0 18．4 1 14 19 9 0 総 17 0

表178　淡水魚由来肋／也南船ね／也の薬剤耐性率

魚の 種類

耐性 率

薗株 数 調査 年 文献番号A B P C A M P C K M S M O T C T C C E Z C P F Z N A O A S M M X T M P
ウナギ 8．9 6．0 8．3 0．0 25．0 7 4．4 14．9 4 8．8 0．0 16 8 1 97 7 総 15 3

82，0 3 4．0 10．0 5 0 19 7 8 総 17 3

0．0 0．0 0．5 2 9．6 0．0 2 7．4 80．6 59．7 2 8．5 18 6 19 8 4 総 16 7

－
岩
月
－

表179　淡水魚由来加〝mO朋∫伽8危¢ゐ〃βの薬剤耐性率

魚の種類
耐性率 l

l薗株数 調査年 文献番号AB P C FR M K M S M T C C P R SM M X
ウナギ 90．8 0．0 0．0 6．0 26．4 5．6 0．0 ‾　21．2 250 1969 総164

表180　淡水魚由来月e〝mO〝きざ古さ血0〝ゐ肋の薬剤耐性率

魚 の種 類

耐性率

薗棟 数 調 査 年 文 献番号A B P C D S M K M S M C L T O O T O C P FZ NA O A SM M X STZ O M P T M P
二ジマス 13．3 0．0 13．3 13．3 15 1970 総 156

サ ケ （養 殖 ） 0．8 4．7 3．1 0．0 1．6 14．0 91．5 4 7．3 47．3 33．3 3．9 3．9 129 1980 総 165

サ ケ （天 然 ） 0．0 0．0 0．0 2，2 0．0 2．2 0．0 2．2 2．2 28．3 0．0 0．0 46・ 1980 給 165



表181海水魚由来偽占ね‘〟で伯p血¢ゐ肋の薬剤耐性率

魚 の 種 類

耐 性 率

菌 株 数 調 査 年 文 献 番 号A B P C A M P C K M S M E M C T C D O X Y O T C T C C E Z O P B C M FO M N B F Z N A O A S M M X O M P T M P T P

ブ リ 0．0 0．0 0．0 8．3 8．3 0．0 8．3 0 ．0 0．0 8．3 0 ．0 0 ．0 6 0 19 7 7 総 1 62

14 ．6 45．9 0．0 0 ．0 59．4 5 9．4 0．0 5 9．1 66，5 7 ．5 59．4 0．0 0．0 2 8 1 19 8 2 総 1 7 1

24 ．0 0．0 30．0 38．0 5 0 19 8 2 総 1 73

3 9 ．1 95．1 9 0 ．2 90．6 90 ．6 9 0．6 18．9 2 1．5 87．6 3 0 7 19 8 5 ●；

34．3 34．3 0．0 35．9 3 0 6 19 8 7 総 16 9

24 ．6 8 3 ．4 0．0 8 6．9 0 ．0 3 9．4 0．0 0 ．0 39．4 85 ．7 22 ．9 17 5 19 9 0 総 16 0

42．6 0．0 0．0 66．2 6 8 19 9 1 総 76

4 0 ．0 74．7 0．0 0．0 52．0 45．3 7 5 19 9 6 総 76

表182海水魚由来レンサ球菌の薬剤耐性率

－
－
監
T
－

魚の種類

耐性率

菌株数 調査年 文献番号A B P C P C G KM S M EM JM O L LC M D O XY T C C EZ C P FZ NA S M M X
ブリ 0．0 0．7 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 100．0 561 1978 総 166

0．0 0．0 0．0 16．8 5．9 16．8 16．8 14．3 14．3 0．0 2．4 0．0 3 70 1987 総 154

ハマチ 0．0 0．0 0．0 28 1975 総163



表183　環境由来の薬剤耐性菌

菌 種 由来

耐 性 率

菌株 数 調 査 年 文 献 番 号A B P C G M K M D S M S M O T C T C C L C E P R B C M C P N A S D M X
大 腸 菌 牛 糞 尿 8．4 10．9 2 6．6 24．8 3．3 2 5．9 10 07 1 97 7 総 8 1

豚 糞 尿 6．0 32．4 51．8 72．1 8．5 46．9 2 0 32 19 7 7 総 8 1

鶏 糞 尿 9．9 14．5 4 2．8 56．8 11．3 5 2．9 9 79 19 7 7 総 8 1
牛 豚 舎 汚 水 12．9 28．9 44．9 72．6 0．0 5．6 7 66 19 80 総 9 4
豚 舎 汚 水 4．6 34．6 4 9．9 72．1 0．0 0．8 0．0 3 73 19 80 豚 13 8

′＼エ 2 9．3 71．7 6 2．0 75．7 0．0 16．7 0．0 60 0 19 80 豚 138
サ ル モネ ラ 豚 舎 周 辺 0．0 0．0 72．7 0．0 0．0 65．9 88 19 73 豚 16 1

牛 豚 舎 汚 水 38．5 62．8 98．5 97．9 0．0 7．7 3 90 19 80 総 9 4

－
－
の
り
－



表184　食品由来の薬剤耐性菌

－
－
可
0
－

菌種 食品

耐性率

菌株数 調査年 文献番号A B P C G M K M S M E M O L C T C O T C T C V C M C EZ C FX C P F O M FZ N A O FLX N FLX S D M X

大腸 菌0 157 牛肉 5．5 0．0 1．0 20 ．0 16．5 0．0 1．6 2．6 1．0 0．0 310 199 8 総 61

大腸 菌 豚肉 3．2 29．5 3 9．1 39．1 7．7 21．2 156 19 77 総 181

鶏肉 10．7 23．7 47．9 72．8 10．7 59 ．2 169 197 7 総 181

8．6 19．3 26．2 59．5 0．7 0．7 4 1．2 301 199 0 総 182

5．3 46．6 56．4 70．1 1．8 0．2 0．2 511 199 2 総 183

サ ルモネラ 牛肉 7．0 0．3 46．7 64 ．1 63．4 0．0 3．5 1．7 7．0 0．0 287 199 9 総6 2

鶏肉 5．9 5．9 5．9 17 200 1 総 178

10．9 39．6 82．7 67．3 6．9 0．0 202 199 6 人44

ウナギ 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 8 199 3 人3 7

腸球菌 鶏 肉 0．0 128 199 8 総 184

0．0 67 199 9 総 184

2．4 85．4 4 1 200 1 総 177

4．2 91．7 24 200 1＿総 177

カンピロバクター 鶏 肉 2乱6 14．3 7．1 14 199 7 鶏 2 2

0．0 0．0 100．0 100．0 4 2002 人5 1

豚丹毒菌 豚 肉 0．0 18．6 0．0 4 3 1988 総 180

レ彷／すわ

卵相加 8m ロケ地〟∫

ハマチ 4．7 55．8 7．0 7．0 9．3 100．0 4 3 1973 総 104

雑 魚 1．2 69．0 1．2 3．5 0．0 94．7 171 1973 総 104

カキ 4．1 77．3 13．4 12．4 1．0 84．5 97 1973 総 104
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表185　人由来大腸菌のアンピシリン耐性率
調 査 年 耐 性 率 菌 株 数 耐性 数 文 献 番 号

19 7 0 ‘2．6 4 16 1 1 総　 1．05

19 8 6 10 0 ．0 4 4 人　　2 6

19 8 9 1 6．6 3 3 7 5 6 人　 14 7

19 9 0 19．8 3 0 3 60 人　 14 7

19 9 1 28．0 2 1 1 5 9 人　 14 7

19 9 1 0．0 4 1 0 人　　3 6

19 9 2 1 9．2 2 1 9 4 2 人　 113

1 9 9 2 2 7．6 5 8 8 7 1 6 2 5 人　 17 0

1 9 9 3 20．3 1 7 7 3 6 人　 11 3

1 9 9 4 26．8 1 8 3 4 9 人　 11 3

1 9 9 4 3 1．8 3 8 7 12 3 人　 14 5

1 9 9 5 26．7 1 9 5 5 2 人　 11 3

1 9 9 6 22．7 2 2 9 5 2 人　 11 3

1 9 9 6 3 0 ．7 3 0 9 9 5 人　 13 6

1 9 9 6 33．3 3 3 1 1 人　 15 2

1 9 9 7 21．3 1 8 8 4 0 人　 11 3

1 9 9 7 25．2 3 0 6 7 7 人　 12 5

1 9 9 7 12．8 3 9 5 人　 13 9

1 9 9 8 22．7 1 5 0 3 4 人　 11 3

1 9 9 8 19．5 4 1 8 人　 12 7

1 9 9 8 27，3 3 6 3 9 9 人　 13 5

1 9 9 8 20．0 1 5 3 人　 15 3

1 9 9 8 33．6 2 7 7 9 3 人　 13

1 9 9 8 1 0．3 9 24 ‾　95 人　 14

1 9 9 9 2 3．6 14 4 3 4 人　 11 3

1 9 9 9 4 4．1 34 1 5 人　 114

2 0 0 0 29．3 1 5 7 4 6 人　 11 3

2 0 0 0 11．5 2 6 3 人　 11 5

2 0 0 0 30．4 5 0 4 1 5 3 人　　9 4

2 0 0 0 2 6．5 3 3 9 6 90 0 人　 17 1

2 0 0 1 23．5 34 8 人　　8 8

2 0 0 1 23．3 1 72 4 0 人　　9 6

2 0 0 1 0．0 3 8 0 人　 　 9

20 0 2 、36 ．7 3 0 1 1 人　　7 9

2 0 0 2 3 4．1 1 2 9 4 4 人　　8 0

2 0 0 2 32．5 1 6 3 5 3 人　　8 5

表186　人由来大腸菌のオフロキサシン耐性率
調査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文 献 番号

1989 0．9 33 7 3 人 147

1 9 9 0 1．0 30 3 3 人 147

1 9 9 1 3．8 21 1 8 人 147

1 9 9 2 1．3 45 6 1 5 9 人 170

1 9 9 3 0．0 30 ． 0 人　 74

1 9 9 4 2．1 38 7 8 人 145

1 9 9 5 7．6 13 1 1 0 人 158

1 9 9 6 5．2 30 9 1 6 人 136

1 9 9 6 5．6 12 5 7 人 148

1 9 9 8 3．3 36 3 1 2 人 135

1 9 9 8 4．2 16 5 7 人　 13

2 0 0 0 9．3 50 4 4 7 人　 94

2 0 0 0 7．2 99 8 7 2 人 171

図 1 1 3 人 由来 大 腸 菌 の アンピシ リン耐 性 率
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表187　人由来大腸菌のクロラムフェニコ
調査年 耐性率 菌株 数 耐性数 文献 番号

1970 2．9 4 1 6 12 総 105

1 9 8 6 0．0 4 0 人　 26

1 9 9 1 0．0 4 1 0 人　 36

19 9 2 5．6 53 2 3 0 人 170

19 9 4 9．6 38 7 3 7 人 14 5

1 9 9 8 11．8 36 3 4 3 人 135

1 9 9 8 19．1 18 3 3 5 人　 13

1 9 9 8 1．2 924 1 1 人　 14

2 0 0 0 13．9 50 4 7 0 人　 94

2 0 0 0 7．1 18 3 13 人 ・171

－ル耐性率

図115 人由来大腸 菌のクロラムフェチコール耐 性率

耐性率

35

3 （）

25

2 0

15

10

5

0
10

▼

＿　 ◆▼

▲▼　 ◆

◆　　　　　　　　　　　　 ▲ ．

1 960　 1970　 1980　 1990　　 2000　　 20

調査年



表188　人由来大腸菌のゲンタマイシン耐性率 表189　人由来大腸菌のセプアゾリン耐性率

－
1
－
q
N
I

調査 年▼耐性 ・菌株数 耐性数 文献 番号

1986 0．0 4 0 人　　2 6

1989 0．3 337 1 人　 147

1990 1．7 303 5 人　 147

199 1 1．9 2 11 4 人　 147

1992 0．5 2 19 1 人　 1 13

1992 1．2 4772 57 人　 170

1993 1．1 177 2 人　 1 13

1994 2．2 183 4 人　 1 13

1995 1．5 195 3 人　 1 13

1996 3 ．1 229 7 人　 1 13

1996 6．1 33 2 人　 152

199 7 1．6 188 3 人　 1 13

1997 2．3 306 7 人　 125

199 7 0．0 39 0 人　 139

1998 3．3 150 5 人　 113

1998 7．3 4 1 ．3 人　 127

1998 4．0 50 2 人　 129

1998 0．1 924 1 人　 14

1999 1．4 14 4 ◆2 人　 113

1999 0．0 34 0 人　 114

2000 4．5 157 7 人　 113

2000 0．0 26 0 人　 115

2000 3．8 3 178 121 人　 －171

2001 2．9 34 1 人　　8 8

・200 1 7．0 172 12 人　　9 6

200 1 0．0 38 ．0 人　 　 9

2002 6．7 30 2 人　　7 9

2002 4．9 163 8 人　　8 5

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1989 2．1 337 7 人 147

1990 2．‾0 303 6 人 147

1991 1．4 2 11 3 人 14 7

1992 5．0 2 19 11 人 113

1992 6．6 4898 323 人 170

19 93 5．1 177 9 人 113

1994 6．6 183 12 人 113

1995 2．1 195 4 人 113

1996 4．8 229 11 人 113

1996 3．0 33 1 人 152

199 7 4．8 188 9 人 113

1997 0．7 306 ‾　2 人 125

1997 0．0 39 0 人 139

■1998 4．0 150 6 人 113

1998 4．9 4 1 2 人 127

1999 0，7 144 十1 人 113

1999 8．8 34 3 人 114

2000 2．5 157 4 人 113

2000 3．8 26 1 人 115

2000 7．8 3671 286 人 171

200 1 ■　8．8 34 3 人　 8 8

■200 1 2．9 172 5 人　 96

2002 16．7 30 5 人　 79

2002 15．5 129 20 人　 80

2002 5．5 163 9 人　 85

図116　人由来大腸菌のゲンタマイシン耐性率

耐性率

30

25

20

15

10

5

0

∈
要
≦
妻

学
者
言

▲　 ◆　　 ◆ ◆　　 蔓

▲ ◆ ◆ ▲ ◆ ◆ ◆ ◆ ● ！ ● ： ！ ’　 …

1 9 8 5 　　　　1 9 9 0　　　　1 9 9 5　　　　　2 0 0 0　　　　　2 0 0 5

調李年

図 1－17　人 由来 大 腸 菌 の セフアゾリン耐 性 率
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表190　人由来亡危ec∂船のアンピシリン耐性率

ー
ー
u
u
－

調査 年 耐 性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

198 9 0．7 14 7 1 人 147

199 0 0．0 10 0 0 人 147

199 1 0．0 7 5 0 人 147

199 2 0．0 9 4 0 人 1 13

199 2 5．7 3 62 8 20 6 人 170

199 3 0．0 7 3 0 人 1 13

199 4 0．0 5 5 0 人 1 13

199 5 0．0 8 8 0 ．人 1 13

199 5 0．0 1 13 0 人 158

199 6 0．0 7 9 0 人 113

199 6 0．0 293 0 ■人 136

199 6 0，0 1 15 0 人 148

199 6 0．0 33 0 人 152

199 7 0．0 7 9 0 人 113

199 7 1．5 13 6 2 人 125

199 7 0．0 5 1 0 人 139

199 8 1，4 7 1 1 人 113

199 8 0．0 42 0 人 12 7

199 8 0．3 3 2 1 1 人 13 5

1999 0．0 79 0 人 113

1999 0．0 38 0 人 114

2 000 0．0 64 0 人 113

2 000 0．0 34 0 人 115

2 000 0．0 5 07 0 ・人　 9 4

20 00 2．8 26 78 75 人 17 1

2 00 1 0．0 44 0 一人　 8 8

2 00 1 2．9 70 2 人　 9 6

20 02 0．0 26 0 人 ．7 9

20 02 0．0 26 0 人　 7 9

20 02 0．0 102 0 人　 8 0

20 02 0．0 87 0 人　　8 5

表191人由来丘危ec∂血のセフアゾリン耐性率
調 査 耐 性 率 菌株 数 耐性 数 文献 番 号

19 92 47．1 3 18 0 1498 人 170

19 96 0．0 3 3 0 人 152

19 97 68．6 5 1 35 人　 139

19 98 7．1 4 2 3 人 127

19 99 5．3 3 8 2 人 114

200 0 0．0 3 4 0 人 115

200 0 69．9 2 193 15 33 人 17 1

200 1 0．0 44 0 人　 88

200 2 0．0 2 6 0 人　 79

表192　人由来丘危eca鹿のオフロキサシン耐性率
調 査 耐 性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

198 9 12．9 147 19 人 147

199 0 19．0 100 19 人 14 7

199 1 25．3 75 19 人 14 7

199 2 28．1 2 983 8 3 8 人 170

199 3 0．0 28 0 人　 74

1994 32．7 346 11 3 人 14 5

199 5 21．2 1 13 2 4 人 15 8

199 6 28．0 293 82 人 13 6

199 6 31．3 115 3 6 人 14 8

199 8 35．2 32 1 11 3 人 13 5

2 00 0 ＿　27．4 5 07 13 9 人　 94

2 000 30．6 674 20 6 人 17 1

表 193　人由 来亡 危ec∂伝 の バンコマイシン耐

調査 年 耐性 率 菌株 数 耐 性 数 文献 番号

1989 0．0 14 7 0 人 14 7

1990 0．0 10 0 0 人 14 7

199 1 0．0 7 5 0 人 14 7

1992 0．0 9 4 0 人 1 19

1993 0．0 7 3 0 人 1 13

1994 0．0 5 5 0 人 1 13

1994 0．0 ‾34 6 0 人 14 5

1995 0．0 8 8 0 人 1 13

1995 0．0 123 9 0 人 14 9

1995 0．0 113 0 人　 15 8

1996 0．0 79 0 人 1 13

19 96 0．0 1 15 0 人 148

1996 0．0 33 0 人 152

1997 0．0 79 0 人 1 13

19 97 0．0 3 1 0 人 125

19 98 0．0 7 1 0 人 113

1998 0．0 42 0 人　 127

19 98 0．3 32 1 1 人　 135

19 99 0．0 79 0 人 113

19 99 0．0 38 0 人 114

200 0 0．0 64 0 人 113

200 0 0．0 34 0 人 115

200 0 0．0 5 07 0 人　 94

200 0 0．0 3 57 0 人　　9 4

200 1 0．0 44 0 人　　8 8

200 1 0．0 70 0 人　 96

200 2 0．0 26 0 人　　7 9

200 2 0．0 102 0 人　 80

200 2 0．0 87 0 人　　8 5



図120　人由来丘 危郎β船のオフロキサシン耐性率
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図 121 人由来丘 超eC∂伯 のバンコマイシン耐性率
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図 118　人 由来 亡 危eC∂船 のアンピシリン耐 性率
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図119 人由来丘危旧。∂船の七フアゾリン耐性率
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表194　人由来のサルモネラのアンピシリン耐性率
調 査 年 耐 性 率 菌株 数 耐 性 数 文 献 番 号

198 5 13．9 7 2 1 0 人　 3 5
1 9 8 9 0．0 4 0 人　 34

1 9 8 9 0．0 3 0 人　 34

1 9 9 1 ・2 5．0 8 2 人　 24

1 9 9 1 7．7 5 2 4 人　 24

1 9 9 2 100．0 3 2 3 2 総　 15

1 9 9 2 0．0 6 0 人　 24

1 9 9 2 0．0 4 7 0 人　 24

1 9 9 2 19．1 1 7 8 3 4 人 17 0

1 9 9 3 28．6 7 2 人　 24

1 9 9 3 8．6 5 8 5 人　 24

1 9 9 3 0．0 8 0 人　 3 7

19 94 15．9 1 0 7 1 7 人 14 5

19 94 5．6 18 1 人　 24

19 94 7．4 2 7 2 人　 24

19 9 5 10．0 1 0 1 人　 24

19 9 5 10．4 4 8 5 人　 24

19 9 6 20．0 1 5 3 人　 24

19 9 6 9．3 4 3 4 人　 24

19 9 7 4．9 1 8 0 7 8 9 人　 20

19 9 7 5．7 4 7 0 2 7 人　 20

19 9 7 1‾1．1 9 1 人　 24

19 9 7 4．8 2 1 1 人　 24

19 9 8 19．4 6 2 12 人　 72

19 9 8 13．5 5 1 8 70 人　 13

19 9 8 2．7 3 7 1 人　 72

19 9 8 0．0 6 0 人　 24

19 9 8 20．0 2 0 4 人　 24

■19 9 8 0．0 6 1 0 一人　 43

19 9 9 9．3 5 4 5 人　 1 1

19 9 9 0．0 6 0 人　 24

19 9 9 0．0 5 0 人　 24

1 9 9 9 0．0 2 7 0 人　 47

1 9 9 9 0．0 8 0 人　 47

2 0 0 0 100．0 1 1 人 16 9

2 0 0 0 28．6 7 2 人　 24

2 0 0 0 0．0 2 0 人　 24

2 0 0 0 9．1 1 6 5 1 5 人　 94

2 0 0 0 6．1 14 8 9 人 17 1

2 0 0 1 100．0 3 3 人　 16

表195　人由来のサルモネラのカナマイシン耐性率
調 査 年 耐 性 率 菌株 数 耐性 数 文 献 番 号

1985 13．9 72 10 人　　3 5

19 8 9 0．0 4 0 人　　3 4

19 8 9 0．0 3 0 人　　3 4

19 9 1 12．5 8 ‾1 人　　2 4

19 9 1 1 3．5 52 7 人　　2 4

19 9 2 0．0 32 0 総　 15

1 9 9 2 16．7 6 1 人　　2 4

19 9 2 6．4 4 7 3 人　　2 4

19 9 3 14．3 7 1 人　　2 4

19 9 3 10．3 5 8 6 人　　2 4

19 9 3 0．0 8 0 人　　3 7

19 9 4 0．0 18 0 人　　2 4

19 9 4 0．0 2 7 0 人　　2 4

19 9 5 5 0．0 10 5 人　 ＿24

19 9 5 2．1 48 1 人　　2 4

19 9 6 6．7 15 1 人　　2 4

19 9 6 0．0 43 0 人　　2 4

19 9 7 5．8 18 0 7 10 5 人　　2 0

19 9 7 5．7 47 0 2 7 人　　2 0

19 9 7 0．0 9 0 一人　　2 4

19 9 7 4．8 2 1 1 人　　 ‾24

19 9 8 11．4 37 7 ‾　 43 人　 13

1 9 9 8 0．0 6 0 人　　2 4

19 9 8 5．0 20 1 人　　2 4

19 9 8 0．0 6 1 0 人　　4 3

19 9 9 8．3 12 1 人　　2 4

19 9 9 0．0 5 0 人　　2 4

19 9 9 0．0 27 0 人　　4 7

19 9 9 0．0 8 0 人　　4 7

20 0 0 0．0 1 0 人　 169

20 0 0 28．6 7 2 人　　2 4

20 0 0 0．0 2 0 人　　2 4

図122 人由 来のサルモネラのアンピシリン耐 性率
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図 123　人由来サル モネラのカナマイシン耐性率
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表196　人由来のサルモネラのクロラムフェニコール耐性率

－
－
↓
か
－

調査年 耐性 率 菌株数 耐性数 文献 番号

198 5 6．9 72 5 人　 35

198 9 0．0 4 0 人　 34

198g 0．0 3 0 人　 34

199 1 25．0 8 2 人　 24

199 1 3．8 52 2 人　 24

199 2 100．0 32 32 総　 15

199 2 0，0 6 0 人　 24

1992 4．3 4 7 2 人　 24

1992 9．1 33 3 人 170

1993 14．3 7 1 人　 24

1993 1．7 58 1 人　 24

1993 0．0 8 0 人　 37

1994 18．7 10 7 20 人 145

1994 5．6 18 1 人　 24

1994 3．7 27 1 人　 24

1995・ 10．0 10 1 人　 24

1995 4，2 4 8 2 人　 24

1996 20．0 15 3 人　 24

1996 4．7 4 3 2 人　 24

1997 4．5 180 7 8 1 人　 20

199 7 4．7 4 70 22 人　 20

1997 11．1 9 1 人　 24

・1997 4二8 2 1 1 人　 24

1998 19．4 62 12 人　 72

1998 7．8 40 9 32 人　 13

1998 2．7 3 7 1 人　 72

1998 0．0 6 0 人　 24

1998 20．0 20 4 人　 24

1998 1．6 6 1 1 人　 4 3

1999 9．3 54 5 人　 11

1999 0．0 12 0 人　 24

1999 0．0 5 0 人　 ＿24

1999 0．0 2 7 0 人　 4 7

1999 0．0 8 0 人　 4 7

2000 100．0 1 1 人 169

2000 28．6 7 2 人　 24

2000 0．0 2 0 人　 24

2000 4．2 165 7 人　 94

20 00 0．0 14 0 人 171

200 1 100．0 3 3 人　 16

表 197　人 由来のサルモネラのナリジクス酸耐一

調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1985 0．0 72 0 人　　3 5

1989 ．25，0 4 1 人　　3 4

1989 0．0 3 0 人　　3 4

1991 0．0 8 0 人　　2 4

1991 1．9 52 1 人　　2 4

19 92 0．0 32 0 総　 15

199 2 0．0 6 0 人　　2 4

199 2 0．0 4 7 0 人　　2 4

199 2 0．0 28 0 人　 170

199 3 1．3 530 2 68 人　　2 5

199 3 2．5 1981 50 人　　2 5

199 3 0．0 7 0 人 －　 24

199 3 1．7 58 1 人　　2 4

1994 0．0 18 0 人　　2 4

1994 3．7 2 7 1 人　　2 4

1995 0．0 10 0 人　　2 4

199 5 4 ．2 4 8 2 人　　2 4

1996 6．7 15 1 人　　2 4

1996 0．0 43 0 人　　2 4

199 7 2．6 180 7 4 7 人　　2 0

199 7 9．4 4 70 44 人　　2 0

199 7 11．1 9 1 人　　2 4

199 7 0．0 2 1 0 人　　2 4

1998 16．1 62 10 人　　7 2

1998 5．8 32 7 19 人　 13

1998 5．4 37 2 人　　7 2

1998 0，0 6 0 人　　2 4

1998 10．0 20 2 人　 －24

1998 1．6 6 1 1 人　　4 3

1999 5．6 54 3 人　 11

1999 0．0 12 0 人　　2 4

1999 0．0 5 0 人　‾　 24

1999 0 ．0 2 7 0 人　　4 7

1999 0．0 8 0 人　　4 7

2000 100．0 1 1 人　 169

2000 14 ．3 7 1 人　　2 4

2000 0 ．0 2 0 人　　2 4

2000 0．0 7 0 人　 17 1

表198　人由来のサルモネラのオフロキサシン耐性率
調 査 年 耐性 率 菌 株 数 耐 性 文 献　番 号

1992 0．0 124 0 人 170

1994 0．0 10 7 0 人 145

1998 0．0 62 0 人　 72

1998 0．0 1．4 5 0 人　 13

1998 0．0 3 7 0 人　 72

2000 0．0 16 5 0 人　 94

2000 0．0 38 0 人 17 1

図124　人由来サルモネラのクロラムフェニコール耐性率
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表199　人由来カンピロバクターのゲンタマイシン耐性率
調査年 耐性率 菌株数 耐 性数 文献 番号

1990 0．0 50 0 人　 57

1992 0．7 143 1 人 170

2000 0．0 61 0 人 17 1

表200　人由来カンピロバクターのエリスロマイシン耐性率
調 査 年 耐 性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

1990 0．0 5 0 0 人　 5 7

1992 2．9 24 3 7 人 1 70

199 8 2．5 20 4 5 人　 13

2 00 0 8．3 4 8 4 人 17 1

2 00 2 0．0 16 0 人　 5 1

2 00 2 0．0 18 0 人　 5 1

表201人由来カンピロバクターのクロラムフェニコール耐性率
調査年 耐性率 菌株数 耐性数文献 番号

1990 0．0 50 0 人　 57

1992 0．0 63 0 人 170

1998 0．5 188 1 人　 13

表202　人由来カンピロバクターのセフアゾリン耐性率
調査年 耐性率 菌株数 耐性数 文献 番号

1992 94．0 117 110 人 170

2000 94．4 54 51 人 171

表203　人由来カンピロバクターのナリジクス酸耐性率
調 査 年 耐性 率 菌 株 数 耐 性 数 文 献 番 号

19 90 100．0 50 50 人　 5 7

19 92 3．8 53 2 人 17 0

19 98 31．6 13 6 43 人　 13

20 02 100．0 16 16 人　 5 1

20 02 0．0 18 0 人　 5 1

表204　人由来カンピロバクタtのオフロキサシン耐性率
調査年 耐性率 菌株数 耐 性数 文献 番号

1990 0．0 5 0 0 人　 5 7

1992 3．3 15 1 5 人 17 0

1998 26．0 7 7 20 人　 13

20 00 23．5 3 4 8 人 17 1

20 02 100，0 16 16 人　 5 1

20 02 0．0 18 0 人　 5 1

－177－



表205アポパルシン使用の有無による耐性菌の出現状況

アポパ ル シン

使 用 の 有 無 ＊ 鶏 種 薬 剤 名
M IC （ug／m ）

菌 株 … 耐 性 数 耐 性 率幅 50％ 90％
有 ブ ロイラ アポ パ ル シン 0．78 ～ ＞ 10 0 1．56 3．13 2 63 8 3．0

オ リ工ンチ シン 0．05 ～ ≧50 0．2 0．78 2 63 8 3．0
バンコマイシン 0．3 9～ ＞ 10 0 0．3 9 3．13 2 63 8 3．0

無 ブ ロイラ アポ パ ル シン 0．7 8～3．12 1．56 1．56 8 1 0 0．0
オ リエンチ シン 0．05 ～ 1．56 0．2 0．78 8 1 0 0．0
バ ンコマイシン 0．3 9～3．12 0．78 3．13 8 1 0 0．0

無 レイヤ ー アポ パ ル シン 0．78 ～3．12 1．56 1．56 2 14 0 0．0
オ リエンチ シン 0．0 5～1．56 0．2 0．78 2 14 0 0．0
バ ンコマイシン 0．3 9～3．12 0．78 1．56 2 14 0 0．0

＊過去1年間のアポパルシン使用歴

－178－



表206健康と疾病由来大腸菌での薬剤耐性率の比較

薬 剤 ‾名

薩 康 牛 健 康 豚 疾 病 牛 豚

19 76 年 度 19 77 年 度 19 76 年 度 197 7 年 度 19 7 6年 度 19 77 年 度

2 1 19 株 2 4 83株 40 69 株 5 120 株 62 5株 10 8 4株

A B P C 12 ．7 7．9 6．6 5 ．0 16．5■ 14 ．5

D S M 42 ．4 3 3．5 60．2 5 1．4 6 2．4 5 5 ．5

K M 19 ．8 13．4 41．3 35 ．8 33．6 3 2 ．8

C P 8 ．0 6 ．4 11．6 10 ．5 2 6 ．7 2 0 ．8

N A 0．9 0 ．1 0，3 0 ．1 0 ．5 1．5

S D M X 2 4．9 2 6 ．6 4 5 ．0 45．3 63 ．0 6 6．0

F Z 4．9 0 ．6 2 1 i8 1 1．3 19．0 6．8

C D X 2．8 2 ．5 2 1．2 15．6 9 ．0 11．6

表207健康と疾病由来ブドウ球菌での薬剤耐性率の比較

薬 剤 名

健 康 鶏 疾 病 鶏

19 7 6 年 度

86 4株

1 977 年 度

1 375 株

197 6 年 度

5 20 株

197 7 年 度

5 87 株

A B P C 3 6．9 20 ．6 3 3 ．3 2 6．8

C E R 5．6 2 ．4 3 ．5 1．0

D S M 2 6．7 19 ．2 8 ．9 2 3．9

C P 11．8 11．2 15．2 12．6

N A 3 8 ．4 2 7．6 38 ．9 2 1．3

S D M X 2 0 ．1 16．9 17．5 25 ．6

F Z ・15．1 ． 9．5 18．9 6 ．1

E M 3 2 ．3 2 7．4 3 7 ．5 34 ．1

表208健康と疾病由来大腸菌での薬剤耐性率の比較（1993年度）

薬 剤 名

健 康 肉 牛 健 康 豚 健 康 ブロイラ 疾 病

9 6 8 株 1 0 4 3株 3 1 2株 6 3 株

C X M 1．8 2．3 3．2 1．6

A P M 3．6 7．7 6．7 6 ．3

S P C M 18．9 2 9．9 2 6 ．9 31．7

B C M 5．3 8．1 5 ．4 4 」8

O A 3 1．1 2 6 ．3 2 5 ．3 1 9．0

O F L X 1．9 2 ．1 1．6 4 ．8

C D X 1 6 ．0 4 1 ．1 19．2 14．3

表209健康と疾病由来サルモネラでの薬剤耐性率の比較（1993年度）

薬剤 名

健 康 乳 牛

109株

健 康 肉 牛

165株

健 康 レイヤー

40株

疾 病．

67株

C X M ‾　0．0 0．6 5．0 0．0

A P M 0．0 0，6 5．0 4．5

S P C M 6 6．1 7 6．4 2 5．0 55．2

B C M 11．9 9．7 2．5 0．0

O A －＿　2 2．0 2 6．1 2 2．4

O FL X 0．9 1．8 0．0 3．0

C D X 11．0 13．3 17．5 2 6．9
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表210フルオロキノロン系抗菌剤の販売数量とエンロフロキサシン耐性率

調査 年

販 売 数 量

（トン）

耐 性 率 ％ （耐 性株 数／調 査 株 数 ）

大腸 菌 サ ル モ ネラ 腸 球 菌 カンピロバ クター

19 86 ＊ 0．0（0／1 1 0）

1 990 ＊ 0．0 　（0／4 6）

1992 1．2 0．6 （2 3／37 27 0．4 （2／4 78）

19 93 2．4 0．0（0／1 8 5） 0．0　 （0／2 6）

19 94 3．1 3 0 ．0（3 ／1 0 ） 0．0　 （0／9 5）

19 95 3．5 0．0 　（0／3 2）

19 96 3．7 0．0 （0／ 3 7）

19 97 5．5 0．0 （0′15 5）

19 98 0．0（0／2 4 2）

19 99 3．0（31／10 18） 0．0（0／1 2 5） 0．0 （0／10 24） 16．3 （27／16 6）

20 0 0 3．0（2 1／6 97） 0 ．0 （0 ／9 3 ） 0．0（0／59 7） 16．2 （50／30 9）

2 00 1 6．3 2．1 （12／5 8 0） 3 ．1 （2 ／6 4 ） 0．0 （0／3 0 2） 22．6 （54／23 9）

2 00 2 6．5 2．2 （2／5 50） 0．0．（0／4 1） 0．0 （0／2 4 6） 1‾6．1 （2 7／16 8）

＊：承認されておらず販売数量なし
空欄はデータなし
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